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は じ め に 

ご の マニ ュ ア ル は BAS | C の 初歩 びら 、 本 機 の 特徴 で あめ る プラ フィ ッ ツ 機能 、 

テロ ッ パ 機能 な ど を 使い こなし て いた だ だ ぐだ め 項目 別に 説明 し て いま す 。 

目的 に 応じ て 首 章 を お 読み ぐだ さい 。 

入門 編 … 初 め て の 方 の だ め に 、 本 機 を 使う 上 で の 予備 知識 を 説明 し ます 。 

基礎 編 … プ ロブ ラミ ング ブ す る だ め の 基 本 的 な こと を 説明 し ます 。 

応用 編 … 上 級 者 向け で す 。 パ ソコ ン の 機能 を 最大 限 に 使い こなし て ぐだ さい 。 

な お 、 本 機 を 正しく ご 使用 い だ だ くだ め 、 ま ざ 取 扱 説明 書 お ら お 読み くだ さい 。 

〇 ディ スク BAS 1C (CZ-ー8FB 9 2 、2HD タ イプ ) を 起動 させ だ 場合 

日 本 語 処 理 機能 、 

ディ スク BAS | C が 起動 まれ る と 自動 的 に Start uD と いう プロ ブラ ム が 実行 され 、 将 種 の 

初期 設定 が 行わ れ ま す 。 

初期 設定 に は 、 ディ スク BAS | C ガ 起動 きれ る と きす で に 行なわ れ て いる も の と 、Stgart Up 

プロ ブラム 中 で 行わ れ て いる も の が あり ます 。 

ディ スク BAS | C 起 動 時 の 初期 設定 は 変更 で きま せん が 、Start  uD プ ロブ ラム 中 で 行わ れ 

る も の は 、 ご の プロ グラ ム を 自分 の 希望 する よう に 書き 換え て お け ば 、 初 期 状 態 を 自由 に 決め る こ 

と が で きま す 。 

⑪) 

(iD〉 

IM 

ディ スク BAS | C 起 動 時 の 初期 状態 

INIT 

WIDTH 809, 25 

CONSOLE 9, 24, 9, 806 

( 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド の と ざき) 

WIDTH 80, 12 

CONSOLE 9, 11, 9, 86 

(標準 ディ スプ レイ モー ド の と き ) 

KMODE 1 

PT ON _ SCREEN 

CLEAR &HF 4 9 0 

CLICK ON 

に 7 へ 個 語 369】 

Stgart Up で 設定 する も の 

CLEAR &HF 9 9 9 ( 音 訓 辞 書 使用 時 ) 

衝 較 由 加 引 4 

FUNCT ION KEY の 設定 

フロ ッ ピ ー デ イィ スク の 2 HDCX 1 フォ ー マ ッ ト ) の 設定 

内 蔵 時 計 の 「 年 」 の 項 の 設定 

NEWON の 設定 

NEWON 病 令 は BAS | C の コマ ンド や ステ ー ト メン ト な ど を 削り 、 フ リー エリ ア を 増 や 

し ます 。 



ディ スク BAS | C を 起動 し だ 直後 、 

NEWON 画 一 カー ソル 

と 画面 に 表示 され ます 。 

0 9 まで の 数 値 を 入力 する ガ 、 ま だ は 数 値 を 省略 し て し リターン キー [ 同 | を 押し て こぐ だ さい 。 和希 

望 の レベ ル の NEWON ガ が 設定 で きま す 。 

NEWON 回 

と キー 入力 け すれ ば 、 すべて の コマ ンド 、 ス テー トメ ント が 使用 で きま す 。 

NEWON の レベ ル (0 一 9 ) に つい て は 、 基礎 編 「 第 5 章 フリ ー エ リア に つい て 」 を 参 

し て ぐだ さい 。 

⑨⑤X1 用 BAS1IC(CZー8CB0 1, CZー8FB0 1) と X 1 turbo 用 BAS1C(CZー 

8FB 0 2 、2HD タ イプ ) と の 初期 設定 の 相違 点 

CZ- 8CB 9 1、CZ-8FB0 1 CZ-8FB02 [2HD] 

WIDTH 49,25 WI1DTH 8 0,2 5( 可 秋 度 ディ スプ レイ モー ド の 時 ) 
WIDTH 4 9,25 WIDTH 8 0, 1 2 (標準 テディ スプ レイ モー ド の 時 ) 

CONSOLE 6,2 5, 9, 
5, 9. 

CONSOLE 0,.2 4 , 0 , 8 0( 高 解 像 度 デ ィ ス プレ イモ ー ド の 時 ) 

⑩NS@ 選 紀 の 2'5。 CONSOLE 0 1 1 , 0 , 8 09( 醸 準 ディ スプ レイ モー ド の 時 ) 

KLIST 9 の 状態 Ki SMl. 4 

KMODE 0 の 状態 KMODE 1 

CLEAR &HFF0 0 CLEAR&HF 4 9 6 

DEV1CE" 9 : 9 "の 状態 DEVICE" 9 :2『 
DEVICE" 1 : 9 "の 状態 BED ほ 間 1| 82 

DEV1CE" 2 : 9 "の 状態 DIMWAIOEM2 SM 

大 世 WGETWS ! 0 "の 状態 の 選 V LOEW 8。E 了 め 較 

X 1 turbo 用 BAS |1C は 、 以 上 の 点 で 、X 1 用 BAS | C と 異な つて いま す の で 、X 1 tuUrDO 

用 BAS | 〇 で 従来 の X 1 用 の ソフ トウ エア を 実行 する 際 に は 、 次 の 操作 を 行 つ て ぐだ さい 。 

DEVICEY9:0":DEVIOE" 1 : 9 の "DEVTOCE"T2 07"iDEVIOEYS 6" 加 

CONSOLE 9, 25:KLIST9 : KMODE6@ : CLEAR &HF 4 9 9 回 

だ だ し 、X 1 用 の ソフ ト で &HF 4 0 6 以降 を 使用 し て いる ソフ ト は 使用 で きま せん 。 

な お 、 本 機 に は X 1 用 BAS 1C(CCZー8FB91 V1. 9 CZ 一 8CB91 V1. 0) 

が 搭載 され て いま す 。 ご これ の 起動 法 に つい て は 「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 説明 書 ]」 の 「 は じ め に 」 

の 項 を お 読 み ぐ だ さい 。 
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EN2 プ 和 本 ング を 
1 宣 始め よう 

1.1 コン ヒビ ュー タ へ の メッ セー ジ 

ま ざ 、 本 体 に 電源 を いれ て ディ スク BAS | 〇 を 起動 し ます 。 起 動 の 廊 法 が 分 ひら な が つ だ り 、 

忘れ て し まつ だ 場合 に は 、 「 取 扱 説明 書 」 の 「 第 2 章 動 ひ し て みる 」 を 参照 し て くだ さい 。 

ディ スク BAS | C が 立ち 上 が る と 、 画面 に NEWON 画 と 表示 され ます 。 

NAO/NNimNI EE | 

SHQRF_ HuBQSTC CZ-BFBS Version1. の EEHID1 

CopyF1i ロ ht (C) 19 ロ 4 by SHaARF/Hudson 

Frinter 』 じ ZーB の の F 

NEMIOUN 開 

ここ で [ 敵 | (キヤ リッ ジリ ター ン キ ー) を 押し て こ だ さ い 。 する と コン ピュ ユー タ ガ ら 〇 に と いう 

メッ セー ジ が 返 つ て きま す 。 

画面 上 で 四角 < 点滅 し て いる も の を カー ソル と いい ます 。 カ ー ソ ル は 、 コ ン ピ ユ ー タ が あな だ か が 

ら の メッ セー ジ を 待つ て いる 状態 を 表し て いま す 。 

SHARF_ HuEBASIC CZ-BFES Version1.g ESHD コ 

CODyF1 ロ ロモ (C) 1784 by SHARP/Hud5On 

明和 n 析 BB I ピ メ ー ロ の の FE 

7449 コ BytG5S FrG@ 

NEMGN 

ロ ド 

| | 

で は 、 手始め に キー を |Q| [L [| の 順に し て こく だ さい 。 1 文字 押す ご と に カー ソル が ガ 1 つ ざ 

つ 右 へ ずれ て いき ます ね 。 図 で は 大 文字 で 表示 され て いま す が 、 小 文字 を 使 つ て も が ガ ま いま せん 。 

SHaRF' HuBASTC CZ-BFES Version1. の [2SEHD1 
COpyF1g ロ ht (C) 1984 by SHARF/FHudson 

Frinter : ビ Z-B の の F* 

フ 74493 By 上 † 馬 

次 に 、 [| を 押し て みて こ だ さ い 。 押 し だ 瞬間 に 、 画 面 に 書か れ て いた 文字 が すべ て 消え ます 。 

それ か ガ ら 一 番 上 の 行 に ひつ に と 表示 され 、 そ の 次 の 行 に カー ソル が 点滅 し ます 。 

2 

EN 0 Mt 、  。 > 



ロ k 
| 

? CLS "に は 「 画 面 を きれ わい に する 」 と いう 意味 が びあ り ま す 。 こ ご の よう に コン ピ ユ ー タ が ガ が 理解 

で きる 言葉 を キー ワー ド と いい ます 。 キ ー ワ ー ド は 全部 で 2 9 0 以上 あり 、 そ れ ぞ れ が 、 コ ン ピ ュ ユ 

ー タ に 何 ガ を させ る 意味 を 持つ て いま す 。 いつ ペ ん に は 覚え られ ませ ん ガ ら 、 少 し ずつ 覚え る よう 

に し まし よう 。 

wJ 呆 人 き 戦 人 TV/7JINY 口 | 司 も し キー ワー ド で な い 、 で だ ら め な 文字 を 打ち 込ん みだら どう な る で し よう 。 
r 当 | の 記号 は 、 「 そ の 位置 で [ 当 | を 押す 」 と いう 意味 で す 。 

HSDAUZ 癌 
Syntax FFPOF 3 

Qk 
剛 

r 選 | を 押し た と だ ん に 「 ピ ッ 」 と 只 つ て 、 上 の よう に 表示 され まし だ 。 ご れ は コン ピュ ユー タ が 、 
「? HSDAUZ * は キー ワー ド で は な い の で 、 何 を や つて いい の ガ 分 ひ お り ま せん 」 と 言 つ て いる 

の で す 。 

キー ワー ド を 打ち 込ん で コン ピュ ー タ に 何 ひ か を させ だ いと き に は 、 選 ざ 最 後に [を 押し て こ だ 
さい 。 証 | を 押し た とき に 初め て コン ピュ ー タ に 言葉 が 伝わる の で す 。 [ 如 | を 押す まで は コン ピュ 
ー タ は 何 も 実 行 し ませ ん 。 こ の こと を 六 れ な いよ うに し まし よう 。 

炊 に PR 1NT と いう キー ワー ド を 試し て み ま し よう 。 

PRINT"X1" 回 
X1 

WI 

| 

次 の 行 に X 1 と 表示 され まし だ ね 。 

で は 、 

PRINT"23+44" 回 

で は どう で し よう 画面 は 下図 の よう に な つて いま す 。 

FRTNT 人 G 語 年 人 4 人 4 

人 の 語 十 介 介 

け ド 

出 

ご れ で PR 1NT が 、 「 引 用 符 て" ) で 囲ま むだ 文字 を その まま 画面 に 表示 し な さい 」 と いう 意味 

を 持つ て いる こと が お 分 お り い を だ ける で し よう 。 

それ で は 、 続 け て 次 の よう に 打ち 込ん で くだ さい 。 

PRINT 23+4 4 回 

- っ RS TP Bk 
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ロ 
妥 

4 
ク 

人 
め 
よ 
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今度 は 引用 符 で 時 まな か つた の に 6 7 と いう 数 字 が 表示 され まし た 。 よ ぐ 見 る と 6 7 は 2 3 十 4 
4 と いう 足し 算 を 行 つ た 結果 で ある こと が わかり ます 。 
これ は 、PR 1NT に は 「 引 用 答 〈" ) で 囲ま れ だ 文字 を その まま 表示 し な さい 」 と いう 意味 の 

ほ が に 「 計 算 し た 結果 を 表示 し な さい 」 こ と いう 意味 も ある か ら で す 。 
な お 、“ PR 1NT の 代わ り に / や (疑問 符 ) を 用 いて も よい こと に な つて いま す 。 キ ー ボ 

ー ド ガ ら 由 , 同 , 則 , IN , 田 と 5 文字 入れ な けれ ば な ら な い の が 、 [| の 1 文字 で 済む 
の で す ガ が ら だ い へ ん 便利 で す 。 で は 試し て み ま し よう 。 

oo 主人 人 4 回 
ム ら ア 

トド 

| | 

同じ 結果 が 出 まし た ね 。 

ご れ ね まで 見 て きだ よう に 、 キーワ ー ド は その 名 の と お り 、 あ な だ が コン ピュ ユー タ に メッ ツ セ ー ジ を 
伝え る だ め の 鍵 こと な る 言葉 で す 。 キー ボー ドガ ら 正 し ご 打 ち 込 ん で [| を 押せ ば 、 コン ピュ ー タ 後 

その メッツ セー ジ に 訪 じ だ 仕事 を し て こぐ れる の で す 。 

それ で は 、 

PLAY 回 

と 打ち 込ん る で くだ さい 。 

Mi St OPDeF arTid 

) ド 

| 

と いう メッ セー ジ が 返 つ て きま し だ た 。 

コン ピュ ユー タ は 「” PLAY ” と いう キー ワー ド の 意味 は わけ る けれ ども 、” PLAY ” に 和 め 要 

な デー タ ガ が 書 ガ れ ね て いな い の で 何 も で きま せん 」 と 途方 に 暮れ て いる の で す 。 Syntax 

rrOr " の と きも そう で す が 、 間 違 つ を キー ワー ド を 打ち 込ん で 実行 きせ よう と し た り の 、 息 要 な デ 

ー タ を 書か な が つ だ りす る と 、 コ ン ピ コ ユー タ は メッ セー ジ を 表示 し て 「 間 違 つ て いま す よ 」 と 教え 

て ぐれ る の で す 。 



で は 、 和 め 要 な デー タ を いつ し よ に 打ち 込ん で み ま し よう 。 

PLAY"BG" 回 

さあ 、 ど つう なり の まし だ が や 何 も 起こ ら な いと いう 人 は 、 音 量 調 整 を 上 げ て も つう 一 度 打ち 込ん で 

く 療 あい "7 の 寺 を ソソ 人 の 商人 ーー ソー と うー ガ 出 る ば び で す 。 

PLAY は 音 を 出す ため の キ ー ワ ー ド で す 。 音 を 表す 文字 を 引用 待 て" ) で 囲ん で 指定 する と 、 

その 音 を 出す こと が で きま す 。 音 を 表す 文字 は ” CDEFGAB "で 、 こ れ が “ドレミ ファ ソラ シ 

に 対応 し て いま す 。 ご ここ で は 、B ( の 音 ) と G ( ソ の 音 ) を 指定 し た の で 「 シ ー・ ソ ー」 と いう 

音 が ガ 出 だ の で す 。 ご これ は 先ほど の “PR INT “と 使い 方 が 似 て いま す 。 

1 し 

We 一 うだ いさ も 

\/ 1.2 プロ グラ ム っ て 何 た ろ 

1.2.1 行 番号 を 付け て みる 

ま ざ び 、 炊 の よう に 打ち 込ん で くだ さい 。 

PRINT "CHIME "回 

を 押し だ 瞬間 に 、 引 用 符 で 狂 ま れ だ 文字 CH 1 ME が 表示 され ます 。 

で は 、 次 の よう に 打ち 込む と どう で し よう 。 

19 PRINT "CHIME" 回 | 

何ごと も 起こ り ま せん ね 。 CH 1 ME と 表示 し な いし 、“ ら Syntax error "な どの メッ セー ジ 

が 返 つ て ぐる わけ で も あり ませ ん 。 

今度 は 、 

29 PLAY"BG" 回 

0 
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と 打ち 込 り いで こ だ さ い 。 や は り 何 ご と も 起こ り ま せん 。 で も 、 次 の よう に 打ち 込む こ ど う な る で し 
よう 。 

RUN 思 

画面 に 「CH 1ME」 と 表示 され て 、「 シ ー・ ソ ー」 と いう 音 が 出 を で し よう 。 

も う 一 度 RRUN と 打ち 込ん で [ 癌 | を 押す と 、 や は り CH 1 ME と 表示 され て 「 シ ー・ ソ ー」 と い 

う 音 が で ます 。 さ ら に 民 UN [ 周 | と すれ ば 、 何 度 で も 同じ こと を 繰り 返す こと が で きま す 。 い つ だ 

い ど うい うわ け で し よう 。 

それ で は 

LIST 国 

と 打ち 込ん で みて ぐだ さい 。 

1 の PRINT "CHTME" 
2 の FLRAY "BEBG" 
ロ ド 

| | 

と 画面 に 表示 され まし だ ね 。 コ ン ピ ユ ー タ は 先 に 入力 し を だ も の を ちゃ ん と 覚え て いた の で す 。 ご ここ 
で コマ ンド の 前 に 付け だ 、 1 0 と が 2 0 の 番号 を 行 番号 と いい ます 。 

実は 、PR 1NT や PLAY の 前 に 行 番号 を 付け る ガ 付 け な い ガ で 、 コ ン ピ ユ ー タ の 反応 が 大 き 
く 違 つて ぐる の で す 。 

1.2.2 直接 モー ド と 間接 モー ド 

行 番号 を 付け な いで キー ワー ド を 打ち 込ん で [ 是 | を 押す と 、 コ ンピュータ は すご その 場 で 実行 し 
て 、 画面 に 文字 を 表示 し た り 音 を 出し た り し ます 。 だ と えば 、 

PRINT"CHIME" 過 | 

と 打ち 込め ば 、 そ の 場 で CH | ME と 表示 され 、 

PLAY"BG " 過 

と 打ち 込め ば 、 や は り そ の 場 で 「 シ ー・ ソ ー」 と 音 を 出し ます 。 
この よう に キー ボー ドガ ら 打 ち 込 むこ と 、 すぐ に 実行 され る も の を 直接 モー ド ( ゲ イレ フト モー ド ) 

と いい ます 。 

し が し 、 行 番号 を つけ る と 事情 が 変わ つて きま す 。 コ ンピュータ は その と きす ご に は 実行 せ ず 、 
後 か ら RRUN 沖 | と 打ち 込ん だ と き に 実行 し ます 。 
ご ね は 、 コ ンピュータ に は メイ ン メ モリ と いう 記 憎 装置 が びあ め つ て 、 そ ご こ に 行 番号 を 付け だ 命令 を 

覚え て くれ る が ガ ら です 。 

ご の よう に 、 い つ だ ん コン ピュ ユー タ に 覚え させ て お いて 、 あ と か ガ ら 何 度 で も 実行 させ る こと が で 

きる も の を 、 間 接 モー ド (プロ ブラ ム モ ー ド ) と いい ます 。 

6 



こ ご ご で 、 行 番号 の 付い だ 

1 の PRINT "CHTIME" 
80IRGRY 7 BB" 

の 2 行 の こと を プロ グラム と いい 、 行 番号 の 後ろ の PR INT "CHIME" や PLAY"BG" 

の こと を ステ ー ト メン ト と いい ます 。 まだ 、 ゲイ レフ トモ ー ド で 使用 で きる キー ワー ド を コマ ンド 

(まだ は 命令 ) と いい ます 。 コ マン ド は 、 プロ プラ ム を どう し だ らい い の が を コン ピコ ユー タ に 指示 

する と き な ど に 使い ます 。 

1.2.8 過 グ ラム つて 短 だ だ 才 末 

プロ プラム と いう の は 、 コン ピュ ユー タ に どう いつ 順序 で 仕事 を させ る が を 書い だ 8| 書 の よう な 
も の で す 。 コ ンピュータ は プロ プラム に 書 お れ ね て いる ステ ー ト メン ト を 、 行 番号 の 小 い 順に 実行 
し て いき ます 。 
だ と えば 、” MORN 1NG/, "EVEN1NG*, "NIGHT "を 順に 画面 に 表示 させ る 

プロ プラム を 書い て みる と 、 次 の よう に な り ま す 。 

1 の FRINT "MORNTNG" 

2 FRINT "EVENTING" 

さき FRINT "NIGHT" 

4 の END 

END は 、「 そ こ で プロ ブラ ム の 実行 を お し まい に し ます 」 と いう 意味 の 命令 で す 。 
ここ で 、 RUN 岬 | (プロ プラム を 実行 せよ ) を 入力 する と 、 コン ピコ ユー タ は 行 番 号 1 9, 2 6 

… の 順に 実行 し て いき ます 。 4 0 行 を 実行 し 於 わ つ た と き に プロ ブラ ム の 実行 が 終了 しま す 。 

各行 を 入力 する 順序 を 変え て も ガ ま いま せん 。 行 3 9, 2 0, 4 9, 1 0 の 順番 で 入力 し て も 、 

いざ 実行 する と き に は 、 ち ゃ ん と 行 番号 の 小さ い 順 に 実行 され る が ら で す 。 

1.2.4 変数 を 使う 

プロ ブラ ム の 中 で は 、 い ろ い ろ な 数 値 を 扱い ます が 、 値 の 決ま つて いな いも の や 、 途 中 で 値 が 変 

わる も の は 変数 と いう が だ たち で 扱う と 便利 で す 。 

災 の 例 は 足し 算 を させ る プロ ブラム で す が 、 ご の 中 の A, , C の 3 つが 変数 で す 。 変 数 は 値 を 

入れ て お こ だ め の 箱 の よう な も の で 、 別 の 値 を 入れ 直さ な い 限 り い つま で も その 値 を 覚え て いま す 。 

変数 に は アル ファ ベッ ト 、 ま だ は アル ファ ベッ ト と 数 字 の 組合 わせ で 名 前 を 付け ます 。 だ だ し 、 

変数 の 名 前 は 2 4 9 字 以 下 で 、 最初 の 1 文字 は アル ファ ベッ ト で な けれ ば な ら な い 、 と いう 約束 に 

な つて いま す 。 

/ 
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ブ 
ロ 
グ 
ミ 
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0 め 
: 
う 

1 の 人 主計 
2 の HB=S 
さき の じ 介 寺 ER 
4 の FRINT C 

S の ENDD 

ご の プロ プラム を 実行 する と 、 行 1 9 で 、 変 数 人 に は 3 と いう 値 が 入れ られ ます 。 行 2 9 で は 変 

数 に 5 と いう 値 が 入れ られ ます 。 プ ログ ラム に 出 て くぐる" =” は 、 数 学 に 出 て こく る?” ニテ? と は 少 

し 意味 が 違 つ て 、 右 辺 の 計算 式 を 計算 し て その 結果 の 値 を 、 左辺 の 変数 に 代入 する と いう 意味 に な 

り ま す 。 

行 3 9 で は A 十 巳 を 計算 し た 結果 の 値 、 つ まり 8 が 変数 C に 入れ られ ます 。 そ の C の 値 (つま り 

8 ) が 、 行 4 9 の PR INT 命 令 で 表示 され る こと に な り ま す 。 

1.3 プロ グラ ム の 作成 (その 1) 

8. プロ グラ ム の 入力 

プロ プラ ム を キー ボー ドガ ら 打 ち 込 いで コン ピュ ー タ に 覚え 込ま せる こと を 、 プロ ブラ ム を 入力 
recoXeal!AUPA0 こ So 

先ほど 入力 し た プロ ブラ ム は だ つた だ 5 行 で し た が 、 大 き な プ ロ プ ラム に な る と 、 何 十 行 、 何 百 行 
(ある い は 何 千 行 ) に ち も な る こと が あり ます 。 と ころ が 、 大 きぐ て 複雑 な プロ ブラ ム を 1 回 も 間 違 
わざ に 入力 する こと な ど で き ませ ん 。 ゆず 途中 で 追加 、 変 更 、 削除 な どの 編集 を 行わ な けれ ば な ら 
な ご な り ま す 。 
ここ で は 小さ な プロ ブラ ム を 隔 に 、 プ ロブ ラム を 編集 する 方 法 を 具体 的 に 説明 しま し よう 。 
ま ざ NEW こ と いう 命令 を 使 つ て 、 コン ピュ ユー タ 内 に 残 つ て いる プロ プラ ム を きれ い に 消 し 去り ま 

し よう 。 

NEW 回 

試し に 、 

LIST 加 

と 打ち 込ん で くだ さい 。 

Ok 
| 1 

と 表示 され る だ け で す 。 プ ロブ ラム が きれ い に 消 えて いる こと が 確認 で きま し だ ね 。 

次 は 画面 を を れい に し まし よう 。 

CLS 

さあ 、 プロ プラム を 入力 する 準備 は 整い まし た 。 ス ペル を 間違え な いよ うに プロ ブラ ム を 入力 し 

8 
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で 大 さじ 6 

19 PRINT"X1" 回 

プロ ブラム は 、 1 行 入力 する ご と に 正しく 入力 され だ どう が 見 直し まし よう 。 間 違い が 見 つか 

つ だ ら 、 和 面倒 で も も う 一 度 入力 し 直し て ぐだ さい 。 も つと 簡単 に 直す 方 法 も ある の で す が 、 そ れ に 

つい て は 後 で 説明 し ます 。 

正 し ぐ 入力 され ね だ こと を 確 が すめ だ ら 実 行 し て み ま し よう 。 

と 表示 され だ ら 〇 KK で す 。 も し 、 

Syntax error in 1 

ロ ド 

と メッ セー ジ が で だ ら 打 ち 込 ん だ 中 に 間違い が あつ だ と いう こと で すか ガ ら 、 再び 入力 し 直し ます 。 
ご ご で も う 1 行 入力 し て み ま す 。 

29 PLAY"BGADDR" 回 

その 後 で 、L 18S 征 [| と 入力 すれ ば 

1 の FRTHNMT "X1 り 
< の PLAY "EGRDDR" 

と 表示 され る は ず で ざす 。 

ご れ で プロ グラ ム が ガ 2 行 に な り ま し だ た 。 実行 し て み ま し よう 。 

RUN 
X1 

と 表示 され て 「 シ ・ ン ・ ラ ・ レ ・ レ 」 と いう メロ ディ ー が 流れ ます 。 
も う 1 行 増やし て み ま し よう 。 

39 PLAY"DE#FGoGR" 回 

L 1 STt 是 | と すれ ば 次 の よう に 表示 され ます 。 

1 の ウ の PRTNT !X18 

だ の FLRY "EGRDDR" 

3 の FLRY "DE 音 FBGR " 

ロ ド 

旧 

ご れ で 、 プ ログ ブラ ム が ガ 3 行 に な り ま し た 。 

、vOsGreFcytNYt//// NNm | 旧 語 



ツマ 王 RENYV77JIY 唱 |. 

RUN 訓 | と 入力 し て 、 こ の プロ ブラ ム を 走ら せる (プロ ブラ ム を 実行 きせ る こと を 「 プ ロブ ラ 

ム ハ を 走ら せる 」 と も いい ます ) と X 1 と 表示 し て 、 先 ほど より 長い メロ ディ ー ガ が 流れ ます 。 つ まぐ 

流れ まし だ が 

1 は 0 すず 行 細 入 

X 1 と 表示 し て が ガ ら メロ ディ ー を 流す まで の 間 に 、CH 1ME と 表示 させ る こと に し ます 。 次 の 

よう に 入力 し て ぐだ さい 。 

15 PRINT"CHIME" 回 

L 1ST 岬 | と する と 、 

中 褒 ERENT "XX17 
15 PRINT "CHIME" 
2 の FLRY "EGRADDR" 
ミネ PLAY "DE 拉 FGGR" 

行 1 9 と 行 2 9 の 間 に 新しい 行 1 5 が 挿入 され て いま す 。 プロ ブラ ム が 4 行 に 増え まし た 。 

それ で は 実行 し て み ま し よう 。 

と 表示 され て ガ ら 、 メ ロディ ー が 流れ まし だ ね 。 

この よう に 行 を 挿入 し だ い 場 合 は 、 そ の 前 後 の 行 番号 の 間 の 数 字 を 行 番号 と し て 病 令 を 入力 けれ 

ば よい の で す 。 だ と えば 、 1 9 と 2 0 の 間 に 挿 入 す る の で あれ ば 、 1 1 ガ ら 1 9 まで の 行 番 号 を 用 

いる こと が で きま す 。 

1.3.3 1 行 削除 

それ で は 、X 1 と 表示 し な いよ うに する に は どう すれ ば よい で し よう が 。 最 も 簡単 な 方法 は プロ 

ブラム か ガ ら 行 1 9 を 取 つ て し まえ ば よい の で す 。 そ の だ め に は 、 消 し た い 人 行 番号 の み を 入力 し ます 。 

1 0 回 

ここ で し | STI 沖 | と すれ ば 、 

まま 旨 RAHNII CRIME 
SQ FLRY "BGADDR" 
さき FLRY "DE 持 FBGR" 
ロ k 

計 

行 1 9 が 削除 され て 3 行 の プロ ブラ ム に な つて いま す 。 走ら せ て み ま し よう 。 



ペ 1 を 表示 し な いで メロ ディ ー が 流れ まし た 。 
ー の よう に 、 プロ プラム か ら 1 行 削除 する に は 、 そ の 行 番号 の み を 入力 し て [ 沖 を 押せ ば よい の で す 。 

1.3.4 1 行 変更 

行 3 0 の PLAY の メロ ディ ー を 変え て み ま し よう 。 そ の だ め に は 、 行 3 0 を 新た に 入力 し 直 レ 
ます 。 

v9 の 4 二 NZ/ NNm 」 壮 較 

39 PLAY"DABGGR" 回 

L1ST と すれ ば 、 

ORIHNT "CHYRE 昌 
語 切 FLRY "BEBGRDDR" 
き FLRY "DAEGGR" 
ロ ド 

開 

行 3 0 が いま 入力 し だ 内 容 に 変更 され て いま す 。 さ つ そ こく プ ロブ ラム を 走ら せ て み ま し よう 。 ど ん 
な 音 が 出る の ガ な や 

RUN 副 
CHIME 
Qk 
剛 

1.3.5 行 番号 の 付け 直し 

行 の 挿入 や や 削除 、 変 更 を 繰り 返し た の で 行 番号 が 1 9 番 お き で は な こなつ て し まい まし た 。 ご の 
合 、 炊 の よう に 入力 し て み ま し よう 。 

RENUM 国 
ロロ k 

開 

あれ つ 、 何 を し た の な や し |1ST [ 測 と し て み ま し よう 。 

1 FRINT "CHIME" 

2 の FLRAY "BGADDR" 

さき の FLAY "DAQBGGR" 
ロ ド 

調 

NII MM、 HIW 、 も と 0 



プロ ブラ ム の 中 身 そ の も の は 変わ つて いま せん 。 し が し 、 よ ぐ 見 る と プロ ブラ ム の 行 番号 が 変わ 

つて いま す 。 

RUN | 

と 入力 し て 走ら せる と 、 前 と 同じ こと を や つて ぐれ ます 。 

RENUM は 、 「 プ ロブ ラム の 行 番号 を 付け 直し な さい 」 と いう 意味 を 持つ 命令 な の で す 。 だ と え 

ば 1 9 と いう 行 と 1 1 と いう 行 が あめ つ だ と し だ ら 、 ご の 間 に は 、 新 し い 行 を 挿入 する こと が で きま 

せん 。 そ ん な と き に ご こ の 命令 を 使い ます 。 

コ 
ロ ダ 
の 
シ 
を 1 

め 
よ 
に 】 

さて 、 ま だ プロ ブラ ム を 増やし て み ま し よう 。 

49 PLAY"GBADDR " 還 
50 PLAY"DABGGR "回 
69 PRINT"END" 回 

プロ グ ブラム が 正しく 入力 され だ が どう ガ が を 確 が すめ て ガ がら 、 走ら せ て み ま し よう 。 

LIST 加 

1 の PRINT "CHIME" 

で の FLRY "BGADDKR " 

3 FLRY "DREGGR" 

4 の 9 FLAY "BERDDR" 

5 FLRY "DREGGR" 

6 の FRINT "END" 

ロ ド 

に 

RUN 一 | 

どう で すか 。 チ ヤ イ ム ら し い 音 が 出 ま し た ガ 。 
この プロ ブラ ム は 、 先 頭 の 番号 が 1 9 に な つて いま す が 、RE NUM を 使っ つて プロ ブラ ム の 先頭 

の 行 番号 を 変え る こと が で きま す 。 だ こえ ば 、 先 頭 を 1 9 9 に し だ いと き は 

RENUM 19 9 回 

と 入力 し ます 。 し 1 ST 症 と する と 、 

1 の の FRINT "CHIME" 

11⑦ FLRY "BGADDR" 

12 の FLRY "DEBGGR" 

13 ウ PLAY "GBRADDR" 

14 FLRY "DBGGR" 

1 の FRINT "END" 

け ド 

購 

プロ ブラ ム の 中 身 は 変わ ら ず 行 番号 だ けが 変わ つて いま す 。 走ら せ て みる と 先ほど と 同じ チ ヤ イ 

ム へ の メロ ディ ー が 流れ ます 。 

2 
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1.3.6 複数 行 削除 
さて 、 飼 度 は この プロ ブラ ム を 消す こと を 考え て み ま し よう 。 
残ら ず 消 し て し まう に は NEW と いう 命令 を 使え ば よい の で す が 、 も し 行 番号 1 1 91 5 9 の 
行 だ け を 消し だ たい とき は どう すれ ば よい で し よう ガ 。 
消し だ い 行 の 行 番号 を ひと つ ひ と つ 入 力 し て いこ の も よい で し よう が 、 も つと 科 単 な 方 法 が あり 

ます 。 そ れ は DELE TE と いう 命令 を 使う 方 法 で す 。 こ の 令 令 を 使え ば 、 プロ プラ ム の いら な こ 
な つ だ 行 を まとめ て 消す こと が で きま す 。 

1 1 9 一 1 4 0 の 行 を 消し だい と き は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 

DELETE 119-146 回 

ご れ で 、 コ ン ピ ユ ー タ は 1 1 9 1 4 0 の 行 を すべ て 消し まし た 。 確認 の た め プ ロブ ラム を 見 て 
ぐだ さい 。 

1 の の PRTINT "CHIME" 
159 PRINT "END" 
トド 
| | 

ご ご で 、 ご れ ま で に 説明 し た プロ ブラ ム の 編集 方 法 に つい て まとめ て お きま し よう 。 

プロ グラ ム 編 集 方 法 の まとめ (その 1 ) 
@ 1 行 挿入 する に は 
二 信 し だ い 行 の 上 と 下 の 行 の 、 それぞれ の 行 番 号 の 問 の 行 番号 を 選ぶ 。 
で と えば 、 行 番号 2 0 と 3 0 の 間 に 挿 入 し た いと き は 、2 1 2 9 の 行 番号 で 始ま る 1 行 を 入力 する 。 

@ | 行 削除 する に は 
削除 し だ い 行 の 行 番号 の み を 入力 する 。 

@ 1 行 変更 する に は 
秋 更 し だ い 行 と 同じ 行 番号 で 新しく 入力 する 。 

@ 何 行 が まとめ て 削除 する に は 
DELETE 命 令 を 使う 。 
だ と えば 、 行 番号 1 1 9 1 8 0 を 削除 し だ いと き は 、 

DELETE1196-189 回 

と 入力 する 。 
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1.4 プロ グラ ム の 作成 (その 2) 

次 に 進む 前 こ 、 プ ロブ ラム と 画面 を きわ れい に 消 し て お きま し よう 。 

1.4.1 カー ソル の 移動 と 文字 の 修正 

ここ で は 新 だ に 、 簡 単 な 曲 を 演奏 する プロ プラ ム を 入力 し て み ま し よう 。 

19 PLEY "CRCRGRGRARARGGRR" 還 

ここ で し AY と 入力 する と ころ を 、 誤 つ て P し LEY と 入力 し た こと に 気付 いた と し ます 。 ど ご どう 
や つて 誤り を 訂正 し た ら よ いで し よう が ガ 。 も う 1 度 「 1 9…」 と 行 番号 か ら 入力 し 直す の も 1 つの 
方法 で す 。 し か し 、 も つと 簡単 な 方 法 が あり ます 。 
それ は 、 キ ー ボ ー ド の テン キー 部 分 の 下 万 に ある 、 カ ー ソ ルコ ント ロール キー を 使う 方 法 で す 。 

カー ソル コン トロ ー ル キー は 矢印 の 描い て ある キー で 、[ 合 [&| 回 較 の 4 つが あり ます 。 カ ー 
ソル コン トロ ー ル キー を 用 いる と 画面 上 の カー ソル を 、 つ まり 、 次 に 文字 を 打ち 込む 位置 を 上 下 を を 
右 の 好き な お 方向 に 動か ひ す こ と が で きま す 。 
PLEY の “ヒビ を“ A に 直す だ めこ は 、 ま ず カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー を 使っ つて 、 カ ー ソ ル を 

PLEY の “の と ころ まで 持つ て いき ます 。 炊 の 状態 で 谷 | を 1 回 、 避 | を 5 回 打つ て くだ さい 。 

1 の PLEY "CRCRGBRGRGARRRGEBIRKR" 

一 カー ソル 

ちょ うど 三 * の と ころ に 来 た なら OK で す 。 も し 、" 三 ” を 通り 過ぎ て し まつ て も モ 、 あわ て な い 

で 4 つの カー ソル コン トロ ー ル キー を うま べく 使 つ て 、“" ビ “ の と ころ に 持つ て いつ て ぐだ さい 。 

19 PL 上 Y "CRCRGRARARGGRR" 

ここ で 内 を 押す と /E* が ガ “A/ に 変わ り 、PLAY と な り ま す 。 カ ー ソ ル は “YY“ 10D【oe み ei 

ろ に き て いま す が 、 そ の まま 是 | を 押し て こく だ さい 。 ご れ で 修正 が 完了 し まし た 。 

プロ ブラ ム を 見 て み ま し よ つ 。 

LIST 国 

1 FLRY "CRCRGRGRGRARRRGGRR" 

ロ k 

1 

ヶ 己 LAY” に 書き 換 わ つ て いま すね 。 

さて 、 今度 は 1 行 を 入力 し て いる 最 中 、 [| を 押す 前 に 入力 の 誤り に 気付 い だ 場 合 に つい て 見 て 

ご だ さい >。 

14 



20 PLEY 画 

ご ご こま で 打つ て 、PLAY の ”A? が ビビ” に こなつ て いる 誤り に 気づい た を とき 、 そ れ を 直す に は 

2 通り の 方 法 が あり ます 。 
まず 第 1 の 万 法 は 、 回 | を 2 回 打つ て カー ソル を ^ の ここ ろ に 持つ て 行き 、 入 | と 打ち ます 。 
第 2 の 方法 は 、 | 店 を 2 回 打つ て 、 

ーー 

29 PL 画 

EEY? の 2 文字 を 消し て し まい 、 内 | , と 打つ て 修正 し ます 。 

29 PLAY 画 

どちら ガ の 方 法 で 修正 し たら 、 再び プロ ブラ ム の 入力 を 続け る こと に し まし よう 。 

1.4.2 効率 の よい 入力 方 法 
引き 続き プロ プラ ム を 入力 し ます 。 

29 PLAY "FRFRERERDRDRCOCRR" 回 
3 9 PLAY "GRGRFRFRERERDDRR" 

ご ご で 、 だ と えば 次 に 入力 する 行 4 0 が 、 行 3 9 と まつ だ ぐ 同 じ で よい 場合 を 考え て み ま し よう 。 
同じ も の を 入力 し 直す の は 面 個 で す 。 

そん な と き 、 カ ー ソ ル を 行 3 9 の” 3 ? の と ころ に 持つ て 行 つて [4] を 打ち 、 [ 骨 | を 押し ます 。 

= FLRY "FRFRERERDRDRCCRR" 
4 の FLAY "GRGRFRFRERERDDRR" 

ご れ で 3 9 と まつ だ ぐ 同 じ 行 が 、 行 4 9 と し て も う 1 つ 作 られ まし た 。 

プロ ブラ ム を 見 て み ま し よう 。 

1 PLRY "CRCRGBRGRRRRRGGBRR" 

ee FLARY "FRFRERERDRDRCCRR" 

3 FLRY "GRGRFRFRERERDDFRR" 

人 4 の FLLRY "GRGRFRFRERERDDRR" 

ごう で す 。 4 0 の 行 が びき ちん と で き て いる で し よう 。 

次 の 行 5 0 は 、 行 1 9 と まつ だ ご 同 じじ しだい ので す が 、 ど うす れ ば よい し よう や そう で す 。 
行 1 9 の 1 / の と ころ に カー ソル を 持つ て き て 、[5] と 打っ て [ 敵 | を 押せ ば よい の で す 。 

2 FLRY "CRCRGRGRRRRRGEGRR" 
回 の 9 FLAY "FRFRERERDRDRCCRR" 

さ の FLRY "BRGBRFRFRERERDDFRR" 
4 の FLRY "GRGRFRFRERERDDRR" 

炊 の 行 6 9 も 行 2 9 と まつ だ ご 同じ じ こし て み ま す 。 い まち よう ど 、 カ ー ソ ル ガ 行 2 9 の ̂  2 * の 
と ころ に き て いま すね 。 そ の 位置 で [6] と 打っ て 訓 | を 押し て < だ さい 。 



SS FLRY "CRCRGRGRRRRRGGBRR" 
6 の PLAY "FRFRERERDRDRCCRR" 
回 の FLRY "BRGRFRFRERERDDRR" 
4 の FLRY "GBRGRFRFRERERDDRR" 

する と カー ソル は 行 3 0 の ^[3] / の 上 に きま し た ね 。 ご の 位置 で 困 か 入力 する と 、 まだ プロ ブラ 
ム が 書き 変わ つて し まい ます 。 も う プ ロブ ラム を 変え た こない の で 画面 を 当 し て し まい まし よう 。 
si ] を 押し な が ら | 品 記 を 押し て くださ い 。 画面 が す つ かり きれ い に な り ま し だ た 。 
ここ で 、 プロ ブラ ム を 見 て み ま し よう 。 
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1 の 9 FLRY "CRCRGRGRRRRRGGRR" 
SO PLAY "FRFRERERDRDRCCRR" 
さ 3 の FLAY "BRGRFRFRERERDDRR" 
49 FLRY "GRGRFRFRERERDDRR" 
S の FLRY "ERCRGRGRRRRRGGRR" 
6 FLAY "FRFRERERDRDRCCRKR" 

この 曲 は 有名 な 「 キ ラキ ラ 星 」 で す 。 こ ご の まま この プロ グ ブラ ム を 実行 する と 、 「 キ ラキ ラ 星 」 が 非 

常に め つ こり と 演奏 され ます 。 

RUN 回 

音楽 を 途中 で 止め を いと き は 、[SshiFr ] を 押し な が ら [gReak] を 押し て ぐだ さい 。 

曲 の テン ポ を 速 ぐ する に は 、 曲 の テン ポ を 指定 する 命令 を 入れ ます 。 

5 PLAY 366 国 

つい で に 、 画面 を 消す 命令 た と 、 タイトル を 表示 する 命令 も 入れ まし よう 。 

3 CLS 加 
4 PRINT "キラ キラ ボ シ " 周 | 

カタ カナ 文字 を 入力 する と き に は | を 押し て 、 カ タカ ナ 入 力 モ ー ド に し て ぐだ さ い (再度 | | 
を 押す と 、 元 の ロー マ 字 モー ド に 戻り ます )。 

L 1 ST を こと つて み ま す 。 

LIST 回 
さ CLS 
4 PRINT "キキ ララ ポリ 

FLQY の の 
1 ウ 2 FLRY "CRCRGRGRRRRRGGRR" 
< FLRY "FRFRERERDRDRCCRR" 
3 FLRY "GRGRFRFRERERDDRR" 

4 の FLAY "GRGRFRFRERERDDRR" 
の FLRY "CRCRGRGRRRRRRGGBRR" 
6 FLRY "FRFRERERDRDRCCRR" 



行 番号 を そろ えて 、 

RENUN 
ロロ ド 

| 

再び L1S「 を と つて み ま し よう 。 

1 CLS 
eKENHI "キラ キラ ボボ 55 が 0 

3 FLRY 注 2@ 
4 の 9 FLAY "CRCRGRGRRRRRGBRR" 
S ら 9 FLAY "FRFRERERDRDRCCRR" 
6 FLRY "BRGRFRFRERERDDRR" 
7 の FLAY "GRGRFRFRERERDDRR" 
BS FLRY "CRCRGRGRRRRRBGEBRR" 
9 の FLRY "FRFRERERDRDRCCRR" 

ご れ を 走ら せる と 、 参 度 は ちよ うど ご よい 速 さ で 「 キ ラキ ラ 星 」 が 演奏 され ます 。 

1.4.3 文字 の 挿入 

タイ トル の 「 キ ラキ ラ ホ ” シ 」 を 画面 中 央 に 表示 し だい 場合 、 タ イト ル を 書 ぐ 位置 を LOCATE 
と いう つ 病 令 を 使 つて 指定 し ます 。 

画面 の 左上 を 基準 に し て 、 右 に 1 2 文字 目 、 下 5 行 目 の 位置 を 指定 する と き に は し OOATE 

1 2, 5 と し ます 。 次 の よう に 

15 LOCATE1 2, 5 回 
と 1 行 挿入 し て も 、 も ちろ ん よい の で す が 、 2 6 の 行 番号 と PR 1 NT の 間 に 「LOCATE 1 2, 
5 : 」 と 挿入 する こと も で きる の で す 。 ” : ” は ステ ー ト メン ト の 区 切り を 表し ます 。 1 つの 行 に 
は : ? で 区 切 つ て 、2 つ 以上 の ステ ー ト メン ト を 書 て こと が で きる の で す 。 ご これ を 、 マ ル チ ス テ 

ー ト メン トド と いぬ ます 。 
まず 、 カ ー ソ ル を 行 2 9 の PR 1 NT の /P/ の と ころ に 持つ て 行き ます 。 そ し て [SHr ] 中 | 

を 1 2 回 押す と ( [SH ) を 押し だ まま | 議 | を 1 2 回 打つ )、 カ ー ソ ル の あつ た “ P * 以降 が 1 文字 
ずつ 計 1 2 文字 分 右 に ずれ て 、 ス ペー ス が あき ます 。 

20 画 PR 1NT "キラ キラ ホン" シ " 
ここ で LOCATE 1 2, 5 : "と 入力 し て 、 是 | を 押す と 、 行 2 0 が 修正 され ます 。 

20 LOCATE 1 2, 5 : PR INT "キラ キラ ホシ " 
プロ ブラ ム を 確か め て み ま し よう 。 

1 の し S 
= の LOCATE12 5 PRINT "キラ キラ ホ ボ " Ez/ リ 
さ の の FLRY の 
4 の FLRY "ERCEREBRGRRRRRGEBRR" 
ら ウ の FLAY "FRFRERERDRDRCCRR" 
6 の FLY "GRGRFRFRERERDDRR" 
7 の FLAY "GRGRFRFRERERDDRR" 
Bg_ PLAY "CRCRGRGRRRRARGGRR" 
9 の FLAY "FRFRERERDRDRCCRKR" | ば 4 

wM 呈 登 戦 RTNYV//JIN 品 | 
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ざさ つ そ ぐ 実 行 し て み ま し よう 。 画面 中 央 に 「 キ ラキ ラ ホ ” シ 」 と 表示 され て 音楽 が 流れ ます 。 

1.4.4 文字 の 削除 

"LOCATE 1 2, 5 : "を 消し た いと き は 、 ま ず カ ー ソ ル を 消し た い 文字 の すぐ 後ろ る 、 こ ご こ 
で は PR INT の *P * の と ころ に 持つ て 行き ます 。 そ し て 、 | 忠 | を 1 2 回 打つ と 、 カ ー ソ ル の を 
隣り の 文字 ガ 1 文字 ずつ 計 1 2 文字 消さ れ 、 そ れ に 続く 文字 の PR 1 NT……/ を 引 つ 張 つ て き 
ます 。 ご ご こ で 、 [ 岬 | を 押す と 行 2 9 が 修正 され ます 。 

る 生  P 穫 1N1P 定 写 素 有 ラボ シ " 

shiFT | 十 引 | を 押し て いつ だ た ん 画面 を 消し て か ら 、 プロ ブラ ム を 確か め ま し よう 。 

LIST 
1 の CLS 
2 の FRTNT "キラ キラ ホ ボド リ 
芝 FLAY 琶 の の 
4 PLRY "CRCRGRGRRRRRGBGBRR" 
9 FLAY "FRFRERERDRDRCCRKR" 
6 の FLQY "BRGRFRFRERERDIDRR" 
7 の FLAY "GBRGBRFRFRERERDDRR" 
Bg FLAY "CRCREBRGBRRRRRGGBRR" 
9 の 9 FLAY "FRFRERERDRDRCCRR" 

ご れ ま で は 簡単 な 例 を 示し な が ら 、 プ ロブ ラム の 編集 に つい て ほん の 触り の 部 分 を 説明 し まし た 。 

プロ プラ ム を 作る と いう こと が どの よう な こと が ガ 、 あ る 程度 お 分 ひけ り い を だけ だ が ガ と 思い ます 。 

1.4.5 困っ つた と き 助 け て これ る [Ssc」 二 [5。 キー 
本 機 を 使用 され て い ぐ ご 途中 、 次 表 の よう な こと で 困 つ だ こと が 生じ る ガ も し れ ま せん 。 

1 | キー 入力 され だ 文字 が すべ て 京 滅 文字 に な つて も と に と どら な いと き 。 

キー 入力 され だ 文字 が すべ て 反転 文字 に な つて も と に と どら な いと き 。 

キー ガ ら 入力 され だ 文字 の 内 容 が 、 キ ー の 表示 内 容 と 合わ な か つた だ り わ け の わか ら な い / パターン が ガ 出 て きた と き 。 

キー か ら 入 力 し だ 文字 が 標準 の 大 き さ で な こぐ 、 倍 文字 と な る と き 。 

キー ガ ら 入力 し な 文字 の 色 を 白色 に も ど ご し た いと き 。 

十 キー を 押し て も 画面 の 文字 が 消え ず に 残 つ て いる と き 。 

4 9 文字 モー ド で 、 キ ー 入 力 し て も 画面 に 何 も あ ら わ れ な いと き 。 

コン ピュ ー タ の 音 が 鳴り つ ぱ な し で 止ま うら な いと き 。 

画面 の ブラ フィ ッ ク が CLS 0 の 命令 で も 消え な いと き 。 

キー 入力 し た 文字 が プラ フィ ッ フ の うし ろ に か これ て し まう と き 。 」 

ブラ フィ ッ ク で 描い だ 図形 が 指定 し た 色 と 合わ な いと き 。 _ 

L 1ST, FILES コ マン ド な ど に よっ て 、 グラ フィ ッ ノ 画面 が 表示 され な こなつ だ と き 。 



ご これら は 無意識 の うち に コン ピュ ユー タ を その よう な 状態 に させ た 結果 で すら 、 炊 の よう お 命令 

で 正常 に 戻し て ぐだ さい 。 

LeTar ] | 5。 | その あと [ST] 二 | 

プロ グラ ム の 編集 方 法 の まとめ (その 2 ) 
@ カ ー ソ ル は カー ソル キー を 使 つ て 自由 に 秘 動 で きる 
[和食 は カー ソル を 上 へ 移動 する 。 
M は カー ソル を 下 へ 物 動 する 。 
回 は カー ソル を 左 へ 物 動 する 。 
回 は カー ソル を 右 へ 物 動 する 。 

@ 文 字 を 挿入 する に は 
カー ソル を 挿入 し だ い 部 分 の すご 後ろ に 持つ て き て 、[SHT ] 十 | 中 | を 秘 要 な 回 数 だ け 押 す 。 

@ 文 字 を 削除 する に は 
カー ソル を 削除 レ しだい 部 分 の すご 後ろ に 持つ て き て 、 

@ 画 面 を 消す 

sr] 十 了 中 (=CLS 副 ) 

@ 実 行 中 の プロ ブラ ム ハ を 止め る 

ーーー 
INS | を 秘 要 な 回 数 だ け 押す 。 | DEL | ーー 

SHiFT | 十 [REzK] 

コマ ンド の まとめ 
いま まで 出 て きた だ 基本 的 な コマ ンド を まとめ て み ま し よう 。 
CLS 加 画面 を きわ い に す る 。 
NEW 同 記録 され た プロ ブラ ム を 消す 。 
LIST 過 記録 きれ ね て いる プロ ブラ ム を 画面 に 表示 する 。 
RUN 同 | プロ グラ ム を 実行 する 。 
RENUM | プロ ブラム の 行 番号 を 付け 直す 。 
DELETE ローmi 沿 プロ プラ ム の n 番 か ら m 番 まで を 消す 。 
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第 2 章 | プロ グラ ム の 保存 と 再生 
前 草 で は プロ ブラム の 入力 と 実行 の 方 法 を 学び まし だ 。 し が し 、 そ の まま 電源 を 切 つ て し まう と 、 

コン ピュ ユー タ は せつ ガ が ぐ 入 力 し を プロ ブラ ム を きれ いさ つ ぱ り の 部 れ て し まい ます 。 

で す が お ら 、 ど こ が に プロ グラム を 保存 し て お びな いと 、 同じ プロ ブラ ハム を まだ 最初 か ら 打ち 込ま 

な けれ ば な ら な ぐ な つて し まい ます 。 

プロ グラ ム を 保存 させ る だ め の も の を 外部 記 憎 装置 と いい ます 。 コ ンピュータ に 覚え させ だ プロ 

ブラム を 、 外 部 記 憶 装置 に 保存 する こと を プロ ブラ ム の セー ブ と いい ます 。 ま だ 、 セ ー プ し だ プロ 

プラ ム を 再び コン ピコ ユー タ に 再生 きせ る こと を 、 プロ ブラ ム の ロー ド と いい ます 。 ご ご こ で は 外部 記 

憧 装 置 と し て 、 フ ロッ ピー ディ スク と カセ ッ ツ ト テ ー プ を 用 いた セー ブ と ロー ド の 方 法 に つい て 説明 

し レ ま す 。 

な お 、 カ セツ ト テ ー プ を 使用 する 場合 は 、 オ プシ ョ ン の 専用 デー タレ コー ダ (CZー 8 RL 1 ) が 
秒 要 で す 。 

2.1 フロ ッ ピ ビー ディ スク に 保存 、 再 生 する 場合 

だす 1 EN 一 ディ スク セー ブ ず る 
次 の プロ プラ ム を 入力 し た と し ます 。 

1 の INPUT "Ami 
2 INPUT "B="sB 
さ の じ = の TH 
4 の 9 PRINT "ATEBm"iC 
の END 

プロ グラ ム を フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク に 保存 する こと を セー プ と いい ます 。 そ れ で は セー プ ブ し て み ま 
し よう 。 



まず 、 フォ オー マット され ね を フロッピ ー デ ィ ス ク を 本 体 の ドラ イブ 9 に セツ ト し ます 。 だ だ し 、 

ライ ト プ ロ テク ト 9 の ガ お が つ だ を フロッピー デ ィ ス ク に は セー プ す る こと は で きま せん 。 

プロ プラム を セー ブ す る に は SA V ビ 命令 を 使い ます 。 プロ プラ ム に は 適当 な 名 前 (だ だ し 1 3 

文字 以内 ) を 付け な けれ ば な り ま せん 。 こ の プロ グラム の 名 前 を ” タ シ サ ” ン ン プロ フク” ラム “* 

と し まし よう 。 

次 の よう に 炭 力 レ じ ま り (ここ で 、 人 人 と いう 0 の 0 ほ デ パー 放 省 で 、 フ ロッ ピー ディ ヌメ フ ド ライ 

プ ブ の ドラ イブ 9 の こと で す 。 

SAVE " 9 : マシ ザン ノ プ ログ ラム " | 

| 1 
保存 する デバ イス 名 保存 する プロ ブラ ム の を 前 
フロ リッ ビデ イ ベン ) 
番目 

する と 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の イン ジ ケ ー タ が 点灯 し 、 書き 込み を 始め ます 。 そ し て 、 
画面 に ひ K と 表示 され むれ ば 、 プ ロブ ラム が ガ フ ロッ ピー ディ スク に セー ブ さ れ だ こと に な り ま す 。 

( 注 1) フォ オー マット 
フロ ッ ピ ー デ イィ ス ク を 初期 化し て 、 使用 可能 な 状態 に する こと で す 。 
フォ ー マ ッ ト の 仕 亡 に つい て は 「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 説明 書 J の 「 デ ィ ス フ ユ ー テ ィ リ ティ 」 

を 参照 し て こ だ さ い 。 

(まく ) ポト プロ テクト 
フロ ッ ピ ビー ディス ク へ の 書き 込み 禁止 。 
ライ ト プ ロ テク フトン ツチ に 保護 用 紙 (シー ル ) を 貼 つ て あく と 、 書 き 込み は で きなこ な り ま す 。 

2 vw ビー ディ ス の 半 ら ロー ば きる 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 等 の 外部 記 樽 装置 に セー プレ し て い だ を プ ロ プ ラム を 、 メ イン メモ リ に 読み 込ん 

で 実行 で きる 状態 に する こと を 、 ロー ド す る と いい 、LO 〇 OAD 命令 を 使い ます 。 
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980062Em な の サー タジン プリ の 2" ラム イイ 克 回 一 ば し て みあ まし よう 。 

LOAD " 9 : タマ シ ザ ン ノ プ ログ ラム " 同 

再生 する プロ ブラ ム の 名 前 

ご れ に よ つ て 、 先 ほど 入力 し だ を プロ ブラ ム が 再生 され 、 実行 きせ る こと が で きる よう に な り の ます 。 
だ だ し 、 ご の 命令 を 実行 する と 、 今 まで 入力 し て い を プロ プラ ム は すべ て 消え て し まい ます の で 

注意 し て くだ さい 。 シ ステ ム 起 動 直 後に ロー ド す る 場合 は ひか まい ませ ん が 、 す で に プロ ブラ ム を 打 
ち 込 ん で いる 場合 に は 、 い つ だ ん プロ プラム を セー ブ し て ガ ら 新た に プロ ブラ ハム を ロー ド す る よう 

に し て ぐだ さい 。 

2.1.3 フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク の 内 容 を 見 る 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は いこ つも の プロ ブラ ハム を セー ブ す る こと が で きま す 。 そ し て フロ ッ ピ ー 
ディ スク の 中 に 、 ど ん な プロ ブラ ム が セー ブ し て ある ガ を 見 を い と き は 、F 1 LES と いう 命令 を 
使い ます 。 
プロ グラ ム の 入 つ た を フロッピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ 0 に セッ ト し て 、 

FILES"9:" 回 

と 入力 し ます 。 

ご の 命令 を 実行 する と 、 フ ロッ ピー ディ スク に 入 つ て いる プロ ブラ ム の 名 前 (ファ イル 名 ) の 一 

覧 表 を 画面 上 に 表示 し ます 。 

プリ ンタ に ファ イル 名 を 出力 する に は 

LFILES"9 :" 加 

と 入力 し ます 。 

な お 、 デ ィ ス ク BAS | C 起 動 後 の 初期 状 態 で は フラ ンク ション キーL_F1_| を 押す こと に よ つ て 、 

FILES " 9 : " [| を 実行 する こと が で きま す 。 

2.2 カセ ッ ト テ ー プ に 保存 、 再 生 す る 場合 

2.2 き 旋 還 WW ト に テープ に セー プ サ る 

前 述 の 、/ タ シ サ ” ン ン フ " ロフ ラム * と いう プロ プラ ム を カセ ツ ト テ ー プ に 保存 する に は 、 
や は り 、SAVE 命 令 を 使い ます 。 
ツメ を 折 つ て いな い カ セッ ツ ト テ ー プ を 専用 デー タレ コー ダ に セッ ツ ト し 、 テ ー プ カウ ンタ を 9 9 6? 

と し て お きま す 。 
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次 の よう に 入力 し ます 。 

SAVE "CAS : タマ シ ザ ン ノン プロ グ ブラム" 
rp 

プロ グラ ム を 保存 する デバ イス 名 (カセ ッ ト ) 保存 する プロ プラ ム の 名 前 

する と デー タレ コー ダ ガ 自 動 的 に 動作 を 開始 し ます 。 

画面 に は 

WESEHNOGI ツン リーン ME ウン ラム 

と 表示 され ます 。 

数 秒 後に デー タレ コー ダ は 自動 的 に 停止 し 、 画 面 に は 〇 に と 出 ま す 。 これ で " タ シ サ ” ン ノ ンプ フ * 

ロク ラム ” は カセ ッ ツ ト テ デー プ に セー プ で きま し な 。 

2.2.2 カセ ツ ト テ ー ブ プ の 内 容 を 確認 する 

以上 で プロ ブラ ム の セー ブ は 終了 し だ わけ で す が 、 う まぐ セーブ され て な ガ つ だ ら …… と 考え る 
と 届 配 じ な り ま す 。 せつ か こぐ の プロ プラ ム が 、 正 し て セー プ さ れ て いな けれ ば 困り ます ね 。 
LOAD や と いう 命令 を 用 いて 、 確 実に セー プ ブ で き て いる ガ ど う ガ を 確認 する こと が で きま す 。 

まず 、 カ セツ ト テ ー プ を テー プ カ ウ ンタ “ 0 9 9 "まで 巻き 戻し て 、 次 の よう に 入力 し ます 。 

LOAD "CAS : タ シ ザ ン ノ プロ グラ ム " 国 

確か め る プロ プラム の 名前 

する と 自動 的 に デー タレ コー ダ が 作動 し 、 画面 に は 

Found "ダシ サト フフフ 5 ログ の ラム" 

と 表示 され ます 。 

正しく セー プ さ れ て いれ ば 、 数秒 後 に ひつ に が 表示 され ます 。 

し が ガ し 、 も し カセ ッ ツ ト テ ー プ な ど に 問題 が あつ て うま く セ ー ブ さ れ て いな いと き は 、 次 の メッ セ 

ー ジ が 出 ま す 。 そ の よう お 場合 は 、 カ セッ ト テ ー プ を 交換 し て も う 一 度 セ ー ブ を し 直し て こく だ さい 。 

TADEG BSH BFFOF 
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28 カセ ッ ト テ ー プ か が ら ロ ー ド に する 

プロ プラ ム を カセ ツ ト テ ー プ か ガ ら 再生 する と き に は 、 次 の よう に 入力 し て ださい 。 

LOAD " CAS : マシ ザ ン ノ プロ グラ ム " 同 

再生 する プロ ブラム の 前 

デー タレ コー ダ ガ 上 自動 的 に 作動 し 、 画面 に 炊 の よう な メッツ セー ジ が 出力 され ます 。 

フ 
ロ ク 
ム 
人 存 
生 

9ENGIGM II の 0 この RE の ラム" 

数 秒 後 に デー タレ コー ダ の 動作 が 止ま り 、 〇 K の 表示 が 出 て ロー ドガ が 完了 し だ こと を 知ら せま す 。 

な お 、 1 本 の カセ ツ ト テ ー プ に 何 種類 が の プロ プラ ム が 入 つ て いて 、 そ の 後ろ に 先ほど の ” タ シ 

サ ” ン ンプ "” ロク ” ラム “" を セー ブ し だ 場合 、 ロ ー ド の 際 に は 目的 の プロ グラム に 到達 する まで 、 

関係 の な い プ ログ ラム を 読み 飛ば し ます 。 ご れ を スキ ッ プ と いい ます 。 

LOAD "CAS 』 タ ダミ シ サ ラノ フ 6 ロフ "ラム" 
SKIFP "ABC" 

SKIFP "DEF" 

Found の Ep が SM グン タム 

上 の 便 の よう に 、” タ シ サ ” ン ン フ ” ロク ラム ガ 3 番目 に 入 つ て いる こと が わか つて いる の 

で あれ ば 、 専用 デー タレ コー ダ の APSS ボ タン を 押し て ガ がら [mw ] (FF) キ ー を 押す こと に よ つ 

G、 炊 の 回 グラ の 責 肌 レ ガザ ガ で きま きす 。 これ を 2 回 緑 り 返す こと で 、” タ シ サ ” ン ン フ ” ロク? 

ラム の 頭 の 部 分 に 到達 する こと が で きま す 。 

っ 科 mmm テー ブ の 走行 方 向 

ABC い 肖 - 補 コ タ シ ザ ン ノ プロ グラ ム 

APSS を 押し て か ら | mm | キー を 押す APSS を 押し て か ら | mw | キー を 押す ここ で LOAD 是 と 入力 する 

2.2.4 。 カセ ツ ト テ ー プ の 内 容 を 見 る 

プロ グ ブラム を 記録 し た カセ ツ ッ ト テー プ の 内 容 を 見 を いこ ときには F | LE 命令 を 使い ます 。 

プロ グラ ム の 入 つ だ カセ ツ ト テ ー プ を デー タレ コー ダ に セツ トレ 、 テー プ を 巻 戻 し て から 

FILES "CAS: "回 

と 入力 し ます 。 

する と 、 カ セツ ト デ テー プ に 入 つ て いる プロ プラ ム の 名 前 (ファ イル 名 ) の 一 覧 表 を 、 画 面 上 に 順 

に 表示 し ます 。 
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な お 、 プ リン タ に ファ イル 名 を 出力 する に は 、 

LFILES"OCAS: "回 

と 入力 し ます 。 

isncNINiaNi 
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第 3 章 | テレ ビビ コントロール 
本 機 で は 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ を 本 体 に 接続 し だ 場合 、 キー ボー ドガ ら 直 接 、 ま だ は BAS 

| C の 命 令 を 用 いて 自由 に テレ ビ を コン トロ ー ル する こと が で きま す 。 

さら に 、 本 機 に は カレ ンダ ー 付 き タ イマ 機能 が 付い て いる の で 、 こ れ ら を 組み 合わ せる こと に よ 

つて 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ を コン トロ ー ル する こと が 可能 に な り ま す 。 

本 曹 で は 、 内蔵 き まれ て いる テレ ビタ イマ コン トロ ー ル を 使う も の と 、BAS | 〇 の 命令 を 使う も 

の と の 2 通り の 説明 を し ます 。 

3.1 キー ポー ド か ら テ レヒ を コン トロ ー ル する 

キー ボー ドガ ら テ レビ を コン トロ ー ル する に は 、 [SFr ] と テン キー を 組み 合わ せ て 使用 し ます 。 

[smiT [9| : 消音 (一 度 押す と テレ ビ の 音 が 消え 、 も う 一 度 押 す と 音 が 出 ます )。 

ーー [9| : チャ ン ネ ル 1 9 を 選 局 し ます 。 

: チ ヤ ン ネ ル 19 を 選 局 し ます 。 

: チ ヤ ン ネ ル 11 を 選 局 し ます 。 

: チ ヤ ン ネ ル 12 を 選 局 し ます 。 

・ スー パー イン ポー ズ 画 面 に 切り 換え ます 。 

: テレ ビ 画 面 に 切り 換え ます 。 

: コン ピュ ユー タ 画 面 に 切り 換え ます 。 

: 1 つ 前 の チャ ヤン ネル に 切り 損 わ り ま す 。 (12,11ー 1) 

・ 1 つ 次 の チャ ヤン ネル に 切り 換わり ます 。 ( 1, 2 つ 12) 

・ 音量 が 大 きこ な り ま す 。 

・ 音量 を 小さ べく なり ます 。 

\ 選 
キ 二 二 *| NH 避 

| 還 田 | 軸 [ の に 1 

キキ キキ キキ 回 回 図 向 

3.2 テレ ヒビ タイ マコ ント ロー ル 

9.2、1 テレ ビタ イマ コン トロ ー ル の 呼び 出し 

クロ ッ ク お よび タイ マ の 呼び 出し は 、BAS | 〇 を 読み 込ん で いる お どう が に より 操作 が 異な つ 

て きま す 。 

BAS | C を 読み 込ん で いな い 場 合 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ツ ト し な いで 本 機 を 立ち 上 げ だ 場合 、 デ ィ ス プレ イ 画 面 上 に 炊 の メ ツ セ 

ー ジ が ガ が 表示 され ます 。 
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co を 押し て 、Timer を 選択 し て て だ さい 。 テレ ビタ イマ コン トロ ー ル 画面 に な り ま 

す 。 

BAS | C を 読み 込ま せ て ある 場合 

すでに ビ AS 1 C ガ 起動 し て いる 場合 に は 、AS に 命令 を 用 いま す 。 

ASK 同 

と 入力 し て ぐだ さい 。 ご れ で テレ ビタ イマ コン トロ ー ル の 画面 に な り ま す 。 

3.2.2 テレ ビタ イマ コン トロ ー ル の 表示 内 容 

画面 は 下図 の よう に 変わ り ま す 。 カーソル が 

TIMER1 XX/XX XXX XX』XX ロ FF 

の 最初 の X の と ころ で 点滅 し て いま す 。 

クロ ッ ク 表 示 部 ( 白 文字 ) 
SN ENieR my Onn で で ※ メ OO ノ OO MoN OO : OO : OO 

年 月 日 曜日 時 分 秒 

86/12/ の 1 MON 19:48:59 

タイ マー 表示 部 ( 白 文字 ) 

CPZ29K2800 KK KK 0XK OFEE 
TTMER1 XX/XX XXX XX:XX OFF 職 9 か 生 麻 Ui に お OK- 吉 折 

TTMER2 XX/XX XXX XX:XX OFF 
タイ マ 設定 表示 部 (赤色 ) 

TTMER3 XX/XX XXX XX:XX OFF 二瀬 拉 5 おれ る と 

TTMER4 XX/XX XXX XX:XX OFF *( ア スタ リス ク ) が 表示 され ます 。 

TITMER5 2 人 流 2 光学 XX 区 区 OFF 入力 モー ド 表 示 部 A ( 黄 ま た は 赤 文 字 ) 甘 
カー ソル の 位置 に 対応 し た モー ド が で TTMER6 XX/XX XXX XX:XX OFF 還っ 8 まし な ス み モード 隊 ま 
表示 され 、 入 力 ミ ス し た 場合 、 赤 文字 で エラ ー を 知ら 

せる 表示 が で きま す 。 TTMER7 テ ※ 

入力 モー ド 表 示 部 B ( 緑 文字 ) 
Month 91 - 12 or XX 7 ESC | キー は クロ ッ ク ・ タ イマ 表示 を 解除 で き 

ます 。 
[ESC] =Exit, [CLR]=Reset, [CR] =Set 

注 ) BASIC か ら ASK [ 当 に よっ て テレ ビタ イマ を 呼び 
だ し た 場合 は BASIC に も どり ます 。 
IPL よ り 直 接 T] キ ー を 入力 し た 場合 は IPL の メニ 

ュー 画面 に も ちどり ます 。 

XX/XX XXX XX:X 双 OFF 

※ は じ め て 電源 を 入れ だ と き は 表示 が 現在 の 時 

刻 こ と 合 つ て いな い の で フク フロック の 設定 手順 通り (CLRJ) |@kRL | キー は タイ マ 設 定 し た 内 容 を 取消 せま 
ミル っ ニュ に コ ~ー ノ / 寺 \ い す 。 説 定 レ て くださ し まだ 、 メ イン 電源 ミッ チ ヂ 語 ーー に 

を 切 つ だ 時 も 再度 設定 し て くだ さい 。 ま 

な / 

誠 
レ 
( 
コ 
2 

ーー デー 



に 

レ 
世 
吉 ン 
ト 

ル 

3.2.3 ロッ フ (時 計 ) を 現在 時 刻 に 合わ せる 

本 機 を 購入 後 、 初 め て 電源 を 入れ だ と き や 、 コ ン ピ コ ユー タ 内 蔵 の フロ ッ ツク を 現在 時 刻 に 合わ せる 

選 要 が ある と き に は 、 次 の 手順 に 従 つ て 設定 し て くだ さい 。 

ここ で は 1 9 8 7 年 1 月 1 2 日 (月 曜日 ) 午後 3 時 3 9 分 2 9 秒 に 合わ せる 例 を 説明 し ます 。 

入力 モー ド 表 示 内 容 
Y 思 品 F ウー ワウ 

Mon モ hh の 1-12 or xx 

Day の 1 一 さき 1 gr xx 

SUN _ MON TUE MED THU_ FRI SaT or xx 

Hour ウ の ウー ジミ ニー or x ぶ x 

Minutes の の ーー 

SesCCrncd 人 幼 四 一 紹 ウ 

カー ソル を カー ソル コン トロ ー ル キー で クロ ッ ク 表 示 部 の 左端 に 移動 させ ます 。 
西暦 1 9 8 7 年 の 未 尾 2 桁 の を キー 入力 し ます 。 

1 月 の [| [1] を キー 入力 し ます 。 

1 2 日 の [| [|] を キー 入力 し ます 。 
月 曜日 の IM IO| IN| を キー 入力 し ます 。 
午後 3 時 (1 5 時 ) の を キー 入力 し ます 。 時刻 は 2 4 時 間 表示 で す 。 
午後 3 時 3 9 分 の 分 の 単位 の を キー 入力 し ます 。 
午後 3 時 3 9 分 2 9 秒 の 秒 の 単位 の を キー 入力 し ます 。 
以上 を 設定 し 終え だ ら 、 設 定時 刻 の 3 時 3 9 分 2 9 秒 に な る の を 待ち ます 。 そ の 時 刻 に な つ だ 
瞬間 に [ 是 | キー を 押す と 押し だ 時 点 お ら フ ロッ クン が 作動 を 始め ます 。 こ ご これ で フロ ッ ク の 設定 は 終 

了 レ 、 カ ー ソ ル が ガ が T | MER 1 の 最初 の X の と ころ へ 秘 動 し ます 。 

⑩⑥ ぐ ⑳ ぐ @@⑳⑩@@⑩⑩@ 

3.2.4 タイ マ で 番組 予約 を する 

フロ ッ ク が 作動 し まし た の で 、 信 度 は 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 番組 予約 を する だ め に 、 タイ マ 

設定 を 行 つ て み ま し よう 。 

ご ご で は 先ほど フク ロック を 設定 し だ 翌 曰 、 つ まり 、1 9 8 7 年 1 月 13 日 (火曜 日 ) の 午前 9 時 

3 0 分 ひけ ら は じ ま る 5 チャ ヤン ネル の 1 時 間 番 組 を 予約 する こと に し まし よう 。 

入力 モー ド 表 示 内 容 

Month 91-12 or xx 
Day 91-31 or xx 

SUN MON TUE WED THU FRI SAT or xxx 

Hour 00-23 or XX 

Minute 99-59 
TV Power ON? (Y or N) 



④ カー ソル は タイ マ 表 示 部 の 征 | MER 1 * の 最初 の ” X / の と ころ に き て いる は ざ び で きす が 、 
そう で な いと き は 、 最 初 の * x / の と ころ まで カー ソル コン トロ ー ル キー で 惣 動 し ます 。 

1 月 の を キー 入力 し ます 。 
1 3 日 の を キー 入力 し ます 。 
火曜 日 の を キー 入力 し ます 。 
午前 9 時 の [9] [9] を キー 入力 しま す 。 - 
午前 9 時 3 9 分 の を キー 入力 し ます 。 
カー ソル は * 〇 FF * の / 〇 * の と ころ で 点滅 し て いま す 。 ご の 了 例 で は 専用 ディ スプ レイ テレ 
ビ を ON させ だ いわ け で すか ガ ら 、“ 征 V Power ON や CY or N) “に 答え て [Y| を キー 入 
力 レ ます 。 

⑧ "OFF* ガ ON CH に 変わ り 、 そ の 後ろ る で カー ソル が 点滅 し て いま す の で 、 予約 する 
チャ ン ネ ル の [5] を キー 入力 し ます 。 

⑨ 最後 に [時 | キー 入力 する と 、 こ の 行 の タイ マガ セ ッ ト さ れ だ こと を 示す 赤色 の “ * / (アス タ 
リス ク ) が 征 | MER 1 ^ の 後に 表示 され 、 カ ー ソ ル は 次 の 行 の 先頭 に 移り ます 。 

Q@@@@⑩Q 

TIMER1X の 1/1 ミ TUE の 9』 さ の CHS 

ご の よう に タイ マセ ッ ト を する と 、 コ ン ピ ュ ユー タ 本 体 イ ンジ ケー タ 部 の | MER 表 示 ラ ンプ が 
点灯 し 、 タ イマ ガ が 動作 中 で ある こと を 知ら せま す 。 

3.2.5 タイ マ で スイ ッ チ を OFF に する 

ラ 度 は 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ を 指定 され だ 時 刻 に OF 上 F さ せる よう に タイ マ を セッ ツ ト し て み 
まし よう 。 

先ほど の 手順 と 同じ よう に 、 

TIMERS2X の 1/1 さ TUE の 9』 さ の al 当 コ 

と 入力 し て も よい の で す が 、 次 の 万 が 簡 単 で す 。 

⑩ カー ソル は * TIMER2 XX…… ” の 最初 の "”" メ ” の と ころ に き て いま す 。 
⑪ カー ソル を 右 に 移動 し 、 1 9 時 3 0 分 の 部 分 の み 入力 し ます 。 

TIMERSX XX/XX XXX 1 の : 計 の | 避 

IN| まだ は [| の 入力 で T 1 MER 2 は セッ ト さ れ ま す 。 

TTPMER XX/XX XXX 1 の 』 さ の OFF 

だ だ し 、 ご の 方 法 で は 日 付け を 省略 し て いる だ め に 、 日 午前 1 9 : 3 9 に 専用 ディ スプ レイ テ 
レビ ガ が OFF に な る よう タイ マガ が 働き ます の で 注意 し て こく ださい 。 ご の よう に 、 日 付 と 曜日 を 同時 
に 省略 する こと で 「 毎 日 」、 ま だ 日 付 だ け を 省略 し て 曜日 を 指定 する こと で 「 旬 週 指 定 し だ 用 日 」 に 
セツ ウト する こと ガ が で きま きす 。 

で は 、 次 の 応用 を 考え て ぐだ さい 。 

= テッ | PT ャ 一 | 

ea gd 



[応用 例 ] 毎週 曜日 の 午前 11 時 か ら 午後 2 時 まで の 間 、10 チ ヤン ネル を 番組 予約 し ます 。 

この 場合 の タイ マ 設 定 は 、 次 の よう に な り ま す 。 

TIMER さ * XX/XX TUE 11: の の GN CH1 
TIMEER4X XX/XX TUE 14: の の (OFF 

な お 、 一 度 セ ツ ト さ れ だ タイ マ の 内 容 は 一 度 メ イン 電源 を 切る お か 、 ま だ は フク リア (タイ マ の 取り 

消し ) し な い 限 り は 働き 続け ます 。 し た が つて 、 毎 日 繰り 返す よう な タイ マ 設 定 の 場合 は 便利 で す 。 

3.2.6 タイ マ を 取り 消す 

先ほど セツ にし た タイ マ を 取り 消す 場合 は 次 の 手順 で 行い ます 。T |I MER 1 お ら T IMER3 

を 取り 消す こと を 例 に 説明 し ます 。 
ー ロ アテ LT で | 
トー ご 

④ カー ソル を * | MER 1 “の と ころ へ 移動 きせ ます 。 ご の 場合 カー ソル は T 1 MER1 ? 

の 行 の どの 位置 で も か まい ませ ん 。 
@ [SHigr ] を 押し な が ら | 品 を 押し ます 。 する と T | MER 1 の 内 容 は 取り 消さ れ 、 表示 は タイ マ 

設定 前 の 状態 に 戻り ます 。 
③ カー ソル は T | MER 2 * の 行 へ 物 つ て いま す の で 、 同 様 に [SHFT を 押し な が ら | 放 計 を 押 

し 、T | MER 2 を 取り 消し ます 。 
の カー ソル は T | MER 3 * の 行 へ 物 つ て いま す の で 、 同 様 に [SH ] を 押し な が ら | を 押 

し 、T |I MER 3 を 取り 消し ます 。 

注意 フロ ッ ク 表 示 と メイ ン 電 源 の ON プ 〇 OFF に つい て 

・ 初め て メイ ン 電 源 を 入れ だ と き に は 、 表示 が 現在 時 刻 と 違 つ て いま す が 、 ご れ は 故障 で は あり ま 

せん 。 ク ロッ ク の 設定 手順 を 参照 し て 正確 な 時 刻 に 合わ せ て ぐだ さい 。 

・ まだ 、 メ イン 電源 を 切 つた 状態 で は フロ ッ ン 機能 が 働 お の なこ なり ます の で 、 再 設定 が め 要 に な り 

ます 。 

・ 本 機 の フロ ッ フ は 年 号 の 自動 切換 表示 は 行い ませ ん の で 、 年 号 が 履 ま る ご と に 新しい 年 号 を 設定 

し な けれ ば な り ま せん 。 

・ う る う 年 (2 月 2 9 日 の ある 年 ) に あ だ る 場 合 は 月 日 の 再 設定 が 和 め 要 で す 。 

・ メイ ン 電 源 を 切る と 、 年 号 が / XX に 変わ り ま す の で 再 設定 し て くだ さい 。 



3.3 プロ グラ ム で テレ ビ を コン トロ ー ル する 

3.3.1 現在 時 刻 の 設定 

BAS | C プ ログ プラム ガ ら 現 在 時 刻 を 設定 する に は 、 次 の よう に し ます 。 

5 ニ 

レ 
人 
還 
ご 
ト 
ロ 

時 刻 を 設定 する 

TIME$S="12:34:56" と 12 時 34 分 56 秒 

日 付 を 設定 する : 

DATES= テ "87 プ 91 グ 114『" と 1987 年 1 月 1 1 日 人 

曜 日 を 設定 する 

DAY$= "SUNY 日 曜日 

日 付 、 曜 日 、 時 刻 を 表示 する 

現在 時 刻 を 表示 する に は 、 次 の よう に し ます 。 

FRINT TIME ま 。DQTE ま 。DQY キ ま 

EL 記 "や 6/12/ の 1 MON 
ロ ド 

1 」 

3.9.2 、 ダ 和 コン ジン トロール 

BAS | C プ ロ プ ラム か ガ ら テレ ビ を コン トロ ー ル する に は 、 次 の よう に し ます 。 

テレ ビ の 電源 の ON プ 〇 OFF 

テレ ビ の 電源 を つけ ます 

テレ ビ の 電源 を 消し ます 

テレ ビ 放 送 を 表示 し ます 

コン ピ ユ ー タ 画面 を 表示 し ます 

テレ ビ 放 送 の コン トラ スト を 下げ 、 コ ン ピ ュ ユー タマ 

画面 を 重ね て 表示 し ます (スー パー イン ポ ボーズ) 

テレ ビ 放 送 と コン ピ ユ ー タ 画面 を 重ね て 表示 し ます 

(ズー バー イッ ボー 

※| SHiFT |] 十 | 士 | の 状態 は CRT 2 と 同じ で す 。 



チ ヤ ン ネ ル の コン トロ ー ル 

CHANNEL n (n= テ 1 一 12) テレ ビ の チ ヤ ン ネ ル を 選択 し ます 

音量 の コン トロ ー ル 

9 (ロミ テー62 QJ り 64 (大 )) 音量 を 変化 させ ます 5 
レ 
ピ 
思 
ン 
ト 
ロ 

に デー スク ロー ル の コン トロ ー ル 
スー パー イン ポー ズ 画 面 (CRT 2, CRT 3 ) の と き コ ン ピ ユ ー タ 画面 を ス フ ロ ー ル させ ます 。 

SCROLL Tn (n ロ = ニー3 一 3 の 整数 ) 

n ガ が 正 の と き は 上 方 向 に スク ロー ル し ます 

負 の と き は 下方 向 に スク ロー ル し ます 

n が 9、 省 略 時 は スク ロー ル を 止め ます 

で は 、BAS | ど プ ロ プ ラム で テレ ビ を コン トロ ー ル し て み ま し よう 。 次 の プロ プラム を 入力 し 

て ぐだ さい 。 

( 倒 1) 

1@ TVFW OFF 
2 の 9 IF TIME ま で 2 リウ 7 の の の の 7" THEN 交 功 
3 の TVFM ONI CHRNNEL 1 

朝 7 時 に な る と テレ ビ の 電源 ガ 入 つて 1 チャ ン ネ ル に な り ま す 。 2 0 行 の 時 刻 、 3 0 行 の チ ヤ ン 

ネル を 変え る こと で 、 好 き な お 時 刻 に 好き な チ ヤ ン ネ ル を つけ る こと が で きま す 。 

テレ ビタ イマ コン トロ ー ル で は で き な お い 機 能 を 使 つ て 、 少 し 工夫 し だ プロ ブラ ム を 作 つ て み ま し 

よ つ 。 

( 倒 2) 
19 INITiMIDTH 4 の 2 の 。1gCLS 人 
2 の CRT の @:CHRNNEL 
さゆ の CRT 2 
4 CSIZE さ kLODCRTE の 。giFRTNT 間切 。TINME ま 
S ウ GOTO 4 の 

これ は 2 9 行 で 設定 し た チャ ヤン ネル に 、 時 間 を 大 きく 表示 する よう に し た プロ ブラ ム で す 。 
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プ ェ ムー ウー. 4 リーーー ャ ーー 

第 1 章 | プロ グラ ム の 編集 
BAS |C プ ログ ラム を 作成 する と き に 、 誤 つ て 隣 の キー を 押し て し まつ だ り の 、 途 中 の 文字 を 抜 

が し て し まつ だ りこ と いつ だ 、 打ち 間違い を する こと が よこ ぐ あ り ます 。 ま ただ 、 行 や コマ ンド を 新 し こ < 

つけ 加え だ り 、 反 対 に 削 つ を り し て プロ ブラ ハム を 編集 し だ を いこ と が あり ます 。 ご の よう な とき の だ 

め に 、 い ろ い ろ な 画面 編集 (スク リー ン エ デイ ィ ッ ト ) 機能 が 用 意 さ これ て いま す 。 

第 1 部 第 1 章 で は ご く 基 本 的 な 画面 編集 機能 を 紹介 し まし た が 、 ご この 章 で は より 便利 な 機能 を 紹 

介し て いき ます 。 

1.1 基本 的 な 編集 機能 

1.1.1 カー ソル の 移動 

僅 カ ー ソ ル の 秘 動 

文字 を 修正 する と き は 、 ま ざ ぎ ざ 修 正 し た い 文字 の 上 まで カー ソル を 物 動き せま す 。 カ ー ソ ル を 物 動 

せる に は 以下 の カー ソル コン トロ ー ル キー を 使用 し ます 。 

履 | を 押す と カー ソル は 右 に 物 動 し ます 。 画面 の 右端 に カー ソル が ある と き に この キー を 押す と 、 

1 つ 下 の 行 の 左端 に 物 動 し ます 。 ま だ 、 画 面 の 一 番 下 の 行 の 右端 に カー ソル が ガ あ る と き に この キー 

を 押す と 、 画 面 は 1 行 上 スクロール (巻き あび がり) し カー ソル は 一 番 下 の 行 の 左端 に 移動 し ます 。 

[回 を 押す と カー ソル は 左 へ 物 動 し ます 。 画 面 の 左端 に カー ソル が ある と き に この キー を 押す と 、 

カー ソル は 1 つ 上 の 行 の 右端 に 物 動 し ます 。 ま だ 、 画面 の 一 番 上 の 行 の 左端 に カー ソル が ある と き 

に ご の キー を 押す と 、 一 番 上 の 行 の 右端 に 物 動 し ます 。 

[和合 を 押す と カー ソル は 上 へ 物 動 し ます 。 画面 の 一 番 上 の 行 に カー ソル が ある と き に この キー を 

押し て も 、 カ ー ソ ル は 秘 動 し ませ ん 。 

&| を 押す と カー ソル は 下 へ 物 動 し ます 。 画面 の 一 番 下 の 行 に カー ソル が ある と き に この キー を 

押す と 、 画 面 は 1 行 上 スクロール し カー ソル 位置 は 変わ り ま せん 。 

@ リピート 機能 

通常 、 キ ー ボ ー ド の キー を 押し 続け る と 、 同 じ 文 字 あ る い は 同じ 動作 が 継続 され て 入力 され ます 

(リピ ー ト 機能 )。 カー ソル コン トロ ー ル キー も 、 押し て いる 間 カ ー ソ ル が 連続 し て 移動 し ます 。 

リピ ビー トド 機能 の ON プ 〇 OF 上 F 上 は 、REPEA T 命令 で 切り 換え る こと が で きま す 。 

リピ ー ト 機能 を ON に し ます 

リ ビ ピート 機能 を OFF に し ます 

リピ ビー トド 機 能 を ひ OFF に する と 、 1 文字 ずつ し ガ が 受け 付け な こぐ な り ま す 。 



久 ホ ー ム 機能 

カー ソル を 瞬時 に ホー ム 位 置 (画面 の 和 を 上 隅 ) に 移動 を せる に は 、 固 を 押し ます 。 ま だ [shiFT 填 

& 店 を 押す と テキ スト 画面 が すべ て 消さ れ 、 カー ソル は ホー ム 位 置 (上 ) に 移動 し ます 。 だ だ し 、 

記 憶 を れ だ プロ ブラ ム は 消え て いま せん の で 

LIST 加 

と すれ ば 画面 に 表示 され ます 。 

ll 際 隊 。 文字 の 削除 

文字 の 削除 を 行う 場合 に は 、 削除 し た い 文 字 の 次 の 文字 の 上 に カー ソル を 物 動 させ だ 後 、| 門 | を 
押し ます 。 カ ー ソ ル の 左 に ある 文字 が 削除 され 、 カ ー ソ ル ガ ら 右 の 文字 烈 が 邊 へ 物 動 し ます 。 

4 梨 計 文字 の 挿入 

文字 の 挿入 を 行う 場合 に は 、 挿 入 し た い 位置 の 次 の 文字 の 上 に カー ソル を 秘 動 させ だ 後 、LSHiFT 十 

品 5 | を 押し ます 。 カ ー ソ ル ガ ら 右 の 文字 列 が 右 へ 秘 動 し 、 カ ー ソ ル 位 置 に は スペ ー ス (空白 ) が で 

きま す 。 ご の スペ ー ス 位置 に 追加 し だ い 文字 を 書き 込み ます 。 

以上 の よう な スク リー ン エ ディ ッ ト 機 能 を 用 いて プロ プラム の 訂正 を 行 つた 場合 に は 、 各 行 の 訂 
正 が 終わ る た びに 、 和 め ず [時 | を 押し て くだ さい 。 何 行 分 も まとめ て 一 度 に | 刻 | で 入力 し て も 、 
を 押し た 行 の 内 容 し か 訂正 し て 記 簡 され ませ ん 。 ゆず 行 番号 単位 で 行 つて くだ さい 。 

( 例 ) 

「19 PLIINT CHS(65)」 を 「19 PRINT CHRSC〈6 5)」 に 訂正 する 

場合 、 次 の よう に し て ぐだ さい 。 画 は カー ソル を 示し ます 。 

19 PLIINT CHS$C6 5) 画 

回 を 押し て カー ソル を し * の 位置 に 移動 きせ 、[ 還 | を 押し ます 。 

19 PRIHIINT CHSC6 5) 

民 | を 押し て カー ソル を 次 の "| * の 位置 に 物 動 させ 、 固 を 押し て "| を 1 文 守 削 除 し ます 。 

19 PRIHINT CHSX6 5) 

属 | を 押し て カー ソル を $ ” の 位置 に 物 動 さ せ Lsr 填 | | を 押し て "日 / と ? お / の 間 に 1 

文字 分 の スペ ー ス を 作り ます 。 

19 PRINT CH 回 お 6 5) 

内 を 押し て HH/ と ? お の 間 に 文 字 [内 を 挿入 し ます 。 

19 PRINT CHR[ 還 6 5) 

F 過 | を 押し て プロ プラ ム を 記憶 きせ ます 。 
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1.2 _ 知 つて いる と 便利 な 編集 機能 

ご れ ま で に 説明 し だ スク リー ン エ ディ ッ ト 機 能 を 用 いれ ば プロ グラム の 修正 は 可能 で すけ が 、 さ ら 
に 画面 編集 を 効率 た よ ぐ 、 迅速 に 行う た め に 便利 な 機能 が 用 意 さ これ て いま す 。 

1.2.1 カー ソル の 移動 

候 水 平 | A 選 

画面 の 初期 状態 で は 、T AB 位 置 は 画面 左端 か ら 8 文字 単位 に 設定 され て いま す 。 

ln TAg] を 押す と 、 カ ー ソ ル は 現在 位置 か ら 次 の カー ソル 位置 (初期 状態 で は 8 文字 右 ) へ 瞬時 に 

物 動 し ます 。 ご の 機能 を 利用 する と 、 文 字 の 始ま り 位置 を 統一 すけ る こと が 容易 に 行え ます 。 

まだ 、「 AB 位置 は 任意 の 桁 に 設定 で きま す 。 ま ざ 、 設定 され て いる TA 日 位置 を 取り 消す 場合 

に は 、 取 り 消 す 位置 へ カー ソル を 秘 動 させ 、 [GTr ] 十 [| を 押し ます 。 新しく TA 日 位置 を 設定 す 

る 場合 に は 、 設定 し だい 位置 に カー ソル を 移動 させ 、 [CTR ] 十 [ 和 T| を 押し ます 。 

@ 1 ワー ド 単 位 で の カー ソル 物 動 
[car ] 十 |F| を 押す と 、 カ ー ソ ル は 現在 位置 より 右 〈 先 ) に ある ワー ド の 先頭 に 秘 動 し ます 。 ま 

た 、 [STRc ] 十 [回 を 押す と 、 カ ー ソ ル は 現在 位置 より 左 (後ろ う ) に ある ワー ド の 先頭 に 物 動 し ます 。 
ワー ド と は 、 空 白 、 記 号 を 除 こ 連続 し な 文字 列 の こと で す 。 だ た だ し 、 コ ロン 〈 : ) は ワー ド と みな 
され ます が 、 ヶ は ワー ド と は みな され ませ ん 。 

1.2.2 文字 の 削除 

僅 カー ソル 位置 びら その 行 の 終わ り ま で の 削除 

erTRL | 十 IE| を 押す と 、 カ ー ソ ル 位 置 づ ら そ の 行 の 終わ り ま で の 文字 が 削除 きれ ます 。 

僅 カ ー ソ ル の ある 位置 以降 の 画面 クリ ア 

STRL | 十 |Z| を 押す と 、 カ ー ソ ル 位 置 以降 の 画面 を すべ て クリ ア し ます 。 

1.2.3 文字 の 挿入 

インサート モー ド 
文 の 途中 で 何 文字 が 挿入 し だ い 場 合 に は 、 文 字 を 挿入 し だ い 位 置 の 次 の 文字 に カー ソル を 移動 さ 

せ て [SGrec [人 Al を 押し ます 。 する と イン サー トモ ー ド に 設定 され 、 そ れ 以 後 文字 が 押さ れる と 、 
ー ソ ル よ のり 右 の 文字 列 が 右 へ 物 動 し て 、 カ ー ソ ル 位 置 に 挿入 され ます 。 イ ン サ ー ト モー ド は 、 

[eac 上 [| ([gReak] と 同じ ) を 押す お 、 ま だ は [ 刷 | 、 カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー を 押す と 解除 
され ます 。 な お 、 イ ン サ ー ト モー ド 時 に | 詳 | を 押し て も イン サー トモ ー ド は 解除 きれ ませ ん 。 

1.2.4 行 の 分 割 

1 行 を 傍 中 で 区 切 つて 、2 行 に 分 け だ い 場 合 に は 、 区 切り だい 位 置 へ カー ソル を 秘 動 させ [CTRL 

[| を 押し ます 。 す る と 、 カ ー ソ ル ガ ら その 行 の 終わ り ま で が 自動 的 に 炊 の 行 へ 秘 動 し ます 。 物 動 
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し た 行 の 先頭 に 行 番号 を 付け て [ 避 | キ ー を 押せ ば 、 新しい 行 が で きま ざ 。 

( 倒 ) 災 に 示す プロ プラ ム を C | RCL EE 命令 と PA 1 NT 命令 に 分 離し て み ま し よう 。 

959 CIROLE 99,199),59,.1 : 回 AINT 99.109).HEXCHRS( て 7AA09AA09AA09 ? ).1 

カー ソル を PA INT の ”P? の 位置 に 移動 させ [STRc |J| を 押し ます 。 す る と PA 1NT 以 
降 が 次 の 行 へ 秘 動 し ます 。 

59 CIRCLE (⑪⑳9,109),59,1 : 

AINT 99,199),HEXCHRS( て 7AA09AA99AA09 ? ).1 

sHieT | 十 剖 を 押し て 、 局 A 1 NT 命令 文 の 前 に 行 番号 を 挿入 する スペ ー ス を 作り 、 行 番号 6 9 
を 入力 し ます 。 

69 PAINT 499.199).HEXCHRS(" AA99AA09AA09 " ).1 

[ 記 | を 押し て 、 行 番号 5 9, 6 0 の 文 を プロ ブラ ム ハ と し て 記憶 させ ます 。 

1.2.5 行 の 結合 

2 行 に わ だ る 文 を 1 行 に 納め だ い 場 合 に は 、 最 初 の 行 の 上 に カー ソル を 置い て [STRL け IMW| を 押 

し ます 。 す る と 、 そ の 行 と その 次 ( 下 ) の 行 が 結合 され ます (画面 上 に は 変化 が 表 わ れ ませ ん )。 ご 
れ に よ つ て 、 ご の 2 行 は 同じ 行 と し て 扱わ われ ます 。 | 誠 | を 用 いて 空白 を 削除 すれ ば 問 を 詰め る こと 
が で きま す 。 

苫 合 する 2 行 の うち 、 前 の 行 の 文 が 画面 の 数 行 に 渡る と き に は 、 カ ー ソ ル を 、 そ の 文 の 一 番 下 の 

行 に も つて いつ て LCTRL を 押し て ぐだ さい 。 

( 例 ) 次 に 示す 行 番号 5 9 と 6 9 で 定義 きれ て いる プロ ブラ ム を 、 1 つの 行 番号 の 文 に まとめ て み 
まし よう 。 

99 CIRCLE 190,199),59,1 : 

69 PAINT ⑳9.109),HEXCHRS(7 AA09AA0WAA09 ” ),1 

行 番号 5 9 の ライ ン 上 に カー ソル を 移動 きせ 、 [GRc ] 十 MM を 押し ます 。 ご れ に より ら 行 番号 5 0 
と 6 0 の 文 が 結合 され まし だ 。 “ 

カー ソル を PA INT の ”P? の 位置 に 和 動 きせ | 辿 | を 押す と 、PA |1 NT から 右 の 部 分 が を に 

移動 し ます 。 画 面 左 端 まで 秘 動 し 、 さ ら に 押し 続け る と 1 行 上 の 行 番号 5 9 行 の 画面 右端 より PA 
INT 文 が 現われ ます 。C 1 RC し ビ 文 の 右 に PA INT 文 が 並ん だ 時 点 で 当 | を 押し ます 。 

99 CIRCLE 99,199),59.1 : PAINT 9⑳.199).HEXCHRS(" AA09AA06 AA09 7 ),1 

ご これ に より 、 行 番号 5 9 の 文 に C 1RCLE 文 と PA 1NT 文 を プロ ブラ ム と し て 記憶 させ る こ 

と が で きま し だ 。 し が し 、 行 番号 6 9 と いう 行 は まだ 生き 残 つ て いま す の で 、 行 番号 6 9 の 文 を 溢 
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ロ り 
4 

の 

す 9 和 め 要 が あり ます 。 

6 9 加 

行 番号 6 9 の み 入 力 し て [ 過 | を 押す こと に より 、 行 番号 6 0 ガメ イン メモ リガ ら 削 除 さ れ ま す 。 

cp 

@ 文 字 の コピ ビー 
画面 表示 され て いる 文字 を 、 そ の まき 別 の 場所 に コピ ー し て 表示 する 機能 を 持つ て いま す 。 
コピ ー を する に は まず 、 コ ピー する 文字 を 表示 し だ い 位 置 に 、 カ ー ソ ル を 移動 し 、[GoPY ] を 押し 

ます 。 カ ー ソ ル は 点滅 し な く な り 、 つ きつ ぱな し の 状態 に な はりま す 。 ご ここ で カー ソル コン トロ ー ル 
キー を 押す と 、 静 止 し た カー ソル 位置 か ら 点 滅 し た カー ソル が 現われ ます 。 ご の カー ソル を コピ ー 
し だ たい 元 の 文字 の 位置 まで 移動 させ ます 。 
還 | を 押す と 、 点 滅 し を カーソル 位置 に ある 文字 が 、 点 滅 を 停止 し た カー ソル 位置 に コピ ー さ れ 、 
両 カ ー ソ ル は 1 つ 右 へ 秘 動 し ます 。 [ 過 | を 押す ご と に 1 文字 ずつ コピ ー さ れ て いき ます 。 コ ピー を 
終了 する に は 再度 [coPY ] を 押し ます 。 

だ だ し 、 画面 上 で 2 行 以上 に 渡る 文字 を 一 度 に コピ ー す る こと は で きま せん 。 そ の よう な 場合 は 、 

以上 の コピ ー 操 作 を 2 回 以上 に 分 け て 行 つ て くだ さい 。 

@ ハ ー ド コピ ー 
画面 表示 され て いる 文字 や プラ フィ ッ フ を 、 プリ ンタ に ハー ドコ ピー し ます 。 
sHT |] TooPY ] を 押す と テキ スト 画面 の み を プリ ンタ に コピ ー レ ます 。 
aw 十 [「SePY を 押す と プラ フィ ッ ノ 画面 の み を プリ ンタ に コピ ー し ます 。 

LerRr_] +「GoPY ] を 押す と テキ スト 画面 と ブラ フィック 画面 を プリ ンタ に コピ ー し ます 。 
だ だ し 、 以下 の 画面 モー ド の と き に は ハー ドコ ピー は で きま せん 。 

4 0 文字 X 2 0 行 , 8 0 文字 X 2 0 行 , 4 0 文字 x 1 9 行 , 8 6 文字 X 1 9 行 

1.2.7 行間 へ の 新しい 行 の 追加 

表示 画面 の 行 と 行 の 間 を 広げ 、 そ の 間 に 新しく 行 を 追加 レ し たい 場合 に は 、[PS 呈 | あるいは [BS 」 

を 使用 し ます 。 

seg- ] を 押す と 、 カ ー ソ ル の ある 行 が ら 上 側が 1 行 分 上 に スク ロー ル ア ツ プ し ます 。 

gsws | を 押す と 、 カ ー ソ ル の ある 行か ら 下 側が 1 行 分 下 に スク ロー ル ダ ウ ン し ます 。 

ご れ ら に よ つ て 行 と 行 の 間 が 広げ られ 、 新 し い 行 を 追加 で きま す 。 だ だ し 、 次 の 項 に 示す よう に 、 

エディ ッ ツ ト モ ー ド で は これ ら の キー の 働き が 異な り ま す 。 

1.2.8 EDIT 機能 

プロ グラ ム を 実行 きせ を と き プ ロ プ ラム に 何ら が の エラ ー が ある と 、 エ ラー の 種類 と その エラ ー 

が 生じ た 行 番号 を 表示 し て 実行 が 中 断 さ れ ま す 。 ご の よう お 場合 ED | 「 文 を 使用 すれ ば 、 エラ ー 

の 発生 し を プロ ブラ ム の 修正 を 能率 よ ぐ 行え ます 。 
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だ と えば 

EDIT 回 

と 入力 する と 、 エラ ー の 発生 し た 行 を 画面 に 表示 し て エディ ツ ト モ ー ド に 入り ます 。 カ ー ソ ル は 行 
の 先頭 に 置か れ て いま す 。 
エディ ツ ト モ ー ド で は 、[m 計 ] ある い は [BSs&k] を 使用 する こと に より 、 善 物 を 見 る よう に 画面 

に 表示 され て いる 文 の 前 後 の 文 を 表示 で きま す 。 
エディ ツ ト モ ー ド を 解除 する に は [Sr 寺 & ある い は [SHiFT [BREAk ] を 押し て ぐだ さい 。 

エディ ッ ト モ ー ド で 新しく 行 を 追加 する に は 、 [Grar | [E| まだ は [GTRL ]+ [Z| を 使用 し て 画面 
に 空白 部 分 を 作成 し て ら 、 行 番号 を 付け た 文 を 入力 し 、 最後 に [ 沖 を 入力 し て ださい 。 
まだ 、ED | 機能 よ エ ラー が 発生 し だ と きのみ で な < プロ グラ ム の 作成 後 、 プ ロブ ラム の 見 直 

し を 行う 場合 に 用 いる と 便利 で す 。L 1 ST 文 の 実行 で も プロ ブラ ム の 見 直し は で きま す が 、L | 
ST の 場合 に は 、 画面 上 部 へ 消え て いつ た だ 行 を 表示 する こと は で きま せん 。 
ED | T 文 は 次 の 形式 で 表し ます 。 

In の 行 番号 の 行 を エ デ イ ツ ト す る 

エラ ー が 発生 し だ 行 を エディ ッ ト す る 

1.2.9 行 番号 の 整理 

プロ ブラ ム を 修正 し て 行 を 取り 除い た り 、 新 し い 行 を 追加 する と 行 番号 が ば ら ば ら に な り ま す 。 

ご の よう な と き 、RE NUM 病 令 を 使用 し て 行 番号 を 整理 する こと が で きま す 。RE NUM 命 令 は 

炊 の 形式 で 表し ます 。 

RENUM (CI) (mh (n] 

| : 新 行 番号 . 省略 する と 1 0 

m : 旧 行 番号 . 省略 する と 、 プ ログ ラム の 最初 の 行 

Tn : 増分 . 省略 する と 1 0 

旧 行 番号 で 指定 し な 行 以降 の 行 番号 を 、 新 行 番号 | で 始ま る 行 番号 に 、 増 分 で 付け 変え ます 。 

ご の 場合 、 プ ロブ ラム 内 の GOTO 文 な お ど で 、 ジ ャ ンプ する 行 番号 も 自動 的 に 新しい 行 番号 に 書き 

換わり ます 。 

1.3 全角 文字 の 編集 
本 機 で は 、 一 般 の 英 数 カナ 文字 に 加え て 、 日 本 語文 字 も 簡単 に テキ スト 画面 に 表示 する こと が で 

き 、 プ ログ ブラム 中 で も 日 本 語文 字 を 使用 する こと が で きま す 。 だ だ し 、 標 準 解像度 モー ド ( 終 2 9 
0 ライ ン 表 示 モ ニタ 用 ) で テキ スト 画面 が 4 9X2 5、49X29、89X25、89X2 0 行 モ 
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及 
ロ 
グ 
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ー ド の と き に は 、 日 本 語文 守 は 表示 で きま せん 。 

一 般 の 英 数 カナ 文字 は 1 バイ トコ ー ド で 表わさ れ て 半角 文字 と 呼ば れる の に 対し て 、 日 本 語文 字 

は 2 バイ トコ ー ド で 表わさ れ 條 角 文 字 と 呼ば れ 、 文 字 の 大 き さ も 英 数 カナ 文字 の 水平 方 向 が 2 倍 の 

大 き さ で 表示 され ます 。 プ ロブ ラム を 編集 する 際 に 、 全 角 文 字 は 半角 文字 と 取り 扱い や カー ソル の 

動作 が 異な り ま す 。 以 下 に 、 全 角 文 字 の 編集 万 法 に つい て 説明 し ます 。 

1.3.1 全 包 文字 の 表示 

プロ グ ブラ ム の 作成 中 に 全角 文字 を 使用 する 場合 に は 、 ま ざ [SHT ] 十 rm| を 押し て 日 本 語 入力 モ 
ー ド に し ます 。 画面 の 最 下行 に 変換 フィ ー ル ドガ 現われ ます の で 、 表 示し だい 全角 文字 を 指定 し て 
r 選 | を 押す と 、 カ ー ソ ル の 位置 に 指定 し だ 全角 文字 が 2 桁 の 大 き さ で 表示 され ます 。 
再度 [SH ] 十 em| を 押す と 日 本 語 入力 モー ド が 解除 され ます 。 日 本 語 入 力 モード の 詳し い 説 明 
は 第 3 章 日 本 語 処 理 」 の 項 を 参照 し て ださい 。 

1.3.2 全角 文字 上 の カー ソル の 物 動 

カー ソル コン トロ ー ル キー 回 を 操作 し て 、 カ ー ソ ル を 全角 文字 の 上 に 秘 動 す る と 、 カ ー ソ ル は 
全角 文字 全体 を 覆う 大 き さ に 変わ り ま す 。 大 きい カー ソル は 、 全角 文字 の 1 桁 目 に カー ソル 位置 が 
ある こと を 示し ます 。 も う 1 回 民 を 押す と 、 そ の 全角 文字 の 右 半 分 の み の 大 き さ に 変わ り ま す 。 
これ は 全角 文字 の 2 桁 目 に 、 カ ー ソ ル 位 置 が ある こと を 示し ます 。 ご の よう に 全角 文字 列 の 中 で は 
國 を 2 回 押す こと に より カー ソル は 1 文字 進み ます 。 
カー ソル を 回 | に より 戻 ざ 場合 に は 、 カ ー ソ ル は この 逆 の 動作 を 行い ます 。 

1.3.3 全角 文字 の 削除 

全角 文字 の 削除 を 行う 場合 に は 、 削除 しだい 全角 文字 の 次 の 文字 に カー ソル を 物 動 (次 の 文字 が 
全角 文字 の 場合 に は 、 カーソル 位置 は その 前 半 で も 後半 で も ガ ま いま せん ) させ だ 後 、 | 訓 | を 押し 

ます 。 ご の 場合 、 カ ー ソ ル の 左 に ある 全角 文字 が 削除 きれ 、 カ ー ソ ル の 石 の 文 守 列 が 左 へ 全角 文字 

1 文字 分 (2 桁 ) 移動 し ます 。 3 

1.3.4 全 包 文字 の 挿入 

文字 列 の 途中 に 全角 文字 を 挿入 する 場合 に は 、 挿 入 し た い 位置 の 次 の 文字 の 上 に カー ソル を 物 動 
( 災 の 文字 が 全角 文字 の 場合 に は 、 カ ー ソ ル 位 置 は その 前 半 で も 後半 で も まい ませ ん ) させ だ 後 、 

[sn ] 十 |w| を 2 回 押し ます 。 す る と 、 カ ー ソ ル ガ から 右 の 文字 列 が 右 へ 2 桁 移動 し 、 全角 文字 1 文 
字 分 の スペ ー ス が で きま す 。 ご の スペ ー ス に 追加 し た い 全 角 文 字 を 書き 込み ます 。 

1.3.5 全 記 文字 の 修正 

打ち 間違え だ 全角 文字 を 正しい 全角 文字 に 置き 換え だ い 場 合 は 、 間 違 つ だ 企 角 文字 の 前 半 の 位置 

に カー ソル を 物 動き せ だ 後 、 正 し い 全 角 文 字 を 入力 し ます 。 も し 、 カ ー ソ ル が 全角 文字 の 後半 に あ 

る と き に 新 し ぐ 全角 文字 を 入力 する と 、 次 の 文字 を 消し て し まい ます の で 注意 し て ぐだ さい 。 



( 例 ) 

「19 PRINT "本 日 語 の 文 を 使い ます 。"」 を 「19 PRINT ? 日 本 語文 字 を 使い ま 

す 。 ” 」 に 訂正 する 場合 、 次 の よう に し て ぐだ さい 。 

19 PRINT "本 日 語 の 文 を 使い ます 。" 田 

回 で カー ソル を 本 * の 位置 まで 移動 し 、 を 押し ます 。 そ し て 、 点 滅する カー ソル を 

? 日 * の 位置 に 物 動 さ せ て [ 是 | を 押し て "日" を” 本 の 位置 に コピ ー し だ 後 、 再 度 [CoPY を 押し 

て コピ ー モ ー ド を 解除 し ます 。 

19 PRINT "日 四 語 の 文 を 使い ます 。 " 

sHieT | 十 rm を 押し て 日 本 語 入 力 モー ド に し だ 後 、 全角 文字 、 ロ ー マ 字 入力 、 音 訓 変換 モー ド に 
な っ つて いる こと を 確認 し て 則 | 、 [| 、[ 凶 、[esl と 入力 レ し 、“ 本 * を 指定 し て [ 出 | キ ー を 押し ま 
に 

本 
品 
グ 
天 

の 
業 

19 PRINT "日 本 語 の 文 を 使い ます 。 " 

民 | を 4 回 押し て カー ソル を 文 ” の 位置 に 移動 させ ます 。 

| を 1 回 押し て の を 削除 レ し ます 。 

190 PRINT" 日 本 語文 を 使い ます 。 " 

屈 | を 2 回 押し て カー ソル を を の 位置 に 移動 させ ます 。 

SHIFT 十 | 距 | を 2 回 押し て / 文 ? と を / の 間 に 、 全 角 文 字 1 文字 分 の スペ ー ス を 作り ます 。 

19"PRINT ? 日 本 語文 を 使い ます 。" 

日 本 語 入 力 モー ド の 状態 で |、[ 、lew| と 入力 し て 、? 字 * を 指定 し [市 を 押し ます 。 
LsHieT ] 十 lm を 押し て 日 本 語 モー ド を 解除 し ます 。 

1 9 PRINT" 日 本 語文 字 を 使い ます 。" 

[ 記 | を 押し て 修正 し た を プロ ブラ ム を 記 憎 させ ます 。 



oy 較 計 
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1.4 コン トロ ー ル コー トド 表 

以下 に し 、 コン トロ ー ル コー ド の 一 覧 表 を 示し ます 。 な お 、 下 の 表 で [Sir ] 十 [XX| は [SHiFT ] を 押 レ 

な が ら 区 | を 押す こと を 意味 し ます 。 

ら T 料 に 

(⑳ 

A ま だ は 8 

B ま だ は bD 

〇 まだ は C 

D ま だ は d 

E ま だ は @ 

F ま だ は f 

G ま だ は 8 

HH まだ は h 

| まだ は | 

J ま だ は J 

KK まだ は K 

L まだ は | 

M ま だ は mm 

N ま だ は n 

〇 まだ は O 

P ま だ は D 

〇 まだ は q 

R ま だ は r 

まだ は 38 

T ま だ は t 

り ま だ は U 

V ま だ は V 

W ま だ は W 

XX まだ は X 

Y ま だ は y 

〆 ま だ は Zz 

SGSS き SS きき きぐ ぷ oo ょ JO の の ⑦ 尽 or 人 

と oo の の の や GT 

ko cy に 区 の ーー JWN BUM 

イン サー トモ ー ド "に する 。 解除 は BREAK ] ま だ は [| で 行え る 。 
現在 の ワー ド ? の 先頭 に カー ソル を 戻す 。 
実行 を 停止 する 。 ( 王 [ SHFT ] 二 [BREAk |) 
画面 な お ど を 標準 の 状態 に 戻す 。(= 1N | 征 ) 
現在 の カー ソル 以降 1 行 を 消す 。 
次 の ワー ド の 先頭 に カー ソル を 移さ 。 
ピー プ 音 を 鳴ら す 。(= 刀 ヒビ ビ ) 
1 文字 分 消し て 戻る 。 (=| 想 」) 
水平 タビ ピュ レー ショ ン を 行う 。(=[HTaB ]) 
現在 の カー ソル 以降 を 次 の 行 に 分 ける 。 
カー ソル を 画面 の ホー ム 位 置 に 移 す 。 (= | @」) 
テキ スト 画面 を 消去 する 。 (=[SFT ] | 瑞 和 |) 
キャ リッ ジリ ター ン を する 。(= 明 
現在 の カー ソル ガ ら 上 を 上 万 向 に ス フ ロ ー ル する 。 (| "GE- |) 

現在 の カー ソル か ら 下 を 下 亡 向 に スク フ ロール する 。 (= [8 計 ) 

実行 の 一 時 停止 を 解除 する 。 
空白 を 挿入 する 。 (=[Srer 」+[ 醒 」) 
実行 を 一 時 停止 する 。? ( 王 [ BREAK ] ) 
水平 ツ ダビ ピコ レー ショ ン 位 置 の 新た な 設定 を 行う 。 
ダミ ー。 

現在 の カー ソル が ある 行 と 次 の 行 を つない で 1 つ に する 。 

人 

現在 の カー ソル 位置 の 水平 タビ ユ レ ーション の 解除 を 行う 。 

現在 の カー ソル より 下 の テ キス ト 画 面 を すべ て 消去 する 。 

ミーs 

カー ソル を 大 へ 秘 動 する 。( 三 回 ) 

カー ソル を を へ 秘 動 する 。( 三 回 ) 

カー ソル を 上 へ 秘 動 する 。( 三 回 ) 

カー ソル を 下 へ 秘 動 する 。( 三 回 ) 



画面 の 背景 色 を 黒 (透明 ) に する 。 (CO 

画面 の 背景 色 を 青 に する 。 ペー @ @」 

画面 の 背景 色 を 赤 に する 。 (CO 

画面 の 背景 色 を マゼンタ に する 。 ( 三 CO 

画面 の 背景 色 を 緑 に する 。 ( 三 CO 

画面 の 背景 色 を シア タン に する 。 (=CO 

画面 の 背景 色 を 黄色 に する 。 (=COL 

画面 の 背景 色 を 白 に する 。 (CO J OO の や CFO 人 NG 

2 

ク 
テン 
ム 
の 

文字 プラ フィ ッ ク の 色 を 黒 (透明 ) に する 。 ( 王 COLOR 0) 

文字 プラ フィ ッ ク の 色 を 青 に する 。 (COLOR1) 

文字 プラ フィ ッ ク の 色 を 赤 に する 。 (=COLOR2) 

文字 プラ フィ ッ ク の 色 を マゼンタ に する 。 (= ニ COLOR3) 

文字 ブラ フィ ッ ク の 色 を 緑 に する 。 (=COLOR4 ) 

文字 プラ フィ ッ ク の 色 を シア ン に する 。 (COLOR5) 

文字 プラ フィ ッ ク の 英 色 を に する 。 (=COLOR6) 

文字 プラ フィ ッ ク の 色 を 白 に する 。 (=COLOR/ ) nn OO の cfhoO 必 ひ GD 

キャ ヤラ クタ ゼネ レー タ の ROM/RAM を 切り 換え る 。(=CGEN) 

文字 を 点滅 モー ド と ノーマ ルモード と に 切り 換え る 。(=CFLASH) 

文字 を 反転 モー ド と ノー マル モー ド と に 切り 換え る 。(= ニ CREV) 

1) イン サー トモ ー ド (insert mode) 挿入 し だ い 文 字 キ ー を 押す だ びに 、 カ ー ソ ル ガ ら 右 の 

部 分 が 自動 的 に 右 に 物 動 し て 、 キ ー ボ ー ド か ガ ら 入力 し な 文字 が 挿入 これ る モー ド 。 

2 ) ワー ド (Word) 隙間 の な い 英 数 字 の 文字 列 。 

3) プロ ブラム の 実行 中 は キー を 押し て いる 間 だ け 停 止 し 、 キ ー を 離す と 再び 実行 を 再開 し ます 。 



串 2 昔 | ディ スプ レイ 
刀 放 1 〇 ガ ら ほ 図 形 文 字 (アル ラ アァ ベツ トド ト 、 数 字 、 漢 字 、 カタ カナ 、 ひら が な 、 セ セミ ゲラ フィ 

ッ ツク 文字 な ど ) や 、 点 、 線 、 そ の 他 複 雑 な 図形 を ディ スプ レイ テレ ビ に 表示 する こと が で きま す 。 

アル ファ ベツ ト な どの 図形 文字 を 表示 する 画面 を テキ スト 画面 、 ド ツ ト に よる 図形 を 表示 する 画 

面 を プラ フィ ッ ク 画 面 と 呼び 、 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ の 画面 は 、 ご の 2 種類 の 画面 を 重ね て 表示 し て 

いる と 考え る こと が で きま す 。 

81 ディ スプ ブレ イモ ー ド 

2.1.1 テキ スト 画面 

テキ スト 画面 に 表示 で きる 文字 数 は 、 使 用 する ディ スプ レイ が 標準 ディ スプ レイ が 高 解像度 ディ 

スプ レイ ガ に よ つ て 異な り ま す 。 

人 @ 標 準 デ ィ ス プレ イ ( 文 守 数 / 行 )X ( 行 数 画面 ) 依 高 解 優 度 デ ィ ス プレ イ 

4 9 文字 メ 25 行 ) 8 0 文字 メ 25 行 4 9 文字 X2 5 行 , 8 0 文字 メ 2 5 行 

4 0 文 守 X 1 2 行 , 8 0 文字 x 1 2 行 4 9 文字 X 1 2 行 , 8 9 文字 X 1 2 行 

4 9 文字 X 2 0 行 , 8 0 文字 X 2 0 行 4 0 文字 メ 2 0 行 , 8 0 文字 メ 2 0 行 

4 9 文字 x 1 0 行 , 8 9 文字 x 1 9 行 

ディ スク BAS | C を 起動 し た 直後 は 次 の よう に 設定 され て いま す 。 

S ・ 標準 ディ スプ レイ 使用 時 に は 8 0 文字 x 1 2 行 

・ 高 解像度 ディ スプ レイ 使用 時 に は 8 0 文字 X2 5 行 

テキ スト 画面 の 表示 文字 数 を 設定 する に は 、W 1DT 日 命令 を 使い ます 。 

WIDTH (1 行 当 だり の 文字 数 〕, (画面 に 表示 する 行 数 〕 
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だ と えば 、4 6 文字 X 2 5 行 の 表示 画面 に 変更 する に は 
WIDTH 49, 25 回 

と 入力 し ます 。 す る と 画面 を フリ ア し だ た 後 、 横 4 0 文字 X 縦 2 5 行 の 画面 変わ り ま す 。 
WIDTH 命令 を 使 つて 、 次 の 8 通り の 設定 が でき ます 。 

ステ ー ト メン ト 表示 文字 数 備 考 ' 

WIDTH40, 19. 8, d 49X19 標準 ディ スプ レイ 普 て に の と きのみ 設定 可能 
| 3 に アン ダー ヲイ ン ガ が 引け る 。 

WIDTH80, 10. g, d 80X19 | プラ フィ ツノ ク 画 面 表示 不可 。 
WDTH4 ぬ 12gd | 4x2 | 3 丸 ] に す すう 区 

| 属 征 す 2/ 

WIDTH80, 12. g, d 89x12 
ーー 

WIDTH40 29, &, 40X 靖 |eoe。 

WIDTH80, 2 &, d 80x29 | フフ フイ ツ フ 画面 表示 不可 。 
ト ー ト 上 

WIDTH40, 25, &, Q 40X25 」 
WIDTH80, 25, &, O 80X25 間 

紀 : プラ フィ ッ ツク 画 面 の 縦 方 向 の 解像度 の 設定 

0 : 2 0 0 ン 1 9 2 ドッ ト 
1 : 4 0 0 ン 23 8 4 ドッツ ト 

d : ディ スプ レイ モー ド の 指定 
0 : 本体 の 標準 / 高 解 依 度 切換 スプ ツチ の 状態 に 従う 

ー : 標準 ディ スプ レイ モー ド (STANDARD) 
量 : 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド CH 1GH) 

1 : 標準 ディ スプ レイ モー ド 
2 : 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド 

( 注 ) 

・ 標準 ディ スプ レイ で は 標準 ディ スプ レイ モー ド の み 、 高 牽 優 度 ディ スプ レイ で は 高 解 像 度 デ ィ ス 
プレ イモ ー ド の み 使 用 可能 で す 。 

・ 専用 ディ スプ レイ テレ ビ で は 、 標準 ディ スプ レイ モー ド お よび 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド に のど ご 
ちら で も 使用 可能 で す 。 切 り 換え は W | DT 日 命令 の 第 4 パラ メー タ Q に よっ つて 行い ます 。 

2.1.2 グラフィック フク 画面 

横 方 向 の 解像度 

WIDTH 命令 の 第 1 パラ メー タ に よ つ て 決ま り ま す 。 

WIDTH 4 な お な ら ば 32 0 ドッ ト 

WIDTH 8 な お な ら ば 6 4 9 ドッ ト 
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縦 方 向 の 解像度 

グラ フィ ッ ク 画 面 は 、2 つの ブラ フィ ッ ク メ モリ (4 8 KBX 2 ) ガ ら 構成 これ て いま す 。 本 機 

の 専用 ディ スプ レイ テレ ビ は 、 

標準 ディ スプ レイ モー ド ( 縦 299 ドッ ト ) 

高 解 父 度 デイ スプ レイ モー ド  ( 縦 49 9 ドット ) 

の 切り 換え が で きま す 。 これ は W 1DT 昌 命令 の 第 3 , 4 パラ メー タ で 指定 し ます 。 

指定 の 方 法 は 次 の と お のり で す 。 

縦 の ドッ ト 数 | 第 3 パラ メー タ の 値 | 第 4 パラ メー タ の 値 

1 

2 

だ だ し 、 縦 4 9 9 ド ツ ト を 指定 する 場合 は 、 あ ら ガ じ め 

⑯⑩ 肛 件 商 民 ⑨RI おら 〇 民 選 眉 和 NNI ,W 

を 実行 し て 、 ブ プラ フィ ッ ク V RAM の 全部 を ブラ フィ ッ ク 用 に 使用 する こと を 宣言 し て お が な けれ 

ば な り の ませ ん 。 

な お WI1D TH 病 令 の 第 4 パラ メー タ を 0 に し て 実行 する と 、 本 機 前 面 ト ビラ 内 の 標準 ノ 高 胡 像 

度 切 換え スイ ツチ に こよ つて 

標準 ディ スプ レイ モー ド (STANDARD) 

高 解 依 度 デイ スプ レイ モー ド CH 1GH) 国 

に 切り 換え る こと が で きま す 。 

320X192 カフ ラー 4 / 白黒 12 

WIDTH80, 12.0.d 640X192 カラ ー 2 / 白黒 6 

WIDTH40, 25, 0,.D 320X200 カラー 4 / 黒 12 

WIDTH80, 25, 9,.D 640X200 | カラ ー 2 / 曰 黒 6 

WIDTH40, 12.0.D 320X192 カラー 4 / 拍 黒 12 

WIDTH8%, 12.0,.D 640X192 カラ フー 2 / 是 黒 6 

ヌス テー トメ ント 
WIDTH40, 25, 0. d 
WIDTH80, 25. 0 d 
WIDTH40, 12. 0.d 

WIDTH49 25,1,.D | 320x490 | カラ ー 2/ 白黒 6 
WIDTH89. 25,1.D | 640x400 

| WIDTH49.12.D | 320x384 | カラ ー2 ノ 白 上 6 
WIDTH80. 12.1.D | 649X384 | カラ ー1 ン 白黒 3・| 



Q : 0 まだ は 1 。 標 準 デ ィ ス プレ イモ ー ド に 設定 。d ニ 0 の と き 、 本 体 の 標準 ノ 高 解 依 度 切 
換え スイ ッ ツチ は 標準 ディ スプ レイ モー ド (一 ) に 設定 され て いる こと 。 

D : 0 まだ は 2 。 高 解 依 度 ディ スプ レイ モー ド に 設定 。D= 0 の と き 、 本 体 の 標準 / 高 解 像 
度 切換 え ス イツ チ は 高 解 央 度 ディ スプ レイ モー ド (時) に 設定 され て いる こと 。 

/ 負 問 : プラ フィ ッ ク VRAM の 構成 

プラ フィ ッ ク 画 面 の 基本 的 な 構成 を 次 に 示し ます 。 1 枚 目 の プラ フィ ッ ク 画 面 を G 1 、 2 枚 目 の 
画面 を ご 2 、3 枚 目 の 画 面 を G 3 と 呼び ます 。 

< 高 解像度 標準 デイ スプ レイ モー ド で 、WIDTH49, 2 5,9,D を 設定 (D ニ また は 1 また は 2 )> 

G Il G 2 G 3 
PAGE 9 

329 209 320 X 209 320 X 200 

G Il G 2 G 3 
PAGE | 

320 x 200 32 x 209 320 x200 

G Il G 2 G 3 
PAGE 2 

320 x290 320 x269 320 x200 

G I G 2 G 3 
PAGE 3 

320 x 209 320 x 269 320 x200 
ューーーーーーー キ ーーーーーーーーーーーーーー! 

< 高 解像度 標準 デイ スプ レイ モー ド で 、WIDTH80, 2 5,0,D を 設定 (D= ニ 0 また は 1 また は 2 )> 

GI G 2 G 3 

PAGE 9 

649 メ 2009 640 メ 290 649※X2009 

G Il (C 補 ク G53 

PAGE | 

649 メ 200 649 メ 200 649X2090 

/ 
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< 高 解像度 標準 デイ スプ レイ モー ド で 、W1IDTH4 8, 

PAGE 9 

PAGE  ! 

PAGE 2 

PAGE 3 

320 X 192 

GI 

1 2,.8,D を 設定 (D= ニ 6 また は 1 また は 2)> 

320X192 

329X192 

320 メ 192 

G 2 

329X192 

G 2 

329X 192 

G 3 

320X192 

329 メ 192 

G 2 

320X192 

G 3 

329X 192 

G 3 

329 メ 192 

G 2 

く 高 解像度 標準 デイ スプ レイ モー ド で 、WIDTH8 8, 

PAGE。 9 

PAGE |! 

< 高 解像度 デイ スプ レイ モー ド で 、WIDTH4 06, 

PAGE 9 

640X192 

1 2,.9,D を 設定 (Dー ニ 6 また は 1 また は 2)> 

320X192 

G 3 

649X192 

649X192 

(G82 

649X192 

G 3 

320 X 400 

G Il 

649X192 

G 2 

649X192 

G 3 

320 X 4090 

G 2 

2 5,1,D を 設定 (Dー ニ 6 また は 2 )> 

320 X 400 

G 3 



G Il G 2 G 3 

PAGE | 9 コロ 

320 X 400 320 X 400 320 ※ 409 

< 高 解像度 デイ スプ レイ モー ド で 、WIDTH8 6, 2 5,1,D を 設定 (D ニ また は 2)> 

1 意 作 き 3 

PAGE 6 キ 9 | 

649 x 400 649 4 649 x 400 

< 高 解像度 デイ スプ レイ モー ド で 、W1IDTH4 0, 1 2 ,1,D を 設定 (D= ニ 0 また は 2)> 

GI G 2 G 3 

PAGE 9 員 中 

320 X 384 320 X 384 3209 X 384 

G Il G 2 G 3 

PAGE I 9 ョ 

320 X 384 320 X 384 320 X 384 

〈 高 解像度 デイ スプ レイ モー ド で 、WIDTH8 0, 1 2 ,1,D を 設定 (D= ニ 0 また は 2)> 

G Il G 2 G 3 

PAGE 9 ココ っ 

649X384 649 メ 384 649X384 

※ 画面 内 の 積 は 、( 横 の ドッ ト 数 ) X (た て の ドッ ト 数 ) を 表わす 。 

G1、G2 、 ご 3 の 洗 プ ラフ ィ ッ ク 画 面 は 、 初 期 状 態 で は 次 の 図 の よう に G 1 ガ 青 、G 2 が 赤 、 

G3 が 緑 に 設定 され て いま す 。 ご の 3 枚 の プラ フィ ッ ク 画 面 が 合成 され て 、 8 色 の カラ ー 表 示 に な 

の ます 。 だ と えば 、 青 の 画面 に ド ツ ト が あり 赤 と 緑 の 画面 に ド ツ ト が な い 場 合 は 、 そ の ド ツ ト は 青 
で 表示 され ます 。 ま だ 、 青 と 赤 の 画面 に ド ツ ト が あり 緑 の 画面 に ド ツ ト が な い 場 合 に は 、 そ の ドッツ 

に は マゼンタ (〈 紫 ) で 表示 され ます 。 

49 



GI G2 G3 

3 枚 の グラ フィ ッ ク 画 面 の 合成 

( B R G 合 成 ) 

2 

M 
イ 

※ ブ プラ フィック VRAM は 、 本 来 の ブラ フィ ッ フ 表示 の 目的 以外 に 、 デー タツ や プロ ブラ ム を 記 模 す 
る や メモリ こし て も 使用 で きま す 。 プラ フィ ッ フ ク VRAM の 使い 方 を 指定 する の が OPTION 8S 
CREEN 病 令 で す 。 詳し こぐ は 「 第 5 童 フリ ー エ リア に つい て 』 を 参照 し て くだ さい 。 

本 <。 ーー トド 

カラ ー モ ー ド と は 、 全 プラ フィ ッ ク 画 面 が アフ セ ス で きる 状態 の こと を いい ます 。 ご の モー ド の 
と き 、 ブ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 各 ド ツ ト に 対し て 8 色 の うち 任意 の 1 色 を 指定 する こと が で きま す 。 

PS G3 

」 G2 6 

緑 
6I R 

B 

青 

まだ 、 ご の よう な お 画面 の こと を カラ ー 画 面 と いい ます 。 画面 の 解像度 に より 、 何 ペー ジ ガ の 独立 
し レ だ カラ ー 画 面 を 設定 する こと が で きま す 。 
カラ ー モ ー ド を 選択 する に は 、SCREEN 命 令 の 第 3 パラ メー タ に 0 を 指定 し ます 。 カ ラー 画 

面 が 複数 ペー ジ で ある と き は 、SOREEN 命 令 の 第 1 パラ メー タ と 第 2 パラ メー タ で 表示 する ペ 
ー ジ と 、 書き込む で ページ を 指定 する こと が で きま す 。 

S0 



320X2W 上 、329X192 

649X2W/、649X192 

320X4W/、329X384 

649X4 り 、649X384 

2.1.5. 凍 チ バー ャ ジ モ ー ド 

マル デイ 人 ー ラ 守 一 ドド と ば は 、 1. 

ラー 画面 の ペー ジ 
カラ フー 画面 の ジ 数 

4(PAGE 9 PAGE 3 ) 

2(PAGE 0, PAGE 1 ) 

G2, G3 の 3 枚 の 画面 を 々  単色 画面 に し て アフ セス で きる 

モー ド の こと を いい ます 。 こ の モー ド の と き 、CANVAS 病 令 に よ つ て 将 画 面 の 色 を 任意 の 1 色 

に 設定 する こと が で きま す 。 

8 色 の うち の 1 色 8 色 の うち の 1 色 8 色 の うち の 1 色 

画面 の 鮮 父 度 に より 、 使 用 で きる 画面 の ペー ジ 数 を 設定 する こと が で きま す 。 

ステ ー ト メン ト | 解像度 | マル チ 画 面 の ペー ジ 数 | 
| WipTH49.26。 の : 329X299 

WIDTH49.12.0.d 329X192 9 
WIDTH89.25.9.g 649X299 
WIDTH89.12.9.d 649X192 

WIDTH49.25.9.g 329x490 ai 
の CB 329X384 

WIDTH89.25.9.d 649X49 
WIDTH80.12.9.d 649X384 本 

> ま 生 ・ の 2 (標準 ディ スプ レイ モー ド ま だ は 高 解像度 デイ スプ レイ モー ド に 設定 )。 

D: 9, 2 (融解 優 度 ディ スプ レイ モー ド に 設定 。D= テ 0 の と き 、 本 体 の 標準 / 高 解像度 切り 換 

え ス イッ ツチ は HH 1 CH 時) に 設定 さ ね て いる こと )。 

っ 1 

こさ で いい | \J-、J| 司 記 



マル チ ペ ー ジ モー ド を 選択 する に は 、SCREE ビ EN 命令 の 第 3 パラメータ (プラ フィ ッ ク モ ー ド ) 

2, 3 の いずれ ガ に 指定 し ます 。 の 指定 が 1 , 

※ ら CREEN 令 よ 、 プ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 使用 モー ド を 指定 し ます 。 

SCREEN (BE カペー ラジ) 【 六 カペー ジ ) (ツラ フィ ッ ク モ ー ド 〕 

使用 で きる ペー ジ 数 は 画面 の 解像度 に よ つ て 、 次 の よう に な つて いま す 。 

第 1 お よび 第 2 パラ メー タ は 出力 ペー ジ と 入力 ペー ジ を 指定 し ます 。 出 力 ペ ー ジ と は 実際 に 画面 

に 表示 され 、 目 に 見 える ペー ジ 、 入力 ペー ジ と は 目 に 見 える 見 えな い に お が わら ず テ キス ト 画 面 、 

使用 で きる 画面 の 数 

横 だ プラ フィ ッ ノ 画面 | テキ スト 画面 

49 文 字 209 又は 
(329 ド ッ ト ) | 192 ラ イン 

80 文 字 2 又は 
649 ド ッ ト ) | 192 ラ イン sd 

46 文 字 4 久 又は 
329 ド ッ ト ) | 384 ラ イン 

89 文 字 4 又は 
649 ド ッ ト 384 ラ イン 

ブラ フィ ッ ク 画 面 の 洗 画面 に 対す る 命令 ガ 実 行き れる ペー ジ を いい ます 。 

詳細 は 「BAS | CO リ ファ レン スマ ニコ アル 」 の 2. 6. 

ラー コー ド ビ る 

1 を 参照 し て ぐだ さい 。 

カラ ー コ ー ド は 0 一 7 の 整数 で 表 ぶ され 、 そ の 値 に よ つ て 画面 の 色 が 設定 され ます 。 

欠 の 図 は G 1 、G2 、G3 の 画面 た と カラー コ ー ド の 関係 を 示し て いま す 。 

ご の よう に カラ ー コ ー ド と は 、 青 の 画面 を ビッ ト 6 、 赤 の 画面 を ビッ ト 1 、 緑 の 画面 を ビッ ト 2 

と し だ 3 ビッ ト の 2 進数 を 1 0 進 表 現し を も の と な つて いま す 。 



色 G3 G2 @G1 2 進数 ビッ ト 表 現 | カラ ー コ ー ド 

ァ 
ス 

P 
イ 

※ 替 は ド ツ ト ガ ある 、 〇 は ドッツ ト が な いこ と を 示し て いま す 。 

/.1./. パレ 少 ド ヨー ド 

カラ ー コ ー ド は 色 そ の も の を 指定 する コー ド で 、 

0 三 黒 (透明 )、 1 = 青 、 2 三 赤 、 3 ニ マ ゼン タ 、 4 = 緑 、5 ニシ アン 
6 三 費 、7 = 白 

と いう よう に 数 字 と 色 が 絶対 的 に 対 庫 し て いま す 。 
これ に 対し て パレ ツ ト コ ー ド も 色 を 指定 する コー ド で 6 7 の 数 字 で 表 さ れ ま す が 、 カ ラー コー 

ド の よう に 数 字 に 対す る 色 が 決ま つて ませ ん の で 、 自 由 に 色 を 設定 する こと が で きま す 。 
パレ ツ ト コ ー ド の 色 の 設定 は PA し 王 征 命令 を 使 つ て 行い ます 。 
次 の 図 は パレ ッ ト コ ー ド の 設定 の 概 意 を 示す も の で す 。 

MPz7 ドッ リード ンー ニョ 

黒 (透明 ) 

青 

赤 

マゼンタ ( 紫 ) 

緑 

シア ン (水色 ) 

黄 

白 っ ⑨9 の ぉ OO PO 一 あ 

9 

| 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

BAS | C が 起動 し だ 最初 の 状態 は 上 の 様 に パレ ン レツ ト コー ドニ カ ラー コー ド と な つて いま す が 、 

次 の 様 に フッ ク を お ガ け な お す と 、 パ レツ トコ ー ド の 1 と 4 ガ 白 と し て 使え る よう に な り ま す 。 

S3 
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2 っ IE Es 92 二 ニ ー ド 

2.1.8 中間 色 コ ー ド 
プラ フィ ッ ク フク 命令 の うち 

LINE の BF (ボッ クス フィ ル ) 

PAINT 

SYMBOL 

の 3 つ に 対し て 、/ パ パレ ッ ト コ ー ド を 指定 する 代わ り に 「 中 間 色 コー ド 」 を 指定 する こと が で きま す 。 
中 間 色 コー ド は 、 

&Hmn (まだ は m* 1 6 十 n) m: 9 ご 7 の パレ ツ ッ ト コー ド 
WSSE の 紀 二 に 

の 1 6 進数 2 桁 で 表 さ れ 、m と n の 2 色 を 混合 し た 中間 色 を 出す こと が で きま す 。 93 
だ だ し 、m と n が 同じ パレ ツ ト コ ー ド の 場合 は 、 パパ レツ トコ ー ド m ま だ は を 単独 で 指定 し だ と 

き の 色 と 同じ で す 。 ま だ 、 黒 と 他 の 色 の 混合 色 

&H09,&H01.&H0 2……& 昌 0 7 

は カラ ー コ ー ド ビ の 上 

9, 1, 2……, 7 その も の で 中 間 色 を 出す こと が で き な い の で 、 県 と 他 の 色 の 混合 色 は 

&H0 8.&H9 9.&H0A……. &H0F 

で 代用 レ し て い ます 。 

<&Hmn と &Hnm の 相違 点 > 
&H 1 2 と &H 2 1 は パレ ツ ト コ ー ド 1. (初期 状態 が 青 ) と パレ ツ ト コ ー ド 2 (初期 状態 が 赤 ) 

を 混合 し だ 同じ 中 間 色 (初期 状態 で 紫 ) を 表し ます が 、 プ ラフ ィ ッ ク 画 面 上 の ドッ ト 構 成 は 鱗 の よ 

うに 異な り ま す 。 

| 1 |: パレット コー ド 1 で セッ ト 「 

| 2 | : パレ ッ ト コ ー ド 2 で セッ ト 



ぐ 中 間 色 一 覧 表 > 

中 間 色 コ ー ド と 表示 され る 色 と の 関係 を 次 の 表 に まとめ ます 。 実際 の 色 を 確認 する 場合 は 表 の 下 

の プロ グラ ム を 実行 し て ぐだ さい 。 

中 間 色 コー ド &Hmn ま た は m ポ 16 十 n 

2 が 7 ーー ッ 本 ey 

HEBrriiin 較 16 (18 状 42929 
此 が 褐色 | は だ 色 Ei 

0 ー 確 Fm EK 
n 

ee 7 
| 黄 | ウリ ー ム 

ーー (109) 
に よ つ て 出さ れる も の 。 

友 色 | 薄 繁 | は だ 包 障 SCB フイ で jkK 圧 ワリ ー ム ・( ) 内 は 1 0 進数 表現 。 
(1113114115 8) 凍 二 kh 

199 "中 間 色 コー ド 
119 INIT:MIDTH S9,12,9:CLS4 . 

129 CSIZE2:PRINTH8," 中 間 色 コー ド <&Hmn or me16tn)~:CSIZE9:FRINT 
DOUPRUNI GRWORSAC ト RMHSESRO13n - 本 語 和 II20 4 SS 可 8 導 8 作 BRC -DE F* 

た に に E び | 

・ 色 は 、 初 期 状 態 の パレ ツ ト コ ー ド 

149 FOR 1=g TO ? 
1S9 LOCRTE 3.1+3:FRINT 1: 
169 NEXT 
179 FOR J=9 TQ 7 
188 FCI= TO 15 
199 LINE(67+1・32, 48+J・16)-(96+」*32,621J・16) ,PSET .J*16t1、BF 

- 299 NEXT 

ig * 標 準 ディ スプ レイ モー ド で は ブラ フィ ッ ク 画 面 
6 の ドッ ト ガ 粗い の で 、 中 間 色 と し て 見 に ぐい 部 分 

・ が あり ます 。 

9 う 



2.2 テキ スト 

2.2.1 テキ スト 画面 

キー ボー ドガ ら 入 力 さ れ な 文字 や プロ プラ ム な ど ご の リス ト は 、 ディス プレ イ 画 面 に 表示 され ます 。 

ご の と き 、 も レディ スプ レイ 画面 に 円 や 線 な どの ブラ フィ ッ ク ガ 描 び お れ て いれ ば 、 そ の 上 に 重 な つ 

て 文字 が 表示 され ます 。 ご ご こ で 画面 消去 の 命令 で あめ る CLS[ 同 | を 入力 する と 文字 の み が 消 去 さ れ 、 

プラ フィ ッ ク は その まま 残 つ て 表示 され て いま す 。 ブ グラ フィック を 描 ぐ 画面 と 文字 を 表示 する 画面 

は 独立 し て お り 、 そ れ ぞ れ を ブ グラフィック 画面 、 テ キス ト 画 面 と いい ます 。 テ キス ト 画 面 に は 、 ア 

ルフ ァ ベ ッ ト 、 数 字 、 漢字 、 カ タカ ナ 、 ひ ら が な 、 セ ミラ フィ ッ ク 文 字 な ど ご が 書 ガ おれ ま す 。 

トコ 
イ 

ス 
ジル 
レ イ 

テキ スト 座標 系 

テキ スト 座標 系 は 、 テ キス ト 画 面 に お いて 設定 され て いる 座標 系 で 、 表 示 文 字数 に よ つ て 次 の 図 

の よう に な つて いま す 。 

<W1IDTH49,25,G,D (Gー ニ 6 また は 1、D ロ ニー また は 1 また は 2 ) の と き > 

(9, 9) (39, 9 ) 

( 0 , 24) (39, 24) 

<WIDTH86,25,G,D (G ニ 6 また は 1、Dー9 ま た は 1 また は 2 ) の と き > 
(9, 9) (⑰9, 9) 

( 0 , 24) (79, 24) 

<W1IDTH46,12.G,D (Gー ほ また は 1、Dー6 ま た は 1 また は 2 ) の と き > 
(9, 9) (39, 9 ) 

(9 , 中 ) (39, 1I1) 



<〈WIDTH89,.12.G,D (G ニ また は 1 、D ロ ーー 9 また は 1 また は 2 ) の と き > 

(9, 6) (79, 6) 

( 9 , 中 ) (79, 1) 

<WIDTH40.20.G,D (G ニ B ま た は 1、D ロ ーB ま た は 1 また は 2) の と き > 
(9, 6) (39, 9 ) 

(9 , !9) (39, 19) 

<WIDTH89,29.G,D (Gー ニ また は 1、D ロ ーー 9 また は 1 また は 2 ) の と き > 

(0, 9) (79, 6 ) 

(9 , |!9) (79, 19) 

<WIDTH40.10.G,D (G= ニ 0 また は 1、D ロ ーー0 ま た は 1 ) の と き > 

(6, 6) (39, 0) 

※D ニ 0 の と き 本 体 の 標準 高 解像度 切換 

スイ ッ チ は 標準 ディ スプ レイ モー ド ( 召 ) 

に セッ ト き され で いる こと 。 

(GO 9 (39, 9) 

<WIDTH86.19.G,D (Gー ニ また は 1、Dー ニ また は 1) の と き > 

(9, 0) (79, 9) 

※D ニ 9 の と き 本 体 の 標準 プ 高 解像度 切換 

スイ ッ チ は 標準 ディ スプ レイ モー ド ( 理 ) 

(PyKeRDICUUOY る 二 と 。 

(し 衣 計 に (79, 9) 

CONSOLE お よび LOOCA TE 命令 は 、 前 ペー ジ に 表示 し た 座標 の 範囲 で 設定 する こと が で 
きま す 。 

S/ 
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W 1DTH 命 令 は 画面 に 表示 する 文字 数 を 設定 し ます 。 さら に 、CONSOLE 令 を 使用 する 

と 表示 画面 を 、 テ キス ト の 命令 が 有効 な 領域 と 無効 な 領域 に 分 ける こと が で きま す 。 

CONSOLE 縦 方向 の 表示 開始 行 , 縦 方 向 の 表示 行 数 , 

横 方 向 表 示 開始 行 , 横 方 向 表 示 桁 数 

だ た と えば 、 横 方 向 の 最初 の 杵 お ら 2 6 桁 と 縦 万 向 の 最初 の 行 が ら 1 9 行 の 領域 を 、 テ キス ト の 命 

令 が 有効 な 領域 に 設定 する に は 、 

CONSOLE 9, 19, 9, 29 回 

と 入力 し ます 。 する と 、L 1S や F 1 LES 命 令 を 実行 し な 場合 、 こ の 設定 され だ 領域 (2 0 文 

字 X 1 9 行 ) 内 で リス ト や ファ イル 名 が 表示 され 、 そ ね れ 以外 の 領域 ご は 表示 され ませ ん 。 ご の よう 

に し て テキ スト 表示 領域 内 で 、 表 示 文 字 の 変化 可能 領域 と 変化 不可 能 領域 と に に 分 ける こと が で きま 

す 。 ご の 画面 分 割 を 解除 する に は 、 再度 CONSOLE 命 令 を 実行 し て 表示 画面 全体 を 指定 する ガ 、 

まだ は [Srer | 十 [| を 押し て こく だ さい 。 

まだ 、 テ キス ト 画 面 の 任意 の 位置 に 文字 を 表示 し だ りす る 場合 に は 、LOCA TE 命令 を 使用 し レ 

ます 。 

LOCATE 横 訪 向 の 位置 , 縦 方 向 の 位置 = 

だ と えば 、 横 方 向 1 0 桁 目 、 継 万 向 1 0 行 目 の 位置 か ら "ABC" と いう 文字 を 表示 させ る に は 

LOCATE 16, 19:PRINT "ABO" 回 

と 入力 し ます 。 

ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 表示 
テキ スト 画面 の 最 下 行 は 、 フ ァ タンク ション キー の 内 容 表 示 に 使用 する こと が で きま す 。 

だ だ し 、 表 示 画 面 の 最 下 行 は 、 ご ONSO 〇 LE 命令 に より 、 テキ スト へ の 命令 が 無効 領域 に 設定 

され て いる 和 め 要 が あり ます 。 

ファ ンク フク ション キ ー の 表示 は 、KEYL 1ST と いう 病 令 を 使 つて 行い ます 。 

KEYLIST{ 
1 

漢字 と セミ プラ フィ ッ フ パタ ー ン 

本 機 は 漢字 を テキ スト 画面 に 表示 し ます 。 漢字 を 表示 する 場合 画面 モー ド を 漢字 表示 の モー ド に 

設定 し て お ぐ ご 和 め 要 が あり ます 。 ご の 設定 を 行う に は KMO 〇 DE と いう 命令 を 使い ます 。 
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上 POOLOCCULC い 漢字 表示 モー ド に する 

1 ie 漢字 表示 モー ド を 解除 する 
KMODE ] 

だ と えば 、 

KMODE 1 還 

と 入力 する と 漢字 表示 モー ド に な り ま す 。 

だ だ し 、 標 準 ディ スプ レイ モー ド で 縦 記 向 の 行 数 が 2 5 行 、 あ る い は 2 0 行 に 設定 され て いる 場 
合 に は 漢字 は 表示 で きま せん 。 

ご の モー ド で 「 会 社 ] と いう 文字 を 表示 する に は 

PRINT "会 社 "回 

ある い は 

PRINT CHRS&J3 2 7 1,&J3C5 2) 回 

と 入力 し ます 。 ま た 、 

PRINT OHRSC(&H8 9EF, &H8ED9) 加 

と 入力 し て も 

会 社 

と 表示 され ます 。 

漢字 コー ド は 2 バイ ト で 表現 され て お り 、 最初 の 1 バイ ト ガ &H 8 9 &H9F も し こぐ は &HE 
9 一 &HFF で 始ま る コー ド と な つて いま す 。&H 8 9 &H9F, &HE 9 一 &HFF の コー ド は 
セミ プラ フィ ッ ク パ ター ン の コー ド と 重複 し て こい ます 。 し た が つて 漢字 と セミ ブラ フィ ッ フ パタ マー 
ン と は 同時 に 表示 され ませ ん 。 そ ご こ で 漢字 の お わり に セミ プラ フィ ッ ク パ ター ン を 表示 する に は 、 

KMODE 9 回 

と 入力 し ます 。 ご ここ で 、 

PRINT OHRSC&H8 9EF) 

と 入力 し て みて ご だ さい 。 今度 は 、 「 会 」 と いう 文字 で は な ご 自 口 と いう セミ プラ フィ ッ ク パ ター ン 

が 表示 され ます 。 

WE 

KEI 導 。。 



2.2.2 テキ スト の 属性 

テキ スト は 最大 8 9 X 2 5 行 の 2 0 0 0 文字 を 表示 する こと が で きま す が 、 1 文字 単位 で 色 を 指 

定 す る こと が で きま す 。 ま だ 、 反 転 や 点滅 (ブリ ング) モ も 同様 に 1 文字 単位 で 行え ます 。 

ご の 色 や 反転 、 点 滅 の こと を 文字 の 属性 と いい ます 。 

その ほ が 文字 の 属性 に は 、 倍 文字 、 ア ンダ ザー ライ ン 、ROMRAM キ ヤラ クタ ジ エ ネ レー タ が 

あり ます 。 

文字 の 属性 は 英 数 字 、 カ ナ 、 漢 字 す べ て に 指定 で きま す 。 テ 
ス 
ら 
レ 
イ 

色 の 指定 

文字 の 色 は CO 〇 LOR と いう つ 症 令 で 行え ます 。 

COLOR_T 

Su CD 。G コ 選 GS SD ー 豆 

この 命令 が 実行 され る と 、 以後 画面 に 表示 され る 文字 は 指定 され だ 色 に な り ま す 。 ま だ 、LCTRL | 

を 押し な が びら テン キー の [9| ~ [7Z| を 押す こと に よ つ て も 文 守 の 色 指 定 が で きま す 。 

反転 文字 

文字 は 標準 状態 で は 指定 され だ 色 で 表示 され て いま す が 、 反 転 モ ー ド に し て 入力 する と 、 文 守 の 

色 が 補色 こ な り 白い 四角 で 囲ま れ だ 状態 に な り ま す 。 

補色 は 

責 黄 

赤 ー ラ シア ン 

緑 ニ ママ ゼン タイ 

白黒 

と な り ま す 。 

9 (まだ は 省略 )… 標準 モー ド 
1 … 反転 モー ド CREV { 

反転 モー ド に する に は 

CREV 1 加 
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と 入力 し ます 。 

まだ 、LcrRL を 押し な が ら テ ン キ ー の に | を 押す こと に よ つ て 、 反転 モー ド 、 標 準 モー ド の 切 損 え 

が で きま す 。 

点滅 (ブリン) 文字 

点滅 モー ド に する と 、 表 示さ れる 文字 は 反転 の 状態 と 標準 の 状態 を 繰り 返し 表示 し ます 。 

9 (まだ は 省略 ) 

1 
CFLASH { 

へ で い MA ュ 4J| 上 了 

点滅 モー ド に する に は 

CFLASH 1 回 

と し ます 。 

まだ 、[STRL ] を 押し な が びら テン キー の [*| を 押す こと に よ つ て も 、 点滅 モー ド 、 標 準 モ ー ド の 切 

換え が で きま す 。 

倍 文字 
本 機 で は 4 種類 の 文字 を 扱う こと が で きま す 。 ご れ は 、 プラ フィ ッ ク で 1 ドッツ ト ざ ずつ 文字 を 作る 

の で は な ぐ PR INT 文 で 使う こと が で きま す 。 ご の 4 種類 を 区 別して 使い 分 ける 命令 は CS 1 ン 

E で 、 書 式 は 次 の と お り で す 。 

Of だ 選 。 尼 ・ 標準 の 8 X 8 ドッツ ト の 文字 で す 

・ 縦 亡 向 に 2 倍 の 文字 で す 

・ 横 方 向 に 2 倍 の 文字 で す 

・ 縦 方 向 、 横 方 向 と も に 2 倍 の 文字 で す 

CSIZEB CSIZE 2 

CSIZE | CSIZE 3 
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倍 文字 を 書く 場合 、 ま ず CS | ビ 症 令 で 、 サ イズ を 指定 し ます 。 次 に PR 1 NT 命令 を 使い ま 

す が 、 ご ここ で 使う PR | NT 命令 に は #0 と いう ファ イル 番号 を 用 いま す 。 

PRINT#9, "(文字 列 ) " 

だ と えば 、 

SI と ど に 2 

2 PRINT#9, "ABC" 

と する と 、ABC と いう 文字 が 横 2 倍 の 文字 で 書 ガ れ ま す 。 

文字 を 表示 する 座標 の 指定 は LO 〇 CATE 症 令 を 使用 し ます 。 文字 の 表示 座標 を 指定 する 場合 、 

次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 

④ CS1ZE 1 ( 縦 2 倍 ) また は CS | ZE 3 (縦横 2 倍 ) を 指定 し だ 場合 の 縦 亡 向 の 座標 に 関 

する 注意 点 

表示 する 文字 より 上 に ある 他 の 文字 と の 間隔 は 偶数 行 空け な ぐ て は な り ま せん 。 も し 、 上 に 何 も 

文字 が な い 場 合 に は 、 貧 数 座標 こし ガ 表 示 で きま せん 。 末 数 座標 に 表示 し た い 場 合 に は 、 そ の 座標 

より 上 方 向 に 偶数 行 あ けた スペ ー ス を 挿入 する こと に より の 可能 と な り ま す 。 ま た だ 、 縦 2 価 あ る い は 

縦横 2 倍 文字 が 表示 され て いる 2 行内 に 標準 文字 お よび 横 2 倍 文字 を 表示 する こと は で きま せん 。 

② CS1IZE 2 ( 横 2 倍 ) または CS | ZE 3 (縦横 2 倍 ) を 指定 し だ 場合 の 横 方 向 の 座標 に 関 

する 注意 点 

横 亡 向 の 座標 を 奇数 座標 に 指定 し て も 、 指定 し だ 奇数 座標 に 1 を 加え だ 偶数 座標 に 文字 は 表示 さ 

れ ま す 。 よ つて 、 横 2 倍 文字 まだ は 縦横 2 倍 文字 を 表示 する 場合 の 横 万 向 の 座標 は 偶数 座標 を 指定 

し て ぐだ さい 。 

ア ち ょ っ と コマ ー シ ャ ル 
文字 の 大 き さ を 変え て *SHARP PERSONAL COMPUTER X-1* 
と 表示 する も の で す 。 
生き IIREM CSIZE ソフ カ ウ 
199 MIDTH 49:INIT 
3 の SIZE 3 ーー 縦 橋 の 倍 文 字 に し ます 。 

129 CLS 
299 LOCATE 5S,8 
2o19 COLOR 4 

229 PRINT W9,"SHARP " ーー 縦横 2 何 文 字 で " SHARP" 
249 LOCATE 19,12 を 表示 
259 COLOR 2 
2<9 CSIZE 1 ーー 終 2 倍 文字 に し ます 。 

399 LOCATE 29, 1 る Ch 
319 COLOR る COMPUTER" を 表示 

3 導 ち らし ーー 模 2 倍 文字 に し ます 。 
339 PRINT 音 9, "メー1『" 一 横 2 倍 文字 で " X- 1 "を 表示 
499 END 
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ROMCG と RAMCG 

テキ スト 画面 に 表示 され る 文 守 は 、 キ ヤラ クタ ジ エ ネ レー タ と 呼ば れる 部 分 お ら 呼 び 出 され だ パ 

ダーン ガ が 表示 され ます が 、 キ ヤラ クタ ジェ エネ レー タマ (略し て 〇 G) に は 、 あ ら ガ が じ め 固 定 さ れ だ パ 
ター ン ガ 格納 され て いる ROMCG と 、 ユ ー ザ ー ガ 自由 に 定義 で きる RAMCG が あり ます 。 
ROMCG の 中 に は 、 英 数 守 、 カ ナ 、 セ ミ プ ラフ ィ ッ ク な どの パタ ー ン が 入 つ て お り 、 標準 状態 

で キー 入力 を すす る と 、ROMCG の パタ ー ン が 表示 され ます 。 RAMCG の 内 容 は 電源 を 切る と 消 
えて し まい ます 。 し だ が つて 、RAMCG を 使用 する 場合 に は 、 あ ら ガ じ め RAMCG に パタ ー ン 
を 定義 し て お お な けれ ば な り ま せん 。 ご の 定義 に 使用 する 命令 が DEFCHR お です 。 ま だ RAM 
CG と ROMCG と の 表示 を 切り 換え る 病 令 が CGEN で す 。 

例 を あげ て 説明 し ます 。 

CGEN 9 回 
PRINT "A" 回 

と する と 、 画面 に は A と いつ 文字 が 表示 され ます 。 
災 に 、 

DEFCHRSC6 5)=STR INGS(8,&HFF)+STR 1NGSC(8,&HF 6) 
STRINGS〈8,&H8 1) 回 

CGEN1 回 | 
PRINT "A" 回 
(CGEN 1 [| 以 後 は ご の キー を 押し て も 白 ベ タ に 表示 され ます 。) 

と する と 、 画 面 に は 縮 模 様 の / パ ツー ン が 表示 され ます 。 
この パタ ー ン が RAMCG に DEFCHRS$ で 定義 され だ パタ ー ン で す 。 
DEFCHRSC6 5) の 6 5 は ASC 1 | コー ド を 示し て いま す 。ASC 1 1 コー ド 6 5 は RO 

MCG の * A ” に あたり ます 。 
RAMCG は 8 X 8 の パパ ターン で 2 5 6 個 まで 定義 で きま す 。 
まだ た 、RRAMCG と ROMCG と の 切り 換え は 、[GrRc ] を 押し な が ら テ ン キ ー の レレ | を 押す こと 

に よ つ て も 可能 で す 。 

アカン m イ ツル 

テキ スト 画面 で 、 行 と 行 の 間 に ア ンダ ー ラ イン を 表示 する こと が で きま す 。 

アン ダー ライ ン は 、 画 面 に 表示 する 行 が 2 9 行 も し ご は 1 9 行 の と き に の み 、 設 定 す る こと が で き 

ます 。 つ まり アン ダー ライ ン を 使用 する 場合 、 あ ら か じ め 

WIDTH, 2 9 吊 も し < は WIDTH, 16 回 

と し て お きま す 。 ご これら の モー ド に する こと 、 行 と 行 と の 間 に ア ン デ ゲー ラ イン 用 の ド ツ ト が あけ て 表 
示さ れ ま す 。 ア ンダ ー ラ イン を 表示 する 場合 、KSEN 命 令 を 使用 し ます 。 

0 (まだ は 潮 略 )… 標 準 モー ド 

1 ( 名 〕 ーー ライ ウー ば 
KSEN [ 

Mi 

ハハ ee 一 、 INI 
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だ と えば 、 
KSEN 1 国 

と し ます と 、 ご の 命令 を 実行 し だ 後 、 入 力 さ れ だ 文字 の 下 に アン デー ライ ン が 表示 され ます 。 
さら に アン ダー ライ ン の 色 は 、KSEN 命 令 の 第 2 パラ メー タ で 指定 で きま す 。 

KSEN 1, 色 国 

2.2.3 グラ フィ ッ ク と 文字 表示 

LINE, SYMBOL, GET@, PUT@ は プラ フィ ッ ク だ け で な ぐ べ ぶ 文 守 表 示 に も 使用 で き 

ます 。 だ と え ば 、 

LINE (9, 9 の 一 〈39, 9)"A",.B 

と する と 、〈9, 9) と (3 9, 9) を 結ぶ 線 を 対角線 と する ビ 〇 X を 、 文字" A "で テキ スト 画面 

上 に 描き ます 。 ま た だ 、 

SYMBOL 〈9, 9 "ABCD", 1 1, 7 9, "4 国 

と する と 、" ABOCOD "と いう 文字 を " #" で 描き ます 。 

これ ら の 命令 の 応用 と し て 、 属 性 の み の 変更 び で きま す 。 

だ と えば 、8 0 文字 の モー ド で 画面 の 上 か ら 3 行 目 の 文 字 に すべ て アン ダー ライ ン を つけ る 場合 

KSEN 1, 7 回 
に ENB CO0, 29 79 2) " 調 

と し ます (ご の と き 、W 1DTH 令 で アン ダー ライ ン の 表示 可能 な 画面 モー ド に し て お きま す )。 

つま り 、 文 字 列 の わりに"” ( 又 ル コー ド ) を 指定 する と 、 そ の 時 点 で の 属性 で L 1NE や SY 
MBO し を 描く ここ と が で きま す 。 
次 に 、 GE 丁 @ は テキ スト 画面 の デー タ を 配列 変数 に 取り 込む こと が で きま す 。 
だ と えば 、 画面 9. 9) 一 (5. 5) の 範囲 表示 され て いる 文字 を 、 そ の まま (2 5, 15) 一 
(3 0, 2 6) の 位置 に 書 ご 場合 、 

DIM A〈25) 回 
GET@<9, 9 の) 一 〈5, 5), A 右 

と し て 、 配 列 変 数 人 に 文字 を 読み 込み ます 。 

に 

PUT@〈2 5, 15) 一 〈39, 29), A 回 

と し ます 。 



2.3 芝 革 * ッ クタ 

本 機 の 特徴 の ひとつ に 豊富 な ブラ フィ ッ ク 負 理 機能 が あげ られ ます 。 -9.6 K 日 も の プラ フッ ク 
用 メモ リ を 標準 装備 し て いま す の で 、 複 雑 、 多 様 な 表現 が 可能 で す 。 こ ご こ で は 、 多く この プロ フク フラム 

例 を まじ えな が ら 、 ご これ ら 命 令 群 の 使い 方 を 説明 し ます 。 

2.3.1 画面 の 初期 化 

ま び 最初 に 画面 を 初期 化す る 命令 に つい て 説明 し ます 。 命令 の 中 に は 、 画面 状態 の 設定 も 変え て 
し まう も の も あり ます の で 、 そ の まま で は 思い 通り の ブラ フィ ッ ク が 描け な い 場 合 も あり ます 。 そ 
の よう な と き 、 次 の 命令 を 実行 する こと に よ つ て 、 画面 状 態 は も と の 設定 に 戻り ます 。 

本 
まだ [STRc [| と ダイ レフト に 入力 する こと に より | N | 征 命令 と 同様 の 結果 が 得 ら れ ま す 。 
IN1IT は 、 画面 の 設定 状態 を 初期 化す る 命令 で す の で 、 画面 に 描 わ お れ て いる 内 容 を フリ ア す る 

ご と は で きま せん 。 画面 を フリ ア す る 場合 に は 次 の 命令 を 実行 し ます 。 

: テキ スト 画面 の み を フリ ア 
(seT | 員 と 同じ ) 

: グラ フィ ッ ク 画 面 G 1 、G 2 、G 3 を クリ ア 
: プラ フィ ッ ク 画 面 G 1 の み を クリ ア 
・ プラ フィ ッ ン 画面 G 2 の み を クリ ア 

・ プラ フィ ッ ン ク 画 面 G 3 の み を フク リア 

: プラ フィ ッ ツン 画面 G 1 、G 2 、G 3 お よび 

テキ スト 画面 を 同時 に フリ ア 

1 N1「 お よび CL ら 命令 に よ つ て 、 画面 状態 の 初期 人 と フリ ア が 行わ れ ま す 。 し た が っ て 、 ご 
れ ガ らい ろ い ろ な 命令 を 実行 し て いこ な ガ で 、 画面 状態 を 元 に 戻し た いと き は 、 上 記 の 命令 を 実行 
し て ぐだ さ い 。 

2.3.2 グラ フィ ッ ン 座標 系 

プラ フィ ッ ク 座 標 系 は 、 ブ プラ フィック 画面 に お いて 設定 され る 座標 系 で す 。 
プラ フィ ッ ク 画 面 の 解 優 度 に よ つ て 、 次 の よう な 座標 の 範囲 が 設定 され ます 。 
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<WIDTH46,25,6,D (Dー 6 また は 1 また は 2 ) の と き > 

(0, 9) (319, 9 ) 

( 9 ,199) (319,199) 

<W IDTH40,25, 1 , (D 三 6 また は 2 ) の と き > 

(9, 9) (319, 9 ) 

※D= 9 の と き 本 体 の 標準 プ 高 解像度 切換 

スイ ッ チ は 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド 

( 還 ) に セッ ト さ れ て いる こと 。 

テ 
ス 
且 
レ 
イ 

( 0 ,399) (319,399) 

<WIDTH86,25.6,D (D ニ また は 1 また は 2 ) の と き > 
(9@, 9) (639, 9 ) 

( 0 ,199) (639,199) 

<WIDTH80,25,1.D (D 三 6 また は 2 ) の と き > 

(9, 9) (639, 9 ) 

※D ニ = 0 の と き 本 体 の 標準 プ 高 解像度 切換 

スイ ッ チ は 高 解 父 度 デ ィ ス プレ イモ ー ド 

( 還 ) に セッ ト さ れ て いる こと 。 

( 0 ,399) (639,399) 

<WIDTH49.12,.9,D (D ニ また は 1 また は 2) の と き > 

(9, 96) (319, 6 ) 

(9 ,19!) (319,191) 
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<WIDTH40,12,1,D (D ニ 9 また は 2 ) の と き > 
(9, 9) (319, 6 ) 

※D ニ 9 の と き 本 体 の 標準 プ 高 解像度 切換 

スイ ッ チ は 高 解 父 度 ディ スプ レイ モー ド 

( 国 ) に セッ ト さ れ て いる こと 。 

( 9 ,383) (319,383) 

WIDTH8M.12.8,D (DB また は 1 また は 2 ) の と き > 
(09, 9) (639, 9 ) 

( 9 ,191) (639,191) 

く <WIDTH86,12,1,D (D ニ 6 また は 2 ) の と き > 

(9 , 9) (639, 9 ) 

※D ニ 9 の と き 本 体 の 標準 高 解像度 切換 

スイ ッ チ は 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド 

( 還 ) に セッ ト さ れ て いる こと 。 

( 9 ,383) (639,383) 

※WIDTH 49(890) 20,G,  D(G=9, 1、D= テ 9, 1, 2) 

WIDTH 49080) 19,G, D(G= テ 9, 1、D=9, 1) 

の と き ブ ラフ ィ ッ ク 画 面 は 使用 で きま せん 。 し だ が つて 、 ブ グラ フィ ッ ン 座標 系 は 設定 され ませ ん 。 

2.3.3 ユー ザ 座 標 系 と 画面 座標 系 

ディ スプ レイ 画面 は 、 テ キス ト 画 面 と プラ フィ ッ ク 画 面 が 重 な つ て 表示 され 、 テ キス ト 画 面 に は 
テキ スト 座標 系 、 プ ラフ ィ ッ ノ ク 画 面 に は プラ フィ ッ ン 座標 系 が 設定 され て いま す 。 ご の うち 、 ブラ 
フィ ツン 座標 際 は 画面 座標 系 と ユー ザ 座 標 系 と いう 2 つの 座標 系 を も つて いま す 。 
画面 座標 承 こ は 、 前 項 の ブラ フィ ッ ン 座標 系 で 説明 し た 座標 に 一 致す る も の で 、 画面 上 の 1 ドッ 

ト が 座標 単位 の 1 に 対 し て いま す 。 

ユー ザ 座 標 糸 と は 、BAS | C の W 1NDOW 命 令 BAS | C リ ファ レン スマ ニュ アル 』 の 
2. 9. 2 WINDOW 参 照 ) じ に よ つ て ユー ザ が 指定 し た 座標 系 で 、 縦 万 向 、 横 亡 向 と も 一 1. 7 
914118E+38 - 1.70914118 三 十 38 (指数 部 一 3 8 一 十 3 8) の 単 精度 の 範囲 
で 指定 で きま す 。PSET, PRESET, LINE, POLY, C 1ROLE, PA 1NT の グ 
フフ イッ クツ 病 令 お よび PO 〇 1 NT 関数 は この ユー ザ 座 標 で 使用 され ます 。 炊 の 図 は 、 コ ユーザ 喉 標 系 
と 画面 座標 糸 で す 。 

6/ 
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テ 
ス 
ブ 
レ 
イ 

ユー ザ 座 標 系 画面 座標 系 

(UXi, UY ) (9, 6) 

(GX, GY) 

(GX, GY) =(319, 199) 

また は (319.191) 

また は (319.399) 

また は (319,383) 

また は (639, 199) 

(UXs.UY。) また は (639.191) 
(UX1, UY1)= (一 1.7914118E +38, 一 !.7914118E 38) また は (639.399) 
(UXz, UY5?)= ( 十 |.7914118E 二 38, 1.7914118E 十 38) また は (639.383) 
画面 座標 系 は 実際 に 目 で 見 る こと は で きま す が 、 コ ー ザ 只 標 系 の 広大 な 座標 平面 は 目 で 見 る こと 

が で きま せん 。 
し た が っ て 、BAS | 〇 の W 1 NDOW 命 令 を 使っ つて 、 コ ユー ザ 座 標 系 の 座標 平面 中 の 任意 の 作 域 

を 画面 座標 系 の 平面 上 に 割り 当て な けれ ば な り ま せん 。 
だ と えば 、W 1DTH 8 9, 25, 1, 2 が 設定 され て いる と き 、 

WINDOW (9, 9) 一 (639, 399), (19999 一 10009) 
ー〈190909, 19009) 国 

と いう 命令 を 実行 する と 、 次 の よう に コー ザ 座 標示 の (一 19 090, 一 19099) か カ ら 〈19 
9 0 9, 100 600) を 対局 線 こ する 長方形 の 領域 を 画面 座標 系 全域 (プラ フイ ッ ツノ 画面 全体 ) に 
表示 する こと が で きま す 。 

ユー ザ 座 標 系 画面 座標 系 

(UXi, UY ) (9, 6) 

(-i9999.-!9000) レー 

(19900, 19000) 

(UXs , UYs ) 



まだ 、 
WINDOW 209, 199) 一 (406, 299),( 一 10900, 一 10000) 
ー〈(10069, 106009) 回 

を 実行 する と 、 次 の よう に コー ザ 座 標 系 の (一 1 6 9 9 96, 一 109000) ガ ら (1090909, 16 
0 0 9 ) を 対角線 と する 長 亡 形 の 領域 を 画面 座標 系 の て 2 9 9, 1 9 9) ガ ら 〈409, 200) 
を 対角線 と する 長方形 の 領域 に 表示 する こと が で きま す 。 

まで 

画面 座標 
系 

ァ 
(UXi, 

UYi) 

レ 

(409.200)
 

[ 

(-iee
e.-i9

00 

。。 
ーー
 

| 由
 

そ 
ュ (209, 

109) 

隊
 

(639, 
399) 

ae 
] 

(19990, 19009) 

(UXs, UY ) 

後ろ の パラ メー タ を 人 省略 し て 、W 1NDOW の み を 実行 する と 、 画面 座標 系 の 範囲 と 同じ 領域 が 

自動 的 に 指定 され ます 。 

ユー ザ 座 標 系 画面 座標 系 
(UXi, UY) (9, 96) 

(9, 9) 

(639, 399) 

(UXs , UY ) 
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で 

こ ご れ か がら 述べ る 各種 ブラ フィ イッ ツク 命令 の ブラ フィ ッ ン 座標 は 、 以 上 2 つの 座標 共 の どちら が に 分 

類 き を れ ま す が 、 そ の 分 類 の 様子 は 次 の よう に な り ま す 。 

画面 座標 系 

プラ フィ ッ フ POS 1T1ON, SYMBOL, 届 

Le 理科 POLY, PAINT 

ご の よう に グラ フィ ッ ク フク 命令 に よ つ て 座標 系 が 異な り ま す の で 、W 1NDOW 病 令 を 使用 し だ 場 

合 は 、 ま ず そ の 命令 が ご ちら の 座標 系 に 所 属し て いる ガ を 調べ て か ガ ら 座標 指定 を 行う よう に し て こぐ 

だ さい 。 だ だ し BAS | C 起 動 時 に は 、 ユ ー ザ 座 標 系 は 、 画 面 座 標 系 と まつ だ く 同 じ も の で す の で 、 

WINDOW 症 令 で ユー ザ 座 標 系 を 変え な い 限り 、 両 者 の 区 別 は あり ませ ん 。 座標 系 の 初期 化 、 つ 

まり ユー ザ 座 標 系 を 画面 座標 共同 一 ご する に は 、 | N | 征 病 令 まだ は [cr ] 二 [| を 実行 し ます 。 

2.3.4 グラ フィ ッ ク フク 命令 の 色 指 定 

カラ ー モ ー ド に お いて ブラ フィ ッ ク 画 面 は 、1 ドッ ト 単 位 に 8 色 の 色 指 定 が 可能 で す 。 ご れ ら の 

色 指 定 に は 、 カ ラー コー ド と パレ ツ ト コ ー ド の 2 種類 が 用 いら れ ま す 。 カ ラー コー ド は 、 色 と コ ー 

ドガ 1 対 1 に 対応 し だ 絶対 的 な コー ド な の で 不変 で す ガ 、 パ レツ トコ ー ド は 、 色 と コー ド の 対 遍 関 

係 が PALE 命令 に よ つ て 変化 し ます 。 し た が つて 、 こ ご これが ら こ の 章 で 述べ て ゆめ ぐ 省 種 プ ラフ ィ 

ツク 命令 の 色 指 定 が どちら の コー ド で 行わ れ て いる か ガ 、 あ ら ガ が じ め 知 つて お く 泌 要 が あり ます 。 次 

に その 区 別 の 様子 を が し ます 。 

/ 和 L/ ツ ド ヨ ー に 

PSET, PREESET, L 1 NEE, グラフィック | COLOR,OANVAS, NNP| KN CI」ROLE, POLY, PAINT 
SYMBOL, PRW 

だ だ し 、BAS | C 起 動 時 に は 、 パレ ツ ト コ ー ド は カラ ー コ ー ド と まつ だ ぐ 同 じ 色 に な つて いま 

す の で 、PALE 「 令 で パレ ツ ト コ ー ド の 色 指 定 を 変え な い 限 り 、 両 者 の 区 別 は あり ませ ん 。 パ 

レツ トコ ー ド を 初期 叙 す る だ め に は 、 | N | 命令 まだ は PALE 令 、 ま だ は [GrR」 十 [| 

を 実行 し ます 。 まだ 、 ブ グラ フィ ッ ク 命 令 に お いて 色 指 定 〈 パ パット コー ド ) を 省略 し だ 場合 は 、 

自動 的 に COL OR 命 焦 の 第 1 パラ メー タ で 指定 し だ 値 (カラ ー コ ー ド ) を その プラ フィ ッ ク 命 令 

の パレ ッ ツ ト コ ー ド と みな し て 実行 し ます 。 

COLOR 命 令 の 設定 は 、 次 の と お り で す 。 

COLOR (oiJ (os) 

Ci : テキ スト 文 守 の 表示 色 (カラ ー コ ー ド ) 

Cs : 画面 の 背景 色 (カラ ー コ ー ド ) 



ご れ よ り 、 プラ フィック 命令 中 の 色 指 定 を 省略 する と 、 パレ ツ ト コ ー ド が ガ カ ラー コー ド と 等 し い 

合 テ キス ト 画 面 の 文字 の 色 と 同 じ 色 で プラ フィ ッ ク ガ が 描 び れる こと に な り ま す 。 

だ と えば 、COLON 命 令 の 第 1 パラ メー タ を カラ ー コ ー ド 1 に 設定 し な 場 合 、 パ ラメ ー タ コー 

ドガ が 初期 状態 な ら ば 、 パレ ツ ッ ト コー ド の 指定 を 省 上 し だ プラ フィ ッ ク 命 令 は 青色 と し て 実行 され ま 

す 。 ま だ 、PALE 命令 に よ つ て 、 パ レツ トコ ー ド の 1 ガ カ ラー コー ド の 4 に 設定 され て いれ ば 、 

パレ ッ ト コ ー ド の 指定 を 省略 し だ プラ フィ ッ ク 命 令 は 緑色 と し て 実行 きれ ます 。 な お 、COLOR 

病 令 は 、BAS | C 起 動 時 に は 、 次 の よう に 設定 され て いま す 。 

96 紀 だ 9 

まだ 、COLOR 病 令 の 代わ り に 、 以 下 の よ うな ダイ レク ト 実 行 に よ つ て も 同様 な 結果 が 得 ら れ 

ます 。 

LcTRL ] オ テ ン キ ー [9 (COLOR 0) 

GTREl 二 デジ ーー (= テ COLOR 1) 

[LeTRL ] オ テ ン キ ー [Z| (= ニ COLOR 7) 

( 注 ) PALE 「 命 令 の 設定 方 法 に つい て は 、 後 述 「2.3.1 9 色 を 瞬時 に 変え る 」 の 項 を 参照 し て 

ぐだ さい 。 

( 注 ) 本 章 で は 特に 断ら な い 限 り 、 カ ラー モー ド に お ける ブラ フィ ッ ク 表 示 に つい て 述べ ます ( カ 

ラー モー ド に つい て は 、 「 2 . 1.4 カラ ー モ ー ド 』」 の 項 を 参照 し て くだ さい )。 

2.3.5 点 を 打つ 

PSE T 命 令 を 使う こと に よ つ て 画面 上 の 任意 の 場所 に 点 (ドッ ツ ト ) を 打つ こと が で きま す 。 ま 
だ PRESE 命令 に よ つ て 、 任意 の 点 を 消す こと も で きま す 。 
点 を 打つ 場合 、 消 す 場合 の PSET, PRESET の パパ ラメ ー タ は 次 の よう に な り ま す 。 

P ビ 9 回 思 備 。 し G) 

P 届 世 還 ET CX。 ツ Y し 介 了 0 

X, V : ドッツ ト の 位置 (コー ザ 座 標 系 ) 

GE AIA ツ に 当 ーー 選 

PSE 命令 は 、 ブラ フィ ッ ク 画 面 に 指定 の / パ レン ッ トコ ー ド で ド ツ に を セツ に ト し ます 。 パ レツ ト 
コー ド を 指定 し な いと き は 、 テ キス ト 画 面 の 文字 の 色 に 対応 し を た パ レッ トコ ー ド の 色 で ド ツ ト を セ 
ツ ト し ます 。 

だ と えば 、1N 1 征 財 と し た あと 

PSET (29, 20, 6) 加 

こす る と 、 ユ ー ザ 座標 系 の (2 9, 2 9) の 位置 に 黄色 の ドッツ ト を 表示 し ます 。 

ーー 方, PRESE 命令 は プラ フィ ッ ク 画 面 の ド ツ ト を 指定 の 色 で リセ ツ ト し ます 。 だ と えば 

PRESET (2 0, 2 6, 2) 回 

切 
ス 

と 
イ 



枯 伯 川 
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と する と 、 先 程 黄色 だ つた 点 を 赤色 で ! リ セツ ト し ます の で 、 ご の 点 は 緑色 に な り ま す 。 

つま り 、PRESE 「 命令 は 正確 に いう と 「 点 を 消す 」 の で は な ぐ 「 指 定 し だ 色 を 消す 」 命令 で 

す 。 ご の 場合 に は 赤 と 緑 すら な る 黄色 の 点 び ら 赤 を 消し た の で 残る の は 緑色 こい うわ け で す 。 

2.3.6 線 を 描く 
L | NE 命令 は 、 だ だ 単に 線 を 引く だ け で な ぐ 、 パ ラメ ー タ の 設定 に よ つ て 次 の 動作 を 行う こと 

が で きま す 。 
④ ラ イン スタ イル を 設定 する こと に よ つ て 、 点 線 、 破 線 、 一 点 鎖 線 な ど 自 由 な 形 の ライ ン を 引 こ こ 
と が で きま す 。 

② 任 意 の ライ ンス タイ ル で 長方形 を 描く ここ と が で きま す 。 
③ 長 方形 を 描い て 、 そ の 中 を 任意 の / パ レット コー ド 、 中間色 コー ド ま だ は タイ リン ブ パ ター ン で 塗 
りつ ぶす こと が で きま す 。 

@ 座 標 ば か り を 連続 入力 する こと に よ つ て 、 任 意 の 折れ 線 や 多角 形 を 描く こと が で きま す 。 

線 を 引く 

線 を 引 ぐ 場合 、L 1 NE 命令 の パラ メー タ は 次 の よう に な り ま す 。 

LINE (Xi。 yy)ー (Cx, ys) (mode, C, |S〕 

※, Vi : 始点 座標 (コー ザ 座 標 系 ) 

Xz, V。 : 終点 座標 (コー ザ 座 標 系 ) 

GOCG : 選 世 T、 所 民 世 人 SET, XO 崩 

G 3/L ハ ツ ド ヨー ド 

IS ライ ジス ズ ダ イル 

だ だ 単に 実線 を 引 ベ だ け な ら ば 、 だ と えば 次 の 命令 を 実行 する だ け で 〇 に K で す 。 

山下 処世 (0。 @9 一 (919。 199 う 9 PSET 

これ で 、2 点 (9, 9), (3 1 9, 1 9 9) を 結ぶ 実線 が ザ 引 ガ れ ます 。 線 の 色 は 、 パレ ツ ト コ ー 

ド を 省略 し て いる だ め 、 テ キス ト 画 面 の 文字 の 色 に 対応 し た パレ ツ ト コ ー ド が ガ が 号 えら れ ま す (初期 

状態 で は 白色 で す )。 まだ 、 始点 座標 が 省略 され る こと 、 直前 に 実行 し た し 1 NE 命令 の 終点 座標 が 新 

だ に 始点 座標 と し て みな され ます 。 

第 3 パラメータ mode) に は 、PSE「, PRESET, XOR の 3 通り の 指定 が 可能 で す 。 

PSET, PRESET に つい て は 「2. 3. 5 点 を 打つ 』 で 説明 し だ 通り で す 。X 〇 O ド を 指定 

する と 、 他 の ブラ フィ ッ ン 図形 と 重 お つた と ころ で 線 の 色 が 反転 し ます 。 だ と えば 、 す で に ( 三 

青 十 赤 十 緑 ) で パイ ント され て いる と ころ ヘ へ X 〇 OR を 使 つ て 表 の 線 を 引 べ と 、 重 な つ だ ライ ン の 色 

は 黄 ( 王 赤 十 緑 ) に な り ま す 。 ご の パラ メー タ が ガ 省略 され る と 、 直 前 に 設定 し た mode の 影響 を 受 

け ま す 。 

レザ 。 



第 5 パラ メー タ (s) に は 、 ラ イン スタ イル を 指定 し ます 。 ラ イン スタ イル と は 、 点線 、 破 線 な ど 
を 1 6 ピット の ビッ ト パ タ ー ン で 表わし を も の で す 。 だ と えば 、 次 の よう な 点線 の ライ ンス タイ ル 
は &HCCCC で 表わさ れ ま す 。 

@ 〇 〇 @ あ @ 〇 〇 @@ 〇 〇 久 @ 〇 〇 

& 昌 C C C C 

ご の よう に 、 ライ ンス タイ ル に は 、 1 6 ドッ ト の 範囲 内 で 任意 の 繰り 返し パタ ー ン を 設定 する こ 

と が で きま す 。 ご の パラ メー タ を 省略 する と 、 実線 (ライ ンス タイ ルー&HFFFF) で 引 グ れ ま 

す 。 以 下 に お も な ライ ンス タイ ル と その 破線 の パタ ー ン を 示し ます 。 

に 

$HFFFF 
$HFF86 | ニー ヒーー 
SHCCOCO | ーーーーーーーーーーーーーーーー- 
SHAAAA 
員 則 に F 上 GO | に まお se 一 点 負 線 

あけ EE 4 世 .4 ーーー ゴー ペーーーーー…ー 

和博 財 EOGC ーー ーーーーーーーーーーーーーーーー 二 点 鎧 線 

$HFF 2 4 ーーーーー- 

で は 、 直 線 を 引い て み ま し よう 。 ま ず ざ ず 、 画面 を 初期 化し て 、 ブラ フィ ッ ク 画 面 を フリ ア し ます 。 

INIT 加 
CLS69 回 

次 に 、2 点 9, 9)、〈1 9 0, 19 0) を 結ぶ 一点 鎖線 を 慕 色 で 引き ます 。 

LINE (9, 9 の) 一 <〈196, 19 69), PSET, 6,&HFFCG 回 

どう です が 、 う まぐ 引 ガ れ ま し た ガ や も し 、 思 い ど お り の 直線 が 引か れ な けれ ば [GL [ID を 
押し て みて ぐだ さい 。 さ て 、 正 し ご 表示 され だ ら 、 今 度 は 同じ 座標 問 を X 〇 R モ ー ド を 使 つて 黄色 
の 実線 で 結び ます 。 

LINE (9, 9 の) 一 〈199, 199), XOR, 6 回 

ど ご つう なり まし だ が 今 ま で 一 点 負 線 が 表示 され て いた と ころ が 上 黒 (透明 ) に な り 、 い まま で 此 
(透明 ) だ つ だ 部 分 に 黄色 が 表示 され まし だ ね 。 ご の よう に 、XOR を 指定 する と 、 重 な つ だ 部 分 
の X 〇 ド 語 理 演算 が 行わ れ 、 色 が 反転 し て し まい ます 。 

A で MXML 上 
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各種 ライ ンス タイ ル を 実際 に 表示 させ て み ま す 。 

19 "LINE STYLE 

29 MIDTH 49,25, 9:CLSg: INIT 

2S PRINTT ラ イン スタ イル "ijSPRCE$(19):" ッ パタ ー ン “ 
39 RESTORE 199 

49 FOR 1=2 TO 9 

59 LOCRTE 9,1*2 
69 RERD の 
79 PRINT の 

89 LINE(69, 1*16+4)-〈319, 1*16+4) , PSET,7, URL (FR) 
9 NEXT 

199 DRTR &HFFF,8&HFF99,&HCCC,&HRRR,&HFFCC, 8HE4E4 , &HFCCC,&HFF24 

長方形 を 描く 

長 亡 形 を 描く 場合 、L 1 NE 病 令 の パラ メー タ は 次 の よう に な り ま す 。 

じ し に IN 尽 CX V9 デ Ge。 V)) meeit 6〕) (6 |8) 

B : 長方形 を 描 ぐ 指定 

指定 し た 2 点 間 の 対角線 を 引か ガ 、 長 方 形 を 描く ガ は 、 記 号 " B ” (BOX の ) が ある ガ な い 

が に よ つ て 決ま り ま す 。 他 の パラ メー タ は 線 を 引 ぐ 場合 と まつ だ ぐ 同 じ で す 。 

で は 、 実際 に 長方形 を 描い て み ま し よう 。 ま ず ざ ず 、 画 面 の 初期 公 と フリ ア を 行い ます 。 

INIT 回 
CLS6 回 

炊 に 、2 点 (9, 9), (1 9 0, 19 90) を 対 角 と する 長方形 を シア ン で 描き ます 。 

LINE (9, 9) 一 (199, 199), PSET, 5, B 過 
さら に その 上 ガ ら 赤 の 点線 で な ぞ つ て み ま す 。 

LINE 〈9, の) 一 (199, 199), PSET, 2, B, &HCCCC 国 

ご れ で 、 赤 と シア ン の 点線 で 長方形 が 描 び れ ま し た 。 

長方形 を 塗り つぶ ぷす 

長 訪 形 を 塗り つぶ すき 場合 、L 1 NE 命令 の パラ メー タ は 次 の よう に な り ま す 。 

LINE (CX , yy) うー Cx, yy), mode ( C) BF 

C : パレ ン レッ ツ ト コー ド ま だ は 中 間 色 コー ド 

BF : 長方形 を 塗り の つぶ す 指 定 



長方形 を 描い て その 中 を 塗り つぶす に は 、 記号 ” BF ” て BOX F | し し の 略 ) を 指定 し ます 。 
だ だ し 、 ご の 場合 、 指 定 で きる 色 は パレ ッ ツ ト コ ー ド だ け で な ぐ ご 中間色 コー ド も 指定 で きま す 。 

だ と えば 、 2 点 (0, 9)、〈1 9 6, 1 9 0) を 対 角 と する 長方形 を シア ン と 赤 の 中 間 色 で 塗り 

つぶ すず 場 合 に は 次 の 命令 を 実行 し ます 。 

LINE (9, 9 の) 一 (199, 199), PSET, &H2 5, BF 周 

だ だ し 、B ビ F を 指定 する 場合 は 、 同 時 に ライ ンス タイ ル を 指定 する こと が ガ で きま せん 。 そ の ガ わ 

の 、 タ イリ ング パタ ー ン を 設定 する こと が で きま す 。 タ イリ ン ブ パ ター ン と いう の は よ の 複雑 な 中 
間 色 や 色 模 様 を 由 す だ め の 文 字 列 デ ー タ で 、 最 大 8 X 8 ド ツ ト の 色 パ ター ン を 定義 け する こと が で き 
ます 。 最 小 の タイ リン ブ パ ター ン は 横 8 ドッ ト の 色 パ ター ン で 、 ご これ を 指定 する に は 、 青 、 赤 、 緑 
癌 1 バイ ト ず つの 計 3 バイ ト の 文 守 列 デー タ ガ が 政 要 で す 。 し だ た が つて 、8 x 8 の タイ リン グ パ ター 
ン を 定義 する 場合 に は 、2 4 バイ ト の 文字 列 デー タ ガ 和 め 要 で す 。 こ ご の よう に 、 中間色 が 2 色 の ドッ ツ 

ト を 交互 に 配置 する だ け な の に 対し て 、 タ イリ ング パタ ー ン は 横 8 ドッ ツ ト の 色 / パ パタ ー ン を 自由 に 設 
定 す る こと が で きま す 。 タ イリ ン ブ パ ター ン を 設定 する と 、 そ の 色 / パ ターン を 使 つて 長方形 を 描き 、 
ガ つ 塗り つぶ し ます 。 タ イリ ング パタ ー ン を 使用 する と き 、L 1 NE 命令 は 次 の よう に な り ま す 。 

テ 

M 
イ 

選 中 N 世 J(GX。 め ))ー CX 8, Imodle 弓 居 【 や 

も お : タ イリ ング パパ ターン (文字 鹿 ) 

タイ リン ブ パ ター ン の 文字 列 は CHR お やや HEXCHR お S 関 数 こよ つて 用 意 す る の が ガ 一 有 般 的 で す 。 
だ と えば 、 横 8 ド ツ ト の パタ ー ン を 1 ドッ ト 1 色 こ し て 8 色 を すべ て 使 つ て 定義 する 場合 は 次 の 
よう に し ます 。 

横 6 ド ツ ト の パタ ー ン 黒 青 赤 マゼンタ 緑 シア ン 黄 白 

! } ! \ \ ! ! ! 

責 デ ー タ し ESM 相 吉 1 り 1 9 1= テ &H55 

9 の 9 9 1 1 り 0 1 1=&H33 

緑 デ ゲー タ 0 9 9 り 1 1 1 1=&H0F 

タイ リン ブ パ ター ン t や は 次 の よう に 表わさ れ ま す 。 

t お =HEXCHRSC"5 5 330F『) 

その タイ リン ブ パ ター ン で 2 点 (9, 9)、〈1 9 09, 1909) を 対 選 と する 長方形 を 塗り つぶ す 
に は 次 の 命令 を 実行 し ます 。 

LINEC(9, ⑳) 一 (190, 199), PSET, BF, HEXCHRSC" 553 39F") 過 

折れ 線 を 描く 

L 1 NE 病 令 は プラ フ 等 に 必要 な 折れ 線 を 簡単 に 描こ こと が で きま す 。 そ の 場合 の パラ メー タ は 
次 の よう に な り ま す 。 

な 
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と 9 

NNNGXe| WO 0 TV (一 5 LV59 """" ーー Xn wm29 

%, yi: 折れ 線 の 始点 座標 

X?, Vs, Xs, Vs : 折れ 線 の 頂点 座標 

xn, yr : 折れ 線 の 終点 座標 

ご の よう に 座標 を 連続 し て 入力 する と 、 呈 座標 間 を 結ん だ 折れ 線 を 描き ます 。 ご これ を 利用 すれ ば 、 

任意 の 形 の 多角 形 を 箇 単 に 描く こと が で きま す 。 だ と えば 、4 点 (200, 9), (100, 10 

9), (0, 1 0 0), (1 9 9, 0) を 頂点 と する 平行 四辺 形 を 描く に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 

LINE <2 069, の) 一 〈109,.199) 一 9 109) 一 〈1009, 0 一 (209, 9@) 加 

2.3.7 正 多 角形 を 描く 
正 多角 形 に 限り め 、P 〇 L Y 命 令 を 使 つて 簡単 に 描こ こと が で きま す 。 

民 人 YK YOUNIOS SD AA の 。 の G9 

X, ツ V : 正 多角 形 の 中 心 座 標 

F : 中 届か ら 頂 点 ま で の 距離 

C : 正 多角 形 の 辺 の 色 (パレ ツ ト コ ー ド ) 

A の 9 : ステ ツ プ 角 (0 一 3 6 0 度 ) 

2S : 初期 角 (9 一 3 6 6 度 ) 

2@ : 終了 角 (0 一 3 6 6 度 ) 

多角 形 は 、 前 述 の L 1 NE 病 令 で も 描く こと が で きま す が 、L 1NE の 場合 は 沖 頂 点 の 座標 を 計 

算 し て 入力 し な けれ ば な り ま せん 。 し が し 、PO 〇 OL Y 症 令 で は 、 円 を 描く の と 同じ 要 府 で 入力 する 

ご と が で きま す の で 、 正 多角 形 の 中 羽 (X, Y) と 半径 等 の 設定 だ け で 簡単 に 描く こと が で きま 

す (円 に つい て は 「2. 3. 8 円 を 描く 』 で 述べ ます )。 省 パラ メー タ に つい て 以下 に 示し ます 。 

ステ ッ プ 角 (A の ) は 、 正 多角 形 の 頂点 問 の 包 度 で 、0 度 に 近い ほど 真 円 に 近づき ます (だ だ し 、 

0 度 を 指定 する と た だ の 線 分 に な り ま す )。 初期 角 (2 S ) と 終了 角 (9 6) は 、X 座 標 の 増分 廊 向 

(画面 の 右 方 向 ) を 9 度 と し だ 場合 の 多 負 形 を 描き 始め る 角度 と 描き 終え る 角度 を 示し ます 。 

し た が つて 、 一 般 的 に 正 角 形 を 描く に は 次 の よう に 指定 し ます 。 

Ai の 三 3.6 0/ 

26Gー98S 十 360 

/6 



で は 、 実際 に 正 多角 形 を 描い て み ま す 。 ま ざ 、 画面 を 初期 化し て クリ ア し ます 。 
INIT 軒 
OLS 69 還 

正 6 角形 を 描い て み ま し よう 。 

POLY〈(1990, 199), 56, 6, 69, 9, 366 回 
点 (1 9 9, 1 9 9) を 中 心 こ し だ 黄色 の 6 負 形 が 描け まし だ 。 
次 に 、 を 側 半分 だ け の 半 円 を 描い て み ま し よう 。 ま ざ は 画面 を フリ ア し ます ざ 。 

OLS6 還 

左側 だ け の 半 円 で すか ら 初期 角 は 9 0 度 、 終 了 角 は 2 7 0 度 と 指定 し ます 。 ま た ステ ッ プ 包 は 1 
度 で や つて み ま し よう 。 

POLY〈109, 199), 59, 6, 1, 99, 279 回 

ご れ で 黄色 の 半 円 が 描け まし た 。 

( 注 ) POLY お よび C 1RCLE 命 令 に お ける 頂点 距離 まだ は 半径 は 、 画面 モ ー ド に こよ つて は 実 

際 の 座標 と 対応 し て いな い 場 合 び あり ます 。 詳し く は 、「BAS | C リ ファ レン スマ ニュ アル 」』 の C 

1RCLE 命 焦 の 項 を 参照 し て ぐだ さい 。 

POL Y で 多角 形 を 重ね ます 。 

19 INIT:CLS4:MIDTH 49,25, 9, 9 
29 RESTORE 169 

39 FOR KRI=1 TO 5 
49 RERD STE1,STR1 , OMR1,STE2,STR2, OMR2 
S9 C=INT(RND*6)+1 
69 FOR X=1 TO 14 
79 FOR Y=1 TO 9 

89 POLY(X*29, Y*29) , 29,C,STE1 , STR1 ,OM1 
9 POLYCX*29+2,Y*29) , 29, C+1 , STE2, STR2, OMR2 
199 NEXT Y 

119 NEXT X 

129g PRUSE 29 

139 CLS4 

149 NEXT KRI 

159 GOTO 29 
169 DRTR 129, 9, 369, 129, 99, 459 
179 DRTR 99, 9, 369,98, 45, 45 

189 DRTR 72,9, 359, 72, 99, 459 
199 DRTR 69, 9, 369,69, 39, 39g 

299 DRTR 144,9,729, 144 , 99, 81 ロ g 

アア 
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呈 間 比 赤 S ln 000???。?。=。 。  . 
19 INITECLS4:MIDTH 49,25, 9, 9 

2 POLY(169, 1 99) , 89,7, 3 

39 「$ ま =T IME$ 

49 IF 「 ま =T1$ THEN 39 

S9 X=URLC(LEFT$〈T$,2) ) 

69 Y=MRL (MID ま $(T ま ,4,2)) 

79 Z=URL(RIGHT$(T ま ,2)) 

89 POLY(169, 1 99) , 49, 9, 9, 99-X1 *39-INT(Y1/2) 

99 PQLY(169, 199) , 59, 9, 9, dg-Y1 *6 

199 FOLY(169, 1 99) , 69, 9, 9, 9-Z1*6 

119 POLY(169, 199) , 49,5, 9, 9-X*3- INT(Y/2) 

129 POLY(169, 199) , 59, 4 , 9, dd-Y*6 

139 POLY(169, 199) , 69, 6, 9, 99-Z*6 

149 LOCRTE 16,16:PRINT T$ 

1S9 X1=X:Y1=Y:Z1=Z: 了 1 ま =「$ 

169 GOTO 39 

2.3.6 円 を 描く 

円 お よび 椅 円 を 描く 命令 は C 1 RCL ビ 命令 で す 。 

CRCLE (@) (XY) 「 ( G。f。 95, 9@) 
f : 偏平 率 (一 終 径 横 径 ) 

ご の よう に 、C1ROCLE 命 令 の パラ メー タ は 、POL Y 命 令 と 似 て いま す 。 違い は 、POLY 

病 令 の ステ ッ プ 角 が 、C 1RCLE 命 令 で は 偏平 率 に 変 つ て いる 点 だ け で す 。 ま だ 、C 1RCLE 

命令 で は 、@ 記 号 が 付 こ ご ガ 付 び な い ガ で 半径 お よび 偏平 率 の 扱い が 異な つて きま す 。 

@ 記 号 が つか な い 場 合 

画面 に 表示 され る 円 の 大 き さ は 、3 2 0 X2 0 9 ド ツ トモ ー ド の 時 を 基準 に し て いま す 。 し だ た が 

つて 、 半 径 が 同じ な ら ば 、 ど の 画面 モー ド で 描い て も 、 画 面 に 表示 され る 円 の 大 き さ は 同じ に な り 

ます 。 ご の こと は 画面 上 の 座標 こ 半 径 の 大 き さ と が 私 ず し も 一 致し な いこ と を 示し て いま す 。 偽 平 

率 を 使用 し だ 場合 も 同様 で す 。 偏 平 率 を 省略 する と 1 が 設定 され ます 。 

@ 記 号 が つぐ 場合 

画面 に 表示 され る 円 の 大 き さ は 、 避 画面 モー ド の 座標 に 従い ます 。 し だ が つて 、 同 じ 半 径 で も 画 

面 モ ー ド に よ つ て 円 の 半径 は 異な つて きま す 。 で す ガ が ら 偏 平 率 を 1 に 設定 し だ ガ ら と いつ て 、 画 面 

モー ド に よ つ て は 真 円 に な ら な い 場 合 が あり ます 。 信平 率 を 省略 する と 、 画 面 上 に 真 円 が 描 び れる 

よう に 上 自動 的 に 偏平 率 を 設定 し ます 。 

な お 、 詳し く は 「BAS 1C リ ファ レン スマ ニュ アル 」 の C 1RCLE 命 令 お よび C 1RCLE 

@ 命 令 の 項 を 参照 し て ぐだ さい 。 

/8 



専用 ディ スプ レイ テレ ビ に お いて 、C 1 RCLE ス テー トメ ント と C 1RCLE | 
@ ス テー トメ ント に お ける 半径 の 取扱 い を 示す プロ ブラ ム で す 。 

19 "CIRCLE 
29 INIT:CLS4:0PTIONSCREENB 
39 G=9:RES=1 :GOSUB 79 
49 G=9:RES=2:GOSUB 78 
SM G=1:RES=2:GOSUB 79 
69 END 
79 "SUB 
89 FOR X=49 TO 89 STEP 49 
9 MIDTH X,25,G,RES 
189 PRINT "MIDTH "XX",25, "Gi"」 "RES 
119 PRINT " RED..... CIRCLE (299, 199) , 1 9, 2" 
129 PRINT " GREEN...CIRCLE@C299, 199) , 199, 4” 
139 CIRCLE(299, 189) , 199,2 
149 CIRCLE@(299, 199) , 199, 4 
159 内 $=INKEY$: IF 則 ま =""THEN 15M 
169 NEXT 

ae 179 RETURN 

2.3.9 色 を 塗る (中 間 色 の 指定 ) 
プラ フィ ッ ク 曲 線 で 囲ま れ だ 任意 の 形 の 國 形 を 塗る に は 、 ロ A | NT 命令 を 使い ます 。 こ ご こ で は 

中 間 色 を 指定 し ます 。 

本 機 で は 赤 、 青 、 緑 の 3 色 を 1 ドッ ト 単 位 に 自由 な 組み 合わ せ で 基本 の 8 色 以 外 の 中 間 色 を 作る 
ご と が で きま す 。 ご これ を タイ リン グ ベ イン ト と いい ます 。 

ラ 7 
フ 
PB 
イ 

1《@) 己 六 | NT 【〔X, ツ ), C, D 県 D, D。 

(29 | 反り NT CK す 和 5 PETD-G DD 。 了 e 
C : パ レツ トコ ー ド まだ は 中 間 色 コー ド 

せま 1 ダイ リン プター シ 

Ds : 境界 色 (パレ ツ ト コ ー ド ) 

(1) の 書式 で 、 中 間 色 を 指定 する と き は C を 次 の よう に 表わし ます 。 

&HTmTn _ (まだ は mm* 1 6 二 ロ ) 

m テ 9 一 7 の パレ ッ ツ ト コ ー ド 

mm テー 上 上 の コー ド 
こう すれ ば 、 mm と を 混合 し だ 中 間 色 を 出す こと が で きま す 。 

赤色 の 円 を 描い て その 中 を 中 間 色 〈 紫 ) を 使 つ て 水 り ます 。 

1 MIDTH 4 で ロ 。@: TNIT 
信 CLS 人 4 ( 

き g CTRCLE(SOO。 1 の 9) 。Bg 。2 と 
4 PRINT (SE 1 の の ) 。 HH12 。 爺 

の 



(②) の 書式 で 、 中 間 色 を 指定 する と き は 、 タイ リン ブ パ ター ント t お は CHRS$ 関 数 や H ヒ EXCH 

R お 関数 な ど に よ つ て 表わし ます 。 だ と えば 黄 緑 色 は 黄色 と 緑色 の ド ツ ト を 1 ドッ ト 単 位 で 交互 に 

打つ こと に よ つ て 表示 する こと が で きま す 。 

CHRS(&H9 9)+CHRSC&HAA) 填 CHR お S(&HF) 

まだ は HEXCHRS(” 0 9AAFF”) 

ー 青 つ 9 0 9 9 9 9 9 9 っ -&HO6 
赤 っ 1 9 1 9 1 9 1 9  -&HAA 

P 青 一 1 1 1 1 1 1 1 1 っ &HFF 
黄 緑 黄 緑 黄 緑 黄 緑 

ご の デー タ を PA 1 NT 文 に 入れ る と 

PATINTCX, y), CHRSC&H 0 0) うす CHRSC&HAA)+CHRSC&HFF) 

まだ は 

PAINT Cx, \), HEXOCHRSC? 9 9 AAFF?) 

と な り ま す 。 

2.3.10 色 を 瞬時 に 変え る 

PA し 丁 命令 は ブラ フィ ッ ク 画 面 上 の 色 を 瞬時 に 他 の 色 に 変換 し ます 。 

訪 も ET 6。 も 

9 5 レッ ドコ ー ド て 0@ 7) 

な : の テラ ーー に (0 で 8) 

D ボー デー カラー (W ま だ は 1) 

PALE 命令 は 色 の 変換 を 行い ます が 、 実際 に 塗り 変え や わけ で は あり ませ ん の で 瞬時 に 色 の 

変換 び で きま す 。 変換 は 、「 パ レツ トコ ー ド を どの カラ ー コ ー ド に 対応 させ る ガ 」 で 行い ます 。 

だ た と えば 、 パレ ツ ト コ ー ド 1 は 初期 状態 で は カラ ー コ ー ド 1 すなわち ぢ 青色 に 対応 し て いま す が 、 

赤色 (カラ ー コ ー ド 2 ) に 変換 する に は 次 の よう に し ます 。 

PALET 1, 2 回 

まだ 、 ビ PA し 三 命 令 に より ブラ フィ ッ ク の 透明 と 青 の 2 色 を 黒色 に 変換 する こと が で きま す 。 

黒色 は カラ ー コ ー ド 8 に 割り 当て られ て お り 、PALET 9, 8 まだ は PALET 1, 6 の どちら 

ガ を 指定 し ます 。 前 者 が 透明 を 黒 に 、 後 者 が 青 を 黒 に 変換 し ます 。 だ だ し 、 黒 色 こ いつ て も コン ピ 

ユー タ 画 面 で は 透明 と 黒 の 区 別 は つき ませ ん 。 透明 と 黒 と の 違い が 現れ る の は スー パー イン ボー ズ 

時 の み で す 。 透明 は バッ ツク の テレ ビ 画 面 を 透 き 通 し ます が 黒色 は 透 き 通 し ませ ん 。 

80 ァ ス 



第 3 パラ メー タ は ボー ダー カラ ー に 関す る パラ メー タ で す 。 ご の パラ メー タ が 1 の と き は 画面 の 

ボー ダー 部 分 を 黒色 に し ます 。 9 の 時 は 透明 の まま で す 。 ご れ に よ つ て スー パー イン ポー ズ 時 に テ 

レビ 画面 を 黒 抜 き に する こと も で きま す 。 

複数 の パンツ トコ ー ド を 一 度 に 変換 する 場合 は PALET@ 病 令 を 用 いま す 。 

ビ パ に 選 I⑨  Gi,Cz、655G5G5、O ま ⑥7 (Ge 

DECG2 IOM 35 ニー ニョ ーー トミ 

パレ ッ ト コ ー ド は パラ メー タ の 位置 に 対応 し て いま す 。 す な わ ち 、 第 1 パラ メー タ が パレ ッ ト 6 
に 、 第 2 パラメータ が ガ が パレット 1 に 、 …… 第 6 パラ メー タ が ガ パ レ ッ ト 7 に それ ぞ れ 対応 し て いま す 。 
だ と えば 、 パ レツ トコ ー ド 1 を 赤 に 、 パ パレット コー ド 7 を 緑 に 変換 する だめ に は つぎ の 命令 を 実行 
し ます 。 

PALET@9, 2, 2, 3, 4, 5, 6, 4 回 

花火 の 点滅 する 感じ を お 楽し みく だ さい 。 

18 ' 花 火 
29 MIDTH 49,25,9:CLS4:INIT 

39 SCREEN1,1:KLIST9:PRINT "Mait a moment!" 

49 DEFFNX〈CX) =COS〈RRD〈CX) ) *CR 
59 DEFFNY〈CY)=SIN〈RRD(CY)) *CR 

69 CCX=INT〈RND*399)+19 

79 CCY=INT(RND*159)+19 
Sg 「 叶 INT〈RND*19)+6 
99 SCREEN 1,9:KLIST8 

199 FOR CR=1 TO Hs7 STEP H 
119 FOR DEG=g TO 369 STEP H 
129 C=INT〈RND*7)+1 

13g PSET(FNX(DEG)+CCX, FNY(DEG)+CCY,C) 
149 NEXT DEG 
159 NEXT CR 

169 SCREEN 1,1:CLS4 

179 SOLND ?,&HFE:PLRY"-E1" 
189 FOR UP=299 TO CCY STEP -1 

199 C=INT(RND*7)+1 

299 PSET(CCX,UP,C) :PSET(CCX+1,UP,C) 

219 PRESET(CCX,UP,C) :PRESET〈CCX+1 ,UP,C) 
229 NEXT UP 

239 SCREEN9, 9 

249 SOUND 7,&HF7:SOUND 6,43:SOUND 8,16:SOUND 11,9:SOLND 
12, 159:SOUND 13,9 

259 FOR 1=1 TO 15 
269 FOR J=1 TO 7 

279 PRLET J,((J+1)MOD ?)+1 
289 NEXT J 

239 NEXT 1 
389 FOR 1=1 TO 7 
319 PRLET I,9 
329 PRUSE 1 
339 NEXT 1 



2.3.11 テキ スト 画面 と プラ フィ ッ ン 画面 の 優先 順位 を 決め る 

PRW 症 令 は 、 テ キス ト 画 面 上 の 文字 と プラ フィ ッ ク 画 面 上 の 図形 が 重 お な つ を とき 、 ど ちら を 優 

先 し て 表示 させ る ガ が を 決め る 命令 で す 。 

PRW (Th (n=0~255) 

プラ フィ ッ ク 画 面 の 難色 と テキ スト 文字 と の 優先 順位 は 、n の 値 で 決定 され まず 。n の 値 は コン 

ピコ ユー タ 内 部 で は 8 ビッ ト で 表現 され て お り 、 各 ビ ッ ト は 次 の よう に 名 パレ ツ ト コ ー ド に 対応 し て 

いま す 。 

7 6 5 4 3 2 | 9 

緑 に ゃ ラ 赤 青 | 透明 | (初期 状態 の パレ ッ ト コ ー ド ) 

最 下 位 ビ ピッ ト が 透明 に 対応 し 、 最 上 位 ビ ッ ト ガ 白 に 対応 し て いま す 。 ご の 時 、 あ る ビッ ツ ト の 内 容 

が 1 に 設定 され ね る と その 色 を 持つ プラ フィ ッ フ が 優先 され 、0 に 設定 され る と テキ スト 文字 が 優先 

ぶれ ます 。 だ と えば 、 ブ プラ フィ ッ ク の 青 と 緑 を 優先 させ て 表示 する に は 、 次 の 命令 を 実行 し ます 。 

アジ 

PRW &B99919919 思 っ に PRW 18) 

PRW 命 令 は パレ ツ ト コ ー ド に 対す る 命令 で す の で 、 た と えば 

PALET1, 2 回 

PRW &B99919916 回 

と する と どう な る で し よう ガ 。 パ レツ トコ ー ド 1 と 2 は 両方 と も 赤色 で す が 、 パレ ツ ト コ ー ド 1 の 
赤色 は テキ スト より 優先 され ます 。 し か し 、 パレ ツ ト コ ー ド 2 の 赤 は テキ スト に 隠れ ます 。 ご の よ 
うに 、PRW 命 令 を 和 用 する と 見 ひけ は 同じ 色 で も テキ スト こと の 優先 順位 を 変え る こと が で きま す 。 
優先 順位 を 初期 状態 に 戻す に は PRW [ 過 | を 実行 し ます 。 

2.3.12 文字 パタ ー ン の 描画 

ら SYMBOL 命令 は ブラ フィ ッ ク 画 面 上 に 文字 列 を 指定 の 角度 と サイ ズ で 描き ます 。 



SYMBOL (X, V),。 XX,。h,|V, 人 思 の 2, moOQ@e 

t お 

X, ツ Y : 表示 を 開始 する 左上 の ド ツ ト の 座標 

(画面 座標 系 ) 

X 員 : 表示 する 文字 列 

h : 横 方 向 の 倍率 (1, 2, 3 

V : 縦 方 向 の 倍率 (1, 2, 3 

C": 文字 の 色 (パレ ツ ト コ ー ド まだ は 中 間 色 コー ド ) 

t お : タイ リン グ パ ター ン 

の : 描く 方 向 の 指定 (9 3) 

GBPS 選 請 輔 相 選 8 世 T,。※⑥』 文学 式 
まだ は YY WW 

h, は それ ぞ れ 横 、 縦 訪 向 の 倍率 を 指定 し ます 。 設定 値 は すべ て 整数 と みな され ます 。 小 数 は 

四捨五入 され ます 。 値 の 設定 に よ つ て は 、 文 字 が 画面 お の ら は みだし て し まう の で 注意 し て ぐだ さい 。 

t お は タイ リン ブ パ ター ン で 、HEXCHR お な ご ど で 指 定 し ます 。 タイ リン グ パ ター ン に つい て 

は 「2.3.9 色 を 塗る 」 の 頂 を 参照 し て くだ さい 。 

2 は 表示 する 文字 の 方 向 を 示し て いま す 。 

9 王 0 で は 通常 表示 

9g 王 1 で は 9 0 度 を に 回 転 し た も の 

9 の 王 2 で は 1 8 0 度 相 に 回 転 し た も の 

9 の 王 3 で は 2 / 0 度 相 に 回 転 し た も の 

と な り の ます 。 

mode は 文字 列 の 表示 モー ド を 示し 、 PSET, PRESET, XOR を 指定 する と ブラ フィ ッ 

ク 画 面 に 表示 し 、 文 字 式 まだ た は" " (ヌル コー ド ) を 指定 する と テキ スト 画面 に 表示 し ます 。 次 に 

例 を 示し ます 。 

SYMBOL(199. 1@9》 "WAY". 1 1 7. 0. PSET 調 | 

ご れ ね は ブラ フィ ッ ク 画 面 に ” A ” と いう 文字 を 青色 で 縦横 1 何で 表示 し ます 。 

SYMBOL (190, 199), "A", 2, 2, 4, 1, PSET 回 

ご れ は ブラ フィ ッ ク 画 面 に " A “ と いう 文字 を 緑色 で 縦横 2 価 の 大 き さ で 9 0 度 邊 に 回 転 し た も 

の を 表示 し ます 。 

SWYIMBOL CO. 9) 7 4) 1 親和 電 7 

これ は テキ スト 画面 に キヤ ラク フタ“ B * で ? A と いう 文字 を 表示 し ます 。 

3 
2 
L 上 
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2.3.13 GET@ と PUT@ 

GE「@ は ブラ フィ ッ ク 画 面 の 情報 を 配列 変数 に 読み 込む 命令 で す 。 
まだ 、PUT @ 病 令 は GE T@ の 逆 で 、 配 列 変 数 に 読み 込ん だ 情報 を 画面 に 描く 命令 で す 。 
通常 ご れ ら の 2 つの 病 令 を 組み 合わ せ て 用 いる こと に よっ て 、 ブ グラフィック 画面 の デー タ を 別 の 

位置 に 物 動 する こと が で きま す 。 

ご れ ら の 命令 は 、 画 面 デ ー タ を 一 度 配列 変数 に 入れ る の で 、 デ ー タ が 入る だ け の 配列 変数 領域 を 
あら が じ め 定 義 し て お ご 和 め 要 が あり ます 。 

だ と えば 、 次 の 例 で は 画面 上 に 描い だ 円 を 赤 で 塗り の 、 そ れ と 同じ 円 を 別 の 場所 に 描い て いま す 。 

19 INIT:CLGS4 
2 の DIM (1 の の) 
さ の CIRCLE(1 ウ 。 1 の) 。55: FATNT (1 の 。1 の 9) 。G。7 
49 GET@( の 9。 の ) 一 (G の 。 2 の ) 。Z。7 
5 FOR Im1 TO 1 の STEF 2 
6 PUT@(T 。T) 一 (T+S の 。T エ TS の) 。 人 AXZ。FSET 。 7 
7 NEXT 

GE 「@ お よび PUT@ の 書式 は 

GET@( ぶ ,, Ge KGX22 32922 が DO 

PUT@ 3 KA ニコ (Xz, V ぅ う , d, ImoQ@, C 

: 読み 込む 領域 の 左上 隅 の 座標 (画面 座標 系 ) 

・ 読み 込む 領域 の 右 下 隅 の 座標 (画面 座標 系 ) 

・ 配列 名 

・ パ レツ トコ ー ド 

・ ピ ら ET, 月 ESEE 征 。 XQOR, 〇 負 
AND, NOT 

PUT@ 病 令 で は 表示 の と き に PSET, PRESET, XOR, OR, AND, NOT の モー 
ドガ が あり 、 画面 に け で に ある ドッ ト と 配列 中 の ド ツ ト の 演算 結果 を 画面 に 表示 する こと も で きま す 。 
まだ 、 パ レッ トコ ー ド を 人 省略 する と 、 テ キス ト 画 面 に 対す る 命令 に な り ま す 。 

2.3.14 プラ フィ ッ フ パター ン の 描画 
プラ フィ ッ ク 画 面 に ド ツ ト パ タ ー ン を 描く 際 に は 、 ま び ざ 抽 画 開始 位置 を 指定 し ます 。 そ れ に は 、 
POS1IT1ON 命 令 を 使用 し ます 。 

に つ 品 上 TION X。y 

X, ツ Y : ドッ ツ ト パ ター ン 表 示 の 左上 隅 の 座標 (画面 座標 系 ) 



POS1IT 1ON 病 湾 の 実行 に より 描画 開始 位置 を 指定 し だ 後 、PATTERN 命 令 で ドッ ツ ト パ 

ター ン を 描画 し ます 。 

PATTERN n, x$( y$ 

nh : ドッ ト パ タ ー ン の 縦 方 向 の 段数 

hn< く 0 の と き 下 の 方 向 に 重なる 

n ロ > 0 の と き 上 の 方 向 に 重なる 

XX や, y お お : ド ツ トバ パ ター ン を 素 わす 文字 式 

だ と えば 、 

POSITION 19, 1 部 
PATTERN 1, CHRSC&H5 5) 回 

と 入力 する と X 座 標 1 0, Y 座 標 1 9 を 描画 開始 位置 と し て ドッ ツ ト パ ター ン 

(NN が セッ ト 。&H55=&B919191901) 
[| 財 財 [ 装 財 1 

が 表示 され ます 。 

また だ た 、 ド ツ ト パ ター ン の 積み 重ね は 段数 を 指定 する の 値 に よ つ て 積み びさ ね の 方 向 と 段数 が 決 

め ら れ ま す 。 nn が 負 の と き 上 が ら 下 へ 、n が 正 の と き 下 ガ ら 上 へ 積み みさ ね られ ます 。 表 示 色 は 、 

テキ スト 画面 の 文字 の 色 に 対 記 し を パレ ツ ト コ ー ド で 描 ガ れ ま す 。 

だ と えば 、 

1 MIDTH 4: INIT 
1 の 人 ま =HEXCHR ま ("8B1BEBSB4BSB6B7BBB9BABERBCT) 
11 の PFHSITIOUN 1 の の ,1 の の 
1 で の FRTTERN …。 谷 率 

を 実行 する と 下 の 様 に 表示 され ます 。 

座標 (199, 199) 2 8 ドッ ト 8 ドッ ト 

"ーー 次 の 表示 の 開始 位置 
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日 

処 
理 

第 3 章 | 日 本 語 処 理 
本 機 に は 、 強 力 な 日 本 語 処 理 機能 を 備え だ 漢字 BAS 1 〇 (CZー8 ビ FB 0 2 ) が 標準 装備 され 

て いま す 。 ご の 章 で は この 漢字 AS | 〇 を 使用 し て 漢字 、 ひ ら が な な ご どの 全角 文字 と ば れる 文 
の 扱い に つい て 説明 し ます 。 

3.1 全角 文字 と は 

全角 文字 と は 、 漢 字 や ひら が な の よう に 、 そ の フ オ ント が ガ 1 6 X 1 6 ドッ ト で 表示 され な 文字 の 

ご と を 指し ます 。 そ れ に 対し て 文字 の ひ フ オン ト が 8 X 8 まだ は 1 6 X 8 ドッツ ト で 構成 され な 文字 を 

半角 文字 と 呼ん で いま す 。 

従来 の 選 AS | ご で は 、 英 数 字 ・ カタ カナ ・ 記 号 ・ セ ミ ブ ラフ ィ ッ ク 等 の 半角 文字 の み 扱 つ て お 

り 、 漢 字 ・ ひ ら が な な どの 全角 文字 は プロ プラ ム 中 で は コー ド 〈J 1 漢字 コー ド 、 区 点 コ ー ド な 

ど ご) と し て し ガ が 扱う つこ と が で きま せん で し だ (だ と えば “ 亜 " と いう 漢字 は に KANJ 1$〈1 6 9 1) 

で 表わし ます )。 し が し 本 機 の 漢 宣 BAS | ご び で は 、 こ ご こ れ ら の 全角 文字 を プロ グラ ム 中 で 半角 文字 と 

同様 に 文字 の 形 で 表わす こと が で きま す 。 そ れ は 、 次 の よう お 場合 に 可能 で す 。 

・PRINT 文 等 の ザ ブ ル フク オ ー テ ーション 〈" ) で 囲ま れ だ 部 分 

・ フ ァイル 名 お よび ディ レク トリ 名 

・REM 文 

・DATA 文 

・ 文字 変数 

ご の よう に 、 本 機 の 漢字 BAS | び で は 、 プロ ブラ ム 中 に 漢字 や ひら が な を 混入 させ る こと が で 

きま す が 、BAS | 〇 内 部 で は これ ら の 企 角 文字 は 2 バイ ト の コー ド で 処理 され て いま す 。 ご の 意 

味 ガ ら 、 従 来 の 文字 (半角 文字 ) ガ 1 バイ トコ ー ド 文字 と 呼ば れ て いる の に 対し て 全角 文字 は 2 バ 

イト コー ド 文 と こも よ ば れ て いま す 。 

し だ が つて 全角 文字 の 1 文字 分 は 半角 文字 の 2 文字 分 と みな され ます 。 だ と えば ファ イル 名 の 長 

さぶ 等 、 文 字数 に 注意 する 和 め 要 が あり ます 。 ま た だ 、 本 機 の 漢字 BAS | 〇 で は 、 全 角 文 字 を 扱う 訪 式 

と し て 、 従 来 の セミ ブラ フィ ッ ク 部 分 の 1 バイ トコ ー ド を 利用 する SH | 上 エーJ 1S コ ー ド 体系 

を と つて いま す し だ が つて 、 主 角 文 字 を 扱う 場合 は セミ プラ フィ ッ ク 文 字 を 混在 きせ る こと が で 

きま せん 。( だ た し 、 英 数 字 ・ カ タカ ナ ・ 記 号 等 は 使用 で きま す 。) 全角 文字 を 表示 させ る ガ 否 は 、 

KMODE 命 令 こ よ つ て 決め られ ます 。 

半角 文字 の み 使 用 可 (セミ プラ フィ ッ ン 文字 使 用 可 ) 

全角 文字 も 使用 可 (セミ プラ フィ ッ ク 文 守 使 用 不可 ) 

まだ 、 企 角 文 字 の 場合 、 そ の 文 フ オン ト が 縦 1 6 ド ツ ト で 構成 され て いま す の で 、 表 示 画 面 が 

標準 ディ スプ レイ モー ド の と き に は 、 企 角 文 字 は 次 の 画面 モー ド の 時 の み 表 示す る こと が で きま す 。 
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WIBIT 則 89 12 利 半 4 
WIDTH 0 「 利 {1 8 
WIDTH 80, し 1 2 
WIDTH 4 06, 入 

3.2 全角 文字 の 入力 

主 朋 文字 は 日 本 語 入 力 モ ー ド に 入 つ て ガ ら 入力 し ます 。 日 本 語 入力 モー ド と 通常 モー ド の 切 拠 え 

に は 次 の 2 つの うち どちら が ガ が を 使 つ て くだ さい 。 

〔〕[ shiFT be 

まだ は 、 

〔D) [GTRC] 十 rm 

日 本 語 入力 モ ー ド に 入る と 、 画 面 の 最 下行 に 変換 フィ ー ル ドガ 現れ ます 。 

Ok 

| | 

テキ スト エリ ア 

Cf を ) 空 換 フィ ー ル ド エ リア 

3.2.1 漢字 の 入力 
で は 、 実際 に 漢字 を 入力 し て み ま し よう 。 

例 1 

| 「 日 本 」 と 表示 し て みよ う 。 | 



④ [IN 遇 山 | と タダ イプ し ます 。 

平仮名) に ち 画 電 全 / 半 角 | | 間 / 直 接 | | ローマ字 || 音 訓 

@|cml を 押し て 漢字 に 変 所 し ます 。 こ ご の と き 、「 に ち 」 と いう 読み を 持つ 漢字 は 、 意表 辞書 中 に は 日 

了 
処 
理 

ヶ 円 〉? し が あり ませ ん の で 漢字 グループ は 表示 され ませ ん 。 直接 テ キス ト エ リア 上 へ "日" が 表示 

され ま す 。 

日 較 

Ce) 

③ 次 に [ 久 と タイ プ し ます 。 (区) は 「 ん 」 に 対応 し て いま す 。 詳し ぐ は 後 述 の 「 カ ナー ロ 

ー マ 字 変換 一 覧 表 」 を 参照 し て ぐだ さい 。) 

日 較 

〔 平 仮名) ほん 画 | 全 / 半 角 | | 間 / 直 接 | | ロー マ 字 | | 音 訓 

| 

の [cm| を 押し て 漢字 変換 する と 、「 ほ ん 」 の 読み を 持つ 漢字 グルー プ が 最 下行 に 表示 され ます 。 

日 較 

(平仮名) ほん 本 筑 叔 看 反 品 



⑥ 「 本 」 が あり まし た ね 。 時 | まだ は テン キー の [1] を 押し て 「 本 」 を 選び ます 。 

日 本 圧 

| ee 有人 ]| ローマ 
以上 で 漢字 「 日 本 」 が 入力 され まし だ 。 

例 2 

で は [H_TA を 使 つ て 「 日 本 」 と 表示 し て み ま し よう 。 | 

の ④ [NN 軸 回 出 と タイ プレ ます 。 

日 

了 
処 
理 

画 

(仮名) に ち 

@[H_TAg 許 押 し ます 。 変換 フィ ー ル ド に 記号 ” ~ | / が 現れ ます 。 

画 

(平仮名 〕 に ち T] 男 ・ 二 全角 | | 間 / 直 欄 | [ローマ字 

③ 続 け て [Q| 区 と タイ プ し ます 。 

(平作 名 ) に ち ̂ 1 ほ は ん 画 
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@④ rm を 押し ます 。 す る と 、 最 初 の 「 に ち 」 が 「 日 」 に 変換 こわ て テキ スト エリ ア に 現れ ます 。 

日 較 

る) は ん 

@⑥ 続 け て 、|rm| を 押す と 、 炊 の 「 ほ ん 」 の 読み を 持つ 漢字 ブル ー プ が 現れ ます 。 

日 較 

日 

8 
理 

〔 平 仮名) ほん 団 黄 宏 大 反 品 

ニニ ーー 

⑥ 漢 字 グ ルー プ の 中 が ら 「 本 」 を 選び ます 。 

日 本 軒 

(平仮名) 還 ・ 十 全 / 半 角 | | 間 / 夫 ローマ字] | 音 各 | 

以上 で 党 字 「 日 本 」 が 入力 され まし だ 。 
この よう に TA] を 用 いる と 、 一 度 に 漢字 数 文字 分 の 読み を 変換 フィ ー ル ド に 入力 で き 、 炊 々 に 

漢字 変換 し て いこ こと が で きま す 。 ご の と き 、[H_TA] は 漢字 の 読み と 読み の 間 に 入力 し ます 。 後 は 、 
ml を 押し て 漢字 変換 を 繰り 返し ます 。 
変換 フィ ー ル ド に 入力 で きる ガ な 数 は 全角 文字 で 2 0 字 、 半角 文字 で 4 0 字 で す 。 

由 YA] 記号 * ~ | は 半角 文字 と し て 入力 され ます の で 、 一 度 に 変換 で きる 漢字 数 は これ ら よ り 
求め る こと が で きま す 。 

ご ご こ で 、 漢 字 入 力 の 万 法 を まとめ ます 。 
④ ぐ 変換 フィ ー ル ド 内 に 入力 され だ ひら が な まだ は カタ カナ は [rm| を 押す こと に よ つ て その 読み に 対 
訪 し だ 漢字 に 変換 され ます 。 
漢字 は 画面 右 下 に 最大 9 文字 ずつ 表示 され 、 そ れ が テン キー の [1] ~ [] に 対応 し て いま す 。 

@ 目 的 の 漢字 が 見 つか ら な い 場 合 は 、:xm 、 ス ペー スキ ー ま だ は [| を 押し ます 。 次 の 漢字 ブル ー 
プ が 表示 され ます 。 
まだ 、 前 の ブル ー プ に 戻す に は 、[ 倫 | を 押し ます 。 
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G 目 的 の 漢字 が 見 つ ひ か れ ば 、 そ の 漢字 を 取り 出し ます 。 そ の 方法 に は 次 の 2 通り が あり ます 。 
8) テン キー の 1] ~ [9] を 使っ て 指定 する 。 

漢字 ブ グループ の 左端 の 漢字 が [1] 、 右 端 の 漢字 が [9| の テン キー に 対 店 し て いま す の で 、 
目的 の 漢字 に 対応 し た テン キー を 押し ます 。 

CD) カー ソル コン トロ ー ル キー ト 回 、 憎 | を 使っ て 指定 する 。 
カー ソル コン トロ ー ル キー を 使 つて 目的 の 漢字 の 上 に カー ソル を 合わ せ 、[ 過 | を 押し ます 。 

@ 以 上 の 操作 に よ つ て 、 指定 され な 文字 が テキ スト エリ ア 内 の カー ソル の 位置 に 表示 され ます 。 
⑥ な お 、 漢字 ブ グループ を 表示 し た 状態 で 、 入 力 誤り に 気付 いた り 、 目的 の 漢字 が な ご て 変換 を 中 

し た だい 場合 な ど は ssc| を 押し ます 。 す る と 、 漢 字 グ ルー プ の 表示 が 消え 、 変換 フ ィ ー ル ド 内 に カ 
ー ソ ル が 戻り ます の で 、 ひ ら が な まだ は カマ カナ の 訂正 が で きま す 。 変換 フィ ー ル ド 内 で 文字 を 
訂正 する と き 、 間 違 つて 入力 し だ 場合 は | 忠 | を 押し て タイ プ し 直し て こく ださい 。 カ ー ソ ルコ ント 
ロー ルキ ー 阿 は 使え ませ ん 。 

3.2.2 ひら が な の 入力 

例 3 

| 「 ひ ら が な 」 と 表示 し て みよ う 。 | 

る ④ 田 田 回 向 紀和 人 ( 合 と タイ プ し ます 。 

= 

@ [ 是 | を 押せ ば テキ スト エリ ア に 「 ひ ら が な 」 と 表示 し ます 。 

ひら が な 画 

(平仮名 ) 画 ~ 全 / 半 角 | | 間 / 直 接 | | ロー マ 字 | | 音 琶 

3.2.3 カタ カナ 、 英 数 字 の 入力 (全角 文字 ) 

例 4 

| 「 カ タカ ナ 」 と 表示 し て みよ う 。 | 
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④[Fs_] を 押す と 、 [平仮名 ] の 表示 が [片仮名] に 変り ます 。 

(片仮名 〕 画 ー 全 / 半 角 | | 間 / 直 接 | | ロー マ 字 || 音 訓 

@ [KI AI 還 KKIAI INI (人 AA こと タイ プレ ます 。 

胞 信 本 填 画 

(人 人) カク タナ 
昌 宅 

③( 是 | を 押せ ば テキ スト エリ ア に 「 カ タカ ナ 」 と 表示 し ます 。 

カタ カナ 田 

(仮名 ) 還 

例 5 

| 「ABC8aDbG 1 2 3」 と 表示 し て みよ う 。 | 

④[_F4 ] を 押す と 、 表 示 が [ 英 数 大 ] に 変り ます 。 

〔 英 数 大 〕 ー| 全 / 半 角 | | 間 / 直 接 | [半数 , カ ナ | | 音 訓 | 

キャ ピタ ル ロ ッ クキ ー 8 を ロッ ク 状 態 に する と 【 英 数 大 ) に な り 、 
ロッ ク を 解除 する と 【 英 数 小 ) に な り ま す 。 



② [ 英 数 大 ] で と タイ プ し 、 |@| の ロッ ク を 解除 し て [ 英 数 小 ] で [a| [5| [C] と タ 
イプ し 、 さ ら に テン キー の [3]| を タイ プ し ます 。 

(半数 小 〕) ABCabcl23 還 | 全 / 半 角 | | 間 / 直 接 | 英 数 . ヵ カナ || 音 訓 | 

③r 画 | を 押せ ば 、 テキ スト エリ ア に 「ABOCaDC 1 2 3 」 と 表示 し ます 。 

ABCabc123 画 

な お 、 ご この 状態 で 次 に 漢字 、 平 仮名 な ど ご を 表示 する に は 続い て [_Fs3 許 押 し て ぐだ さい 。 

炊 の 画面 に な り 、 漢 字 、 ひ ら が な が 入力 で きま す 。 

5) 

ファ ンク ショ ン キ ーL_F3_ トー[_F5 ] の 機能 を 次 の 表 に まとめ ます 。 

・ 平 仮名 片仮名 …… ひらがな を 出力 する お 、 カ タカ ナ を 出力 する ガ を 選択 し ます 。 

[LLF4_」: 英 数 字 直 接 入力 万 式 …… キ ー ボ ー ド 上 の アル ファ ベッ ト 、 数 字 、 記 号 の 通り に 入力 し ます 。 

: ロー マ 字 一 カナ 変 拠 方式 …… ア ルフ ァ ベ ッ ツ ト を 入力 する と 、 ひ ら が な まだ は カマ カナ に 変 

換 し ます 。 
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日 

有 
処 
理 

ロー マ 字 - カ ナ 変 換 一 覧 表 

SYA SYU 

SHA ら SHU 

ちや ちゅ ゆ 

2 【 疹 本 1YU TYO 

CHI TSU 固有 A GOHU OHE CHO 

0 | 本 (本 。 称 の に や に め ゅ 

NA_NI_NU _ NE _NO NYA_NYU 

iu | 各 ) の 本 ひ や 。 ひめ ゆ ひよ 

明月 ERO HYA _HYU HYO 

衰 

SHE SHO 

まみ 血 旬 みや の みゆ みよ 

MA MI _MU ME MO MYA _MYU MYO 

や ゆめ よ 

YA \ 昌 YO 

| 補導 り り め り よ 

時 攻 幸手 り 月 屋 9 RYA _ RYU RYO 

| わ を ん 

WA WO X 

0 ぎ ぎ め ぎ よ 

選 導 選 【 U GE GO GYA GYU GYO 

ず ぜ じ や じ め じ え よ 

AN 20U。 選 居 | 迷 ⑤ YA . ど YUU グ 〆Z YO 

り JA JU ゴビ 9⑧ 

0 拉 2 | eS ぢ や ぢ め ぬ ゅ ぢ よ 

| DA D 所 生計 ゆあ ) DYA DYU DY 

ば mW AN 人 ぼ ぽ び や び め び よ 

紀 浴 』 紀 紀 | 委 居 員 委 65 Y%A 和紀 YU BYO 

寺 生 由 の | 8。 祭 ぽ ぎ ぴ や ぴ め ぴよ 

刀 和 AIN 選 | 」 選 りり ) 上 計 PP@ 目 入 だ YUM PYO 

ふ あ ふい ゆえ ふゆ お 

民 ド (| 司 許 生 選 選 



人 @ 小 文字 は [shiFr を 押し な が ら ア ルフ ァ ベ ッ ト を 入力 する こと に よ つ て 変換 で きま す 。 

「 あ 」 で sepiae keisisa | SHiFT | 十 IA 

eee [|sHFT ] 十 山 

「」 BOY | SHFT | 十 

に | sHiFT | 十 加 

「 お 」 っ | sHT | 十 回 

|E や 証 隊 GCCCCCLPPCPCPPH [| sHFT | 十 YA 

「 ゆ 」 re 記 を あま els [ sHiT ] 十 思 皿 和 

0 いい [| sHiFT ] 十 尺 

ro っ aehrI [SHFT ] + まだ は SHE] + 呈 まだ は [SHFT ] + 円 回 共 まだ は [ST ] 3 
+| じ 2 

小文字 の 「 つ 」 は 上 記入 力 の ほ が に 、 子 音 字 を 2 度 連続 し て 入力 する こと に よ つ て 表示 させ る ご 

と が で きま す 。 

( 例 ) ロー マ 字 入力 「 田 回 同 回 回 山 
っ カナ 変換 出力 「 い ら つ し ゃ い 」 

@「 ん 」 は 次 の よう に も 入力 で きま す 。 

(07 9 記 二 OGK 「[ snT ] 十 選 」 ま だ は 「 軸 、 [ser ] 十 | zzv | 」 

@⑯「 き や 」、「 ち ぇ え 」、「 ぴ ゃ 」 な どの 文字 は 、 大 文字 、 小 文字 を 別々 に 入力 する こと が で きま ざす 。 
〔 例 〕 「 き や 」………… 層 IA 

まだ は 「 限 田 [写本]+[Y 軸 」 
1 1 

大 文字 「 き 」 入力 小文字 「 ゃ 」 入力 
( 注 ) 上 記 の 説明 の 中 で 、 入 力 キ ー を カン マ 〈, ) で 区 切 つ だ 場合 は それ わら の キー を 連続 し て 入力 

する こと を 示し ます 。 プ ラス 〈 十 ) で 接続 し だ 場合 は 、 そ れ ら の キー を 同時 に 入力 する こと を 示し 
ます 。 

( 例 ) 「 [| , + 」…… | を 入力 し だ 後 、[SHT ] を 押し な が ら を 押す こと を 
示し まき 。 

※ 特 殊 文 字 の 入力 
入力 式 ガ ロー マ 字 - カ ナ 変 換 万 式 まだ は | ヶ ] キー ロッ フ に よる カナ 入力 式場 合 、 
日 本 語文 書 作 成 の 上 で 欠か すこ と の で き な い 特殊 文字 を 入力 する こと が で きま す 。 

候 滴 点 「 」 お よび 半 濁 点 「′ 」 を 入力 する に は 次 の キー を 押し ます 。 

間接 出力 モー ド の 場合 、 変 換 フ ィ ー ル ド 内 で ひら が な や カタ カナ の 直後 に 濁点 まだ は 
半 濁点 を 入力 する と 自動 的 に 濁点 、 半 濁 点 の つい た 1 文字 の カナ に 変換 され ます 。 
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日 

8 
理 

( 例 )「 し 」 の 後に 「~ 」 を 入力 する と 自動 的 に 「 じ 」 に 変換 を れ ま す 。 

逆 に 直接 モー ド 〈⑯_Fz_D) を 選択 し だ 場合 、 カ ナ と 半 濁 点 は 台 1 文字 分 の スペ ー ス を 取り ます の 

で 2 文字 と し て 扱わ れ ま す 。 

人 @ 読 点 「 、」 お よび 匂 点 「。」 の 入力 は 次 の キー を 押し ます 。 

EE [se ] 二 |. ま | 
IE [smr] 十 | ん | 

@ 治 め ぎ カッ ツッコ 「「」 お よび 終わ り ガ ぎ カ ツッコ 「」」 の 入力 に は 、 次 の キー を 押し ます 。 

本 ownsssss [shiFT ] 十 | C 

」」… の の | sHiFT | 十 ) っ 

3.3 全角 文字 の 入力 方 式 

全角 文字 の 入力 方 式 は 先ほど も 触れ まし だ が 、 ご ご こ で 改め て 詳し ぐ ご 説明 し ます 。 

3.3.1 ひら が な ・ カ タカ ナ ・ 英 数 字 な どの 全角 文字 の 入力 亡 式 

次 の 3 通り の 方 式 が あり ます 。 ま だ た 、 ご これら の 方式 で は 半角 文字 の 入力 も 可能 で す 。 
@ 英 数 字 直 投入 力 廊 式 
アル ファ ベッ ト 、 数 字 等 の 入力 を 簡単 に 行え る 。 

@ ロ ー マ ー カ ナ 変 拠 方式 
ロー マ 字 表記 こ て 入力 し 、 そ れ を ひら が な まだ は カマ カナ に 変換 する 。 

@ カ ナ 入 力 万 式 
| ヶ | を ロッ フレ て カナ 表記 で 入力 し 、 それ を ひら が な まだ は カタ カナ に 変換 する 。 

3.3.2 漢字 へ の 変 損 機 能 

次 の 2 通り の 方 法 が あり ます 。 

@ コ ゴー ド 入 力 訪 式 

漢字 の コー ド (J | 漢字 コー ド ま だ は 区 点 コ ー ド ) を 入力 し て 、 直接 、 漢 字 、 ひ ら が な お 等 の 至 

角 文 字 に 変換 する 。 

久 カ ナー 漢字 変換 訪 式 

ロー マー カナ 変 損 詞 式 、 お よび カナ 入力 方 式 に お いて 入力 し を ひら が な まだ は カタカナ を 漢字 

に 変換 する 。 ご の 方 式 に は 次 の 2 つの 方 式 び あり ます 。 

・ 一 字 変換 廊 式 

ひら が な まだ は カタ カナ の 文 守 列 の 先頭 の 1 文字 の み を 判断 し て 、 そ の 読み を 持つ 漢字 を J 1 

漢字 コー ド の 配列 通り に 竣 列 し て 変換 する 。 
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音 副 変 拠 訪 式 

漢字 の 音読 み 、 訓読 み を 入力 し て 変換 する 。 

な お 、 一 字 変 換 方 式 は コン ピコ ユー タ の 内 部 プロ グラム と し て 存在 し ます の で ディ スク な ご ど は 一 切 

不要 で す が 、 理 訓 変 換 方 式 は 、 シ ステ ム デ イィ スク の 中 の 音 訓 辞 書 が 秒 要 で す 。 

3.3.3 日 本 語 入 カモ ー ド に 入る だ め の 衝 件 

⑦ 標 準 デ ィ ス プレ イモ ー ド の 場合 、 画 面 モ ー ド を 次 の いずれ ガ に 設定 する こと 。 

( 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド の 場合 は 制限 が あり ませ ん 。) 

M 
( 9 

WIDTH 89, 10,9, {8 
WIDTH 49, 19,9, {8 

CONSOLE 命 令 に よ つ て 、 表 示 画 面 の 最 下行 が 変換 フィ ー ル ド エ リ ア と し て 確保 まれ て いる 

4 こみ 

( 例 ) 2 5 行 モ ー ド な ら ば 、CONSOLE 9, 2 4 

1 2 行 モ ー ド な ら ば 、CONSOLE 9, 1 1 

2 9 行 モ ー ド な ら ば 、CONSOLE 9, 19 

1 9 行 モ ー ド な ら ば 、CONSOLE9, 9 

だ だ し 、CONSOLE 命 令 だ け で な ぐ 、 | N | 命令 や [SRc 填 [D| 入力 よ つ て も 、 変換 フィ 

ー ル ド は 確保 され ます 。 

③KMODE 1 が 実行 し て ある こと 。 

以上 の 条件 が 満 だ され て いる な ら ば 、 

( す ) [SHiFT | 十 |xeeml 

まだ は 、 

(D) LTE |eml 

に よ つ て 、 日 本 語 入 力 モード に 入る こと が で きま す 。 

な お 、BAS | C の 起動 時 は 、 上 記 の 条件 の ー③ を 満たし て いま す 。 

日 本 語 入力 モー ド に 入る と 、 表 示 画 面 の 最 下 行 に 変換 フィ ー ル ドガ が 現れ ます 。 全角 文字 へ の 変 損 

は 、 すべて ご この 変換 フィ ー ル ド 内 で 行わ れ ま す 。 ま だ 、 日 本 語 入力 モー ドガ ら 通 常 の 状態 へ 戻る に 

は 再び () まだ は 〈D) を 実行 し ます 。 

! 

E- 
に: 



に テ 月 ae 

= を | ? 
容 ス 
ト ト 
に に 
リ リ 

。 アァ 

エ 変 
り 1 半 

の 
[ = ィ 反 も] 暫 較 ィ | Re 5. | 1 IM 

9 語 | ル 
(a) 4 9 桁 モ ー ド の 場合 の 入力 画面 ド (b) 8 9 桁 モ キー ド の 場合 の 入力 画面 

日 本 語 入力 モー ド に お ける 表示 画面 例 

( 注 〕 日 本 語 入 力 モ ー ド に お ける 表示 画面 は 、 4 6 桁 と 8 0 杵 に お いて は 若干 異な り ま す が 、 動 

作 に は 関係 あり ませ ん 。 

隊 

日 本 
了 理 

3.4 入力 モー ト の 選択 

日 本 語 入 力 モ ー ド で は 、 画面 に 出力 され る 文字 、 入 力 方 式 、 漢字 変 換 詞 式 を フラ ン フ ショ ン キ ー 
FL ト 1_F6 に よ つ て 選択 する こと が で きま す 。 

3.4.1 [rmp] に つい て 

日 本 語 入力 モー ド で 、 [rrp_] を 押す と 、 最 下行 の 変換 フィ ー ル ド は 次 の よう に 変り ます 。 

画面 出力 文字 の 入力 方 式 の 漢字 変換 方 式 の 

F4 | | | rs に 対応 ) 
8 0 桁 モ ー ド の 場合 

キー を 押す 
ーーーーー* 音 串 | ss 辞書 || usR 矢 書 | PITIEZS3IEY IEEE 

1 所: 還 2 Le IL 1Lm La ml cw 
4 0 桁 モ ー ド の 場合 

ご の よう に 入力 モー ド の 確認 は [Herp_| こ よ つ て 行い ます 。 上 記 の 画面 で 現在 の モー ド は 赤字 で 表 
示さ ぶれ ます 。 ご れ ら を 表示 し だ まま の 状態 で |_F1 ト -[ Fo 許 押 せ ば 入力 モー ド の 変更 び で きま す 。 
日 本 語 入 力 モ ー ド に 戻る を め に は 、 再 び [LHerP_ 許 押 し ます 。 
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3.4.2 各 入 力 モー ド の 選択 

@ 画 面 出力 文字 の 選択 て [Fi し Fz | [し F3 ] に つい て それ ぞ れ 選択 ) 

LF1 |: 全角 ノ 半 月 … の or… 全角 文字 が 半角 文字 の ご どちら を 表示 させ る ガ を 選択 し ます 。 

[Fs |: 直 接 グ 間接 ………… 直接 、 チ キス ト エ リア の カー ソル 位置 に 出力 ける が 、 ま だ は いつ だ 

ん 変換 フィ ー ル ド 内 に 出力 する を 選択 し ます 。 
[Fs_]: 平仮名 片仮名 …… ロ ー マ 字 一 力 ナ 変 換 方 式 まだ は カナ 入力 廊 式 で 入力 し だ 時 に 、 ひ ら 

が な を 出力 する が 、 カ タカ ナ を 出力 する か を 選択 し ます 。 
@ 入 力 廊 式 の 選択 (し 4 5-] | ヶ | の 中 お ら 1 つ 選 択 ) 

LF4 |: 英 数 字 直 接 入 力 亡 式 …… キ ー ボ ー ド 上 の アル ファ ベッ ト 、 数 字 、 記 号 の 通り に 入力 し ま 

す 。 ご の 入力 亡 式 を 選択 する と 、 目 動 的 に 画面 出力 文字 も 英 数 字 、 

記号 と な り ま す 。 

[_Fs_ |: ローマ 字 一 カナ 変換 亡 式 …… ア ルフ ァ ベ ッ ト を 入力 する と 、 自 動 的 に ロー マ 字 と みな さ 

れ 、 ひ ら が な まだ は カタ カナ に 変換 され ます 。 

※ キー ロッ ク に よる カナ 入力 方式 

入力 方式 が の 英 数 字 ま だ は の ロー マー カナ 変換 の モー ド に ある 時 、 

し な 」 キ ー を ロッ ツク (押し 下げ た 状態 ) すれ ば 、 直接 カナ に よる 入力 が び で きま す 。 

@ 治 字 変換 方 式 の 選択 (_Fe ト ( Fo | の 中 ガ ら 1 つ 選 択 ) 

[Fe_]: コー ド 入 力 亡 式 …… 全 角 文 字 の コー ド を 直接 入力 し ます 。 コ ー ド に は J | 8 漢字 コー ド 
(LsaeT」 十 LF1 1) C"16 進 "と 表示 ) と 区 点 コ ー ド ("区 点 " と 表示 ) と が あり 、 

この キー を 押す 得 に 切り 換わり ます 。 
モテ ー] : 一 字 変換 万 式 ……… 漢 字 の 読み を 1 文字 だ け 識別 〈 他 の 文字 は 無視 ) し て 漢字 に 変換 し 
(LSWer ] + [し Fa_」) ます 。 
[L Fs ]: 昔 副 変換 万 式 ……… 漢字 の 音読 み 、 訓 読み を 入力 し て 、 漢 字 に 変換 し ます 。 

([ser]+ し ES]) 
[L Fe ]: シ ステ ム 辞 書 変換 方式 … シ ステ ム 辞 書 デ イィ スク を 使用 する と き の 亡 式 で す 。 

([smFr すし F4_]) 
[to ] : コー ザ 矢 書 変換 方 式 ……… コ ー ザ 辞書 ディ ス フ を 使用 する と き の 亡 式 で す 。 

([sHT] [Fs_]) 
@ 一 字 変 所 、 音 玉 変換 、 シ ステ ム 辞 書 、 ユー ザ 笑 書 変 換 方 式 に つい て 
一 字 変 換 機 能 
コン ピュ ー タ の 内 部 プロ グラ ム と し て 常 和 し て いま す 。 

・ 音 天変 換 廊 式 
ご れ を 利用 する だ めこ に は シス テム ディ スク 中 の 普 訓 辞書 が 秒 要 で す 。 

- シス テム 辞書 、 ユ ー ザ 辞書 変換 廊 式 
それ ぞ れ シス テム 辞書 ・ コー ザ 辞 書 が 選 要 で す 。 
な お 、 音 訓 変換 方式 、 シ ステ ム 、 辞 書 、 ユー ザ 辞 書 の 方 式 を 用 いる だ め に は 、 変 換 エ リア を メモ リリ 

内 部 に 確保 する を め に 、L | M | 命令 (まだ は CLEAN 命令 ) で エリ ア の 確保 を 行う 和 め 要 が あ 

E 

1 
多 
昌 
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日 

了 
処 
理 

り ま す 。 指定 方 法 は それ ぞ れ 次 の 通り で す 

LIMIT&HF9090 まだ は CLEAR&HF 9 0 69 

※ 人 入力 モー ド の 選択 は 、 フ ァ ン フシ ョ ン キ ー[~Ff]^ し 6 ] の 代わ り に |ww| を 押し な が ら 数 字 キ ー 
1* ト | 2 | を 入力 する こと に よっ つて 行う こと が で きま す (だ だ し 、 テン キー を 数 字 キ ー と し て 

用 いる こと は で きま せん )。 

( 例 ) 〇 全角 半 骨 の 切換 え 亡 法 …[-F+ ] ま だ は [SmaPn] 十 | 』 | を 入力 さる 。 
〇 音 訓 変換 方式 へ の 切換 え 亡 法 …[_F_] ([sHer ] [Fs ]) まだ は 

[emAPH] 十 | 3 お | を 入力 する 。 

3.5 漢字 変換 方 式 に つい て 

漢字 変換 万 式 に は 前 項 で も 説明 し た よう に 、 次 の 5 種類 が あり ます 。 

| テキ 月 訂 式 

2. 一 字 変 換 廊 式 

3. 間 副 変換 廊 式 

4 . シス テム 生 書 変換 廊 式 

5 . ユー ザ 辞 書 変換 亡 式 

1 , 2 , 3 に つい て 説明 し ます 。 4 , 5 に つい て は アプ リケーション ソフ ト 説 明 書 の 4 草 シ ステ ム ・ ユ 

ー ザ ー 辞 書 の 説明 を お 読み ぐだ さい 。 

な お 、 上 記 1 5 の 菩 字 変換 方式 を 選択 する に は 次 の よう に 行 な つ て ぐだ さい 。 

④ デ ィ ス ク BAS 1C (CZ 一 8FB 0 2) を 起動 し ます 。 

②@ 次 に 、 日 本 語 入 モード に 入り ます 。 

(Lsmr ] 十 [xFeR ] ま だ は LcTRL] 十 を キー 入力 し ます ) 

③Leup 」 キ ー を 押す と 、 

漢字 変換 方 式 の 

選択 
ee 

IE SYS 辞書 || USR 辞 書 

BAS 1 C 起 動 時 は 音 訓 変 換 方 式 に な つて いま す 。 

問 / 直 接 | 平 / 上 仮名 | 半数, カナ || ロー マ | 

1 コー ド 入 力 方式 を 選択 する と き は 、 F6 ( SHIFT | 十 | F1 め 

・ 一 字 変 換 亡 式 を 選択 する と き は 、 CLsSaer ] 二 [Fs ]) 

らい 音 副 変 拠 方式 を 選択 する と き は 、 F8 ( SHIFT | 十 に 3 き 層 

・ シ ステ ム 辞 書 変換 方 式 を 選択 する と き は 、 

ドラ イブ の に シス テム 辞書 ディ スク を 入れ て Fe_」 (LSWETJ+LF4 J) 
・ ユ ー ザ ー 生 書 変換 方 式 を 選択 する と き は 、 F1o | ([sHmr ] 十 | Fs ]) 
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ドラ イブ の に ユー ザー 辞書 デイ スク を 入れ て 

の キー を 押し て ぐだ さい 。 

@④ 次 に [Hp ] キ ー を 押す と 、 日 本 語 入力 モー ド に 戻 つ て いま す 。 

| (る ) | 
一 字 変 換 入力 万 式 に し だ 例 

9.5.1、、、 コ mn ド 入力 衣 式 

コー ド 入 力 方 式 を 選択 する に は [Fs | まだ は [ww 二 を 押し ます 。 
コー ド に は 、 り J | 8 漢字 コー ド と 区 点 コ ー ド の 2 種類 が あり 、 ど ちら で 入力 する ガ は 同じ ご 
[-Fe_] まだ は wl 十 [egz を 押す こと に よ つ て 切り 換え る こと が で きま す 。 

J 1 8 漢字 コー ド が 選択 きれ る と [1 6 進 ] 
区 点 コ ー ド が 選択 され る と [区 点 ] 

の 文字 が 表示 され ます 。 
@J | 渓 字 コ ー ド と 区 点 コ ー ド の 間 に は 次 式 で 示す よう な 関係 が あめ り ます 。 だ だ し り | 漢字 コ 

ー ド は 1 6 進数 、 区 点 コ ー ド は 1 6 進数 で 表し ます 。 
HUED TP 
区 点 コ ー ド (下位 パ バイト) 〈J 1 漢字 コー ド (下位 バイ ト ) 一 2 0 日 ) 」。 
J | 8 漢字 コー ド (上 位 バ イト )= (区 点 コ ー ド (上 位 バ イト ) 十 3 2) ,。 
J 1 8 漢字 コー ド (下位 バイ ト )= (区 点 コ ー ド (下位 パイ ト ) 十 3 2) 。 

@ コ ー ド 入力 方 式 が 選択 され る と 、 変 換 フ ィ ー ル ド 内 で は 数 字 の 0 - 9 お よび アル ファ ベッ ト 大 文 
字 の AーF 以 外 を 入力 する こと が で きなこ ご な り ま す 。 

@ コ ー ド の 入力 は 4 桁 で 行い 、 (上 位 2 桁 上 位 パ イト 、 下 位 2 桁 : 下位 バイ ト ) 
J | 5 菩 字 コ ー ド 選択 時 に は 1 6 進数 
区 点 コ ー ド 選択 時 に は 1 6 進数 

と みな され ます 。 
@ コ ー ド と 全角 文字 と は 1 対 1 に 対 太 し て お り 、 そ の 対応 関係 の 詳細 は 「BAS1C REFER 
ENCE MANUAL 付録 A.、 3. 3」 を 参照 し て くだ さい 。 こ ご ここ で は その 概略 を 示し ます 。 

区 点 コ ー ド 10 進数 ) JIS 漢 字 コ ー ド (16 進 数) 

90921 一 207E 
2 全 や の Ve だ 
39214 一 4F7E 
人 が 打ち の 区 第 2 水準 漢字 
た 頁 全 電 宣 人 全 導 の 外 ぼ (て PCG 登録 文字 ) 

( 注 ) 以下 の コー ド を 入力 し て も 無効 と な り ま す (〈* は 任意 の 数 字 を 表し ます )。 

J 1 8 漢字 コー ド :** 0 0-**20, *※*/ ビ ー** ネ ビビ 

区 点 コ ー ド "ネネ 9, *※*95-**99 

対応 文字 (全角 文字 ) 

入力 無効 ( 無 表 示 ) 
第 1 水準 非 漢 守 
第 1 水準 漢字 

101 

日 

処 
理 



( 注 ) コー ド 入 力 方 式 で は 、|rm| を 押す め 要 が あり ませ ん 。 4 桁 O コ ー ド を 入力 し だ 時 点 で 全角 文 
に 変換 され ます 。 

( 例 1 ) 変 換 フ ィ ー ル ド 内 で JIS 漢字 コー ド 3 0 2 1 を 入力 する こと 、 テキ スト エリ ア 内 に 漢字 
” 亜 "が 表 示さ れ ま す 。 

亜 軒 

〔1 6 進 〕 画 | 全 / 半 負 || 間 / 直 接 || ローマ字 || コーF | 

( 倒 2 ) 変換 フィ ー ル ド 内 で 区 点 コ ー ド 1 6 9 1 を 入力 する と 、 テキ スト エリ ア 内 に 漢字 亜 * が 

表示 され ます 。 

Ei | 

(区 点 ] 画 | 全 / 半 角間 / 直 接 ]| ロ ー マ 字 | コー ド IN | 

本 
請 処 回 

@ 全 月 文字 に は 、 漢 字 , 非 漢字 文字 以外 に ユー ザ 登 録 文字 (外字 ) が あり ます 。 

外 守 は PCG に 定義 され 、 次 の 2 種類 が あり ます 。 

外字 全角 文字 …PCG 4 キヤ ラク タ 分 に 定義 

外字 半角 文字 …PCG 2 キャ ラク タ 分 に 定義 

(外字 の 定義 方 法 に つい て は 、「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 

申し て くだ さい 。) 

ご ご で は 外字 全角 文 字 の 表示 方 法 に つい て 述べ ます 。 
コー ド 入 力 記 式 で は 、 外 字 全 角 文 字 を 表示 させ る だ め に 、 外 字 の 名 文字 に コー ド を 割り 当て て い 

ます 。 外字 用 の コー ド は 第 一 水準 お よび 第 二 水 準 の 全 包 文字 と 衝突 し な いよ うに 、 次 の よう に 割り 
当て られ て いま す 。 

り 1 漢字 コー ド : 7621 一 76609(6 4 文字 分 ) 

区 点 コ ー ド ・8691 一 866 4 〈6 4 文 守 分 ) 

し だ が つて 、 人 外 宇 全角 文字 を 表示 させ る だ め に は 上 記 コ ー ド の いずれ ガ が を キー 入力 し ます 。 

上 記 コ ー ド の どれ が ピピ C じ G の どの キャ ヤラ クタ に 対 席 し て いる に つい て は 、『 ア プリ ケー ショ 

ン ソ フト の 説明 書 」 の 「 デ フチ ヤー ツー ル 」 を 参照 し て こく だ さい 。 

説明 書 ] の 「 デ フチ ヤー ツー ル 」 の 頂 を 参 

( 注 ) 外字 半角 文字 は コー ド 入 力 廊 式 で は 表示 で きま せん 。 外字 半角 文字 を 表示 する だ め に は 次 の 

よう に し ます 。 

CGEN2 回 
PRINT #9, CHRS(X) 回 

だ だ し X は 0 ガ ら &HF 上 まで の PCG キ ャ ヤラ クタ コー ド で す 。 
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3.5.2 一 守 変 換 訪 式 

変換 フィ ー ル ド 内 で 入力 し た カナ の 最初 の 1 文字 を も と に 、 先 頭 に その 読み を 持つ 漢字 を J 18 
漢字 コー ド の 順番 通り に 羅 列 し ます 。 9 文字 を 1 つの 漢字 ブル ー プ と みな し て 1 度 に 最大 9 文字 ず 
つ 、 該当 する 漢字 が な ぐ な る まで 次 々 と 表示 し ます 。 

例 1 

| ー 字 変換 方 式 に よ つ て 、 漢 字 “ 日本” を 表示 し ます 。 | 

④ 入 力 モ ー ド を 全角 文字 出力 (し 本 D、 間接 出力 (Ez D、 ひ ら が な 出力 [Fs_D、 ロー マ 
字 入力 て し F5_」 )、 一 字 変換 方 式 ( [55 ] ) に 設定 し ます 。 
@ 変 換 フ ィ ー ル ド に [和田 回 田 同 田 器 と タイ プ し ます 。 

(平仮名 ) に ち ~I ほ ん 画 | 全 / 角 | 間 / 直 栗 | ロー マ 字 | ! 字 秋 | 

③ ml を 押し ます 。 する と 、* に ち の 先頭 文字 / に * の 読み を 持つ 涯 字 が 比 列 され ます 。 目 的 の 
藻 字 が 見 つか る まで ml ガ ] か スペ ー ス キー を 押し 続け ます 。 

圏 

ーー に ち 過 尼 弐 馬 匂 賑 肉 虹 廿 

| | 

〔 平 仮名 ) に ち 旧 乳 入 如 尿 圧 任 妊 妨 
に ニート ーー ニニ 

@ 目 的 の 漢字 " 日 を 取り 出し ます ( 沖 | ま だ は 数 字 キ ー [1| を 押し ます )。 

日 較 

(平仮名 ) ほん 陣 | 全 / 半 角 || 間 / 直 接 | ロー マ 字 | | 字 変換 | 

同様 に 、 cm| を 押し て "本 ^ の 先頭 文字 / ほ * の 読み を 頭 に 持つ 漢字 を 紀 列 し ます 。 
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(平仮名 ) ほん ) LXFER 」 キー 入力 
穂 募 曹 幕 成 暮 母 科 若 

) | XFER | キー 入力 
信 俸 包 果報 奉 宝 峰 峰 

) | XFER | キー 入力 

崩 府 抱 捧 放 方 朋 法 泡 
) | XFER ] キー 入力 

喜 砲 縫 胞 芳 萌 卒 蜂 褒 

) FER] ネー スカ 
内 訪 豊 邦 名 飽 風 腸 記 

了 ) | XFER | キー 入力 
傍 割 坊 妨 帽 忘 忙 房 暴 

) 「XFER | キー 入力 

望 某 棒 冒 紡 肪 膨 謀 艇 
) | XFER | キー 入力 

貿 鐘 防 史 類 北 僕 ト 墨 
) | XFER | キー 入力 

撲 朴 牧 睦 竹 外 勃 没 殆 

日 較 ) | XFER | キー 入力 

[平仮名 〕 ほん 据 購 春 本 知 凡 分 

@ 目 的 の 漢字 "本" を 取り 出し ます 。 

日 本 較 

(平仮名 画 | 全 / 半 角 間 / 直 接 | ローマ字 || | 字 変 換 | 

以上 で 漢字 ” 日 本 ” ガ 表 示さ れ ま す 。 

例 2 

キヤ ラク タコ ー ド に よる 一 字 変 拠 。 

と ころ で 、 一 字 変 換 方 式 に は も う 1 つ 別 の 変換 の 仕 詞 が びあ り ま す 。 そ れ は 、 変換 フィ ー ル ド に 入 

力 し だ キヤ ラク タ の 先頭 の 1 文字 を 判断 し て 、 そ の キヤ ラク タコ ー ド を り J | ら 漢 字 コ ー ド の 上 位 バ 

イト に 対応 させ だ 場合 の 該当 する 全角 文字 を 羅 列 す る 万 式 で す 。 だ と えば キヤ ラク タ ” 1 ” (キヤ 

ラク タコ ー ド &H 2 1) を 入力 し だ 場合 、 変 換 フ ィ ー ル ド エ リ ア に 紋 列 き され る 全角 文字 は 、 り 18 

漢字 コー ド 2 1 2 1 一 2 1 7 まで の 9 4 個 の 文字 群 に な り ま す 。 ご の 記 式 で す と 入 罰 文字 の キヤ 

ラク タコ ー ド が その まま | 漢字 コー ド の 上 位 バ イト に 対応 し ます の で 、 変換 フィ ー ル ド 内 に 入 

用 あ キ ャ ラダ タダ て は “1 "(キャ ラダ タタ ヨード ビ &H2 1) う から“U “(キャ ラフ タコ ー ド & 昌 7 52 

まで の 8 5 文字 と いう こと に な り ま す 。 以下 に 、 入力 キヤ ラク タ と 、 対応 する J | 漢字 コー ド と 
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の 関係 を 簡単 に まとめ ます 。 

入力 キャ ヤラ クタ | キャ ラフ タコ ー ド | J | 8 漢字 コー ド 

&H2 1 一 &H2FI2 1 2 1 一 2F7E| 第 1 水準 非 漢字 
&H3 0 日 4FI3 9 2 1 一 4F7E| 第 1 水準 漢字 

&H5 9 一 &H751592 1 一 757 三 | 第 2 水準 漢字 

羅 列 さ れ だ 漢字 ブル ー プ ガ ら 目的 の 漢字 を 取り 出す 方 法 は 、 通 常 の 方 式 と まつ だ ぐ 同 じ で す 。 

( 注 ) 入力 訪 式 と し て ロー マ 字 一 カナ 変換 方 式 ま た は カナ 入力 訪 式 を 選択 し て いる 場合 は 、 ア ルフ 

アベ ッ ト や 記号 の 一 部 を 入力 ける こと が で きま せん 。 そ の 場合 は 、 英 数 字 直 接 入力 方 式 に 切 拠 え て 

ぐだ さい 。 

3.5.3 音 訓 変換 方 式 

カナ ー 漢 字 変 換 の 1 つ で 、 変 換 フ ィ ー ル ド 内 に 漢 字 の 音読 み ま だ は 訓読 み を 入力 し て 、 そ れ を 音 

串 辞書 を 利用 する こと に よ つ て 全角 文字 に 変換 し ます 。 ディスク BAS | C を 起動 きせ だ と き 、 日 

本 語 入力 モー ド に する と 普 訓 変換 方 式 が 初期 状態 と し て 設定 され ます 。 

Cf 
この 音 訓 変 換 方 式 の 利用 に つい て は 「3. 2 至 朋 文 字 の 入力 』 で 説明 し て いま す の で 、 参照 レ 

て こ < だ さい 。 

と ころ で 、 意 訓 変 換 方 式 に は 、 漢 字 の 音読 み 、 訓読 み だ け で な ぐ ご 、 名 種 記号 、 ギ リシア 文字 、 品 

シア 文字 、 外 字 全 角 文 字 を 表示 させ る だ め に 、 次 の 4 種類 の カナ 文字 を 入力 ける こと が で きま す 。 

(a) / キ ゴウ …… 名 種 記号 を 色 列 し ます 。 

(CD) ギリ シア “ … 名 種 ギ リシア 文字 を 弘 列 し ます 。 

(C) ロシア "“ …… 各 種 ロ シア 文字 を 羅列 し ます 。 

(dQ)  / ガ イジ …… 外 字 全 角 文 字 を 世 列 し ます 。 

変換 フィ ー ル ド 内 で 上 記 カ ナ 文 字 列 を 入力 し だ 後 rm を 押す と 、 変 換 フ ィ ー ル ド エ リ ア に 全 久 文 

字 が 羅列 され ます の で 、 目的 の 文字 を 取り 出し ます 。 

音 副 辞書 の 学習 機能 こつ いて 

カナ ー 漢 字 変 換 の 音 副 変換 方 式 で は 、 直 前 に 使用 し た 漢字 を 同一 ブル ー プ の 先頭 に 配置 変換 する 

機能 を も つて いま す 。 し た が つて 、 直 前 に 使用 し だ 漢字 を 先頭 に 羅列 する こと が 可能 で す 。 

ご の 機能 は 、 数字 キー に よる 漢字 の 選択 を 行 つ だ 場合 の み 行 われ 、 カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー に 

よる 選択 時 に は 行わ れ ま せん 。 ま だ 同 梱 の 音 訓 辞書 デイ スク フ (シス テム ディ スク ) が 書き 込み 禁 赴 

状態 に ある と き に は 働き ませ ん 。 
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人 @ 生 書 機能 を 利用 する 前 に 

音 訓 辞 書 機能 や シス テム 辞書 機能 、 ユ ー ザ 辞書 機能 を 利用 し て 漢字 変換 を 行う を め に それ ぞ れ 音 

副 辞 書 、 シ ステ ム 辞 書 デ イス ク 、 ユ ー ザ 辞書 ディ スク が 秘 要 で す 。 これ ら の 辞書 機能 を 利用 する 

場合 は 、 辞書 デイ スク を 挿入 し を デバ イス 名 を コン ピュ ユー タ に 教え な けれ ば な り ま せん 。 そ の だ め 

に 、 次 の 操作 を 行い ます 。 

④DEV 1 CE 命令 を 使 つ て 、 辞 書 デ イス ク を 挿入 し を デバ イス 名 を デフ オォ オルト デバ イス * に 指定 

し ます 。 

> プロ w ッ ピー ディ スズ ノ …0 “で 8 : 

・ プ ラフ ィ ッ ク メ モ リ …MEM 9 :, MEM1 : 

@ 日 本 語 入力 モー ド に し て 漢字 変 拠 方 式 を 選択 し ます 。 選択 の し が だ は 本 章 の 3. 5 を 参照 し て 

< 写 さ い 。 

( 注 ) デフ オォ ルト デバ イス … デ バイ ス 名 の 指定 を 省略 し だ を とき に 用 いら れる デバ イス 

ご れ ら の 操作 に よ つ て 、 コ ン ピ ュ ユー タダ は それ 以降 、 辞書 デイ スク を アフ セス する 際 に 指定 し た デ 

バイ ス に 対し て アク セス を 行い ます 。 一度 この 操作 を 行う と 指定 を 変更 し な い 限 り 、 ア フク セス する 

デバ イス は 変り ませ ん 。 ま た だ 、 避 辞書 機能 を 変更 する 際 に は 再び 上 記 の 、②@ の 操作 を 繰り の 返し て ご 

- 
人 
軸 

だ さい 。 

( 例 ) 音 訓 辞 書 デ イス フ を ドラ イブ 1 に 挿入 し て 利用 する 場合 の 操作 万 法 
④DEVICE"1:" 回 デフ オォ ルト ・ デ バイ ス の 指定 
@LSHeT1 二 PR 1 ぐ ee 日 本 語 入 モード に 切換 え 。 詳 し く は 、 本 章 

「 全 角 文 字 の 入力 方 式 」 を 参照 し て くだ さい 。 
③[ sr | 二 | F3 |…… ドド ーー 背 訓 変 損 万 式 の 選択 

※ デ バイ ス を 変更 し て も 、 音 訓 辞 書 の 読み 出さ れる デバ イス は 、 変 化し ませ ん 。 

ご の 操作 を 応用 すれ ば 、 音 訓 辞 書 の 高速 利用 が 可能 に な り ま す 。 ご これ は 、 普 訓 辞 書 を そつ くり そ 

の まま ブラ フィ ッ ク VRAM に 転送 する こと に よ つ て 行い ます 。 そ の だ め に は 次 の 操作 を 行い ます 。 

プラ フィック VRAM の 使用 目的 を 外部 記憶 用 に 設定 し ます 。 

OPTION SOREEN 2 回 

@ 外 部 記憶 用 に 設定 し た ブラ フィ ッ ク VRAM を 初期 化し ます 。 

INIT "MEM9 :" 回 

と する と 、 次 の メ ツ セージ が 表示 され る の で 、[Y| を 押し ます 。 

TGVMOU SMT 色 で V oO DO 

("OPTION _ SCREEN 3" に 設定 し だ 時 は 、『 MEM0 :"『 の ガ わ り の に "WMEM1 :『 

を 実行 し て くだ さい (以後 、 同 じ よ うに し ます 。)。) 
@ 音 訓 辞 書 (ドラ イブ 9 ) を ブラ フィ ッ ク 用 VRAM に コピ ー し ます 。 

COPY "6 : 間 訓 変換 DIC"AS "MEM6 :" 回 
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操作 キー 一 覧 

@ 日 本 語 入 力 モ ー ド に お ける 特殊 キー の 動き 

まだ は [ cre ] 十 

キー 入力 動 作 

日 本 語 入力 モー ド に 切り 換え だ り 、 

変換 を 行なう 。 

日 本 語 入 力 モ ー ド ガ ら 抜け 出し た の する 。 

入力 モー ド の 確認 。 

1 入力 モー ド の 選択 。 
まだ は + | 』 | て 

変換 フィ ー ル ド エ リ ア 内 に 入力 され た 状態 で の 働き 

キー 入力 重 作 
E い INe 

癌 変換 フィ ー ル ド エ リ ア 内 の 文字 を テキ スト エリ ア に 物 す 。 

変換 フィ ー ル ド エ リ ア 内 の 文字 を 抹消 する 。 

CLR 
変換 フィ ー ル ド エ リ ア 内 の 文字 を フリ ア す る 。 

講和 所 

日 
本 

了 
理 

カー ソル コン トロ ー ル キー | 無効 。 

連続 し て 漢字 を 変換 する 。 
: に 9 SM 

e 漢字 ブル ー プ を 表示 し て いる 状態 

キー 入力 動 作 

回 國 漢字 ブル ー プ 内 の カー ソル を 移動 する 。 
剛 ー 衣 し s 

調 | 回 漢字 ブル ー プ の 次 候補 、 前 候補 を 選択 する 。 
[k 人 x 市 

ESc 漢字 ブ グループ の 表示 を 消し 、 交換 フ ィ ー ル ド 内 に カー ソ 
ル を 戻す 。 

ll 目的 の 漢字 を テキ スト エリ ア に 表示 する 。 
まま 

テン キー 還 尽 目的 の 漢字 に 対応 し を テン キー を 押せ ば その 漢字 を テキ 
スト エリ ア に 表示 する 。 

10Z 



@④ デ フォ ルト デバ イス を ブラ フィ ッ ク VRAM に 指定 し ます 。 

DEVICE "MEM9 : "回 

@ 日 本 語 入力 モー ド に 切り 損 え ます 。 
SHIFT eml 

⑥ 音 一変 拠 方 式 を 選択 し ます 。 

SHIFT | 十 | F3 | 

②⑦ デ バイ ス の 指定 を ④ 以 前 に 戻し ます 。 

以上 で 、 以後 の 音 訓 変 換 は 、 ブ プラ フィ ッ ク VRAM に 対し て 行わ れ ま す の で 、 非 常に 高速 な 漢字 

上 変換 び で きま す 。 

シス テム 辞書 お よび ユー ザ 辞 書 に つい て は プラ フィ ッ ク VRAM を 利用 し た 高速 変換 は で きま 

せん 。 

3.6 ミニ ・ ワ ー プ ロロ 機能 

本 機 の BAS 1C (CZー8FB 0 2 ) で は 、 漢字 変 換 機能 で け で な ぐ 科 単 な お ワー ド プ ロ セ ッ サ 

と し て の 機能 を 持つ て いま す 。 ご の 機能 を 利用 すれ ば 日 本 語文 章 を 画面 に 表示 させ だ り 、 プリ ンタ 

に 印字 し だ りす る こと が 簡単 に 行え ます 。 本 機 の BAS | び で は 、 そ の だ め に 次 の 命令 を 用 意 し て 

いま す 。 

お 軸 本 ) 、、。 が nM 画面 表示 命令 

本 放 小 馬 村 年 。 で プリ ンタ 印字 命令 

(OCGONSOLEW …… 印字 エリ ア 設 定 用 命令 

放 TOW <“" REM 付 き 行 番号 自動 発生 命令 

@⑯ し | | ご 「* 

まず アポ スト ロフ ィ 「 *」 (REM 文 の 省略 形 ) を 使 つて 次 の 症 令 を 入力 し て ぐだ さい 。 

MM 2 パウ コン テレ ビ 素 1 も urbo ろ 

29 " パー ソナ ルル コン ピュ ー タ 

3 " CZー880C 新 発 売 

ここ で 、L 1 ST * 沖 を 実行 する と 次 の 画面 の よう に 、 行 番号 や 「* 」 も な い 普 通 の 文章 に な つて 

いま す 。 

SASOSZ9PE 認 | 区 ま も GE も bo 

^ ッ パーツ ナル コン ピュ ー タ 

CZ 一 880C 新 発 売 

まだ 、L 1ST* の 終わ り に 行 番号 を 指定 する こと に より 、 任意 の 行 番号 だ け の 表示 も 可能 で す 。 
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人 @ し ご 「* 

LL1IST* 命 令 は アポ スト ロフ ィ 「^ 」 付き の 文章 だけ を プリ ンタ に 印字 させ る 働き を し ます 。 

し だ が つて メッ ツ セ ー ジ や 説明 文 、 紙 な どの 文章 を アポ スト ロフ ィ 「 " 」 を 使 つ て プロ プラム 中 に 

作成 する こと が 可能 と な り ま す 。 

@CONSOLE# 

CONSOLE# 語 令 を 使え ば プリ ンタ の 印字 エリ ア を 設定 する こと が で きま す の で 、 ハ ガキ 大 の 

も の が ガ がら 大 判 サ イズ の も の まで 自由 に 印字 する こと が で きま す 。 

人 @ 人 へり 「 〇 * 

アポ スト ロフ ィ 「 * 」 を 使 つ を プロ ブラ ム の 作成 に は 、AUTO ま * 命 令 を 使用 する と 便利 で す 。A 

U り TO 〇 ま * 病 令 は 、 自 動 的 に アポ スト ロフ ィ 「 * 」 付 き の 行 番号 を 発生 させ ます の で 、 プロ ブラ ム と 

いつ こと を 意識 する こと な ぐ 文 章 を 作成 する こと が で きま す 。 だ だ し 、 1 つの 行 番号 に 入力 で き 

る 文字 数 に は 限り が あり ます の で 注意 し て ぐだ さい 。 (半角 文字 の 場合 2 5 0 文字 程度 、 全角 文字 

の 場合 1 2 5 文 守 程度 ) 
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の 
5 
s 
ル 
に 
が 

各 4 章 | ファ イル に つい て 
一 般 的 に フタ イル と いう と 、 「 書類 な どの 情報 を バイ ンダ 等 に と じ た も の 」 と いう 意味 で 用 いら れ 

て いま す 。B ビ AS | C で 使用 する ファ イル と いう 言葉 も これ と 同じ 意味 を 持つ て いま す が 、 情報 を 

記録 し て お くも の が ガバ イン ダ で は な ぐ 、 デ バイ ス と 呼ば れる 記 笠 装置 で ある と いつ う 点 が 異な り ま す 。 

ファ イル 管理 

書棚 に し まつ て お こく フ ァイル に 見 出し を 付け て お こよ うに 、BAS | 〇 で 扱う ファ イル に も 前 
が 付け られ ます 。 
さら に 、 フ ァイル を 探し や すい よう に 、 フ ァイル の 名 前 と いつ た 、 フ ァイル に つい て の 情報 は 、 

ファ イル 本 体 と は 別 の 場所 に 保管 さこ れ て いま す 。 フ ロッ ピー ディ スク の よう に 、 ラン ダム アフ セス 
ファ イル を 扱う こと の で きる デバ イス で は 、 名 前 な どの 情報 を ディ レク トリ と 呼ば れる 場所 に ま と 
め て 記録 し て いま す 。 ご これ に 対し て 、 カ セッ ト テ ー プ の よう に 、 シ ー ケ ン シ ャ ル ア ク セス ファ イル 
し ガ 扱 うこ と の で き な い デバ イス で は 、 名 前 な どの 情報 を 1 ケ所 に まとめ ざ に 、 名 ファ イル の 直前 
に 記録 し て いま す 。 ご の だ め 、 以下 で 述べ る ディ レフ トリ に つい て は 、 カ セツ ト テ ー プ な ご ど に は 適 
用 で きま せん の で 注意 し て こ だ さ い 。 

4.1.1 階層 ディ レフ トリ 

ディ レク トリ と いう の は 、 デ バイ ス の 中 に 記憶 さ れ て いる ファ イル の 登録 澄 の こと で 、 本 に だ と 

えれ ば 目次 に 当 だ り ま す 。 フ ァイル 名 、 フ ァイル の 種類 、 属 性 、 記 憧 さ ミ れ て いる 位置 、 フ ァイル サ 

イズ 、 作 成 日 時 な ど が 記録 きれ ね て いま す 。 

F1LES 命 令 は 、 こ の ディ レク トリ を 参照 する こと に よ つ て ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 する こと 

が で きる の で す 。 



従来 の 多 ぐ の パー ソナ ルコ ン ピ ユ ー タ で 行わ れ て きだ ファ イル 管理 の 方 法 は 、 デ ィ ス フク 上 に だ だ 
1 つの ディ レク トリ 、 つ まり 下図 の よう な 単 層 の ディ レク トリ を 置く こと に より 行わ れ て いま し だ 。 

1 語れ も な か 3 ee lees'asuaeb る Sa ファ イル 2 ファ イル | 

F1LES 命 令 を 実行 する と 、 フ ァイル 1 、 フ ァイル 2 、………… ヽ プ ァイル の 、 デ ィ ス ワウ 

格納 され て いる すべ て の ファ イル の 名 前 が 一 度 に 表示 され る こと に な り の ます 。 

単 層 ディ レク トリ の も と で は 、 保 存する ファ イル の 数 が 増え る と 管理 が 難し こく な つて きま す 。 だ 

と えば 何 枚 か の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 分 け て 記録 し 、 それぞれ ね に イン デック フス シー ル を は つて 区 別 

する な ご どの 訪 法 を 用 いる し が あり ませ ん 。 

と ころ が 、 ハ ー ド ディ スク の よう に 、 1 台 の 中 に フロ ッ ピ ー デ イィ スク 何 十 枚 分 も の 大 量 の デー マ 

を 扱え る デバ イス で は も は や ご この 方 法 は 使え ませ ん 。 

F 1LES 症 令 で ファ イル 名 一 覧 を 表示 させ る 場合 を 考え まし よう 。 ご の と き 、 フ ァイル 数 が 1 

0 や 2 0 で あれ ば 問題 は 生じ ませ ん 。 し が し 、 フ ァイル 数 が 1 9 9 、2 0 0 と な つ だ 場合 、 そ の 中 

ガ ら 特定 の フラ イル を 探し 出す こと が 容易 に 行え る で し よう ガ 。 

ご の よう お 問題 を 解決 する だ め に 考え 出さ れ だ の が 、 階 層 デ ィ レ フト リ と 呼ば れる ファ イル の 管 

理 方 法 で す 。 

ルー トディ レク トリ 

ディ レク トリ ディ レク トリ 

で レグ 中 サ デイ レク ドリ 

ツマ アイ ザル | ニラ ァ ィ ル 

だ と えば 、 国 内 の 日 と いう 病院 の 電話 番号 を 、 電 話 帳 を 使 つ て 調べ る 場合 を 考え ます 。 卓 病院 が 
東京 都 二 代田 区 に あつ だ と する と 、 ま ざ び 東 京都 23 区 の 電話 帳 が 秒 要 と な り ま す 。 電話 帳 は 個人 別 の 
も の こと 職業 別 の も の と に 分 お れ て いま す が 、 ご の 場合 は 職業 別 の も の が ガ 秘 要 に な り ま す 。 炊 に 、 電 
話 帳 の 目次 お ら 病 院 の 頂 の ペー ジ を 調べ 、 そ の ペー ジ を 開き ます 。 す る こと 、 病 院 名 と 住所 、 電 話 番 
号 が 列記 これ て いま す が 、 こ ご これら は 各区 ご と に 分 類 さ れ て いま す 。 そ ご で 、 今度 は 千代 田 区 の 項目 
を 探し 出し 、 ぶ ら に その 項 に 列記 され て いる 病院 の 中 がら 日 病院 を 探し 出し 、 電話 番号 を 知る こと 
が で きま す 。 

ファ イル | | ファ ィ ル | | ニラ ァ ィ ル | [ ファ イル | 
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誠 
ア 
2 
ル 
に 
0 
い 

さ 

日 病院 の 電話 番号 を みつ ける まで の 経路 を 志す と 、 

電話 帳 の 山 一 東京 都 一 職業 別 一 病院 一 千代 田 区 一 日 病院 

と な り ま す 。 

この 例 を 階層 ディ レフ トリ に 当て は め る と 、 「 東 京都 」,「 職 業 別 」,「 病 院 」, 「 生 代田 区 」 が ディ レ 

クト リ に 対応 し 、 「 昌 病院 」 が ファ イル に 対応 し ます 。 

に ) つつ ロー 病院 SRICS5 が 5 も 

ディ レク トリ の 区 切り を 表す 文字 と し て ン ” (スラ ツ シ ュ ) を 使用 し ます 。 す る と 、 先 ほど の 

例 は 炊 の よう に 表 さ れ ま す 。 

グ 東 京都 / 職 業 別 / 病 院 プ 千代 田 区 /H 病 院 

この と き フ ァイル に あ だ る H 病 院 に た どり 着く まで の 経路 を パス と いい 、 ディ レク トリ を “グマ 

で 区 切 つ だ 

グ 東 京都 職業 別 / 病 院 寺 代田 区 

を パス 名 と いい ます 。 ま だ 、 隙 層 デ ィ レ フト リ の 木 構造 の 最上 部 の ディ レク トリ を ルー トディ レク 

トリ と び ます 。 ご れ は 、 先 頭 の "に 対 遍 し ます 。 

4.1.2 カレ ント ディ レク トリ 

階層 ディ レク トリ 構造 で は 、 名 ディ レク トリ は それ ぞ れ 独立 に フラ イル の 管理 を 行い ます 。 ご の 

だ め 、 別 の ディ レク トリ の 下 で あれ ば 、 同 一 の 名 前 の ファ イル を 存在 させ る こと が 可能 で す 。 

先ほど の 例 で は 、 千 代田 区 で は な ぐ ご 港 区 に も 日 病院 と いう 名 前 の 病院 びあ つて も よい と いう こと 

で す 。 

瞳 】 



ン 東 京都 職業 別 病 院 / 港 区 病院 

千代 田 区 の 日 病院 や 港 区 の 日 病院 を 表す に は 、 ル ー ト ディ レク フト リガ ら の パス 名 を 書い て や れ ば 

よい わけ で す が 、 い つ で も この よう な 長い 名 前 を 書 お な けれ ば な ら な い の で は 面倒 で す 。 そ ご で 、 

ある ディ レク トリ に 注目 し 、 そ こら だ どっ つて ゆく こと に すれ ば ファ イル を 簡単 に 指定 する こと が 

で きる よう に な り ま す 。 現在 注目 し て いる の が 

東京 都 ノ 職業 別 の 病院 / 千 代田 区 

で ある と すれ ば 、 

日 病院 

と する だ け で 、 

グ 東 京都 職業 別 / 病 院 プ 千代 田 区 日 病院 

を 表す こと が で きる の で す 。 ご の よう な 、 「 現在 注目 し て いる ディ レク トリ 」 の こと を カレ ント ディ 

レク トリ と 呼び ます 。 

カレ ント ディ レク トリ は 任意 の ディ レク トリ に 変更 する こと が で きま す 。 こ れ に は 、CHD 1R 

藻 人 琉 を 使い ます 。 

CHD 1R "(デパ イス 名 : ) ディ レフ トリ 名 " 

デバ イス 名 を 指定 する と 、 そ の デバ イス の カレ ント ディ レク トリ ガ が 変 更 さ れ ま す 。 

だ と えば 、 現在 の カレ ント ディ レク トリ ガル ー ト ディ レク トリ で 、 こ ご これ を ディ レク トリ FRAN 

CE へ 変更 する 場合 、 次 の 操作 を 行い ます 。 

CHDIR "FRANCE" 

この と き に F | し ヒ ら 命令 を 実行 する と 次 の よう に 表示 され ます 。 

メメ Clusters free 

Pagth name "XX : プ FRANCE ン ノン" 
DTIFT※ Wi 所 内 鑑 1 思 下 認 W 

ルー トディ レク トリ 
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ご ご で 、BAS 1 C プ ロブ ラム を "fi1@2 “と いう 名 前 で 作成 する 場合 を 考え まし よう 。 ご こ ご 

れ に は 、 次 の 操作 を 行い ます 。 

SAVE "file2" 回 

ルー トディ レク トリ 

ご ご が らき さら に 下 の デ ィ レ クト リ PAR 1 へ 秘 る に は 次 の 操作 を 行い ます 。 

P 
イ 

ル 
2 
い 
で CHDIR "PARIS" 回 

カレ ント ディ レク トリ を ルー トディ レク トリ へ 変更 する に は 以下 の 操作 を 行い ます 。 

CHDIR リン "回 

4.1.3 デイ レフ トリ の 一 覧 

外部 ファ イル に セー プ さ れ だ ファ イル 名 の 一 覧 表 を 表示 する に は F | LES, LF 1LES 命 令 
を 使い ます 。 

よし に ES て "て イス 竹 7) 

し た すれ も SS で の 1 ザ 夫 才 :") 

デバ イス 名 UNE2O (の 人 AS 

MEM9 : MEM1 :, 

EMM 9 : ーEMM 9 :, 

区 WI さく ーッ 8 3。 

間 馬 0 で 則 陣 3 35 

指定 し た デバ イス 上 の ファ イル 名 一 覧 が 、F | し ES の 場合 は 画面 へ 、 し F | し ES の 場合 は プ 
リン タ に 表示 され ます 。 
ファ イル リス ト の 始め に 表示 され る 日 8 S, ASC, 日 | nh, Di に は 炊 の 意味 びあ り ま す 。 

Ba8S……BAS | C プ ロブ ラム ファ イル 
AS C…… ア スキ ー 形 式 で 記録 さき れ ね た フ ァイル 
Bi n…… 機 械 語 プ ロブ ラム ファ イル 
Di FT…… デ ィ レ フト リフ ァイル 
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[注意 ] カラ ツ ト テ ー プ な ど 一 部 の デバ イス で は 、 ディ レク トリ ファ イル を 扱う こと は で きま せん 。 

まだ 、 カ セツ ト テ ー プ に 対し て F 1 LES お よび LF 1 LES を 実行 する と 、 デバ イス 名 が CA 

ら 0 : “と 表示 され ます が 、“ CAS : "と? CAS 0 : "と は まつ だ ぐ 同 じ も の で す 。 

4.1.4 ディ レフ トリ の 作成 

ディ スク の フォ ー マ ツ ト を 行う と 、 ディ レク トリ が 初期 公 さ れ 、 フ ァイル は すべ て 削除 る を れ ます 。 

ご の 状態 で F | し ES 命令 を 実行 する と 、 以 下 の よ うに 表示 され ます 。 

X※X※ OIUStGFTS fP@@ 

所 合 抽 Rh Ram@ 区 二 27 

ディ スク 上 に は 、 ル ー ト ディ レク トリ の み が 存 在 し て いる こと が わか が り ま す 。 

家 || レー トディ レク トリ 

ディ レク トリ を 新 し ぐ 作成 する に は MKD | ド 命 令 を 使用 し ます 。 

MKD | R "(デバ イス 名 : ) ディ レフ トリ 名 『" 

だ た と えば 、 ルー トディ レク トリ の 下 に FRANCE と いう ディ レク トリ を 作成 する 場合 は 、 次 の よ 

うに し ます 。 

MKDIR "FRANCE" 回 

ルー トディ レク トリ 

FRANCE 

さら に 、 り JAPAN と いう ディ レク トリ を 作成 する 場合 、 次 の 操作 を 行い ます 。 

MKDIR "JAPAN" 回 

ルー トディ レク トリ 

FRANCE 

も ちろ ん ここ に 、 ディ レク トリ で は な ぐ 、 プ ロ プ ラム ファ イル や デー タフ ァイル を 作成 し て も よ 

い の で す 。 だ と えば 、BAS 1C ど プロ グラ ム “fiI@1? を 作成 する 場合 、 次 の よう に し ます 。 

1③ 
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SAVE "file1" 回 

ディ レク トリ が どの よう に な つて いる が ガ を 見 る ため に 、F | し ビ ら 命令 を 実行 し て み ま し よう 。 

※X CluStersS frTe@ 

Path nam@e だ ー 

DiF ネ ※ WW 目 民 交付 @ 丘 可 邊 出 半 に 6 

DIF※ SN 選 穴 還 IGE(a 

B as  : 和 イ 作 @w 1 3 ま 

ルー トディ レク トリ 

4 
9 
イ 
ル 
に 
ラリ 
い 

枝 

ディ レク トリ FRANCE の 下 に PAR 1S と いう ディ レク トリ を 作成 する に は 、 次 の よう に 操 

作 を 行い ます 。 

MKDIR "FRANCE ノ PAR1IS" 回 

ルー トディ レク トリ 

な お 、 カ レン トディ レク トリ を 変更 し て 、 次 の よう に し て も や は り の FRANCE デ ィ レ クト リ の 

下 に PAR 1S デ ィ レ クト リガ 作成 され ます 。 

CHDIR "FRANCE" 還 
MKDIR "PARIS" 回 

さら に 下 の 階 層 を 作成 する 場合 も 同様 に プ で 区 切 つて 指定 し ます 。 

培 科 DU 由 Woo: 2 プ に oao2 W 
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4.1.5 ディ レク トリ の 削除 

不要 な ディ レク トリ を 削除 する に は RMD 1 RR 命 令 を 使用 し ます 。 

RRMB1 月 "( デ / ザ イス 吉 5 ) ディ レジ ドリ 油 『 

ディ レク トリ JAPAN の 下 に ある TO 〇 KYO 〇 と いう ディ レク トリ を 削除 する 場合 は 、 次 の 操 

作 を 行い ます 。 

RMDIR "ノン JAPAN ン TOKYO" 回 

ご の と き 、 ディ レク トリ T 〇 KYO の 下 に ある ファ イル お よび ディ レク トリ は すべ て 削除 それ て 

いな けれ ば な ら ず 、 も し 、 ひと つ で も ファ イル や ディ レク トリ ガ が 残 つ て いる と ディ レク トリ の 削除 

は 行え ませ ん 。K 1L し コマ ンド で 削除 し て が ら 行 つて ぐだ さい 。 

4.1.6 ファ イル ディ スク リプ 

ここ で は 、 BAS | C で 扱う ファ イル の 正確 な 指定 万 法 を 説明 レ しま す 。 
ファ イル の 指定 は 、 フ タイ ルディ スク リプ タ と いう 文字 列 を 用 いて 行い ます 。 フ ァイル ディ スク 

リプ タ は 次 の 形式 で 表現 され ます 。 

ルト デ ルド 記 者 すし イス 才 N25P7 光 痢 」“ 

だ と えば 、 次 の よう な も の は 正しい フタ イル デイ スク リプ タ で す 。 

と す ュ アリ 放 ピ AN 0 人 060/f「 57 

お 失 謝 央 上 ノビ ARRISZYT 1 1927 

ん 組 及 人 M きれ 11G8Y 

デバ イス 名 

デバ イス 名 は ファ イル の 存在 する デバ イス を 指定 する も の で 、 半 角 文 字 で 最大 4 文字 の 文 守 列 と 

それ に 続く コロ ン ( : ) で 現さ れ ま す 。 

11Z 
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受 
ア 
イ 
ル 
に 
拉 
い 

で 

ョ ンー ジラ クー スグ ラメ 

ヤル 入力 ヤル 出力 

ディ スク (3 まだ は 5 イン チ 版 ) 

ディ スク 3 て 3 まだ は 5 イン チ 版 ) 

ディ スク (8 イン チ 版 ) 

ディ スク 3(8 イン チ 版 ) 

ハー ド デ ィ スク 0 

ハー ド デ ィ ス フ 3 

MEM09 : プラ フィ ッ ク メ モリ 0 〇 〇 6) 

MEM1 : プラ フィ ッ ク メ モリ リ 1 (9 〇 〇 

GENN 

SOR 

通信 デバ イス 

leseet |1slol 
まり COM : 『 は 特に シー ケン シャ ル 入 出力 と し て 使用 する こと が で きま す 。 

パス 名 

パス 名 は アフ セス し よう と する ファ イル が 木 構造 を も つ デ イィ レク トリ の うち ご どこに ある ガ が を 示し 

ます 。 

まだ 、 パ ス 名 の 指定 は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な どの よう に ラン ダム ファ イル を 扱え る デバ イス に 対 

し て の み 有 効 で す 。 

パス 名 は 以下 の 規則 に 従 つ て 付け られ ます 。 

(1 ) パス 名 は 、 ス ラッ シュ (/) に よ つ て 、 い こつ が の 階層 部 分 に 区 切ら れ ま す 。 

の ま 0/ ル / ダ T2 アー の 
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(2 ) 1 つの ディ レク トリ は 半角 文字 で 1 一 1 3 文字 の 文字 列 で 表 さ まれ ます 。 全角 文字 は 2 文字 分 

と 数 えま す 。 

(3 ) 各 デ ィ レ フト リ の 後ろ に セミ コロ ン ( : ) を つけ て 、 続 け て パス ワー ド を 指定 する こと が で 
きま す 。 パス ワー ド は ファ イル の 機密 を 保持 する た め に 指定 され 、 い つた ん 指定 する と 、 以 
後 パパ スワ ー ド を つけ ず に ファ イル を アフ セス する こと が で き な ぐ な り ま す 。 

ン デ イィ レフト リ : パス ワー ドアン ………| 記 

(4 ) デバ イス 名 、 ディ レク トリ 、 セミ コロ ン 、 パス ワー ド を 含め て 半角 文字 1 2 8 文字 以内 で な 

けれ ば な り ま せん 。 

(5 ) パス 名 の 先頭 の スラ ッシュ * /* は ルー トディ レク トリ を 示し て いま す 。 先 頭 の " ン * を 省 

略す る と 、 現 在 の カレ ント ディ レク トリ の 下 の デ ィ レ クト リ を 指定 する こと に な り ま す 。 

(6 ) パス 名 の 指定 に 誤り の が ガ あ る と Bad flle descripter” の エラ ー と な り ま す 。 

ファ イル 釧 

ファ イル 名 は 、 デバ イス 名 で 指定 し を デバ イス 上 の 、 ど の ファ イル で ある ガ を 指定 する だ め の も 

の で す 。 フ ァイル 名 は 以下 の 規則 に 従 つ て 付け られ ます 。 

(1) ファ イル 名 は 3 つの 部 分 に 区 切る こと が で きま す 。 

名 前 (. エク ステ ンション 〕) ( : パス ワー ド 〕 

(2 ) 名 前 は 半角 文字 で 1 1 3 文字 の 文字 列 、 エ フス テン ショ ン は 半角 文字 で 1 一 3 文字 で 表 さ 

れ ま すみ 。 ラ ァイル 獲 は 名 前 、 ピリ 尽 て )、 エタ ステ ンション シン 、 セミ コロ ン (て )、 パス ワー 

ド を 合わ せ て 、 3 1 文字 以内 で な けれ ば な り ま せん 。 全角 文字 は 2 文字 分 と 数 えま す 。 

ご の 規定 を 超え な 文字 数 を 使用 し だ 場合 、"Bad file descrioter “の エラ ー と な り ま す 。 

(3 ) パス ワー ド は ファ イル の 機密 を 保持 する ため に 付け られ 、 い つ だ ん パス ワー ド を 指定 する と 、 

以後 パス ワー ド を 省略 し て フラ イル を アク セス する こと が で き な ぐ な り ま す 。 

パス ワー ド 

自分 で 作成 し た ファ イル を 他人 に 使用 きま れ だ ぐ な いと いう 場合 に は 、 そ の ファ イル に パス ワー ド 

(合言葉 ) を 指定 し て フタ イル を 作成 し ます 。 す る と 、 そ の ファ イル を 読み 出す と き に は 、 指 定 し 

だ パス ワー ド を 入力 し な いと 読み 出せ な ぐ く なり ます 。 パス ワー ド を 指定 し て フタ イル の アク セス を 

行う に は 、 

2 二 エンス テンション し スウ ワー で“ 

と いう 形式 で ファ イル 名 を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 
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1 

バン り 

が 05- 札 2 オビ て た う 豆 剛 特 て" )、 コ ロン ( : )、 セ ミコ ヨロ ン (て: ) スラ ッシュ ( ジ う 

は 使用 で きま せん 。 ま だ 、 パ スワード を 含め た ファ イル 名 の 全体 の 長 さ は 3 1 文字 以内 で な ぐ て は 

な り ま せん 。 

( 倒 ) メイ ン メ モリ 上 に ある BASICO プロ プラ ム を 、 フ ァイル 名 TEST” 、 パス ワー ド ” A 

BCG フ EN9 ゥ ピー ディ スク て ドラ イア 9) に セー プ ぴ る に は 、 

SAVE "9:TEST:ABC" 回 

と し ます 。 そ の と き 、 

FILES"6:" 国 

と 、 フ ァイル 名 の リス ト を 表示 させ て も パス ワー ド は 表示 され ませ ん 。 し か し 、 

LOAD "9:TEST" 

と 入力 し て 読み 出 そ う と し て も 、 

NO PasSWOrd 

と エラ ー が 表示 され 、 読 み 出す こと が で きま せん 。 読 み 出す た め に は 、 

LOAD "9 :TEST:ABC" 瑞 

と パス ワー ド を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 

以上 の よう に ファ イル に パス ワー ド を 指定 する と 、 パス ワー ド を 知 つ て いる 人 で な けれ ば ファ イ 

ル の 操作 が で き な ぐ な り ま す 。 

4.1.7 デバ イス 名 の 省略 

ファ イル 操作 を 行う プロ プラ ム で は 、 同じ デバ イス 名 を 何 度 も 指定 し な くべ て は いけ な い 場 合 が あ 

り ま す 。 ご この よう お 場合 、DE V 1 CE 命令 に よ つ て 、 省 剛 し た と き の デ バイ ス 名 を 指定 する こと 

が で きま す 。 

EVOE “デリ イス 和 名 

ファ イル 操作 命 偽 の 使用 時 に 、 フ ァイル ディ スク リプ タ 中 の デバ イス 名 を 省略 し だ 場合 、DEV 

1 CE 命令 で 指定 し た デバ イス 名 が 用 いら れ ま す 。 な お 、DV | CE 命令 が まだ 一 度 も 使用 され 

て いな い 状 態 で は 、BAS | ご C を 起動 し を デバイ スガ が 対象 と な つて いま す 。 

[ 例 ] 

DEVICE "1 7 麗 

ロト 

LORD "X1ーMCORLD" 

ロ ド 
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ご の 例 で は 、 フ ロッ ピー ディ スク の ドラ イブ 1 上 に 存在 する ” X 1 一 WORLD ” を ロー ド し ま 
す 。 

4.1.8 ファ イル の 削除 

不要 に な つ だ ファ イル を 削除 する に は K | し し 命令 を 使用 し ます 。 

K1LL "(デバ イス 名 : ) ファ イル 名 " 

指定 し た デバ イス 内 の 指定 し た ファ イル を 削除 し ます 。 削 除 し た を プロ ブラ ム は 復元 する こと が で 

きま せん の で 、 十 分 に 注意 し て くだ さい 。 

デバ イス 名 と し て は 、9 : 一 3 :, MEM9 : MEM1 :, EMM9 : ーEMM9 :,F9: 

<ーF3:, HD9 :ーHD 3 : が 使用 で きま す 。 

[ 例 ] 

は 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (ドラ イプ ナン バー 1 ) に 記録 きれ ね だ”X1 一 WORLD” と いう ファ イル 

を 削除 し ます 。 

[注意 ] デバ イス 名 に “ CAS : ? を 指定 し て 、 カ セット テー プ 上 に 記録 きま れ だ プロ ブラ ム を 削除 

する こと は で きま せん 。 

4.1.9 ファ イル 名 の 付け ガ え 

ファ イル の ファ イル 名 を 付け かえ る に は NAME 命 令 を 使用 し ます 。 

NAME "(デバ イス 名 : ) 旧 フ ァイル 名 " AS "(デバ イス 名 : ) 新 フ アイ ル 名 " 

デバ イス 名 と し て は 、9 : 一 3 :, MEM9 MEM1 :,EMM9 : て EMM9 :,F : 一 

F3:, HD9 : 一 HD 3 : が 使用 で きま す 。 

旧 フ ァイル 名 で 指定 し た フラ イル の 名 前 を 、 新 フ ア イ ル 名 に 変更 し ます 。 こ ご の と き 、2 つの デバ 

イス 名 は 同じ で な けれ ば な り ま せん 。 ま だ 、 デ バイ ス 名 に ” CAS : “は 指定 で きま せん 。 

( 倒 」 フ ロッ ピー ディ スク (ドラ イブ 0 ) の * TEST * と いう ファ イル を SAMPLE ” と い 

ラフ ァイル 名 に 変更 し ます 。 

NAME "9:TEST" AS "9:SAMPLE" 回 

4.1.19 ファ イル の 属性 指定 
ファ イル の 属性 に は 次 の も の が あり ます 。 

(1) 作成 し た ファ イル を 誤 つ て 消去 し な いよ うに 書き 込み を 禁止 する ライ ト プ ロ テク ト 属 性 。 
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(2) ファ イル に 書き 込み を 行 つ だ 後 、 自 動 的 に 書き 込ん だ 内 容 と 読み 出し だ 内 容 の 比較 を 行い 、 

書き 込み の 信頼 性 を 上 げ る リー ドア フタ ー ラ イト 属 性 

(3) F 1 し ES 病 令 を 行 つ て も ファ イル 名 が 表示 され な い シ ー フ レッ ト 属 性 。 

ファ イル の 属性 を 設定 まだ は 解除 する に は SE 「 命令 を 使用 し ます 。 だ だ し 、S 命令 は ? C 

AS : “に は 使用 で きま せん 。 

SET { # フ ァイル 番号 ! 1 

" [デパ イフ ス 名 : ] フラ ァイル 名 すず “所 『 
W 5 

WT WW 

ファ イル 番号 : OPEN 文 で 指定 し た ファ イル 番号 

い デバ イス 名 と し て は 、9 : 一 3 :, MEM9 : MEM1 :,EMM9 :ーEMM9 :,F0 : 一 

F3:, HD0 :ーHD 3 : が 使用 で きま す 。 

属性 を 指定 する 文字 と し て "P",。 "RS" を 使用 し ます 。 

"ピリ を 使用 する と 、 ラ イト プロ テク フト 属性 が 設定 され ます 。 

"R” を 使用 する と 、 リ ー ド アフ ター ライ ト 属 性 が 設定 され ます 。 

"5" を 使用 する と 、 シーク レッ ツ ト 属 性 が 設定 され ます 。 

"『 を 使用 する と 、 す べ て の 属性 が 解除 され ます 。 

(全便 ) フロ ウッ ピー ディ スク (ドラ イブ 0 ) 内 の "SAMPLE* と いう BAS 1C プ ログ プラ ム フ 

ァイル に ライ ト プ ロ テク ト を ガ け て み ま し よう 。 

SET "9:SAMPLE", "Pr 回 

F 1LE ら 命令 を 実行 し て て くだ さい 。” SAMPLE ” と いう ファ イル の 日 8 / の 次 に *? 

マー ク が つい て いま す 。 ご の マー ク ガ ライ ト プ ロ テク フト の が ガ か つた だ ファ イル で ある ご こと を 示し て 

いま す 。 

( 倒 2) ファ イル 番号 1 で オー プン し た ファ イル に 、 リ ー ド アフ ター ライ ト の 属性 を 設定 し ます 。 

こ ) 本 も : 

以後 ご の フラ イル に デー タ を 書き 込む 際 に は 、 自 動 的 に ベリ ファ ー イ 動作 を 行い ます 。 ご の ファ イ 

ル を クロ ー ズ し だ 時 点 で リー ドア フタ ー ラ イト 属性 は 解除 それ ます 。 

( 例 3 ) すでに ライ ト プ ロ テク フト を ガ け だ ファ イル に 、 さ ら に シー クレ ッ ツ ト 属 性 を 設定 し ます 。 

SET "9:SAMPLE","S" 一 

ご れ で シー クレ ッ ト 指 定 さ きれ ま し た 。 F1LES" 9 : " [ と し て も ? 9 : SAMPLE? と 
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いう ファ イル 名 が 表示 され な ぐ な り ま し だ が 、“ SAMPLE " と いう ファ イル が 削除 を れ て し ま 

つ だ わけ で は な ぐ 、 単 に フラ イル 名 の 表示 を 行わ な が いと いう だ け で す 。 だ めし に 、 

LOAD "SAMPLE" 加 

どじ で 。 

LIST 加 

と や つて み ま し よう 。 ち ゃ ん と プロ プラ ムリ スト が ガ 表示 され ます 。 

4.2 プロ グラ ム フ デ pk 

コン ピコ ユー タ の メイ ン メ モリ の プロ プラ ム は 、 カセ ッ ト テ ー プ や フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク な どの 外部 
記憶 装置 に プロ プラ ム フ ァ イル と し て 保存 ・ 再 生 す る こと が 可能 で す 。 ま た 、 プロ プラ ム に は BA 
ご | ご C フ ァイル と 機械 語 フ ァイル の 2 種類 が あり 、 扱い が 少し 異な の ます 。 

^ と un き ヽ quJ 園 

4.2.1 プロ グラ ム の 保存 

メイ ン メ モリ 内 の プロ ブラ ム を 外部 ファ イル に 記録 する こと を 、 プロ ブラ ム の 保存 (セー ブ ) と 

いい ます 。 セ ー プ は SAVE, L1ST, SAVEM 和 命令 に よ つ て 実行 で きま す 。 

SAVE 〔(" (デパ イス 名 : ) ファ イル 名 ") (。 A)〕 

デバ イス 洗 と し て 、9 :-3:、CAS :, MEM9 : MEM1 :, EMM9 :ーEMM9 :, 

F9:ーF3:,HD0 :ーHD3 :, COM : を 使用 する こと が で きま す 。 

ら AVE 病 令 よ 、 メ イン メモ リ 内 の BAS | ご ビ プ ロブ ラム を 、 指定 され ね た デバ イス へ 指定 され だ 

ファ イル 名 で セー プ し ます 。 な お 、 フ ァイル 名 に は パス 名 を 付け て 、 階 層 デ イレ クト リ の 任意 の デ 

イレ クト リピ セー ガ き る こと が で きま ざす 。 

まだ 、 最 後に 入 ” オプ ショ ン を 指定 する と 、 プロ プラ ム を アス キー 形式 で セー ブ プレ し ます 。 ア ス 

キー 形式 と は プロ プラ ム を し L 1 ST 命令 で 画面 に 出力 され る よう な 文字 で セー プ す る こと で す 。 

A “を 指定 し な い 場 合 は 、 プ ロブ ラム は 中 間 コ ー ド に 変換 さわ て セー プ さ れ ま す が 。 アスキー セー 

ブ は 中 間 コ ー ド の セー ブ よ り も 多く の ファ イル 付 域 が 邊 要 に な り 、 そ の 結果 セー ブ や ロー ド に 時 間 

が お がり ます が 、 後 で 述べ る ME RGE 命 令 で 使用 する こと が で き 、 ま だ シー ケン シャ ル デ ー タ フ 

アイ ル と し て 用 いる こと が で きる な ど 、 有 利 な 点 び あり ます 。 

デバ イス 名 に “ COM : ” を 指定 し な 場合 、 プ ロブ ラム は RSー 2 3 2 O ポ ー ト へ 送り 出さ れ ま 

す 。 ご の 場合 、“ A “オプション を 付け な ぐ て も アス キー 形式 で セー ブ さ れ ま す 。 

( 例 ) 次 の プロ プラ ム を “XX 1 一 WORILD ” と いう 名 前 で セー プ し ます 。 
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1 の INFUT "NEVIN 
2 FOR F=1 TO N 
3 さ @ FRINT "X1…MORLD" 
4 の NEXT F 
Sg END 

RUN す る と 回 数 を 聞い て きま す ガ がら 、 数 字 を 入力 し て ぐだ さい 、。 入力 し だ 回 数 だ け ”X1 一 W 

ORLD ” と 表示 する 簡単 お プロ ブラム で す 。 

上 の プロ グラム を 入力 後 、 炊 の よう に し て セー ブ し ます 。 

・ カ セッ ト テ ー プ に プロ プラ ム を セー プ す る 場合 

SAVE "CS X1ーMORLD" 回 

ド 

い ・ 2 ジー ジイ スジ て ドラ イ ゴ 1 選 プ ログ プラ お 友 セー プ す る 揚 合 

SAVE "1 X1…MGRLD" 国 
ド 

・ そ の セー ブ を アス キー 形式 で 行う 場合 

SAVE "1sX1-MCRLD" 。 人 回 

ロ ド 

- プ ラフ ィ ッ ク メ モ リ に セー ブ す る 場合 

QFTION SCREEN 信 回 
ロト 
TNIT "MEMW ょ "回 
QRr you sureP(y gr n ロ )Y 

Gk 
SAME "MEM*※ エ ユーMORLD" 
ロ k 

し L 1ST ("デバ イス 名 : ファ イル 名 " (CC 開始 行 番号 ) (一 〔 終 了 行 番号 〕)〕 

デバ イス 名 と し て 、 SAVE 命 令 で 指定 で きる も の 以外 に "SCR: 7, 7 CRT : 7 (どちら 

も 画面 )、" し PT : ” (プリ ンタ ) が 使用 で きま す 。 

L 1 命令 を 実行 する こと に より 、 メ イン メモ リ 内 の プロ グラム を 、 指定 され だ デバ イス へ 、 

指定 され だ ファ イル 名 を 付け て アス キー 形式 で セー プ す る こと が で きま す 。 な お 、 フ ァイル 名 に は 

パス 名 を 付け て 、 暗 層 ディレク トリ の 任意 の ディ レフ トリ に セー ブ す る こと が で きま す 。 
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「SAVE ” フラ イル ディ スク リプ タ ”, A」 と で は 、 セ ー ブ す る 行 番号 を 指定 で きる 点 が 異な 

り ま す 。 し 1S「 症 令 は 、 メ イン メモ リ に ある プロ ブラ ム の 「 開 始 行 番号 」 か ら 「 終 了 行 番号 」 ま 

で が 、 ま た だ 、 「 開 始 行 番号 」 だ け を 指定 し だ 場合 は 、 そ の 行 番号 の 行 だ けが ガセ ー ブ さ れ ま す 。 

まだ 、 デ バイ ス 名 、 フ ァイル 名 を 人 省略 すれ ば 、 プロ ブラ ム を 画面 上 に 表示 する と いう 、 今 まで に 

何 度 も 出 て きだ 使い 亡 に な り ま す 。 

ご の 命令 と 、 後 で 述べ る ME RG 命令 を 合せ て 用 いる こと に よ つ て 、 あ る プロ ブラ ム の サブ ル 

ー チ ン を 他 の プロ ブラ ム に 追加 ける こと な ど が 容易 に 行え ます 。 

[ 倒 1] 

LIST "CASIEXP TU 。 滞 人 - 切 回 

トド 

ご これ を 実行 する と 、 メ イン メモ リ こ ある プロ ブラム の 行 番号 3 9 5 9 まで ガザ アス キー 形式 で 、 

カセ ッ ツ ト テ ー プ に EXP * と いう ファ イル 名 で セー プ さ れ ま す 。 

[ 例 2] 

LTST "ETEST" 。1ー4 多 回 
ロト 

これ を 実行 する と 、 メ イン メモ リ 上 に ある プロ ブラ ム の 行 番号 1 9 4 9 まで が ガ ア スキ ー 形 式 で 、 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ドラ イブ 0 に” TEST ” と いう ファ イル 名 で セー ブ さ れ ま す 。 

ら SAVEM (" (デバ イス 名 : ) ファ イル 名 『" ), 開始 アド レス , 終了 アド レス 

〔。 実行 開始 アド レス 〕 

デバ イス 名 と し て 、 SAVE 病 令 と 同じ も の が 指定 で きま す 。 

ら AVEM 令 は 、 メ イン メモ リ 内 の 機械 語 プ ロブ ラム を 外部 ファ イル に セー ブ プ し 、 な お ファ イ 

ル 名 に は パス 名 を 付け て 、 階 層 デ ィ レ クト リ の 任意 の ディ レク トリ に セー ブ プ す る こと が で きま す 。 

「 開 始 ア ドレ ス 」、 「 終 了 ジ ドレ ス 」 は 、 機 械 語 プ ロ プ ラム を セー ブ プ す る と き に その 範囲 を 指定 す 

る も の で 、 メ イン メモ リ 上 の 番地 を 指定 し ます 。 ご れ は ファ イル に 記録 きれ 、 ロ ー ド する と き に 使 

われ ます 。 

「 実 行 開始 アド レス 」 は 、 機 械 語 プ ロブ ラム を 実行 する と き の 開 始 ア ドレ ス を 指定 する も の で 、 

省略 する と 「 開 始 ア ドレ ス 」 が 「 実 行 開始 アド レス 」 こ とし て 使わ われ ます 。 

[ 倒 ] 

ce "CAS TEST リ 。 HB 。 HGS3FF 。 HEBME 
]」: 

125 



メイ ン メ モリ 内 の &H 8 0 9 9 ガ ら &H 8 9 FF に ある 実行 番地 &H 8 0 9 の プロ プラ ム を カ 
セッ ツ ト に セー ブ し ます 。 

4.2.2 プロ グラ ム の 再生 

導 紀 の / ト デ ー プ 、 フロ リウ ビー ディ の な ど に セー プ き まだ プロ プラ ムフフ ァイル を メイ ン メ モリ に 

移す こと を プロ ブラ ム の 再生 (ロー ド ) と いい ます 。 ロ ー ド は 、LOAD, RUN, LOADM 命 

令 に よ つ て 実行 で きま す 。 

相 人 9 導 還 は CT CV イス 宙 : ) ファ イル 誠 ") 

デバ イス 名 と し て 、SAVE 病 令 と 同じ も の が 指定 で きま す 。 

Q LOAD 命 令 は 、 外 部 ファ イル に 記録 きれ て いる BAS 1 C ど プロ プラ バム を メイ ン メ モリ ヘ ロ ー ド 

し ます 。 な お 、 フ ァイル 名 に は パス 名 を 付け て 、 階層 デイ レク トリ の 任意 の ディ レク トリ の ファ イ 

ル を ロー ド す る こと が で きま す 。 

アス キー 形式 で セー プ さ れ だ プロ グラム も 同じ 方 法 で ロー ド し ます 。 

ファ イル 名 は セー ブ プ し だ とき の も の と 同じ で な けれ ば な り ま せん 。 も し 、 指定 し た ファ イル が み 

つが ら な が つ だ 場合 は ” File _ not found "エラー に な り の ます 。 

な お 、 プ ロブ ラム を ロー ド す る と 、 そ れ ま で メイ ン メ モリ に あつ だ プロ グラ ム は 消え ます 。 

デバ イス 名 に “COM : ” を 指定 し た 場合 に は 、RS 一 2 3 2 O ビ ポート が ガ ら プロ プラム を 読み 込 

み ま す 。 ご の 場合 、 通 信 回 線 お ら 送 られ て ぐる プロ プラム は アス キー 形式 で な けれ ば な り ま せん 。 

[ 例 ] SAVE 命 令 の 所 で セー ブ プ し だ ファ イル 名 "XX 1 一 WORLD ” の プロ プラ ム を ロー ド し ま 

す 。 

・ カ セッ ツ ト テ ー プ ガ ら プロ ブラム を ロー ド す る 場合 

まず プロ グラ ム の 先頭 まで テー プ を 巻 戻 し (まだ は 早送り ) し た 後 、 次 の 命令 を 入力 し ます 。 

LOGRD "CASX1…MGORLD" 回 

(けり ド 

・ フ ロッ ピー ディ スク (ドラ イブ 1 ) お ら プ ロ プ ラム を ロー ド す る 場合 

LOQD "tgX1…MORLD" 軸 
GE 

月 り RIK" (デバイス ! ) ファ イル 湯 ず ) 

デバ イス 名 と し て 、SAVE 命 令 と 同じ も の が 指定 で きま す 。 
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RUN 命 令 は 、 外 部 ファ イル に 記録 きれ て いる BAS 1 〇 プロ ブラム を メイ ン メ モリ へ ロー ドレ 

だ 後 、 直 ち に 実行 し ます 。 な お 、 フ ァイル 名 に は パス 名 を 付け て 、 階層 ディ レフ トリ の 任意 の ディ 
レク トリ の ファ イル を ロー ド す る こと が で きま す 。 

まだ 、 デ バイ ス 名 、 フ ァイル 名 を 省略 すれ ば 、 メ イン メモ リ 中 の プロ ブラ ム を 実行 する と いう 今 
まで に 何 度 も 出 て きだ 使い 方 に な り ま す 。 

( 例 ) 

RUN "1gX1…MORLD "回 
ロト 

タ 回 活 回 ガイ メタ (ドラ イザ 1 ⑳4 1 一 WOR 似 4 選 同 グラ バ の を ロー ビレ だ 後 、 直 な に 

実行 し ます 。 

LOADM 〔 "(デバ イス 名 : ) ファ イル 名 " (。 ロー ド 開 始 ア ドレ ス 〕) 〔, RR]) 

デバ イス 名 と し て 、SAVE 命 令 と 同じ も の が 指定 で きま す 。 い 
LOADM5 令 は 、 外 部 ファ イル に 記録 され て いる 機械 語 プ ロブ ラム を メイ ン メ モリ へ ロー ドレ 

ます 。 な お 、 フ ァイル 名 に は パス 名 を 付け て 、 階 層 デ ィ レ クト リ の 任意 の ディ レフ トリ の ファ イル 
を ロー ド す る こと が で きま す 。 

「 ロ ー ド 開始 アド レス 」 を 指定 する こ 、 そ の アド レス カ ら 機械 語 プ ロブ ラム が ロー ド さ れ ま す 。 
「 ロ ー ド 開始 アド レス 」 を 省略 し だ 場合 、SAVEM で 指定 し だ 「 セ ー ブ 開 始 ア ドレ ス 」 カ ら ロ 

ー ド され ます 。 
最後 の パラメータ 中 ^ を 指定 し だ 場合 は 、 ロー ド し だ 後 で 直ちに プロ ブラ ム を 実行 し ます 。 
( 例 1) 

LOADM "CASsTEST" 。 。RR 画 
Ok 

カセ ッ ト に セー ブ さ れ だ " TEST / と いう 機械 語 プ ロ プ ラム が ロー ド さ れ ま す 。 

( 例 2) 

けけ ド 

7 TEST "と いう 機械 語 プ ロ プ ラム が ロー ド さ れ だ 後 、 直 ち に 実行 され ます 。 

4.2.3 ププ 各 ツ グラ アロ の ベリ ブ カ ヤ イ 

カセ ツ ト テ デー プ に セー プ し だ プロ プラ ム を メイ ン メ モリ に ある プロ ブラ ム と 比べ て 、 正しく セー 
プ ブ さ れ だ が どう ガ を 調べ る こと を 、 プロ プラ ム の ベリ ファ イ と いい ます 。 ご この と き 使 う の が 、VE 
R | FY ま だ は LO 〇 AD や で す 。 ご の 2 つ は まつ だ ぐ 同 じ 意 味 の 命令 で す 。 
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フ 
2 イ 
ル 
に 
に 
い 
て 

VER 1FY(" (CAS : ) ファ イル 名 ") 

LOAD や 〔(" (CAS : ) ファ イル 名 ") 

※ ご の 命令 で 扱え る デバ イス は " CAS : "の み で す 。 

この 命令 の 実行 は カセ ッ ト テ ー プ に プロ プラム を セー プ 後 すぐ に 行 つ て こ だ さ い 。 

[ 例 ] ここ で は SAVE 命 令 の 頂 で 示し た プロ プラム“ X 1 一 WORLD ” を カセ ッ ト テ ー プ に セ 
ー ブ し だ 後 、 ベ リフ ァ イ を 行う 手順 を 示し ます 。 
④① プ ログ ブラ ム を 入力 し ます 。 
② カ セッ ツ ト テ ー プ に * X 1 一 WORLD ” を セー プレ し ます 。 
プロ ブラ ム を セー プ で きる カセ ッ ト テ ー プ を デー タレ コー ド に セツ ト し ます 。 テ ー プ カウ ンタ を 
に し て お こく が 、 カ ウン タタ 番号 を 記録 し て お け ば カセ ツ ト テ ー プ の どこ に 記録 し た が の 目安 に な 

り ま す 。 

SAVE CAS : X 1 一 WORLD* 回 | 

と 入力 し て くだ さい 。 画面 に ひ に が 表示 され 、 カ ー ソ ル が 点滅 し を ら セ ー プ 終了 で す 。 
③ テ ー プ を セー ブ 有 開始 位 置 まで 巻 戻 し 、 炊 の よう に 入力 を 行い ます 。 

VER1FY?CAS :X1ーWORLD* 回 
正 し ズ セー プ さ れ て いる な ら ば 次 の よう に 表示 され ます 。 

Found "XX1-MORLD" 

正しく < セーブ プ さ れ て いな い 場 合 に は 次 の よう に 表示 され ます 。 

TaDGS PFPGSRGH @ レ ビビ ロビ 

この 場合 、 も う 一 度 セ ー プ し な お し て ぐだ さい 。 

さま 話 ブ ログ ラム の マー ジ 

- メイ ン メ モリ 上 に 存在 する BAS | CO プロ ブラ ム と 、 デバ イス 上 ガ ら 読み 込ん だ BAS 1 〇 プロ 

グラ ム と を 合成 し 、1 つの プロ ブラ ム に する こと を 、BAS | ど プ ロ プ ラム の マー ジ と いい ます 。 

こ ご れ ね に は ME RGE 病 令 を 使い ます 。 

ME RGE "(デバ イス 名 : ) ファ イル 名 『" 

デバ イス 名 と し て 、SAVE 命 令 と 同じ も の が 指定 で きま す 。 

指定 し た プロ ブラム ファ イル が 読み 込ま れ 、 メ モリ に 存在 する プロ ブラ ム と 組み 合わ むさ つ だ 1 つ 

の プロ プラ ム が ガメ モリ 上 に 作成 され ます 。 

セー ブ さ れ て いる プロ プラ ム は アス キー 形式 で セー プ さ れ て いる 秘 要 が あり ます 。 ア スキ ー 形 式 
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で な い フ ァイル を マー ジ し よう と する と “Bad flle 「mOde “ の エラ ー と な り ま す 。 

な お 、 双方 で 同じ 行 番号 の 行 が 存在 する 場合 に は 、 フ ァイル ガ ら 読み 込ん だ 万 が 優先 され ます 。 

( 例 」 MERGE の ま 順 を 示し ます 。 

④ 次 の プロ グラム を 入力 し て くだ さい 。 

19 DQTA 1 の 9, の 。 き の 人 4 の 。 5 の 。 6 の 。 プ の 。B の 。 9 の 。 1 の の 
2 の INFUT N 
3 の ウ FDR IT=1 TO N 
49 READ DA(1) 
5g NEXT 

@ 入 力 し だ プロ プラム を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (ドラ イブ 9 ) に アス キー 形式 で セー プレ し ます 。 

SAVE "9 :TEST", A 回 
OK 

2 
ア 
イ 

ル 
に 
2 
い 
杏 

③ メ イン メモ リ の プロ グラ ム を 消し ます 。 

NEW 加 
OK 

次 の プロ ブラム を 入力 し て て だ さい 。 

69 FOR J=1 TO N 
7 の EETImEETT+DR (T) 
8 の _ NEXT 
9 の FRINT EE ェ 

マー ジ を 実行 し ます 。 

MERGE "9:TEST" 回 

⑥ こ こ で L 1ST 市 と し て 、 リ スト の 確認 を し ます 。 學 の よう に マー ジ さ れ だ 1 つの プロ グ ブラム 
に な つて いる こと が わか が り の ます 。 

1 の DAT 1 の 2 の 。 き の 。4 の 5 の 。 6 の 。 プ の, の 。 9 。 1 の の 2 ITNFUT N 
き の FOR Tsm1 TO N 
4 RERSD Da(r) 
旨 芝 NEXT 
る FOR Jsm1 TO N 
Z の FETmEET+DR (J) 
8 NEXT 
9 FRITNT EET 
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ご の プロ ブラム は 、 行 番号 1 9 一 5 9 で DATA 文 が ら 指 定数 だ け デ ー タ を 読み 込み 行 番号 6 0 

<9 0 で その 合計 を 計算 し 表示 する と いう も の で す 。 

32 な プロ ウラ ム の 0 チェ イシ 

プロ グラ ム が 長 す ぎる だ めこ に 、 メ イン メモ リ で 一 度 に 処理 で き な い 場合 が か あり ます 。 そ ん な と き 
は 、 プ ロブ プラ ム を い ぐ つ が ガ に 分 割 し 、 そ れ ぞ れ 別 の ファ イル 名 で 外部 フラ イル に 記録 し て お きま す 。 
ご の こと を 「 プ ロ プ ラム を チエ イン する 」 と いい 、CHA | N 命 令 を 使用 し ます 。 

CHAIN "(デバ イス 名 : ) ファ イル 名 " 

デパ イス 名 と し て 、SA VE 命 令 と 同じ も の が 使え ます 。 

CHA IN を 実行 する と 、 使 用 し て いる 変数 を 保存 し 、 指定 し た デバ イス 内 の 指定 し た ファ イル 
名 の プロ ブラ ム を ロー ド し て 実行 し ます 。 

な お 、 ロ ー ド する 前 に オー プン し て いた デー タフ ァイル は CHA IN の 際 に フロ ー ズ され ませ ん 。 

( 倒 〕 2 つの プロ プラ ム を 用 いて CHA IN の 了 剛 を 示し ます 。 

サル (1) 

1 DIM IN( 全 の ) 
< の INFUT "DAT ニー コス ウリ N 
さぶ の FOUR L=1 TO N 
人 4 の FRINT Li リフ メー プ DaATARA" 
ら INFUT IN(L) 
6 の _ NEXT 
7 の CHRIN "の SRMFLLES リ 

( 注 ) カセ ッ ト テ ー プ を 使用 する と き は 、 行 番号 7 9 を 次 の よう に 変え て 入力 し て ぐだ さい 。 

7 CHATN"TCASg SMNPLE2" 

( 例 ) サン プル (2) 

1 の FOUR M=1 TO NN-1 
で の Em 人 BS(TN(M) INK(FKHF1 ) ) 
3 FRINT 
4 の PRINT "1"saIN(M)sTAB(1 の ) ョ リー" リ iTN(M+T1)aTRB(CESOa "mVIE 
ら の NEXT 

0 まめ プル (2) の プロ グラ の を 入 坊 レフ ロッ ピー ディ ス ツ (ドラ イブ 9) に “SAMPLE タ 7 

と いう ファ イル 名 で セー プ し ます 。 
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SAVE " 9:SAMPLE2" 周 

OK 

( 注 】 カセ ツ ト テ ー プ を 利用 する 場合 は 次 の よう に し て ぐだ さい 。 

SAVE "CAS : SAMPLE2" 回 

メイ ン メ モリ を クリ ア し ます 。 

NEW 回 
OK 

③ サ ンプ ル 〈 1 ) の プロ ブラ ム を 入力 し 、 実行 し ます 。 デ ー タ の 個数 と デー タ を 入力 する と 隣り 合 

う 2 つの 数 の 差 を と つて 絶対 値 を 表示 する プロ ブラ ム で す 。 

RUN 
DRTR コ 295 
1 ポメ フ DRIR 
.2 が み ノ DRTR 
3 ポメ ノ DRTR 
? .419 
1 143.3 - 12345.67 |= 12292.37 
1 12345.67 - .41 に 12345.26 
Uk 

サン ブル (1 ) の 7 9 行 の CHA 1N 命 令 を 実行 する こと に より 、 フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ドラ イブ 

0 まだ は カセ ツ ト テ ー プ ガ ら サン プル (2 ) の プロ ブラム が ロード され 、 実行 され ます 。 

まだ 、 サンプル (2 ) は 、CHA IN 病 令 に よ つ て サン プル ( 1 ) の 変数 が 保存 され て いる だ め 、 

サン プル (1 ) の プロ ブラ ム で 入力 され を だ データ ガ 負 理 され 表示 され ます 。 

だ だ し CHA | N 病 令 が 実行 きれ る と サン プル (1 ) の プロ ブラ ム は 消去 され ます の で 注意 し て 
ぐだ さい 。 
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本 は 8 シー ジン シヤ ルアン モズ ファ アイ 北 

プロ グラ ム 中 で 使用 する デー タ は 、 外部 フタ イル に デー タフ ァイル と し て セー ププ ロー ド す る こ 

と が で きま す 。 デー タフ アイ ル に は シー ケン シャ ル ア ク セス ファ イル と ラン ダム アク セス ファ イル 

の 2 種類 が あり ます 。 

シー ケン シャ ヤ ル ア フ セス フ ァイル は 、 連 続 的 に 書 お れ ね だ ファ イル の こと で 、 次 の よう お 特徴 が あ 

り ま す 。 

・ フ ァイル の 中 で は デー タ は 書き 込ま れ だ 順番 に 並ん で お り 、 デー ツタ を セー ブロ ー ド する 際 に は 

先頭 がら 順番 に 行い ます 。 

・ デ ー タ の 内 容 を 変更 する 際 こ に は 、 内 容 を 変更 し な い デ ー タ も 順に 読み 出し 、 和 め 要 な 処理 を 行 つ だ 

後 で まとめ て ファ イル に 書き 込む こと が 和 め 要 で す 。 

・ 記 録 し た ファ イル の 最後 に デー を 追加 する こと が で きま す 。 

・ フ ァイル の 中 の デー タ は 順序 よく 並ん で お り 、 無 駄 が びあ り ま せん 。 

・ フ ァイル の 作成 が 比較 的 科 単 に 行え ます 。 

4.3.1 シー ケン シャ ル ア フ セス ファ イル の 作成 
シー ケン シャ ル ア ク セス ファ イル を 作成 し た り デ ー タ の 保存 ・ 再 生 を 行う に は 、 プロ プラ ム フ ァ 

イル の よう に 1 つの 命令 で 行う こと は で きま せん 。 
シー ケン シャ ル ア ク セス ファ イル を 作成 する に は 、 〇 OPEN 命令 を 用 いて 次 の よう に し ます 。 

OPEN " O ", # フ ァイル 番号 , "(デバ イス 名 : ) ファ イル 名 " 

ファ イル 番号 は 、 プロ ブラム 中 で その ファ イル を 扱う だ め の 識 別 番号 で 、1 一 1 5 の 整数 を 指定 

し ます 。 
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ご れ に よ つ て 新しい ファ イル が 作成 され 、 そ の ファ イル に 対し て デー タ を 書き 込む こと が で きる 

よう に な り ま す 。 

デー タ を 書き 込む に は 、 PR 1NT# な ご ど を 用 いま す 。 すべ て の デー タ を 書き 込ん だ ら 、 その 内 容 

を 保持 する だ を め に 、 オ ー プ ン し を ファ イル を 閉じ る と いう 処理 が 秒 要 で す 。 そ の だ め の 命 令 が CL 

〇 SE で す 。 

CLOSE # フ ァイル 番号 

ご の ファ イル 番号 は 、 〇 OPEN の 際 に 指定 し を だ も の と 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 ご この よう 

に し て 閉じ られ だ ファ イル は 、 再び オ ー プ ン さ れ な い 限 り 、 読 み 出す こと も 書き 込む こと も で き な 

ぐ な り ま す 。 

シー ケン シヤ ャ ヤル アク セス ファ イル へ の デー タ の 保存 する 訪 法 を 、 実際 の プロ ブラ ム 例 を 用 いて 

明 し ます 。 な お 、 病 令 の 詳細 に つい て は 、 TBASIC リフ ァ レ ンス マニ ュ ユア ル 」 を 参照 し て ぐだ さ 

い 。 

に 

次 の プロ グラ ム を 入力 し て ぐだ さい 。 

19 OPEN "0”",#1, "1:DATA” 
29 INPUT “名 前 は ”:NA$ 
39 INPUT " 何 才 で すか ":AGE 
49 PRINT #1,NA$ 
5 PRINT #1,AGE 
69 CLOSE #1 
169 OPEN "1",#1. "1:DATA" 
116 INPUT #1,NA$ 
120 INPUT #1,AGE 
139 PRINT "名 前 は ":NA$:" で す 。”" 
149 PRINT " 歳 は ":AGE:" 才 で す 。”" 
159 CLOSE #1 

( 注 】 カセ ツ ト テ ー プ を 使用 する 場合 は 、 行 番号 1 9 お よび 1 9 9 を 次 の よう に 書き 換え 、 さ ら に 

行 番号 7 9 を 新 だ に 入力 し て ぐだ さい 。 

19 OPEN "0 ,#1. "CAS:DATA" 
79 APSS -1 
196 OPEN "1 ,#1 "CAS:DATAP 

それ で は 、 プロ ブラ ム の 説明 を 行い ます 。 

16 OPEN "0”,#1 "1:DATAP 
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シー ケン シヤ ル ア ク セス ファ イル を 作成 し 、 そ れ に デー タ を 書き 込む こと を 宣言 する だ ため に 、O 

PE N 病 令 を 使い ます 。 〇 PEN 命 令 の 各 パ ラメ ー タ に よっ つて 、 炊 の こと が 設定 され て いま す 。 

1 ファ イル へ の デー タ の 書き 込み (OUTPUT) を 設定 し ます 。 

二 放 wof20739 出力 する ファ イル 番号 を # 1 に 設定 し ます 。 

| Eo 出力 デバ イス を “1 : ? に 、 フ ァイル 名 を “DATA ” に 設定 し ます 。 

すなわち 、 行 番号 1 9 の 実行 に よ つ て 、 フ ロッ ピー ディ スク (ドラ イブ 1 ) の * DATA* と い 

う フ ァイル に 対し て 、 デ ー タ の 出力 が 可能 に な り ま す 。 ま だ た だ 、 以 後 の フ ァイル 処理 は ファ イル 名 で 
は な ぐ フ ァイル 番号 で 行い ます 。 

29 INPUT "名 前 は ”":NA$ 
3 INPUT " 何 才 で すか ":AGE 

行 番号 2 9, 3 9 で シー ケン シヤ ルフ ァイル に 出力 する デー タイ を 用 意 し ます 。 

49 PRINT #1,NA$ 
5 PRINT #1,AGE 

行 番号 4 0, 5 9 で は 、 フ ァイル 番号 1 で オー プン され だ ファ イル に デー タ を 出力 し ます 。 シー 

ケン シヤ ル ア ク セス ファ イル に デー タ を 出力 する 闘 令 は 、 こ の PR 1NT# の 他 に WR 1 TE# ガ あ 

り ま す 。 ご の 2 つの 症 令 の 違い に つい て は 「BAS 1C リ ファ レン スマ ニュ アル 』」 を 参照 し て くだ 

さい 。 

569 CLOSE #1 

すべ て の デー タ を 書き 込ん だ な ら ば 、 フ ァイル を フロ ー ズ し ます 。 行 番号 6 9 で は ファ イル 番号 

1 の ファ イル を 閉じ て いま す 。 

4.3.2 シー ケン シャ ル ア フ セス ファ イル の 読み 込み 

シー ケン シャ ル ア ク セス ファ イル の デー タ を 読み 込む に は 、 作 成 し た と き と 同 様 に フラ イル を 〇 
PEN す る 秘 要 が あり ます 。 だ だ し 、 こ ん ど は ” 〇 / の 代わ り に “| ” (INPUT) を 指定 し ます 。 

OPEN "1", # フ ァイル 番号 , "(デバ イス 名 : ) ファ イル 名 " 

ファ アイ ル 番 号 と し て 、1 一 1 5 の 整数 を 指定 し ます 。 

ご れ に よ つ て 、 そ の ファ イル ガ ら デー タイ を 読み 込む こと が で きる よう に な り ま す 。 

最後 に は 、 や は り の CLOSE を し な けれ ば な り ま せん 。 

CLOSE # フ ァイル 番号 
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ご の ファ イル 番号 は 、 〇 OPEN の 際 に 指定 し た も の と 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 

再び 例 を 用 いて 、 シ ー ケ ン シ ヤ ャ ヤル アク セス ファ イル ガ がら の 読み 込み を 見 て みる こと に し まし よう 。 

169 OPEN “1” ,#1 1:DATAP 

シー ケン シャル アフ セス ファ イル が ら デ ー タ を 読み 出す 場合 、 書 き 込む 場合 と 同様 OPEN 文 で 

ファ イル を オー プン する 門 要 が あり ます 。 だ だ し 、 今度 は 読み 出し で す ガ が ら 、” 1 “CINPUT) 

に 換え ます 。 

行 番号 1 9 9 の に よ つ て 、 フロッピー ディスク (ドラ イブ 1 ) の シー ケン シャ ヤル ア クセ ス フ ァ イ 

ル ?”DATA” ガ ら デ ー タ の 読み 出し が 可能 と な り ま す 。 

110 INPUT #1,NAS$ 
120 INPUT #1,AGE 

行 番号 1 1 9, 1 2 9 で は ファ イル 番号 1 で オー プン され だ ファ イル ガ ら デー タ を 変数 NA, 

AGE に 読み 込み ます 。 シーケンシャル アクセス ファ イル で は 、 デ ー タ を 読み 出す 場合 、 書 き 込ん 

だ 順に 行う 秒 要 が あり 、 一 部 の デー タレ カ が 必要 と し な い 場 合 で あつ て も 、 そ の 前 に 書き 込ま れ だ デ 

ー タ を いつ だ ん 読み 出さ な ぐ て は な り ま せん 。 

139 PRINT "名 前 は ”":NA$:" で す 。 W 
149 PRINT ”" 歳 は ”":AGE:" 才 で す 。 

行 番号 1 3 0, 1 4 9 で は 、 シ ー ケ ン シ ヤ ル ア ク セス ファ イル ガ ら 読み 出し た デー タ を 画面 に 表 

示し ます 。 

159 CLOSE #1 

行 番号 1 5 0 で は ファ イル 番号 1 の フラ イル を 開 じ て いま す 。 デ ー タ 書き 込み だ け で な ぐ 、 読 み 

出し の 場合 で も 、 そ の 実行 が 終わ つ だ な ら ば ファ イル を 閉じ る 秒 要 が あり ます 。 

まだ た 、 カ セツ ト テ ー プ を 使用 する 場合 、 行 番号 7 9 を 追加 し て ぐだ さい 。 

79 APSS -1 

これ は 行 番号 1 9 一 6 9 で 作成 し た を ファ イル の 頭 出し を 行う だ め の 命 令 で す 。 

( 例 ) この プロ ブラ ム の 実行 例 を 示し ます 。 

RIN 可 陸 
名 前 は ? パソ コン テレ ビ 
価 才 で すか ? 2 画 
名 前 は パソ コンテ レビ で す 。 
歳 は 2 才 で す 。 
い 

「 パ ソコン テレ ビ 」 は 全角 文字 、「 2 」 は 半角 文字 で 入力 し て ぐだ さい 。) 
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4.3.3 シー ケン シヤ ル ア フ セス ファ イル へ の 追加 

シー ケン シヤ ル ア ク セス ファ イル で は 、 フ ァイル の 任意 の 位置 へ の 書き 込み / 読 み 出 し は 行う こ 

と は で きま せん が 、 フ ァイル の 一 番 最後 に ビデ ー タ を 追加 する こと が で きま す 。 だ だ し 、 カ セッ ツ ト テ 

ー プ で は デー タ を 追加 する こと は で きま せん 。 

デー タ を 追加 する に は 、 〇 OPEN の 際 に “ A / (APPEND) を 指定 し ます 。 

OPEN『" A ", # フ ァイル 番号 , "(デバ イス 名 : ) ファ イル 名 " 

ご ご で は 、 先 ほど 作成 し た シー ケン シヤ ル ア ク セス ファ イル に デー タ を 追加 する 例 を あげ て 説明 

し ます 。 

次 の プロ グラム を 入力 し て ぐだ さい 。 

19 OPEN "A" 1 "1:DATAP 
20 INPUT “名 前 は ”:NA$ 
25 IF NA$="END'” THEN 66 
39 INPUT ” 何 才 で すか ":AGE 
40 PRINT #1.NA$ 
59 PRINT #1.AGE 
55 GOTO 26 
69 CLOSE #1 
199 OPEN "1 ,#1 "1:DATA" 
195 IF EOF(1) THEN 159 
116 INPUT #1,NA$ 
129 INPUT #1,AGE 
136 PRINT “名 前 は ":NA$:" で す 。" 
1496 PRINT " 歳 は ":AGE:" 才 で す 。“" 
145 GOTO 195 
159 CLOSE #1 

それ で は 、 プ ロブ ラム の 説明 を 行い ます 。 

19 OPEN "A” ,#1 1:DATAT 

デー タ の 追加 で フラ イル を オー プン する 場合 、 パ ラメ ー タ を A ” (APPEND) に し ます 。 行 

旨 9 K2Eh ピ ビー デ ィ ズ スタ (に ライ プ 1) の DATA “と いう シー ケン シャ ル ア フ セス フ 

アイ ル に デー タ を 追加 する こと を 宣言 し て いま す 。 

29 INPUT “名 前 は ”:NA$ 
25 IF NA$=”"END” THEN 69 
3 INPUT ” 何 才 で すか ":AGE 
49 PRINT #1,NA$ 
59 PRINT #1,AGE 
55 GOTO 29 
69 CLOSE #1 
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行 番号 2 5 の | 文 と 行 番号 5 5 の G 〇 TO 文 で 何 回 も デー タ を 入力 で きる よう に な つて いま す 。 

追加 を れる デー タ は 、 そ ね れ 以 前 の デー タ の 後ろ る に 、 順 に 追加 され ます 。 行 番号 6 9 まで で デー タ の 

追加 は 終わ り で す 。「 名 前 は や 」 の と ころ る で“ END” と 入力 する と デー タイ の 追加 が 終わ り ま す 。 

196 
165 
119 
129 
139 
149 
145 
156 

0PEN "1 "1 "1:DATA" 
IF EOF(1) THEN 156 
TINPUT #1,NA$ 
INPUT #1,AGE 
PRINT "名 前 は ":NA$:" で す 。" 
PRINT " 歳 は ":AGE:" 才 で す 。”" 
GOTO 1965 
CLOSE #1 

行 番号 1 9 9 一 1 5 9 で は 、 追 加 さ ね を シー ケン シャ ヤル アフ セス ファ イル ガ が ら 、 デ ー タ の 入力 を 

行い 、 画面 に 表示 し ます 。 行 番号 1 9 5 の | 文 は シー ケン シャ ル ア ク セス ファ イル の 終わ り を 三 
OF 関数 (END OF FILE) に よ つ て 検出 し 、 も し 終わ り で あれ ば 行 番号 1 5 9 に ジャ ンプ 

する ご と を 意味 し ます 。 ビ OF 関数 は 最後 の デー タ な ら ば 真 と いう 値 (一 1 ) を 返し 、 そ う で な け 

れ ば 傷 と いう 値 (0 ) を 返し ます 。 

( 例 ) 以下 は この プロ ブラ ム の 実行 例 で す 。 

kr 本 
末 

選 に トト 当 デ 
2 だ 

薄 0O 甘 ロ 半 ロ Qt 可 O は 7 を 
つう 

本 本 

4.4 ラン タム アク セス ファ イル 

シー ケン シャ ル ア ク セス ファ イル に 対し て 、 ラ ンダ ム ア ク セス ファ イル と は 、 1 レコ ー ド (= 2 
5 6 バイト) 単位 で その 記録 位置 を 指定 で きる デー タフ ァイル の こと で 、 炊 の よう な お 特徴 が びあ り ま 
す 。 

・ ファ イル 中 の デー タ は 、 イ ン デ ックス に よ つ て 直接 任意 の レコ ー ド を 指定 で きる よう に な つて い 

る だ め 、 デ ー タ の 保存 ・ 再 生 は レコ ー ド ご と に ラン ダム に 行え ます 。 

・ フ ァイル 中 の 一 部 の デー タ だ け を 取り 出し て 変更 する こと が 可能 で す 。 
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パン り 

・ 記録 し た デー タダ の 最後 に デー タ を 追加 する こと が で きま す 。 

・ デ ー タ が ガ 少 な い 場 合 で も ロー ド ・ セ ー ブ を 1 レコ ー ド ご と に 行う の で 無駄 な 部 分 ザ ず 生 じ ま す 。 

・ フ ァイル の 作成 の だ め に 多 こ の 設定 が 秒 要 な だ め 、 シー ケン シャ ヤル アク セス ファ イル に 比べ て プ 

ログ ブラム が 複雑 に な り ま す 。 

シー ケン シャ ル ア ク セス ファ イル を 用 いれ ば ほとん どの デー タ 負 理 が 行え ます が ガ 、 ランダム アク 

セス ファ イル を 自由 に 使い こなし て こそ 、 初 め て コン ピコ ユー タ の 価値 が 発揮 で きる と いえ ます 。 

4.4.1 ラン ダム アフ セス ファ イル の 作成 

シー ケン シヤ ル ア ク セス ファ イル で は 、“ | ” な どの パラ メー タ を 用 いて 、 フ タイ ル を どの よう 

に アク セス する ガ を 指定 し な けれ ば な り ま せん で し だ た 。 

ご れ に 対し て ラン ダム アク セス ファ イル は 、 ど ん な 場合 で あめ つて も “ R ” (RANDOM) と 指定 

し ます 。 

OPEN " R ", # フ ァイル 番号 ,。 "(デバ イス 名 : ) ファ イル 名 “" 

ご ご で 、 フ ァイル 番号 は 、 シーケンシャル アク セス ファ イル と 同様 に 、 フ ァイル を 識別 する だ め 

の 整数 で 、1 一 1 5 で 指定 し ます 。 

も し 、 〇 OPEN し だ と き に 指定 し た フラ イル が 存在 し な けれ ば 、 新 し い ラ ンダ ム ア ク セス ファ イ 

ル ガ が 作成 され ます 。 

ラン ダム アク セス ファ イル の 場合 も 、 フ ァイル の 操作 が 終わ つ だ 時 点 で フロ ー ズ し な けれ ば な り 

ませ ん 。 

CLOSE # フ ァイル 番号 

ファ イル 番号 は 、 〇 PEN の 際 に 指定 し た も の と 同じ で な けれ ば な り ま せん 。 

4.4.2 レコ ー ド の 割り 付け 

ラン ダム アク セス ファ イル は 、 決 まつ だ 大 き さ (2 5 6 バイ ト ) の レコ ー ド が 集 ま つ た も の と 考 

える ご と が で きま す 。 レ コー ド を 指定 する に は 何 番目 の レコ ー ド で ある が ガ を 言え ば よこ 、 ご の 数 の 

ご と を レコ ー ド 番号 、 ま だ は イン デック フス と 言い ます 。 

ラン ダム アク セス ファ イル は 、 デ ー タ の 入出 力 を 1 レコ ー ド (2 5 6 バイ ト ) の 大 きこ さ の ファ イ 

ル パ バツ ファ (メイ ン メ モリ 上 で デー タ を 一 時 的 に 殆 え る 場所 ) を 介し て 行い ます 。 デ ー タ を 読み 込 
お と き は 、 指 定 し だ を レコ ー ド 番号 の レコ ー ド の 内 容 を いつ だ ん ファ イル バッ ファ に 読み 込み 、 デ ー 
タダ を 書き 込む こき は 、 い つ だ ん ファ イル バッツ ファ に デー タ を 格納 し て ガ ら 指定 し た レコ ー ド 番号 の 

レコ ー ド に 書き 出す こと に な り ま す 。 

プア ァイル パッ ファ に 格納 する デー タ は すべ て 文字 列 に 変換 する 必要 が びあ る だ め に 、 シ ー ケ ン シ ヤ 

ル ア ク セス ファ イル に 比べ て よけい な お 手間 が が か り ま す 。 

レコ ー ド を どの よう に 使う を 決め る だめ に F | し D を 用 いま す 。 
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FIELD # フ ァイル 番号 , フィ ー ル ド 幅 AS 文字 変数 , 

ご ご で ファ イル 番号 は 、 〇 OPEN の 際 に 指定 し を も の と 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 
「 フ ィ ー ル ド 幅 AS 文字 変数 」 に よ つ て 、 レ コー ド の 最初 か ら 「 フ ィ ー ル ド 幅 」 を 「 文 字 変 

数 」 に 割り 当て ます 。 ご これ を 繰り 返す こと に よ つ て 、 そ の 次 の 「 フ ィ ー ル ド 幅 」 を 、 次 の 「 文 字 変 
数 」 に 割り 当て て ゆく ぐことができます 。 

な お 、F 1ELD 文 は フタ イル バツ ファ に 変数 の 割り 付け を 行う ざけ で 、 デ ー タ を ファ イル バツ 
プア や ファ イル に 入出 力 け る わけ で は あり ませ ん 。 

( 例 ) 

FIELD#1. 19 AS AS, 2 AS BS$ 

パン U 碧 で へ | 

プア イ ル 番 号 1 の フラ イル の レコ ー ド を 、 最 初 の 1 6 文字 分 を A や に 、 炊 の 2 文字 分 を 巳 お に そ 
れ ぞ れ 割 りら 当て ます 。 

4.4.3 ラン ダム アフ セス ファ イル へ の 書き 込み 
ラン ダム アク セス ファ イル へ デ ー タ を 書き 込む に は 、 い つ だ ん ファ イル バッ ファ に 値 を 設定 し て 

お お な けれ ば な り ま せん 。 
その 際 、 数 値 デ ー タ は 文字 型 に 変換 し な けれ ば な り ま せん 。 そ れ に は 次 の 関数 を 用 いま す 。 

MK | や (整数 ) 

MKS お ( 単 精度 実数 ) 

MKD ヾ ( 倍 精 度 実数 ) 

その 後 で 、F 1 ELD 文 で 割り 当て な 文字 変数 に 値 を 格納 する わけ で す が 、 ご これ に は 普通 の 代入 
文 を 用 いる こと は で き ざ 、 次 の 命令 を 用 いな けれ ば な り ま せん 。 

LSET 文 守 変 数 王 文字 式 

RSET 文字 変数 王 文字 式 

ご ご こ で 、 「 文 守 式 」 は 、F | し D 文 で 割り 当て だ も の で な けれ ば な り ま せん 。 
LSE「 は 「 文 字 変数 ] の 表す フィ ー ル ド の 中 に 左 詰め で 格納 し RSE 丁 は 右 詰 めで 格納 し ます 。 
値 を 格納 し 終わ の つ を ら 、 1 レコ ー ド を ファ イル に 書き 出し ます 。 

PU「 # フ ァイル 番号 , レコ ー ド 番号 

ご れ で 、 フ ァイル 番号 の フタ イル の レコ ー ド 番号 の レコ ー ド に 1 レコ ー ド が 書き 込ま れ ま す 。 
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4.4.4 ラン ダム アク セス フ ァイル の 読み 出し 

ラン ダム アク セス ファ イル が ら デ ー タ を 読み 出す に は 、 い つ だ ん ファ イル バッ ファ に 1 レコ ー ド 

読み 込ま なけ ば な り ま せん 。 

GET # フ ァイル 番号 , レコ ー ド 番号 

ご れ で 、 フ ァイル 番号 の フラ イル レコ ー ド 番号 の レコ ー ド が ガ フ ァイル バツ ファ に 読み 込ま れ ま す 。 

レコ ー ド は F | ELD 文 で 割り 当て られ だ 形式 で デー タ ガ が 格納 さ れ て いま す 。 デ ー タ は すべ て 文 

字 列 と し て 格納 され て いま す の で 、 数 値 デ ー タ の 場合 に は 値 を 変換 し な けれ ば な り ま せん 。 

CV | ( 及 守 変数 ) 整数 に 変換 され ます 

CVS ( 文 守 変 数 ) 単 精度 実数 に 変換 を れ ま す 

CVD ( 有 凛 守 変数 倍 精度 実数 に 変換 され ます 

い ご ご こ で 、 文字 変数 は F 1 ヒ ELD 文 で 割り 当て られ だ 変数 で な けれ ば な り ま せん 。 

以上 で レコ ー ド 内 の デー タ を 読み 込む こと が で きま し だ 。 

っ 
の 
イ 
ル 
に 
4 

| 

以上 を 簡単 な 例 を 共 げ て 説明 する こと に し まし よう 。 

ま ざ 、 次 の プロ プラ ム を 入力 し て ぐだ さい 。 

プロ グラ ム ( 1 ) デー タ 保 存 例 

19 OPEN ”R”,#1. 1:RDATA" 
29 INPUT "名 前 は ”:NA$ 
39 INPUT ” 何 才 で すか ":AGE% 
49 T$=MKT$(AGE%) 
59 FIELD #1.196 AS A$.2 AS B$ 
69 LSET A$=NA$ 
79 LSET B$=T$ 
89 PUT #1,1 
96 CLOSE #1 

それ で は 、 プロ ブラ ム の 説明 を し ます 。 

16 OPEN "R” ,#1 1:RDATAP 

ラン ダム アフ セス ファ イル を オー プン する 場合 、” R ? モー ド 〈Random fle mod@) 指 

定 を 行い ます 。 な お 、 ラ ンダ ム ア ク セス ファ イル の 場合 、 入 力 、 出 力 で 別 の モー ド 指 定 を 行 つ 和 め 要 

は な <、 1 つの OPEN 文 で デー タ の 入出 力 を する こと が 可能 で す 。 行 番号 1 9 で は 、 フ ロッ ピー 

ディ スク ドラ イブ 1 に? RDATA” と いう 名 の ラン ダム アク セス ファ イル を オー プン し て いま す 。 
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29 INPUT "名 前 は ”:NA$ 
39 INPUT ” 何 才 で すか ":AGE% 
40 T$=MKT$(AGE%) 

ラン ダム アク セス ファ イル に 出力 する デー タ は 文字 型 の も の だ け で 、 数 値 型 は 使用 で きま せん 。 

その だ め 、 数 式 を 文字 列 に 変換 し だ あと で 出力 する 必要 が あり ます 。 数 式 を 文字 列 に 変換 する 命令 

は 、 行 番号 4 9 の MK | や の 他 に MKS お 、 MKD お が あり ます 。 

59 FIELD #1.19 AS A$,2 AS B$ 

ラン ダム アク セス ファ イル の デー タ の 入出 力 を 行う 場合 、1 レコ ー ド (2 5 6 バイ ト ) の デー タマ 
を ファ イル パッ ツ フ ァ に 区 え て お き 、 1 レコ ー ド 分 ずつ 入出 力 を 行い ます 。 ま た だ 、 そ の ファ イル バッ 
プア は 、 入 出力 の 前 に デー タ の 割り 付け が な され て な けれ ば な り ま せん 。 そ れ を 行う の が F | EL 
D 文 で 、 行 番号 5 0 の 場合 、 フ ライ ル 番 号 1 用 の ファ イル バツ ファ の 最初 の 1 9 バイ に を AS$、 炊 
の 2Z バ イト を B$ に 割り 付け て いま す 。 な お この 場合 、 残 り 2 4 4 バイト は 未 使用 こ な り 、 だ い へ 
ん ぜ い だ ご な 使い 方 と いえ ます 。 

69 LSET A$=NA$ 
79 LSET B$=T$ 

行 番号 6 9, 7 9 で は 、F 1ELD 文 で 割り 村 け を フタ イル バッ ファ に LSE 「 を 用 いて デー タ 

を 格納 し て いま す 。 

89 PUT #1,1 

PUT 文 に よ つ て ファ イル バッ ファ の 内 容 が ラン ダム アク セス ファ イル に 出力 され ます 。 行 番号 

8 9 で は 、 フ ァイル 番号 1 の ファ イル バッ ファ に ある デー タ を OPEN 文 で 指定 し だ" RDATA 

? と いう ファ イル の レコ ー ド 番号 1 に 書き 込ん で いま す 。 ラン ダム アク セス ファ イル に は レコ ー ド 

番号 が 記録 きれ る よう に な つて いる の で 、 こ の レコ ー ド 番号 の 指定 を 変え る こと に よ つ て デー タ の 

ラン ダム ね な 入出 力 が 可能 と な り ま す 。 

99 CLOSE #1 

行 番号 9 0 で は オー プン され て い だ ラ ンダ ム ア フ セス ファ イル を 閉じ て いま す 。 ラ ンダ ム ア ク セ 

スズ ファ アイ ル の 場合 、 入 出力 を 1 つの OPEN 文 、F 1 し LD 文 で 行う こと が で きま す 。 

〔( 例 ) この プロ ブラ ム の 実行 例 を 示し ます 。 

RUN 一 
な ID ソコ ッ テ ャ セレ 特 
人 2 画 
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※ 入 力 す る 文字 「 パ ソコ ン テ レ ビ 」 は 全角 文字 で 入力 し て くだ さい 。 

プロ グラ ム ( 2 ) デー タダ 再生 例 

19 OPEN "R ,#1 1:RDATA" 
29 FIELD #1.16 AS A$,2 AS B$ 
39 GET #1,1 
46 AGE%=CVI(B$) 
59 PRINT "名 前 は "iA$:" で す 。" 
69 PRINT " 歳 は ":AGE%:" 才 で す 。" 
7 CLOSE #1 

それ で は 、 プ ロブ プラ ム の 説明 を し ます 。 

16 OPEN "R”,#1 "1:RDATA" 
29 FIELD #1.19 AS A$,2 AS B$ 

行 番号 1 9 で ラン ダム アフ セス ファ イル を デー タタ 入力 の なめ に オー プン し て いま す 。 ラ ンダ ム ア 
セス ファ イル の 場合 、 前 に 述べ だ よう に デー タ の 入出 力 で オー プン 方法 は 変り ませ ん 。 行 番号 2 
0 で は フタ イル パッ ファ に 変数 を 割り 付け て いま す 。 ご の 場合 、 変 数 名 は 出力 時 と 変え て も まい 
ませ ん が 、 フ ァイル バッ ファ の 割り 付け 方 は 同じ に する 入 要 が あり ます 。 

39 GET #1,1 
49 AGE%=CVI(B$) 
56 PRINT "名 前 は ":A$:" で す 。” 
69 PRINT " 歳 は ":AGE%:" 才 で す 。”" 
7 CLOSE #1 

ファ イル ガ ら 1 レコ ー ド (2 5 6 バイト) 分 の デー タ を ファ イル バッ ファ に 入力 する に は GE 十 
文 を 使い ます 。 行 番号 3 9 の 場合 、 フ ァイル 番号 1 の フラ イル バッ ファ に OPEN 文 で 指定 し た 
RDATA* と いう ファ イル の レコ ー ド 番号 1 から デー タ を 2 5 6 バイ ト 読 み 出し て いま す 。 
ファ イル バッ ファ に 読み 込ま れ だ た データ は F | し D 文 で 割り の つけ だ 文字 変数 を 使用 する こと に 

よ つ て 取り 出せ ます 。 ま だ 、 い つ だ ん 文字 式 に 変換 し だ 数 値 は 、CV | , CVS, CVD を 用 いて 
も と の 数 値 に 変換 し ます 。 

以上 は 行 番号 4 9 6 9 で 行わ れ て お り 、 行 番号 79 で は 入力 の だ なめ に オー プン し た ファ イル を 閉 
じ て い ます 。 

( 例 ) それ で は 実行 例 を 示し ます 。 



※ ご の プロ ブラ ム の 実行 前 ご プロ プラ ム ( 1 ) が 実行 きれ て いる 秘 要 が あり ます 。 

プロ グ ブラム (1 ) で 名 前 の 入力 を する 際 に 全角 文字 で 「/ パ パソ コン テレ ビ 」 と 入力 し まし た が 、 
1ELD 文 で その フタ ライル バッ ファ の 領域 を 1 9 バイ ト し ガ 設 け な ガ つた ため 、 こ の プロ ブラ ハム で 
は “パソ コン テ “ と し ガ 表 示さ れ ま せん 。 デ ー タ を ファ イル バッ ファ に 割り 付け る 場合 、 そ の 大 き 
さ に 注意 する 秒 要 が あり ます 。 

4.4.5 ラン ダム アフ セス ファ イル へ の デー タ の 追加 と デー タ の 変更 
ラン ダム アク セス ファ イル は シー ケン シャ ル ア フ セス ファ イル に 比べ て 多 こ の ぼ 続 き を 秘 要 と し 

ます が 、 そ の 代わ り デ ー タ の 追加 ・ 変 更 を 自由 に 行う こと が で きま す 。 す な わ ち 、 レ コー ド 番 号 を 
指定 する こと に より 、 任意 の 場所 の デー タ を 任意 の 順 双 で アフ セス する こと が で きる の で す 。 
ご ご で は 、 先 ほど 作成 し た ラン ダム アフ セス ファ イル に デー タ を 追加 ・ 変 更 す る プロ ブラ ム を 例 

に と つて 説明 し ます 。 

いい. ぎ 。 
語 更 

へ で 1 定 生 SNjv| 央 次 の プロ ブラム を 入力 し て ぐだ さい 。 

プロ グラ ム ( 3 ) デー タ 追 加 ・ 変 更 プ ログ ラム 

16 OPEN "R”,#1."1:RDATA" 
29 INPUT "名 前 は ”:NA$ 
25 IF NA$=”END” THEN 90 
3 INPUT ” 何 才 で すか ”:AGE% 
46 T$=MKI$(AGE%) 
50 FIELD #1.19 AS 9.2 AS B$ 
69 LSET A$=NA$ 
70 LSET B$=T$ 
75 INPUT ツレ コー ド 番 号 ”:N 
86 PUT #1.N お 85 GOTO 29 二天 

ほとん ご ど が プロ グ ブラム (1 ) の 場合 と 同じ で す 。 行 番号 7 5 で 入力 する レコ ー ド 番号 を 変え る ご 
こ に よ つ て どの 場所 の デー タ で も 追加 ・ 変 更 で きま す 。 な お お 、 こ の プロ ブラ ム で は 名 前 に * END 
" を 入力 する まで 、 何 回 で も 追加 ・ 変 更 を 繰り 返す こと が で きま す 。 
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〔 例 〕 以下 に 実行 例 を 示し ます 。 

部 林 画 前 は ? 小林 加 
人 ほす か od 
前 は 2 間 村 月 す 中 

何 才 で すか ? 25 画 
2 で 呈 3 画 
名 前 は ? 早川 副 
何 才 で すか ? 7 国 
レジ ー 人 2 画 
名 前 は ? END 
Dk 
| 

それ で は 、 次 の プロ ブラ ム を 入力 し て くだ さい 。 こ の プロ ブラ ム は プロ グ ブラム 〈3 ) で 作成 し だ 

パン 
ラン ダム アク セス ファ イル ガ ら デー タ を 取り 出す プロ ブラ ム で す 。 

プロ グラ ム (4 ) 

16 OPEN "R",#1 1:RDATA" 
2 FIELD #1.19 AS A$,2 AS B$ 
25 INPUT "レコ ー ド 番号 ”:N 
28 IF N=9 THEN 76 
39 GET #1,N 
49 AGE%=CVI(B$) 
59 PRINT "名 前 は "iA$:" で す 。”" 
69 PRINT " 歳 は ":AGE%:" 才 で す 。“" 
65 GOTO 25 
79 CLOSE #1 

この 場合 も まだ た 、 プ ロブ ラム (2 ) と ほとんど 同 じ で す 。 行 番号 2 5 で アク セス する レコ ー ド 番 

号 を 入力 し 、 行 番号 6 5 に よ つ て 繰り の 返し が で きる よう に な つて いま す 。 

〔 例 〕 実行 例 を 示し ます 。 

RUN 回 
レコ ー 評 ・ m? 1 一 
ョ 前 は 小 で ず 。 

本 くつ 本 

y 上 | - コ す ヒ 



※ ご ご で は 、 レ コー ド 番 号 と し て 0 を 指定 する こと に より プロ グラム が 終了 する よう に し て いま す 。 

まだ 、“" RDATA” と いう ファ イル の レコ ー ド 番号 1 に は プロ グラ ム 〈 1 ) の 実行 に よ つ て 「 パ 

ソコ ン テ 」 と いう デー タ ガ が 入 つ て いま し だ が 、 プロ プラム (3 ) の 実行 倒 で 示す よう に レコ ー ド 番 

号 1 に 新しく 「 小 林 」 と いう デー タ を 書き 込ん だ だ め 、 前 の デー タ は 消去 され て いま す 。 

フ 
ア 
イ 
ル 
に 
つ 
い 

1 
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宮 う 呈 | フリ ー エ リア に つい て 
本 機 で は 、 ご PU に Z 8 9 A を 採用 し て いま す 。 し だ が つて 、 メ イン メモ リ は 6 4 KB の メモ リ 

空間 を 持つ て いま す 。 メ モリ は B 1OS FROM、 メイ ン メ モリ 、 プラ フィ ッ ク VRAM な どか ガ ら 

構成 おぶ れ ま す 。 メ イン メモ リ に は BAS | C イ ンタ プリ タ が 置か れ 、 残 り の 領域 プロ ブラ ム ハ テ キ 
スト や プロ ブラ ム に 使用 され る 変数 が 置 お れ ま す 。BAS | つ イ ンタ プリ マタ が 使用 し て いる 領域 を 

除い だ 残り の 部 分 を フリ ー エ リア と いい ます 。 

5.1 グラ フィ ッ ク VRAM と フリ ー エ リア 

プロ ブラ ム や デー タダ は フリ ー エ リア の 付 域 に 格納 され る わけ で す が 、 こ ご これ ら が フリ ー エ リア より 

大 きく な る と メモ リ が 足り な ぐ な り 、“ Out of mermory " エラ ー に な り の ます 。 

し だ が つて 、 大 き な プ ログ ラム を 走ら せ だ た り 、 多 量 の デー タダ を 扱う を め に は 、 大 き な フ リー エリ 

ア を 確保 する こと が 必要 で す 。 と ころ が ガメ イン メモ リ 6 4 KB と いう 制限 の 中 で 、 フ リー エリ ア を 

増やす に は BAS | 〇 を 小 ま くす る し が あり ませ ん 。 し が し 、BAS | C を 小さ ぐす る と 、 そ の 分 

機能 が 減り 、 ガ えつ て 使い じ に くい も の に な つて し まい ます 。 

グラ フィ ッ ク VRAM は 、4 8 KB の も の が 2 枚 あ り そ れ ぞ れ を バン 0 、 バ ンク 1 と いい ます 。 

ご れ ら は それ ぞ れ グラ フィ ッ ク フク 描画 、 変 数 領域 、 外 部 記憶 と し て 使用 する こと が 可能 で す 。 

フリ ー エ リア は プロ グ ブラム の 実行 前 や 実行 後 や 、 プ ラフ ィ ッ フク VRAM を 変数 に 使う が 否 ガ な ど 

に よ つ て 異な り ま す 。 

5.1.1 BAS |1C の 起動 直後 

BAS | 〇 を 起動 し だ 直後 は 、 メ イン メモ リ に は BAS | ビシ ステ ム と それ に 秒 要 な ワー クエ リ 

ア な ど ご が と られ る だ け で す 。 ま だ 、 プラ フィ ッ ク VRAM 1 は 変数 領域 と し て 使用 まれ る モー ド と 

な り ま す の で 、 図 1 の よう に な り ま す 。 

5.1.2 プロ プラ ムロ ー ド 後 (実行 前 ) 
プロ プラム を ロー ド す る と BAS | C シ ステ ム の 後ろ に プロ ブラ ム テ キス ト が 置 お れ ま す 。 し だ 

が っ て フリ ー エ リア は 、 メ イン メモ リガ ら BAS | C シ ステ ム ワ ー ク エリ ア 、 プ ロブ ラム テ キス ト 
を 除い だ 部 分 、 お よび ブラ フィ ッ ク VRAM ガ ら な り 、 図 2 の よう に な り ま す 。 

5.1.3 プロ グラ ム 実 行 後 
プロ ブラム を 実行 する と 、 プ ロブ ラム テキ スト の 後ろ に プロ ブラ ム で 使用 され る 変数 領域 ガ びと ら 

れ ま す 。 

グラ フィ ッ ク フク VRAM を 変数 領域 と し て 使用 する 場合 

まだ VD | M 病 令 を 使 つ て いれ ば 、 プラ フィ ッ グ ク VRAM に も 変数 鶴 域 が こら れ ま す 。 
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図 3 プロ グラ ム 実 行 後 

メイ ン メ モリ 

グラ フィ ッ ク グ グラ テア ィ ッ ク 

VRAM 9 VRAM | 

BASIC 

VDIM 変 数 領域 

プロ グラ ム テ キス ト 

人 
ファ イル 用 バッ ファ 

変数 領域 

シク ク 
FAC 

ワー ジン ボア 

・FAC と は 演算 処理 時 に 使用 され る ワー クエ リア で す 。 

・ フ ァイル 用 バッ ファ は ファ イル を アク セス する 際 に 使用 され る バッ ファ で MAXFILES 

命令 に より 確保 され る 大 き さ が 異な り ま す 。 

攻 
プラ フィ ッ フ VRAM を 変数 領域 と し て 使用 し な い 場 合 

高 解像度 ブ グラフィック を 使用 する 場合 、 ブ プラ フィック VRAM の バン ク 1 は 、 ブ ラフ ィ ッ ク 描 画 

用 に 使用 され 変数 を 格納 する こと が で きま せん 。 ま だ 、 人 外部 記 憶 装置 と し て 使用 する 場合 も や は り 

変数 を 格納 する こと は で きま せん 。 

これ ら の 場合 、 メ イン メモ リ の 忠 り の 部 分 の み が ガ フ リー エリ ア と な り ま す 。 

0 02 天 9 絢 ーー ンジ ダラ サー エ リア 

プラ フィ ッ ク VRAM を どの よう な 用 途 で 使用 する ガ を 決め る に は 、OPT 1ON SCREE 

N と いう 命令 を 使い ます 。 

PTION SCREEN n (n ロ = 一 4) 

OPT TION SCREEN で 定義 きれ る スク リー ン モ ー ド は 全部 で 5 つ あ り 、 OPT ION 

SCREEN 0 一 4 で 設定 し ます 。 

ご の うち 、 プラ フィ ッ ク VRAM を 変数 領域 と し て 使用 する こと が で きる の は 、 OPT 1ON 

SCREEN 1 と OPTION_ SCREEN 2 の み で 、 そ ね れ 以外 で は プラ フィ ッ ク フク 描 画 用 、 

まだ は 外部 記憶 と し て 使用 され ます 。 
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(1) OPTION SCREEN 9 

グラ フィ ッ ク フク VRAM の バン ク 0 、 バン ク 1 と も プラ フィ ッ ク の 描画 に 使用 まれ ます 。 

その だ め 、 プ ブラ フィック と し て 次 の 画面 モー ド を 使用 する こと が で きま す 。 

649X400 1 画面 320X400 2 画面 

640X384 1 画面 320X384 2 画面 

640X200 2 画面 320xX200 4 画面 

640 メ 192 2 画面 320X192 4 画面 

この モー ド で は VD IM、VDIM CLEAR、INIT7MEM9 : 7"、INIT7MEM 

1 : の 命令 を 実行 し よう と する と 、“ Bad screen mode "エラ ー と な り ま す 。 

さら に 、6 4 9X4090、320X400、640X384、320x38 4 の 各 画 面 モ ー ド に 

ずい て は 次 の 命令 を 実行 する こと が で きま せん 。 

の ビ 目 り N ら SCRE 下 生 、1 

OPTILON SOREE 尽 2 

まだ 、 メ イン メモ リ 上 に し が 変数 領域 、 プ ロブ ラム 領域 を 確保 する こと が で きま せん 。 

(2) OPTION SCREEN 1 

プラ フィ ッ ク VRAM の バン ク 9 を プラ フィ ッ ク 描 画 用 と し て 使用 し 、 バ ンク 1 を 変数 領域 と し 
て 使用 し ます 。 そ の だ め 、 画面 モー ド と し て は 次 の モー ド を 使用 する こと が で きま す 。 

640X200 1 画面 320X200 2 画面 

640X192 1 画面 320X192 2 画面 

スン リー ン の 解像度 は 制限 され ます が 、VD | M 命 令 に より プラ フィ ッ フ VRAM バン ノ ク 1 に 変 
数 を 確保 する こと が で きま す 。 

ご この モー ド で の フリ ー エ リア は 、 メ イン メモ リ 上 の 領域 と プラ フィ ッ ク VRAM の バン ノ ク 1 を 合 
わせ だ 部 分 と なり ます 。 

(3) OPTION SCOREEN 2 

ブラ フィ ッ ク VRAM の バン ク 0 を 外部 記憶 と し て 使用 し 、 バン ク 1 を 変数 領域 と し て 使用 し ま 

す 。 し だ が つて 、 フリ ー エ リア は メイ ン メ モリ 上 の 領域 と ブラ フィ ッ ク VRAM の バン ノ ク 1 を 合わ 
せ だ 部 分 と な り ま す 。 

この モー ド で は VD IM, VDIM CLEAR, INI 征 7MEM 0 : "は 使用 で きま す が 、 

INITYMEM1 : ? と する と 、“ Bad screen moOde ” の エラ ー と な り ま す 。 

(4) OPTION SCREEN 3 

ブラ フィ ッ ク VRAM の バン ク 0 を プラ フィ ッ ク フク 描画 用 と し て 使用 し 、 バ ンク 1 を 外部 記憶 と し 

て 使用 する モー ド で す 。 

プロ グラ ム テ キス ト 、 変 数 は 共に メイ ン メ モリ 上 に の み 確 保 さ まれ ま す 。 
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(5) OPTION SCREEN 4 

プラ フィ ッ ク VRAM の バン フク 9 、 バ ンク 1 共に 外部 記憶 用 と し て 用 いま す 。 

プロ ブラ ム テ キス ト 、 変 数 は 共に メイ ン メ モリ 上 に の み 人 確保 され ます 。 

5.3 グラ フィ ッ ク 描 画 と 外部 記憶 

OPTION_ SCREEN 2, 3, 4 の モー ド で は ブラ フィ ッ ク VRAM を 外部 記憶 と し て 

使用 する こと が で きま す が 、 こ の メモ リ 上 に グラ フィ ツク デー タ を 描画 する こと も 可能 で す 。 

すなわち 次 の 点 に 注意 すれ ば 、 ブラ フィ ッ ク フク VRAM を 外部 記憶 と し て 設定 し だ 場合 で も 、 ブ グラ 

フィ ツク を 描画 する こと が で きま す 。 

まだ 、4 8 KB の うち 一 部 を 外部 記憶 と し て ファ イル を 格納 し 、 残 り を ブラ フィ ッ ク フク 描画 に する 

と いつ だ 使い 記 も 可能 と な り ま す 。 

(1) プラ フィ ッ ク フク VRAM を 外部 記憶 と し て 設定 し だ 場合 、W 1DT 昌 命令 で メモ リ の 内 容 が フ 

リア され る こと は あり ませ ん 。 

(2 ) プラ フィ ッ ク フク VRAM に 対し 、 1 N | 命令 を 実行 する と 、 プラ フィ ッ ク VRAM に は メモ 

リリ 管理 の だ め の デ ー タ ガ 書 き 込 まれ ます 。 

(3 ) 外部 記 模 と し て 使用 し た 場合 で も 、 ブ ラフ ィ ッ ク 命 令 に よ つ て ブラ フィ ッ フ を 描画 で きま す 
の で 、 フ ァイル と 共存 し て 使用 する 場合 に は 注意 が 和 め 要 で す 。 だ と えば C し ら 6 命令 な ど を 用 

いる と ファ イル が 壊さ れ て し まい ます 。 

ファ イル は プラ フィ ッ ク VRAM の 上 位 ア ドレ ス ( 青 の メ モリ ) ガ ら 順に 書き 込ま れ て いき 

ます の で 、 上 位 1 6 KB に ファ イル を 格納 し 、 残 り 3 2 KB 〈 赤 と 緑 ) を ブラ フィ ッ ク フク に 便 

うと いう こと も 可能 で す 。 

|5.4 日 本 語 入力 と フリ ー エ リア 
ディ スク BAS | C を 起動 し だ 時 点 で は 、 日 本 語 入力 は 音 串 入力 モー ド に な つて いま す 。 普 訓 入 

力 モ ー ド で は 音 訓 辞 書 デ イス フ ガ ら 読 み 込ん で 変換 を 行い ます の で 、 昔 訓 辞 書 を アフ セス する だ め 

の ルー チン ガ が 秘 要 で す 。 

ご の ルー チン は 、 メ イン メモ リ 上 の F 0 0 0 日 番地 ガ ら F 3 上 FH 番 地 を 、 ワ ー ク エリ ア と し て 

使用 する だ め 、 あ ら が じ め 、 

CLEAR &HF0909 

を 実行 し て お お びな けれ ば な り ま せん 。 

し レガ し 普 副 変換 を 使用 し な い の で あれ ば 、 

CLEAR &HF40909 

と し て 、 フ リー エリ ア を 1 K バ イト 増加 きせ る こと が で きま す 。 
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5.5 NEWON と フリ ー エ リア 

本 機 の BAS 1 ご は ゲー ム 、 ビジ ネス 、 教育 用 な ど ご あら ゆめ る 用 途 に 対応 で きる よう に 、 非 常に 多 

ぐ の 命令 を 偏 ん で いま す 。 そ の だ め 、 短 い ス テッ プ で 豊富 な 処理 を 扱う こと が で きま す 。 

し が し 、 実際 の プロ ブラ ム で は すべ て の 命令 を 使用 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 

だ と えば 、 外 部 デバ イス に ディ スク し レガ が 使わ な お い プ ロブ ラム で は 、 カ セッ ツ ト の 命令 や RSー2 3 

2 〇 の 命令 は 不要 で す 。 そ れ ら の 命令 に 使用 し て いる メモ ! リ 領域 を ユー ザ 用 の フリ ー エ リア と し て 

使用 する こと が で きれ ば 、 よ り の 大 き な プ ロブ ラム や デー タ を 扱う こと が で きま す 。 

そこ で 、 プ ログ ラム で 使用 し な い 命 令 を 削除 し て 、 フ リー エリ ア を 確保 し だ いと いう 場合 に 使う 

の が NEWON 命 令 で す 。 この 命令 に よ つ て BAS | C を ある 程度 カス タマ イズ する こと が で きま 

す 。 

NEWONT (n= テ 9 一 9) 

NEWON で 削除 され る 命令 群 に は 1 9 の レベ ル が あり 、 09 9 の 番号 で 指定 し ます 。 番号 が 小 

さく な る ほど レベ ル は 高く な り ま す 。 

レベ ル の 高い 番号 を 指定 する と 、 そ れ よ り の 低い レ ベル の 命令 群 は すべ て 削除 され ます 。 だ と えば 、 

NEWON 0 と する と NEWON 0 NEWON 9 の すべ て の 命令 が 削除 され ます 。NEWON と 

数 字 (9 一 9 ) と の 間 に ス ペー ス を 入れ な いで ぐだ さい 。 

な お 、B ビ AS |1C 起 動 時 、NEWON 令 で 一 度 削除 され だ 命令 は 、BOOT 命 令 も し ぐ は | 

L リ セッ ト で 、 再 度 選 AS | C を 起動 し な い 限 り 使用 で きま せん 。 

まだ 一 度 NEWON (ロミ 99 ) を 実行 し た あと 、 削除 きれ を BAS | の プロ ブラ ム を 実行 

し よう と し て も 

Reserved _ featur@ まだ は Error 34 

と いう エラ ー メ ッ ツ セ ー ジ が 表示 され て 実行 で きま せん 。 

ぐ 参 考 > 

⑦④ [pg | を 押し な が ら 、 デ ィ ス ク BAS | C を 起動 する と 、 自 動 的 に NEWON 4 が 設定 され 

ます 。 

SHHRP HuEHSIC 8FE 蛇 Mersion1.H [2HD] 
Lopuright ( じ 】 ) 1984 ly 90P20M4on 
Printgr ' 3 MM 衝 

908 Boleguteae 

[上 

②⑨ BAS | 〇 を 起動 後 、 希 望 す る NEWON を 自動 的 に 設定 し 、 すぐ に プロ ブラ ム 入 力 び で きる 
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よう に する に は 、“ Stgart Up. Bas " の プロ グラ ム を 次 の よう に 変更 し ます ( 行 番号 5 / 

9, 6 5 0 を 変更 )。 

579 IF INKEY$(9) =CHR$(&HE2) THEN 659 
ヘン ン 

| 
579 IF INKEY$(9) ><CHR$(&HE2) THEN 659 

659 COLOR9: KEYB, "NEMON4"+CHR$(13)+"COL. イ 7 ・・・ー ーーー 

1 
9 …9 の 数 値 を 入力 する が 、 ま だ は 数 値 を 省略 し て 、 
希望 する NEWON の レベ ル を 設定 する 。 

③ 変更 し を プロ ブラ ム を シス テム ディ スク に 
= 

1 SAVE" 9 :Start up. Bas" 
リ 

を と 入力 し て セー プレ ます 。 
MP 本 
い 

削除 され る コマ ンド 、 ス テー トメ ント 

すべ て の コマ ンド 、 ス テー トメ ント 、 関 数 な ど を 使用 可 

MTRROR$, KANJT$, DTL, RANDOMTZE, WATT, KEYLTST, KLTST, KBUF, 

CANVAS, LAYER, TVPW, CHANNEL, VOL 

VERTFY, LOAD ? , "CAS : ", CMT, CMT 関数 , REW, FAST, EJECT、 APSS 

"COM : ", ON COM GOSUB, COM ON プ OFF グ STOP, POSTTTON. PATTERN. 

CTROCLE@, SCROLL, STTCK, STRTG, PUSH, POP,、 ATTR$S, RUN"? .Sys" 

CRT, ON KEY GOSUB, KEY ON プ OFF グ STOP , ON TIME$ GOSUB, 

TIME$ ON プ OFF グ STOP 

MKDTR, CHDTR, RMDTR, HDOFF, SET, NAME, FPOS 

凍 と 2 0 学科 
MOUSE, MOUSE 関数 。 HCOPY 

GET@, PUT@, CGPAT$S, DEVT$, DEVO$, LPOUT 、 CONSOLE#, COPY 

LTST。LLTST, DELETE、RENUM, AUTO, EDTT, TRON,TROFF, SAVE, 

SEARCH, KTLL, CONT, SAVEM, エラ ー メ ッ セ ー ジ 

PLAY, PLAY@, MUSTC.、 MUSTC@, TEMPO, SOUND, SOUND@, CBLACK 

WTNDOW, LTNE, PSET, PRESET, CTRCLE, POLY, PATNT, PATNT@., 

SYMBOL, POTNT, PRW, CLTCK、 NEWONn,、 PALET, PALET@ 
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( 例 ) NEWON (省略 ) に 設定 する と BAS | C 起 動 後 は 、 次 の よう な お 画面 に な り ま す 。 

SHHRP HuEHSIC (デー8FEE Mersion1. 時 [2HD] 
Lopgriaht (CC じ ) 1984 bu SHRRP/Hudson 

Finter : LZ-8MMP 
744d3 Butes †ree 

D | M 病 令 で 宣言 され る 配列 変数 は 、 メ イン メモ リ 上 に 記 棋 領 域 を 確保 し レ し ます 。 

し だ が つて 、 大量 の 配列 を 宣言 する と 、 プロ プラ ム テ キス ト と し て 使用 で きる 部 分 が 履 な こぐ なり 、 

・ Out of memory "エラー の 原因 と な り ま す 。 

そこ で 、 大 量 の デー タ を 扱う 場合 に は 、 ブ プラ フィック VRAM の 一 部 を 変数 領域 と し て 確保 し 、 

メイ ン メ モリ に プロ グラ ム テ キス ト を 書 ご 方 法 が 便利 で す 。 . 

この 場合 、O つ OPTION SCREEN 1 も し < く は 2 で 、 プ ラフ ィ ッ フク VRAM を 変数 エリ ア 

と し て 使用 する よう に あら か が じ め 定 義 し て お きま す 。 こ の モー ド で 、 ブ グラ フィ ッ ク VRAM に 配列 

変数 (も し ぐ は 通 常 の 変数 ) 領域 を 確保 する の が VD | M 命 令 で す 。 

VD | M 病 令 は 

VDIM 配列 名 (大 き さ 1, 大 き さ 2……) 

の よう に 書き ます 。 

VD | M 病 令 で 宣言 され だ 配列 変数 は 、 記憶 領 域 ガ ガザ ラフ ィ ッ ク VRAM に 確保 れる ご と 以外 

は D | M 令 で 宣言 まれ だ 配列 変数 と 同様 の 使い か だ を し ます 。 

だ だ し 、VD 1 M 令 は CLEAR 病 令 で は 消去 まれ ませ ん 。 そ の 場合 に は VDIM CLEA 

R と いう 病 令 を 用 いま す 。 
まだ 、 ビ ERASE 命 令 よ は D | M の 場合 と 同様 に 、VD | M で 宣言 され だ 配列 変数 を 消去 する こと 

が で きま す 。 

[配列 を 使用 し だ サン プル プロ ブラ ム ] 
19 MIDTH 49,25,9 
26 INIT:CLS 
39 OPTION SCREEN1 
199 DIM RS255,1) と 配列 デー タツ を メイ ン メ モリ 上 で は な ぐ プ ラフ ィ ッ ク RAM 上 に と る 場合 は 、 
119 FOR !I=9 TO 255 1 の の 行 の DIM AS(255, 1) を VDIM AS(255, 1) 
115 CLS:LOCRTE 9,9:PRINT HEX$〈1) に 変更 し ます 。 
129 FOR J=9 TO 1 
139 F$(」,J)=CGPRT$((J+1) *256+1 ) 
159 PRINT 
169 PRINTH9,R$1,J) :PRUSE 5 
179 NEXT J 
189 NEXT 1 
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ご の 例 は 、 2 次 元 配 列 を 利用 し た プロ ブラ ム で す 。 

1 9 9 行 で 、A お と いう 変数 を 宣言 し て いま す 。 1 3 9 行 で キヤ ラフ クタ ジ エ ネ レー タ の デー タ を 

読み 出し 配列 の 中 に 入れ て いま す 。 配列 A や (| , J) の うち 、J り = の と き ROM の デー タ が 入 

り 、J= 1 の と き RAM の デー タ が 入り ます 。 1 6 0 行 で 、 読 み 出し だ 内 容 を 表示 し て いま す 。 

以上 の 操作 を 2 5 6 回 繰り 返し て いま す 。 

配列 の デー タ を メイ ン メ モリ 上 で は な ぐ く グ ラフ ィ ッ ク VRAM に 取り だ い 場 合 は 、 1 9 9 行 の D 

IM AS(255, 1) を VDIM AS$(2 5 5, 1) に 変更 し て くだ さい 。 

※ 配 列 変 数 に つい て は 「BAS1C _ REFERENCE MANUAL」2.2.82.2.12 を 参照 し 
て くだ き い 。 

5.7 フリ ー エ リア の 大 き さ を 確認 する に は 

フリ ー エ リア は F RE 関数 に よ つ て 内 容 を 確認 する こと が で きま す 。 

F RE 関数 は 

FRE 《R) n= 1 の と き メ イン メモ リ の フリ ー エ リア 

n= テ 2 の と き グ プラ フィ ッ ク VRAM の フリ ー エ リア 

n ロ = の と き そ れ ら の 合計 

と いう 書式 で 書 こ こと が で きま す 。 
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第 6 章 | 機械 語 サ カプ カレー チン と 
に 導電 

_ 機械 語 モ ニタ 

本 機 は 機械 語 の 扱い を 容易 に する だ め 、 簡 単 が 機械 語 モ ニタ を 備え て いま す 。 

機械 語 モ ニタ を 起動 する に は 、BAS | ご の MON 命 令 を ザイ レク ト に 入力 し て ぐだ さい 。 

Ok 
MON 

MON 病 令 を 入力 する と 、 上 の よう に * 印 が 表示 され 、 機 械 語 モ ニタ ガ 起 動 し ます 。 

まだ 、 本 機 の 電源 を ON に する ガ BAS | で で BOOT 是 を 実行 し て | し を 起動 し て いる と 

き 、[SHiFT ] 十 [BREAk | を 押し 続け る と 、 次 の 画面 と な り ま す 。 

この 画面 の と き 、IM| キー を 押し て も 機械 語 モ ニタ を 起動 する こと が で きま す 。 だ だ し 、 ご の 場 

合 は モニ タ の コマ ンド “ R ” で 機械 語 エ ニタ ガ ら 抜け 出る こと が で きま せん 。 

MaK@e yoOur device ready 

Press selected key to stgart driving: 

lilOIDD'W 

・ROM 

GMT 

・TImeF 

9 

っ 2C9egM 9 

語 
靖 
: 

+ 
す 
ご 

記 
モ 
タ 



lidrvtー い は | 人 | 

機械 語 モ ニタ に は 、 次 に 示す 1 4 種類 の コマ ンド が 用 意 さ れ て いま す 。 

コン ツ ド _ 働 き 

DumO memory (メモ リ ダ ン プ ) 
6 

SGt Memory (メモ リセ ッ ト ) 

Find data (デー タ サ ー チ )〉 
0 ドー ーーーー = 

池 い こい 

1 十 旧 統 和 凡 IPNTDGFP SWG (ブリ ンタ スイ ツチ ) 

G GOSUD 

ーー | 
中 TranSsfer dt (デー タタ 転送 ) 

| 議 +ー 

SS SV@ 

呈 LO8 ロ 

ーー ーーー] 
V Verify 

R 
ーーーーー| 

| BIOS ROMZMAIN RAM accesS ode SwItCh 

靖 蘭 還 = ニョ 

WIDTH 4 9/8 9 switch、 画面 の 初期 化 な ど 
ーー 

< ー バ ンス へ 
Write@ (名 デバ イス へ ) 

FTGad ( 難 デ バイ スガ ら ) 

D (dumD memory) 

働き : メイ ン メ モリ の 内 容 を 表示 し ます 。 

文法 DKXXXX (YYYY]) 

XXXX : 先頭 アド レス 。 1 6 進数 4 桁 以内 。 9 ーFFF。 

YYYY : 最終 アド レス 。 1 6 進数 4 桁 以 内 。 9 ーFFF。 

説明 : XX メ XX ガ ら YYYY ま で の メイ ン メ モリ の 内 容 を 表示 し ます 。 

例 と し て 、 4 9 字 モ ー ド 時 の 表示 に つい て 説明 し ます 。 

YYY ヤ を 省略 すり る と 、X メ XX か ガ ら 1 2 8 バイ ト 分 (て 8 バイ トメ 1 5 行 ) 表示 し ます 。XXX 

X も いつ し よ に 省略 する と 、 そ れ ま で 表示 し だ 次 の アド レス ガ ら 1 2 8 バイ ト 分 表示 し ます 。 

画面 の 1 行 分 の 表示 形式 は 、 炊 の よう に な り ま す 。 

る 2 ムー HH_ HH TH HH HH HH ECS ・ 
1 

(⑳ (9) @6) 



(1) 編集 可能 な こと を 示す マー ク 。 
の ) 先頭 デー ツタ の アド レス 。 1 6 進数 4 杵 。9 ー ビ ビ ビ F。 
(③ アド レス と デー タ 群 の 区 切り 記号 。 
(4) 1 6 進数 の デー マ 8 バイ ト 。 日 日 が ⑳ 9 ーFF の 1 6 進数 で 、 空 白 を は さん で 8 個 ま だ 

は 1 6 個 並 ぷ 。 
デー タ 群 と 対 文 字 の 区 切り 記号 。 

) ⑳ の デー タ 群 に 対応 する 文字 列 。 昌 HH を キヤ ラフ クタ ・ コ ー ド (1 6 進数 ) と する 文字 を 

表示 し ます 。 HH が コン トロ ー ル ・ コ ー ド の と き は 、 ピリ オド (. ) が 表示 され ます 。 

また 、 8 0 文字 モー ド 時 に は 、1 行 1 6 バイ ト 分 の デー タ が 表示 され 、YYY ヤ を 省略 する と 
2 5 6 バイ ト 分 の デー タ ガ 一 度 に 表示 され ます 。 
この 状態 の と き 、 次 の (編集 書式 ) に 従っ て 、 メ イン メモ リ の 内 容 を 書き 換え る こと が で きま す 。 

表示 の スト ツ プ は [seak ] 、 再 開 は スペ ー ス キー > コマ ンド 待ち に 戻る に 
は [SH ] [geAk ] を 押し ます 。 
(編集 書式 ) 
機械 語 モ ニタ も BAS | 〇 と 同様 に ス フ リ ー ン ・ エ ディ タ を 備え て お り 、 メ イン メモ リ の ダン プ 

後 、 あ る い は サー チ 後 、 次 の 書式 に 従 つ て 内 容 を 書き 換え る こと が で きま す 。 
(書式 〕 : アド レス テ デ ー タ ご 交 の ieeehis As 

{ URI 縛 

1 9.9@⑳6 ④⑳ 
(1) コロ ン : BAS | C の 行 番号 と の の アド レス を 間違え な いた だ め の 記 号 で 、 編 集 可 

能 な 行 で ある こと を 示し ます 。 
② アド レス : 先頭 デー タ の アド レス 。 1 6 進数 4 けた で 指定 し ます 。9 一 ビビ F。 
(③ イコ ー ル : アド レス と デー タ 群 の 区 切り 記号 。 
(4) デー マ : メモ リ に 書き 込ま れる デー タ で 、 次 の 4 通り の 指定 の 仕方 が あめ り ます 。 

a) HH 1 6 進数 2 けた 。 
b) : メ ※ ゥ X は 1 文字 。 
O) し 全く 内 すい 9 

( 

⑤ 

村 
相 
説 
? 
) 
| 
E 
, 
ミ 
2 

a) の 場合 、1 6 進数 2 けた の 値 ガ 書き 込ま れ ま す 。 
D) の 場合 、 セ ミコ ロン C:) に 続く 1 バイ ト に 対応 する キヤ ラフ タ ・ コ ー ド が 書 

き 込 まれ ます 。 
C) まだ は Q) の 場合 XX……… X の 部 分 に メッ セー ジ を 書 こ こと が で きま す 。 

だ だ し 、C) の 場合 メソ セー ジ 中 に ョ | 用 符 〈" ) を 含め る こと が で きま せん 。 
まだ 、O) の 場合 、 メ ー セ ー ジ 中 に アポ スト ロフ ィ () を 含め る こと が で き 
ませ ん 。 
メ ツ セー ジ は 行 の 先頭 か ら 入 力 し て ください 。 
( 例 ):8 99 9="CANT CONTINUE" 

:9999=LOADING"BAS1C"・ 
(| 空白 : デー タ と デー タ の 間 は 、 原 則 と し て 、 空 白 で 区 切り ます 。 

書き 換え だ 後 、 そ の 行 で 症 を 押す と 、 そ の 行 の デー ツタ ガメ モリ に 記憶 され ます 。 
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M(set memory) 

働き : メイ ン メ モリ の 内 容 を 1 バイ ト 表 示し ます 。 

文法 : M〔( XXXX)〕) 

メメ XX : 先頭 アド レス 。 1 6 進数 4 桁 以内 。 9 ー ビ FFF。 
説明 ・ MXX メ XX 市 と 入力 する こ 、 そ の アド レス の 内 容 を 表示 し て デー タ の 入力 待ち こと な り ま す 。 

*MFE69 9 回 
: FE 9@ 9 = 則 

人 

カー ソル 

ご の こき 、 前 述 の [編集 書式 ] に 従っ つて 、 デ ー タ を 書き 換え る こと が で きま す 。 書き 換え だ 後 、 
[ 過 を 押す と デー タ ガ メ モリ に 記 憶 され 、 記憶 され だ デー タ 数 か ら 炊 の アド レス ガ 計 算 さ れ て 改行 

2 上 され ま (o 紀 

サ 
レビ 
ル 

! *MFE 9 9 過 
を :FE99=3E 41 13 69 C9 回 
月 : FE 96=[HIH 

人 

カー ソル 

ご の 状態 が ら 抜け 出す に は 、[ ShiT ] 二 [BREAk | を 押し ます 。 

F (find data) 
働き を: デー タ を 探し 出し ます 。 
及 法 : 上 F XXXX YYY ヤ l 問 邊 問 首 | …… ッ 柏 、。………。 

XXXX : 先頭 アド レス 。 1 6 進数 4 桁 以 内 。 9 ーFFFF。 
YY ヤ YY : 最終 アド レス 。 1 6 進数 4 桁 以内 。 9 ビビ FF。 
HH : デー タ 。 1 6 進数 2 桁 以内 。 9 ーFF。 

説明 : メメ XX ガ ら YYYY ま で の メイ ン メ モリ ガ ら 、 昌 HH HH …… で 指定 され だ ひと 続き の 
デー タ 群 を 探し 出し 、 み つか つ だ と き は その アド レス と デー タ を 表示 し ます 。 

=*F1999 2999 CD 41 9 回 
江間 G 9=ーOB.41.08 プ AA. 
ネ ポ 較 

8 

カー ソル 
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上 の 例 は 「CD 4 1 9 9」 と いう 3 バイ ト の デー タ を メモ リ の 1 000 一 2000 番 地 て 1 

6 進数 ) お ら 探 し 出し て 、1 9C3 番 地 に それ が みつ が ガ つ だ こと を 示し て いま す 。 

この コマ ンド を 実行 する と 、 該当 する アド レス と その デー タ を 、 あ る だ け 何 行 で も 表示 し ます 。 

途中 で この コマ ンド ガ ら 抜け 出し だ いと き は 、[ shiFr ] 十 [gReEAk | を 押し て ぐだ さい 。 

P(printer swltch) 

働き : 画面 表示 と プリ ンタ 表示 の 切り 損 え を し ます 。 

滞 : 了 

説明 : ピコ マン ド を 実行 する と 、D お よび F コ マン ド 実 行 後 の 表示 を 、 プリ ンタ に し だ た り の 画面 に し 

だ り 、 切り 替え る こと が で きま す 。 

機械 語 エ ニタ を 起動 し だ 時 点 で は 、 画 面 に 表示 する よう に な つて いま す が 、 ご この コマ ンド を 

入力 する だ びに 、 プリ ンタ 表示 画面 表示 、 と 表示 する デバ イス が 反転 し ます 。 

プリ ンタ が 正しく 接続 され て いな い 場 合 は 、 し ば らく し て ガ ら 「EF「 / 3」 と 画面 に 表 

示 を れ て コマ ンド の 入力 待ち に な の り ま す 。 そ の と き は 、 プリ ンタ を チエ ッ ツ フ す る が ガ が 、 再 度 

コマ ンド を 実行 し て 表示 を 画面 に 戻し て ぐだ さい 。 

G(gOSuUD) 8 

働き : 機械 語 サ プル ー チ ン を 呼び 出し ます 。 
文法 : ※G HHHH 

HHHH : アド レス 。 1 6 進数 4 桁 以内 。 9 ーFFFF。 5 

説明 : メイ ン メ モリ 上 の HHHH が ら 始 まる サブ ルー チン を び 出し ます 。 

9 

T(transfer data) 

働き : デー タ の 転送 を し ます 。 

交流 1 美 灯光 YYTYWY 疑 あ あど 

XXXX : デー タ の 先頭 アド レス 。 1 6 進数 4 桁 以 内 。 0 ーFFFF。 

YYYY : デー タ の 最終 アド レス 。 1 6 進数 4 桁 以内 。 9 ーー 上 FF。 

ノノ ZZ : デー タ の 転送 先 の アド レス 。 1 6 進数 4 桁 以 内 。 0 ー 上 ビ F。 

説明 : メイ ン メ モリ 上 の XXXX が ら YYYY ま で の デー タ を 、ZZ ノ ノン を 先頭 と する 場所 に 転送 

し ます 。 

S (Sav@) 

働き : メイ ン メ モリ の 内 容 を カセ ッ ト ・ テ ー ブ に 記録 し ます 。 

ご 文法 : 水 S。X メ XX YYWYY | 万 ビ ンズ )fWIG JISIFNg a 

XX メ X : 先頭 アド レス 。 4 6 進数 4 桁 以 内 。 9 一 上 ビ FF。 

YYYY : 最終 アド レス 。 1 6 進数 4 桁 以内 。 9 ーFFFF。 

〆 ノ ZZ : 実行 開始 アド レス 。 1 6 進数 4 桁 以 内 。 9 ーF ビ FF。 

引 : メメ XX ガ ら YYYY ま で の メイ ン メ モリ の 内 容 を カセ ツ ト テ ー プ に 記録 し ます 。 再 び L コ 

マン ド で ロー ド す る と き 、 先 頭 ア ドレ ス が 省略 を れる と 、X メ XX が ガ ら ロー ド さ れ ま す 。 
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ノノ ノン は 、 1 PL し ガ ら 機械 語 プ ログ ラム を 走ら せ だ り 、BAS 1C ガ ら LOADM コ マン 

ド の R オ プシ ョ ン に よ つ て 走ら せる と き に 、 実行 の 開始 アド レス と な り ま す 。 

※ お ご 90900 1FFF 0000:TEST.BIN 

1 1 1 1 

(⑪) の ぢ ) (③ (4) 

(1) ロー ド 時 の 先頭 アドレス 。 

(2) ロー ド 時 の 最終 アド レス 。 

(3 ) 実行 開始 アド レス 。 

(4 ) ファ イル 名 。 

ファ イル 名 は 、1 3 文字 以内 の ファ イル 名 と 3 文 守 以 内 の エフ ステ ンション か がら な り 、: の 後 

ろ に 続け て 書き ます 。 

L (load) 

働き : カセ ツ ト の デー タ を メイ ン メ モリ に 読み 込み ます 。 

文法 : ※L (XXXX)(:file name) 

メメ XX : ロー ド 先 頭 ア ドレ ス 。 1 6 進数 4 桁 以 内 。 9 ーFFFF。 

説明 : カセ ツ ト テ ー プ に 記録 きれ て いる デー タ や 機械 語 プ ログ ラム を メイ ン メ モリ に 読み 込み ます 。 

XXXX を 指定 する こと 、 そ の アド レス ガ ら 読み 込み 、 省 略す る と 、 ら コマ ンド で 記録 し だ 通 

り の 形 で 読み 込み ます 。 

file name を 省略 する と 、 最初 に 見 つけ を ファ イル を 読み 込み ます 。 

読み 込ん で いる 途中 で [ SHiFT [REAk | を 押し たり 、 その 他 の エラ ー が 生じ だ と き は [ErF 2 9」 

と 表示 され 、 コ マン ド 待 ちの 状態 に 戻り ます 。 

ご の コマ ンド に よ つ て 、 読 み 込ん だ 機械 語 プ ロブ ラム を 実行 する に は ご コマ ンド を 使い ます 。 

ご の コマ ンド は 機械 語 プ ログ ラム を 読み 込む だ け で 、 実行 は 行い ませ ん 。 

V (Verlify) 

働き を : カセ ッ ト の 内 容 と メイ ン メ モリ の 内 容 を 比較 し ます 。 

文法 : ※V(:filG name)〕 

説明 : 指定 し た フラ イル を カセ ツ ト テ ー プ ガ ら 読み 込み 、 メ イン メモ リ の 内 容 と 比較 し ます 。 

コマ ンド で 、 機 械 語 プ ロブ ラム や デー タ が 正しく 記録 きれ だ を が どう が を 調べ る と き に 使い 

ます 。 も し 、 カセ ツ ト テ ー プ ガ ら 読み 込ん だ デー タ と メモ リ の 内 容 が 一 致し て いな けれ ば 、 

「EFT _ 2 9」 を 出し て 止ま り ま す 。 

「EFT 2 9」 が 出 だ と き は 、 再度 G コ マン ド で 記録 し 直し て こく だ さい 。 

R (Feturn) 

働き : 機械 語 モ ニタ か ガ ら シス テム に 戻り ます 。 

多 29| 涼 由 

説明 : 機械 語 モ ニタ を 起動 し を BAS | C に 戻り ます 。 
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こ ご この と き 、SP (スタ ッ ツク ポイ ンタ ) お よび HL レジ スタ の 内 容 は 保存 され て いる の で 、M 

ON の 次 の 命令 に 移り ます 。 次 の 命令 が ザ が ない とき は コマ ンド 待ち の 状態 と な り ま す 。 

*R 

OK 

國 

1 

ツル 

! (Change 8CcCesS mod@e) 

働き を : IPL ROM と メイ ン メ モリ の アク セス の 切り 換え を し ます 。 

京 法 : 素 』 

) ! 

醒 明 宇多 の 要 選 人 ド (NM 月 、⑨ 0 で / タ セス 人 き 補 る み モ リバ パン クタ を 、 | 記 L 凡 ⑨ 

M に する お が メ イン メモ リ に する ガ を 切り 替え る こと が で きま す 。 

機械 語 モ ニタ を 起動 し だ 時 点 で は メイ ン メ モリ ガザ アフ セス され て お り 、 コ マン ド 待 ちの と き 
”※/ が 表示 され ます が 、 攻 

ル 

*x| 加 
を 

を 実行 する と 1 PL ROM が アクセス され る よう に な り 、 コ マン ド 待 ちの と き ) * が 表示 由 
され ます 。 
まだ その 状態 で 

)| 

を 実行 する と 、” ※” が 表示 され ね 、 メ イン メモ リ の アク セス に 戻り ます 。 

IPL FROM の アク セス 時 、D コ マン ド に よ つ て 読み 込む メモ リ の 表示 は 1PL FROM 

に な つて いま す が 、 書 き 込 むせ メモ リ は あ ぐ ま で も メイ ン メ モリ に な る の で 注意 し て くだ さい 。 

# (Set ScFeen mode) 

働き : 画面 モー ド の 切り 換え 、PALET の 初期 化 、 プ グラフィック 画 面 の 消去 を し ます 。 

区 法 | NO) 計 k# 

0 半 こり ロ 

8 人 9 考 欄 洒 作 (2 

(9| 。 洲 間 Km 

K : 0 まだ は 1 。 

Or ご の 

Im: 9 て 5 の 整数 。 

説明 : [1]WIDTH40 と WIDTH8 9 の 切り 換え を し ます 。 
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[2] PALE T の 初期 化 を し ます 。 

P 表 に ET の 人 …… :PALET7, 7 回 
まだ は 
PALET@9, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7 回 
と 同じ 。 

k の 値 コー ド の 指定 
| 

0 1 6 進数 表現 の キヤ ラフ タコ ー ド 8 9 9 F、 ビ 9 ~ーFF を 半 包 
文字 (1 バイト コード 文字 ) の コー ド と し ます 。 
(=KMODE 6 男 ) 

1 キャ ヤラ クタ コー ド 8 9 ~ 9F、 9ーFF を 全角 文字 (2 バイ ト 
コー ド 文 字 ) の コー ド (シフ ト J 1 8 コード ) の 第 1 パイ に ト としま 
す 。 
(=KMODE 1 回) 和 

1 d の 人 相 前: 事 ' 区 分 一 
py / よ 

レ 

1 9 | 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 標準 / 高 解 度 切換 え ス イツ チ の 状態 
と に 従い ます 。 
証 

1 | 標準 ディ スプ レイ の 選択 

2 | 高 解 僚 度 ディ スプ レイ の 選択 

m の 値 設定 され る 画面 

9 テキ スト 2 5 行 プ ブラ フィ ッ ツク 

] ウキ ス ド 2 グフ フフ イ 390 の 

9 テキ ズ ト ド 

4 テキ スト 2 9 行 〆 グ ダラ フィ ッ ワ ウ 

画面 

画面 

2 | テキ スト 画面 2 9 行 プ ブラ フィ ッ ク 

画面 

画面 

画面 

画 

画 

画 

1 9 行 プ プラ フィ ッ ク 画 面 な し 

画 

画 5 テキ スト 9 本 ソラ マン イツ ウマ 

( 例 ) KMODE 1 、 標 準 デ ィ ス プレ イ 、 テ キス ト 画 面 1 9 行 に 設定 し ます 。 

*# 1 1 3 | (パラ メー タ 間 に スペ ー ス を 入れ て は いけ ませ ん 。) 
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[ 3 ] プラ フィ ッ ク 画 面 の 消去 を し ます 。 
=(CLS6  ) 

[ 4 ] K, d, m の 値 に よ つ て 前 ペー ジ の よう な 設定 が で きま す 。 

W(device Write) 

働き を : メイ ン メ モリ の 内 容 を 指定 デバ イス の 指定 レコ ー ド に 書き 込み ます 。 

六法 ボ ポ WXG@dInmmm Tr glaig 

X : デパ イス 名 。 

M…… ブ プラ フィ ッ ク メ モリ (dQ= 0 まだ は 1) 

E…… 外 部 メモ リ (dQ= テ 0 て 9) 

人 D…… 3 まだ は 5 イン チ デ ィ ス ク 《(Q= ミ 93) 

F…… 8 イン チ デ ィ ス ク (d= テ 3) 

H…… 5 イン チ 19MB ハ ー ド ディ スク (dQ= テ 0 一 3) 

dQ : ドラ イブ 番号 (デバ イス 名 X に よっ つて 範囲 が 異 なり ます )。 

nnTT : 書き 込む 先頭 の レコ ー ド 番号 。 最 大 4 桁 の 1 6 進数 。 

FT : 書き 込む レコ ー ド 長 ま 1 FF の 1 6 進数 。 
引 8 : メモ リ の 先頭 アジ ド レス 。 9 ~ーFFF ヒ の 1 6 進数 。 

※ レ コー ド 長 : 1 単位 ガ 1 セク タ 。 

説明 : X で 指定 され を デバ イス の d 番 ドラ イブ の レコ ー ド 番号 hhTTTn に 、 メ イン メモ リ 内 の アド 

レス &Haa か ガ ら 始ま る レコ ー ド 長 「 「 の デー タ を 書き 込み ます 。 

デバ イス ※X に 、D ガ F で ディ スク を 指定 する と き は 、 M コ マン ド を 実行 し て 、 ディス ク の Q 

イプ を 示す デー タ を メモ リ の ワー クエ リア に 書き 込ん で お く 和 め 要 が あり ます 。 

次 に 使用 する ディ スク の ドラ イブ 番号 と 書き 込む アド レス の 関係 と 、 フ ロッ ピー デイ スク と 書き 

込む で デー タ の 関係 を 志 し ます 。 

( 例 ) 3 まだ は 5 イン チ の ドラ イブ 0 で 、2 DD タイ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使用 する 場合 。 

xMFAB4 回 
: FAB4=69 1 回 
: FAB5 ニ 0 0 [SHiFT ] + [BREAK ] 
※WD9:1 98 C609 回 

3 まだ は 5 イン チ 版 ディ スワ ドラ イブ 9 の 、 フ ロッ ピー ディ スク 上 の レコ ー ド 番号 1 以降 に 、 メ 

イン メモ リ 内 の アド レス &HC 0 0 0 おら 8 レコ ー ド 分 の デー タ を 書き 込み ます 。 

| ぬ 3 
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ローーー ーー 一 

使用 する ドラ イブ 番号 ディ スク の タイ プ を 表わす デー タ を 書き 込む アド レス 

3 まだ は 5 イン チ 版 | ドラ イブ 9 | FAB 4 

1」FAB5 

2 」FAB6 

3 1FAB/ 

6 イン チ 版 ドラ イブ 9 | FAB 8 の ビッ ト 1 、9 

1 | 丘 上 包 お の ピ ゅ w ド 3 、8 

2 | FAB ら 8 の ビッ ト 5 、4 

| 日 B ら の ピッ トド ト ア 、6 

EhVー 本 9 の タダ イプ 

3 まだ は 5 イン チ 版 2D(320K) り 

5 イン チ 版 2 DD(649 に K) | 

| irrV ホ ー モ いさ 副 基 華 の 

5 イン チ 版 2HD (1M) 2 

5 イン チ 版 * 2HD (1M、 標準 フ ォ ー マ ッ ト ) 3 

r 
8 イン チ 版 *2D 一 2 56 (1M, 標準 フォ ー マ ツ ト ) 9 1 

8 イン チ 版 * 1S 一 128 (240 に K) 1 9 

(8 イン チ デ ィ ス ク の デー タダ は 2 ビッ ト 毎 の ビッ ト パ マ ター ン 1 バイ ト ガ ら 成 つて いま す 。) 

Y (device read) 

働き : 指定 デバ イス の 指定 レコ ー ド ガ ら 指定 の メイ ン メ モリ アド レス に デー タ を 読み 込み ます 。 
下 法 衝 | 水 WWXGIhTnnTT FT 8888 

3 プイ ス 導 。 
M…… ブ プラ フィック メモ リ 〈d= 0 まだ は 1 ) 

ひ 

_ RA 



E…… 外 部 メモ リ Cd= ニ 9 9) 
D…… 3 まだ は 5 イン チ デ イィ スク フ 〈d=6 3) 
F…… 8 イン チ デ ィ ス ク 〈d= ニ 63) 
HH……5 イン チ 19MB ハ ー ド ディ スク 〈dQ= 9 3) 

d : ドラ イブ 番号 (デバ イス 名 X に よ つ て 範囲 が 異な り ま す )。 
hn Ti : 書き 込む 先頭 の レコ ー ド 番号 。 最 大 4 桁 の 1 6 進数 。 

FT : 書き 込む レコ ー ド 長 ば 1 ーFF の 1 6 進数 。 
8 : メモ リ の 先頭 アド レス 。 0 ~ーFF ビ ヒ の 1 6 進数 。 

※ レ コー ド 長 : 1 単位 が 1 セ フ タ 。 
説明 : X で 指定 され た デバ イス の d 番 ドラ イプ の レコ ー ド 番号 n n hh から 、 メ イン メモ リ 内 の ア 

ドレ ス &Ha98 8 か ガ ら 始ま る エリ ア に 、 レ コー ド 長 「 「 の デー タ を 読み 込み ます 。 
デバ パイ ス X に 、D ガ F で ディ スク を 指定 する と き は 、 M コ マン ド を 実行 し て 、 デ ィ ス ク の マ 
イプ を 示す デー タ を メモ リ の ワー クエ リア に 書き 込ん で お こく め 要 が あり ます 。 
書き 込む デー ツタ に つい て は W コ マン ド を 参照 し て ださい 。 

6.2 機械 語 サ フル ー チ ン の 入力 

6.2.1 機械 語 サ ブル ー チ ン の 記憶 領域 の 設定 

機械 語 サ ブル ー チ ン を 入力 する だ た め に は 、 ま ず 〇 し AR 命令 を 用 いて その 記 欄 領域 を 確保 する 
秒 要 が あり ます 。 

だ と えば 、BAS | C の 6 4 KB の メイ ン メ モリ 中 、 上 部 の 8 KB (最上 位 の 3 K 昌 は ワー クエ 
リア と し て 使用 まれ る の で 、 実際 は 5 KB) を 確保 レ し だけ れ ば 、 

CLEAR _&HE09 9 6 

を プロ ブラ ム の 先頭 置く か 、 そ の まま ダイ レク ト に 実行 し ます 。 

&H9999 

ま LBASIC イ ンタ ー プ リン タ の 領域 

FBASIC プ ログ ラム の 領域 

&HE999 」 

8 KB ト [機械 語 サ ブル ー チ ン の 領域 

&HFFFF コ 
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軸 

| irrC ポ ー さ い 問 深 塗 還 

ご れ で 、BAS 1C プ ロブ ラム が 機械 語 サ ブル ー チ ン の 償 域 に 人 恨 入 する こと が な こぐ な り ま す 。 

だ だ し 、 最上 部 の &HF 4 9 9 て &HF ビ 上 上 の 3 KB は 、 BAS1C、1PLGnitial Pro- 

器 Tam Loader)、 お よび B 1 OS の ワー クエ リア と な つて いる だ め 、 使用 する こと が で きま せ 

ん 。 まだ 、&HF 9 9 9 て &HF 3 FF は 辞書 の エリ ア と し て 使用 まれ て いる の で 、 辞 書 を 使う と き 

は ご この エリ ア を 使用 する こと が で きま せん 。 

6.2.2 機械 語 サ プ ブルー チン の 入力 方 法 
機械 語 サ プルー チン を メモ リ に 記憶 きせ る 万 法 に は 、 次 の 2 通り ひ り ガ あり ます 。 
(1) POKE 命 令 を 使う 。 
(2 ) MON 命 令 で 機械 語 モ ニタ を 起動 する 。 

(1) POKE 命 令 に よる 入力 

POKE コ マン ド を 使 つ て 、 機 械 語 サ ブル ー チ ン を 入力 する 手順 を 次 に 示し ます 。 

1. 機械 語 (1 6 進 表 現 の コー ド ) に よ つ て プロ プラム を 作り ます 。 

2. 機械 語 を 1 バイ ト ご と に カン マ C ) で 区 切 つ て DATA 文 の 中 に デー タ と し て 用 意 し ます 。 

3. 機械 語 デ ー タ を READ 文 で 逐 次 読み 込ん で 、P 〇 OKE 命 令 で メモ リ に 書き 込み ます 。 

ご の 記法 は 、 比 較 的 小さ ぶな プロ ブラム を 記憶 する と き 使い ます 。 

多 に 簡単 な 例 を 示し ます 。 

199 'POK 七 命令 に よる 入力 
119 CLERR &HD999 

129 【=g 

139 RERD D$ 

149 D=URL("gH"+D$) 

159 POKE &HD999+I,D 
169 IF D=8HC9 THEN 19g 

179 1=I+1 

189 GOTO 139 

19g FOR J=gHDd TO 8HDBgg+I 
299 RD=PEEK(J) 

219 PRINT HEX$(RD〉 

229 NEXT 
239 END 
249 機械 言 デ ー タ 
259 DaTR 3E,97 PLD 7H 
269 DRTR 91.99,29 :"LD BC,2999H 
27g DaTR ED,79 :"OUT (CD,B 
289 DaTR 3E,41 :YLD 41H 
299 DaTR 91,99,39 :"LD BC,3999H 
399 DaTR ED,79 :"OUT (CD,R 
319 DaTR C9 : "RET 
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この プロ プラム は 、&HD 0 0 0 番地 が ら 機 械 語 デ ー タ を 入力 し て いま す 。 

1 1 0 : 機械 語 サ ブル ー チ ン の 記憶 領域 を &HD 0 9 9 ガ ら 確保 し て いま す 。 

130 一 180:250-3 1 9 の DATA 文 で 指定 され だ 機械 語 デ ー タ を 読み 、 ピ OKE 命 令 で 
メモ リ に 書き 込ん で いま す 。 

1 9 9 一 2 2 9 : 書き 込ん だ デー タ を PE ヒビ K 関 数 で 読み 出し て 表示 し て いま す 。 

(2 ) 機械 語 モ ニタ に よる 入力 - 

機械 語 モ ニタ を 用 いて 、 機 械 語 サ ブル ー チ ン を 入力 する 方 法 を 次 に 示し ます 。 

1. MON 岬 | と 打ち 込ん で 、 機 械 語 モ ニタ を 起動 し ます 。 
2 . モニ タ の D コ マン ド が M コ マン ド を 実行 し 、 メ モリ に 機械 語 を 書き 込み ます 。 
3 . 秘 要 に 遍 じ て ら コ マン ド を 使い 、 作 つた サブ ルー チン を カセ ッ ツ ト テ ー プ に 記録 し ます 。 
4 . コマンド で 機械 語 モ ニタ ガ ら BASIC に 戻り ます 。 

6.2.3 BASIC プロ グラ ム か ガ ら 機械 語 サ プル ー チ ン を 呼び 出す 方 法 

BASIC ガ ら 機械 語 サ ブル ー チ ン を 呼び 出す に は 、 〇 AL L 命令 を 使う 方 法 と US 中 関数 を 使う 

万 法 の 2 通り が あり ます 。 

CALL 命 令 

機械 語 サ ブル ー チ ン は 、BAS | ご 〇 の CALL 命 令 を 使 つ て 呼び 出す こと が で きま す 。 

CALL 命 偽 の 形式 は 、 次 の と お り で きす 。 

CALL 8  : 機械 語 サ ブル ー チ ン の 開始 アド レス 

機械 庄 サ ブル ー チ ン の 最後 に は 、 も と に プロ プラ ム に 戻る を た め に C 9 (1 6 進数 、 ニ ー モ ニッ フク 
で は RE 「) が 置 お れ ま す 。 

CALL 病 令 を 実行 する と 、 プロ プラム カウンタ の 内 容 を スタ ッ ツク に 避 し 、CAL し 命令 中 に 
指示 され だ アド レス 8、 す な わ ち サブ ルー チン の 入り ロ ヘ ジャ ンプ し ます 。 
機械 語 サ ブル ー チ ン の 処理 を 終え て C 9 に こる と 、 スタ ッ ク に 退避 し て お いた プロ ブラ ムカ ウン 

ツ を 元 に 戻し 、 元 の BAS | CO プロ ブラ ム の 実行 を 再開 し ます 。 
CALL 命 令 で は BAS | つ 上 の デー タ を 、 機 械 語 サ ブ プルー チン へ 引き 渡す 機能 が あり ませ ん が 、 

も レデ ー タ の 引き 渡し が 秒 要 な 場合 に は 、 次 に 述べ る U ら 関数 を 使用 する 方 法 が 便利 で す 。 

wl irr マ ポー そい 癌 湊 藻 

US 由 関 数 

US ド 関数 は 、 引 数 の 値 を 受け 渡す こと が で き 、 ま だ 、 エ ラー 処理 の サブ ルー チン を 呼び 出す こ 
と が で きる 、 と いう 利点 を 備え て いま す 。 

US 関数 を 使う を だ め に は 、 ま ざ 、 呼 び 出す 機械 語 サ ブル ー チ ン の 実行 開始 アド レス を 定義 する 
秒 要 が あり ます 。 そ れ に は D ヒ F US 中 命令 を 使 つて 炊 の よう に 書き ます 。 

16/ 



DEFUSRn テ 8 

n : USR 関 数 識別 番号 。 0 一 9 の 整数 。 

 : 実行 開始 アド レス 。 

( 例 ) 199 DEFUSR9=&HE 0 0 0 

209 DEFUSR 1 =&HEC00 

は 、 関 数 識別 番号 で 、0 9 の 最大 1 0 個 の 機械 語 サ ブル ー チ ン を 定義 する こと が で きま す 。 

を 省略 する と 0 が 指定 され だ も の と みな され ます 。 

実行 開始 アド レス は 、 機 械 語 サ ブル ー チ ン の 実行 が 開始 され る アド レス で あり 、 メ イン メモ リ 

中 の どこ に で も 指定 で きま す 。 9 

DEFUSR で いつ だ ん アド レス を 定義 する と 、 再 度 定 義 し 直す まで 、 そ の アド レス が 保持 され 

ます 。 て 

DEFUSR で 、n と を 定義 し だ ら 、 次 の よう に し て U ら 中 関数 を 使う こと が で きま す 。 

7 vV 三 USRRm 8) 

[2] y お = テ USRT (X お ) 

相 

機 
械 
語 
サ 
p2 
を 
チ 

ッ ン 
と 
モ 
タ 

[1] yY : 数 値 変数 。 

n : USR 関 数 識別 番号 。 0 一 9 の 整数 。 

X : 数 式 (5| 数 )。 

[2] y お お: 文字 変数 。 

n : USR 関 数 識別 番号 。 9 …9 の 整数 。 

x 員 : 文 守 式 (8| 数 )。 

( 倒 ) 200 A= テ USR0 (6 5) 

219 AS=USR1 (C お ) 

U ら 8 中 関数 の 後ろ に 付け る 番号 ! は 、D ヒ FUSR ド で 設定 し だ 番号 に 対応 し て いま す 。 

U ら 中 関数 は 、 引 数 X や X お を も つて 、n 番 の 機械 語 サ ブル ー チ ン を 呼び 出し 、 リ ター ン 時 に そ 

の 値 を ル や \ に 代入 し ます 。 機械 語 サ ブル ー チ ン の 中 で | 数 の 値 を 書き 換え る と 、 そ の 結果 が ツ 

や yy お の 値 と な り ま す 。 

U ら 中 関数 の 引数 X や X お は 省略 する こと が で きま せん 。 

X は 数 式 で 、 単 独 の 定数 、 数 値 変数 で も が まわ ざ 、 精 度 も 整数 型 、 単 精度 型 、 倍 精度 型 の いずれ 

で も が まい ませ ん 。 

X や は 文字 列 を 値 に 持つ 文字 式 で す 。 

US 関数 で 機械 語 サ ブル ー チ ン を 呼び 出す と き 、C 〇 PU の 各 レ ジス タ に は 次 の よう な お 値 ガ 入 つ 
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て いま す 。 

ヘレ ジス (アキ ュ ム レー タ ) 

A レ ジス タ に は 、 引数 の 型 を 志す 値 が ぜ 入 つて いま す 。 

引 英 の 型 | 人 レジ スタ の 値 | らら の 赴 は 、 文 字 変数 を 除き 、 メ モリ 内 に お いて 何 パ イト で 表 
現さ れ て いる ガ が を 表わし て いま す 。 

@ 日 し レ ジス タ 

HL レジ スタ の 値 は 数 値 変数 と 文字 変数 の 場合 で 異な つて いま す 。 数 値 変数 の 場合 は 引数 の 入 つ 
て いる メイ ン メ モリ の アド レス を 示し て お り 、 | 数 が 文字 変数 の 場合 は 、 直 接 文字 列 の 入 つ て いる 
アド レス を 示さ ず 、 ス トリ ング ディ スク リプ タ と 呼ば れ て いる 相対 アド レス を 示し て いま す 。 
スト リン プ デ ィ ス クリ プ タ は 、 メ モリ の 文字 変数 領域 の 先頭 アド レス ガ ら 、 何 番地 目 に 文字 列 が 

和信 つて いる ガ を 示す 9 値 で 、 直 接 文字 列 の 入 つ て いる アド レス を 示す も の で は あり ませ ん 。 文字 列 の 
_ 和信 つ て いる アド レス は 、D ヒ レジ スタ に 入 つ て いま す 。 

引数 の 値 は HH し レジスタ ガ 指 し て いる アド レス ガ ら 、 次 の よう お 形式 で 格納 され て いま す 。 

語 
間 
4 

f 
と 
モ 
聞 
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整数 型 ] ……… バ ーー…… 2 バイト 〔 倍 精度 型 ] ………………… 8 バイ ト 

ーーーm 

ad 下位 8 ビッ ト HL 一 指数 部 

上 位 8 ビ の 
上 位 

〔 単 精度 型 ] ……………… 5 パイ ト 

ば 指数 部 仮数 部 

上 位 

仮数 部 
下位 

員 下位 文字 衝 ) tt 3 バイ ト 

1 HL 上 つ コロ 文字 列 の 長 さ 

+ 
相対 アド レス 下位 

人 

を 
相対 アド レス 上 位 

タ 

DE お よび B ロ レジ スタ 

DE と B ロ レジ スタ は 、A レ ジス タ が 3 の と き 、 す な わ ち い U ら 中 関数 の 引数 が 文字 変数 の と きのみ 

意味 を 持ち ます 。 

ご の と き 、D ヒ レジ スタ に は その 文字 デー タ が 格納 され て いる アド レス (絶対 アド レス )、B レ ジ 

スタ に は 文字 デー タ の 長 さ が 入 つ て いま す 。 

US 呈 関数 の 引数 が 文字 変数 だ け の と き は 、 ら | 数 の 格納 され て いる アド レス と U ら 選 関 数 実行 後 

の 引数 の アド レス が 同じ な の で 、 | 数 の 値 が 変わ つて し まう 可能 性 が あり ます 。 し だ が つて 文字 変 

数 を 引数 に する と き は 、 

SRA あす "WP ) う ※" "は ヌル スト リン ブ で す 。 

と いう よう に 、 ヌ ルス トリ ング を 連結 し た を ガ お だ ち に する よう に し て ぐだ さい 。 ご これ で 、 引数 A 人 の 

値 が US 関数 実行 前 と 実行 後 と で 変わ る こと は な ぐ な り ま す 。 

@ り US 中 関数 内 で の エラ ー 和 負 理 

US 関数 の 中 で エラ ー が 発生 し た 場合 、BAS | ご 〇 に エラ ー の 発生 を 知ら せる こと が で きま す 。 

ご の と き 、BAS | C 内 で あら お じ め ON_ ERROR _GOTO の 処理 を し て いれ ば 、 エラ ー 和 

理 ル ー チ ン ヘ ジ ヤ ン プ す る こと も で きま す 。 

その 方 法 は 、 エラ ー 番 号 を ヘ 人 レジ スタ に 入れ 、 | メレ ジス タ の 示す アド レス に ジャ ヤン プ す る こと 
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に より 行なう こと が で きま す 。 

( 例 ) 機 械 語 サ ブル ー チ ン の 中 に エラ ー が 発生 し だら 、Type mismatch (エラ ー 番 号 1 3) 
の 処理 ヘ ジ ヤ ンプ する 場合 。 

JR TYPEMS>…< 天 エラ ー が 発生 し だ ら 分 岐 し ます 。 

RET 
TYPEMS : LD A, 13…… エ ラー 番号 13 を ヘム レジ スタ へ いれ ます 。 

JPCIX) | X メ レジ スタ の 示す アド レス へ ジャ ンプ し ます 。 

SI itrvhー ミ \ は 剖 半 導 琴 

請 







ミ 
5) 
|. 
シ 
ッ 

ーー へ we に L| 

ーNw に 、 \ ノ / 

本 機 に は 、 プロ ブ プラム サウ ンド ジェ エネ レー タ (PSG) と いう 、 疑 似 音声 発生 用 L | が 内 蔵 を 

れ て いま す 。P ロ SG を 使う こと に より 、 音 楽 演奏 を し た り ゲ ー ム の 効果 音 を 作 つ だ りす る こと が で 

きま す 。 こ ご こ で は 、 ピ SG を コン トロ ー ル する サウ ンド 制御 コマ ンド の 使い 万 を 説明 し ます 。 

1.1 プ サ ー 彰 客 画す 
ブザー 音 を 出す た め に は 、B ヒ ヒロ 命令 を 炊 の よう に 使用 し ます 。 

プ ブザー 音 を 止め る 

プ ブザー 音 を 出し 続け る 

短い 「 ポ ボツ 」 と いう 音 を 出す 。 

だ だ ヒヒ ピ と する と 、 1 回 だ け 「 ポ ッ 」 と 只 り ます 。B ビ ヒビ P 1 と する と ブザー 音 が 只 り つば 

な し に な り ま す 。 ご これ は B ビ ヒビ ビビ P 0 を 実行 する まで は 止ま り ま せん 。 ご これら を 組み 合わ せれ ば 任意 

の 時 間 だ け ブ ザー を 只 ら し て お ぐことができます 。 

1.2 楽譜 を 演奏 する 

MUS 1C, PLAY, TEMPO の 命令 を 使用 し て 、 楽譜 の 演奏 て 8 オフ ター ブ 、3 重 和音) 
が 行なえ ます 。 

MUSIC 文 守 式 

文字 式 で 指定 され だ 楽譜 に 従 つ て 演奏 し ます 。 文字 式 で は 、 音 程 、 長 さ 、 休 待 、 オ フタ ー ブ 、 音 

量 、 和音 の 指定 を 、 以 下 の よ うに し て 行う こと が で きま す 。 

音程 

音程 は 下 の よう に /C*ー?B" の 文字 を 使用 し て 指定 し ます 。 

サー キー ュー イー 

音程 | ド ド # レ レ # ププ アン | フ 2W | マツ ソ # 。 フ # ピン 

( レ b) (と ー 電 | ( ソ b) 
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長 さ 

3 、< 昌 5 音 の 長 さ を 指定 し ます 。 音 の 長 さ は 4 分 音符 を 1 

と し た と き の 相 対 的 な 値 で 

0 は 0 

ダ (3 2 分 音符 ) 

〆 (1 6 分 音符 ) 

 ( 符 点 1 6 分 音符 ) 

ゲ (8 分 音符 ) 

ダ ( 符 点 8 分 音符 ) 

1 (4 分 音符 ) 

1 ゲ ( 符 点 4 分 音符 ) 

2 (2 分 音符 ) 

3 ( 符 点 2 分 音符 ) 

4 (全音 符 ) 

に こり 

CS -CO' やす GOD 3 CO PS 写 

休 待 

"R0“ー"R9 “で 、 休 み の 長 さ を 指 定 し ます 。 数 字 の 値 は 上 記 の 長 さ に 対 記 し て いま す 。 

の ツー ダテ 

” 〇 1 “ーー?O8 " の よう に アル ファ ベッ ト の OO? の 後ろ に 、” 1? 一 ? 8 ? の 整数 を つけ て 

オク ター プ ブ の 指定 を し ます 。 ま た だ 、 音符 の 前 に ” 十 * を 付け る こと に よ つ て 1 オク ター プ 高 い 音 を 

そし て 、“ー” を 付け る こと に よ つ て 1 オク ター ブ 下 の 音 が 指定 で きま す 。 初 期 状 態 は " 〇 4 で 

す 。 

音量 

"V0“ 一 ?V 1 5 “で 音量 の 指定 を し ます 。 な お 、 ご の 指定 の 次 が ら 音量 が 変化 し ます 。 

和音 

2 重 和音 や 3 重 和 音 を 演奏 する に は 、 上 声 部 と 下 声 部 の 間 に チ ャ ン ネ ル セ パ レー タ : ? (コロ 

ン ) を は さん で 、“” チャ ヤン ネル A : チャ ヤン ネル B : チャ ン ネ ル C " の よう に し ます 。 

TEMPO 数 値 (39 一 /75009) 

MUS | C 文 に よ つ て 演奏 され る 曲 の 速 さ (テン ポ ) を 指定 し ます 。 指 定 さ れ だ 数 値 は 1 分 間 あ 

だ り の 4 分 音符 の 拍 数 を 示し ます 。 

テン ポ は 、 初 期 状 態 で は 1 2 0 に 設定 され ね て いま す 。 

Il ア う 9 
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計 
員 
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ッ 
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MUS | C 文 と TEMPO 文 の 両方 の 機能 を 持ち ます 。PLAY の 後ろ に 数 式 を 置い な 場合 は 「 

EMPO 文 と 同様 に 、 文 字 式 を 置い だ 場合 は MUS | 〇 文 と 同様 に な り ま す 。 

( 倒 ) オフ ター プ ブ を 1 ガ ら 8 まで 変化 させ て が ガ ら テン ポ を 速く ぐし 、 こ ご これ を 繰り 返し ます 。 

19 "MUSIC or PLRY 

29 MIDTH 49:INIT 

39 CLS4 
49 PLRY"U15R9: り 15R9: り 15R9" 一 ーーーーーーーー 一 一 一 音量 最大 休 符 は 最 」。 
59 FOR T=129 TO 2999 STEP 188 ------ーーーーー- テ チン ポ を 変化 させ る 。 
69 TEIPO T 
79 FOR 0=1 TO 8 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ーー 一 ーーー 一 オク フ ター ブ を 1 ガ ら 8 まで 変化 させ る 。 
89 PLRY"0"+CHR$(48+0)+ "CDEFGRBRGFEDC: DEFGRBRGFEDCB: EFGRBRGFEDCBR" 

99 NEXT 0 

199 NEXT T 

MUS1C@, PLAY@ 藻 令 は 音 の 長き を 〇 征 O 〇 で コン トロ ー ル し ます の で 、 音 を 出し な が ら 

プラ フィ ッ ク 病 令 等 を 実行 する こと が で きま す 。 直接 実行 する こと は で きま せん 。 

も 3 PSG の コン ド 四 一 ル 

本 機 で 音 を 出す に は 、 先 に 述べ だ PL AY 命 令 な ど に よ つ て 楽譜 を 文字 列 で 表わし て 演奏 する 亡 

法 と 、SOUND, SOUND@ を 使用 し て 直接 ピロ GG に デー タ を 送り 音 を 出す 記法 が あり ます 。 

ご こ で は 、SOUND, SOUND@ の 使い 方 を 説明 し ます 。 

SOUND PSG の レジ スタ 番号 。 デー ダ (。 デー タマ 

SOUND@ PSG の レジ スタ 番号 , デー ダ (。 デー タ 

SOUND, _ SOUND 命令 は 、 PSG の 1 4 個 の レジ スタ へ ヘ デー タイ を 書き 込ん で 、 ゲ ー ム の 

効果 音 な ど 、 様 々  な 音 を 作り 出す こと が で きま す 。 

な お 、SO 〇 OUND 命 令 は 、 1 つの デー タ を 1 つの レジ スタ (8 ビッ ト ) に 書き 込み ます が 、S 〇 

UND@ 命 令 は 、 1 つの デー タ を 連続 し た レジ スタ (1 6 ビット) に 書き 込む こと が で きま す 。 後 

で 説明 する 周波 数 の 設定 の 場合 の よう に 、 連 続 し た レジ スタ に デー タ を 書き 込む 和 め 要 が ある 場合 に 

SOUND@ 病 令 を 使用 し ます 。 

また だ た 、 デ ー タ を カン マ 〈, ) で 区 切 つ て 並べ て 書く と 、 複 数 の 連続 し た レジ スタ に デー タ を 順番 に 

書き 込ん で 行く こと が で きま す 。 だ と えば 
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SOUND 4, 28, 1 

と する と 、 レ ジス タ 4 に デー タ 2 8 が 、 レ ジス タ 5 に デー タ 1 が 書き 込ま れ ま す 。 

ビ ら 選ば は こす つの ドー ンジ エキ ネ レ ー 科 、 ソイ ズラ ジ エ モネ 一 相 、 モン ベロ ー プ ジェ エギ ネ レ ー タ 、 ミキ 

サー、3 つの ボリ ユー ムコ ント ロー ル ガ ら 構成 され て いま す 。〈 炊 ペ ー ジ 図 ) 

レジ スタ に デー タ を 送る こと に よ つ て 様々 な 音 が 発生 し ます 。 各 レジ スタ の 機能 表 を 以下 に 示し レ 

ます 。 

レジ スタ 1 ピット 橋 成 

0 | ay | FRB ピット TnGW 9 ( 高 > こ 2 5 5( 低 ) 
六 ャ ン 上 

1 ンー 0( 高 )- 15( 包 
2 | aa | FE8 ピ ビット Tu 9( 高 > ご 2 55( 多 ) 

ャ ン 
3 ーー ド 人 人 0 高 )- 15( 多 ) 
4 下位 8 ビッ ト T, 役 調 ) 0 ( 高 )…2 5 5 ( 低 ) 

トーーー | チャ ン ネ ル C 周 波数 本 
5 人 9 ( 高 )~ 15( 低 ) 
6 | ノイ ズ 周 波数 リン | 5eykN 9( 高 )- 3 1( 低 

ま NOUT <63 / | チ ヤ ン ネ ル 選 択 CGI < 困 ビ ッ ト 内 、 の 6 き る と 駅 れ る ) 
8 | チャ ン ネ ル A 音 量 | ンプ |M| 4 ビッ ト |ego-16 の ) PS 
9 | チャ ン ネ ル 日 音 量 | レン |M| 4 ビッ ト |@ の 0~16 の ) eo 

、 一重 は エン ペロ ー プ に 依 
10 チ ヤ ン ネ ル び 音量 ン |M| 4Ey ト | 9 りー1 6 大) ピント デ ー ツ は 無 に な る 。 

Wi 下位 6 ビッ ト ヒ ,( 微 調 ) MD ー9 お 5 ( 天 ) 
前 

1 2 下位 68 ビット Ei 粗 調 ) 虹 (りー2 8 54) 

1 3 エン ベロ ー プ 形状 4 ビッ ト ES7IS 

※ レ ジス タタ 番号 7/ の ビッ ト 6, 7 は 、SOUND, SOUND@ 命 令 で は 使用 し ませ ん 。 

それ で は 、 省 プロ ツク の 設定 方法 を 説明 し ます 。 

ゆず 4 

NW 一 77 和 



[R 0, RI て 指定 〕 

[R 2, R 3 て 指定 〕 

トー ンジ ェ ネ レー タ C 

【R 4, R 5 で 指定 〕 

ノイ ズ ジ ェ ネ レー タ 

【R 6 で 指定 〕 

9 
| | 〔R 9 で 指定 ) 

S ボリ ュー ム ・ コ ント ロー ル C 

[ R 19 で 指定 〕 

| 

[R 7 で 指定 〕 

エン ベロ ー プ ゼネ レー タ 

[RII, RI2, RI3 で 指定 〕 

( 注 ) 図 中 の R 9 一 RI13 は レジ スタ 番号 で す 

トー 必 妥 史 玉 レ レー タダ 

レジ スタ 0 一 5 は 、A, 日 , C 各 チャ ヤン ネル の 周波 数 を 決定 し ます 。 周 波数 は 音程 に あたり 、 1 

オク ター ブ 音 ガ 上 が る と 周波 数 は 倍 に な り ま す 。 ま だ その間 を 1 2 に 分 ける と 半音 紫 が 得 ら れ ま す 。 

炊 の 表 は 、 オ クタ ー ブ 4 の 光 音 の 周波 数 を 表し て いま す 。 

周波 数 (Hz) |26 1. 

G # づ 

392. 90|1415.39 

※ 音 較 は MUS | C の 文字 列 で 表し て いま す 。 

PS ご は A, BB, C の 3 個 の トー ンジ エネ レー タ を 内 蔵 し て いて 、 そ の トー ン の 周波 数 は 粗 調整 
レジ スタ (R 1, R3, R5) の 各 4 ビッ ト と 、 微 調整 レジ スタ 〈R9, R2, RR4) 各 8 ビ ッ ト 
の 計 12 ビ ツ ト に よ つ て 設定 され ます 。 

PS ご に は 、 2 M Hz の フク ロック が 与え られ て お り 、 ご の 周波 数 は 内 部 で 1 16 に 分 周 (周波 数 
を 分 割る 操作 ) され て いま す 。 ご の 周波 数 ガ が トー ンジ エネ レー タ に こよ つ て 分 周 さ れ て 目的 の 周波 
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数 に な り ま す 。 

目的 の 周波 数 を f(〔HZ〕、 粗 調整 レジ スタ に セツ ト す る デー タダ 「』 、 微 調整 レジ スタ に セツ ト す 

る デー タ 「, と の 関係 は 、 次 式 の と お り で す 。 

ドニ 2x10 
16x(T ax256+T,) 

この 式 を 変形 し て 、 

Tux256+ イ = ご キ 

目的 の 周波 数 f ガ ら 「』 お よび 「, を 求め る に は 、BAS | C の 関数 を 利用 し て 次 式 の よう に 計算 

で きま す 。 

T』 王 INT (2000000 ! /16* f) 256) 

T, = デ FRAC ((2000000 1 16* f) 256) *256 

だ と えば 、 チ ヤン ネル A ガ ら 4 4 9 Hz の 音 を 発生 させ る に は 、 

Ti』 三 INT ((2000000 | 16*449) 256) 三 1 

T, FRAC ((2000000 | プ 16*440) 256) *256 三 28.09 

で す ガ が ら 、SOUND 症 令 を 使用 し て 設定 する と 炊 の よう に な り ま す 。 

SOUND 9, 1, 28 

SOUND@ 病 甘 を 使用 する と 、 レ ジス タ 0 と レジ スタ 1 に 同時 に チャ ヤン ネル A の 周波 数 を 設定 

する こと が で きま す 。 ご の と き 設 定 す る 値 「 は 、 

と な り ま す 。 ご この 値 は 、「』X256 十 「, と 同じ で す 。 

SOUND@ コ マン ド を 用 いて 449Hz の 音 を 出す に は 、 

る 、. 
1 大 x440 294 

で すか ら 、 
SOUND@ 09, 284 

と な り ま す 。 
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ノイ ズ ジ ェ エネ レー タイ 

プイ ズ と は 周波 数 が 不 規則 に 変化 する も の を いい ます 。 レ ジス タ 6 に 設定 する デー タ に よっ つて ノン 

イズ の 平均 周波 数 が 決ま り ま す 。 周 波数 を 決め る 式 は 、 先 ほど の 式 を その まま 適用 する こと が で き 

ます 。 

だ と えば 、5 KHz の ノイ ズ を 発生 する に は 次 の 式 を 計算 し ます 。 

_ 痛 叶 和民 
「= ニ xs5000 “ 

設定 する レジ スタ は 1 つ で よい だ め 、SOUND 命 令 を 用 いま す 。 

SOUND 6, 25 

キ サー 

レジ スタ 7 は 、A, 日 , 〇 各 チ ヤン ネル の 音 を 同時 に 出力 ける どう が ガ を 選択 し ます 。 な お トー 

ン と ノイ ズ は 別々 に 選択 し ます 。 だ と えば 、 

SOUND 7, 4 4 まだ は SOUND 7,&B1061108 
と 設定 する と 、A チ ヤン ネル ガ ら は トー ン だ け 、B チ ャ ヤン ネル ガ ら は トー ン + サ ン イ ズ 、 〇 チャ ン ネ 
ル お が ら は どちら も 出力 され ませ ん 。 

堆 り ヨー ムコ ント ロー ル 

レジ スタ 番号 8 一 1 9 は 、 各 チ ャ ン ネ ル の 音量 を 決定 し ます 。 だ だ し 、 M ビ ッ ト (ビッ ト 4 ) の 
値 に より エン ベロ ー プ を 有効 に すけ る か どう か を 選択 し ます 。M= 9 こと する と 、4 ビッ ト デ ー タ に よ 
りう 0 一 1 5 まで の 一 定 し だ 音量 ガ 設定 で きま す 。M= 1 と する と エン ベロ ー プ が かかり 、 自動 的 に 
音量 が 0 一 1 5 まで 変化 し ます 。 

だ こと えば 、 

SOUND 9, 12 

と 設定 する と 、 ロ チャ ン ネ ル の 音量 を 1 2 に 設定 で きま す 。 

CS ロー プ ジ エ キネ レー タ 

レジ スタ 1 1 , 1 2 で は エン ベロ ー プ の 周波 数 を 指定 し 、 レジ スタ 1 3 で は エン ベロ ー プ の 形状 
を 指定 し ます 。 

周波 数 を 決定 する に は 先ほど の 式 が 適用 で きま す 。 た と えば 、0 . 5 日 ヶ 、 (エン ベロ ー プ 周期 2 
秒 ) を 設定 する に は 、 次 の 式 を 計算 し ます 。 

= グル 1 開 

この 分 周 値 を 次 の よう に 指定 する こと に よっ つて 、09.5Hz が 設定 で きま す 。 
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SOUND@ 11, 15625 

※ ご の 場合 、 レ ジス タ 1 1 に 9 が 、 レ ジス タ 1 2 に 6 1 が 設定 され ます 。 

次 に エン ベロ ー プ の 形状 を 決定 し ます 。 

それ に は 、 下 の 表 に 示す パタ ー ン に 対 功 し を デー タ を レジ スタ 1 3 に 設定 し ます 。 

R13 の 設定 デー タ 2 回 ー プ バツ ョ ジジ 

に | 1 /fg 三 エン ベロ ー プ 周期 

( 例 ) 

で は 実際 に SOUND、 SOUND@ 命 令 で 音 を 出し て み ま し よう 。 下 の プロ プラ ム を 実行 し て 

ぐだ さい 。 

196 SOUNDe 9.284 mhr A チ ヤン ネル の 周波 数 設定 

2OIWS6UNDI6525 。 明 紹 人 プン イズ 周波 数 設定 

39 SOUND@e 11.15625 エン ベロ ー プ 周期 の 設定 
49 SOUND 13,8 に つつ エン ベロ ー プ / パタ マー ン の 設定 

5 800WN 615 "で や ご A チ セン ネル の 音量 設定 

6 SOUND 7,.&B111110 ……………… A チ ヤン ネル の 選択 

A チ ヤン ネル ガ ら 4 4 9 昌 z〈O 4 A) の 音 が 出 ます 。 音 を 止め る に は [SGrRc 填 ID| を 押し て ぐだ 

さい 。 6 0 行 目 を 次 の よう に 変更 し て ぐだ さい 。 

5 MD / . 人 な 昌夫 1 か rm A チ ヤン ネル の ノイ ズ と トー ン を 選択 
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Eo 

NACSW/ 有 上 当 

ご れ で 、A ム チ ヤ ン ネ ル ガ ら は 音 と ノイ ズ の 両方 が 出力 され ます 。 次 に 5 0 行 目 を 次 の よう に 再 入 
力 し て ぐだ さい 。 

SD OUND8。 1 6………* エン ベロ ー プ モー ド を 設定 

A チ ヤン ネル の 音 時 に エン ベロ ー プ が が り 、 お も し ろ い 音 に な り ま す 。 
まだ 、 災 の よう に SO 〇 UND 命 令 で エン ベロ ー プ を 指定 する こと に よっ て 、P ロ LAY (て まだ は M 

り S 1 C) 全 令 に よる スタ ッ カ ー ト を が ガ け る こと が で きま す 。 

PLAY129:PLAY"WV16O4C5CDDEED" 

凸 の PLAY 病 令 を 、 次 の よう に 変え て くだ さい 。 だ だ し 、 文 字 式 で の 音量 指定 は ” V 1 6 に 
し ます 。 

19 SOUND@1 1, 5245 :SOUND 1 3, 9 : SOUND 8, 1 6 
20 PLAY129:PLAY"V16O4C5CDDEED" 



第 2 草 |] ディ スク の 使い 方 
本 機 で は 、5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク (3 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ) の 他 に 8 イン チ フ ロッ 

ピー ディ スク 、5 イン チ ハ ー ド ディ スク を BAS | ご び で サポ ー ト し て いま す 。 ご ご こ ご で は 、 ご れ ら の 

フロ ッ ピ ー デ イィ スン フク 装 置 を 入出 力 装置 と し て 使う 場合 に 、 秒 要 な 事柄 を 説明 し ます 。 

な お 、 プロ ブラ ム や デー タ を 保存 まだ は 再生 する と き は 「 第 2 部 第 4 草 ファ イル に つい て 」 

を 参照 し て ぐだ さい 。 

2.1 ディ スク の 使用 準備 

新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使用 する 場合 、 あ ら け じ め フ ロッ ピー ディ スク の フォ オー マツ ティ ン 

グ を 行 つ て お く 秒 要 が あり ます 。 

フォ ー マ ツ ティ ング と は 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使用 で きる よう に する こと で 、D 1SK 

BAS | C の ディ スク ユー ティ リティ の 中 に 、 フ ォ ー マ ツ ト の だ め の プ ロ ゾ ラム が 用 意 さ むれ て いま 

す 。 ご これ を 使用 し て くだ さい 。 

(別冊 「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 説明 書 』「 ディスク ユー ティ リティ 」 参照) 

2.2 ディ スク トラ イブ 接続 構成 

本 機 は 、 下 図 の よう に 、3 イン チ ま だ は 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 、8 イン チ フ ロッ 

ピー ディ スク ドラ イブ 、 お よび 5 イン チ ハ ー ド デイ スク を 接続 する こと が 可能 で す 。 

本 機 は 、5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ お よび イン ター フェ イス を 内 蔵 し て いま す の で 、 

3 イン チ ま だ は 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ は 直接 増設 可能 で す 。 

まだ 、 お コジ チラ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 、 ル ハード ビ デイ 表 芝 放 専用 イン ター フエ イズ ポ ボード を 

使用 し て 外部 接続 が で きま す 。 

2D : 1M パ イト 

1S : 240K バ イト 

10M バ イト 

2D :320K バ イト 

2DD : 640K バ イト 

2HD : 1M バ イト 

ドラ イブ 接続 構成 図 
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〈 ド ライ ブ 接 続 台 数 > 

接続 ドラ イブ 

| ーー 3 ゴ 

9 イッ チ | 内 草 " 
まだ は トーーーーー ナ ーーーーーーー 
5 イン チ 最大 接続 台数 は トー タル で フロ ッ ピ ー | 部 増設 四 生還 
イス 

ey 
外部 増設 2 

8 イン チ フ ロッ ピー 
ディ スク ドラ イブ 4 専用 イン ター フェ イス 使用 

5 イン チ ハ ー ド ディ スク フ ドラ イブ 9 4 専用 イン ター フェ イフ 使用 

(サポ ー ト ドラ イブ を 最大 接続 し た 時 の 容量 は 4 8 M バ イト で す 。) 
本 機 に は 外部 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク イン ター フェ イス は 接続 し な いで こ だ さ い 。 

2.3 シス テム プログ ラム の 起動 方 法 

本 機 で は 、3 イン チ ま だ は 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を トー タル 4 ドラ イブ プ 、8 イン 

チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 4 ドラ イブ (専用 イン ター フェ イス 使用 ) お よび ハー ド デ ィ スク 

ドラ イブ を 4 ドラ イブ (専用 イン ター フエ イス 使用 ) ガー 度 に 接続 可能 で あり 、8 種類 の ディ スク 

タイ プ を サポ ー ト し て いる の で シス テム プロ ブラ ム を 起動 する 場合 あら みじめ シス テム ディ スク の 

入 つ て いる ドラ イブ ナン バー と ディ スク タイ プ を 設定 する 秒 要 が あり ます 。 そ の 方 法 と し て 

(1 選 動 ディ スク タイ プス イッ チ (前面 ト に ビラ 内 ) に よる シス テム ディ スク の タイ プ 設 定 

の ディ スク モー ドス イッ チ (ディ ッ プ スイ ッ チ ) に より 、 シス テム ディ スク の タイ プ 設 定 

(③ キ ー 入 力 に より 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の タイ プ 設 定 

の 3 種類 が 可能 で す 。 な お 、 本 機内 蔵 の ディ スク ドラ イブ の み で 使用 する 場合 は 、「『② デ ィ ス クモ ー 

ドス イツ チ 」 を 設定 し 直す 和 め 要 は あり ませ ん 。 

ディ スク モー ドス イッ ツチ は 工場 出荷 時 の 初期 設定 の まま で 、『(1) 動 ディ スク フタ イプ スイ ッ ツチ 」 を 

ディ スク フタ イプ に 合わ せ 設 定 し て くだ さい 。 

(1 起動 ディ ス フ タ イプ スイ ッ チ に よる シス テム ディ スク の タイ ブ プ 設定 

起動 ディ スク タイ プス イツ チ は 内 蔵 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 対し 、 ディス クタ イプ を 2 HD (※ 

1 フォ ー マ ッ ト ) と 設定 する ガ 、2D (X 1 フォー マット) と 設定 する が 選択 する だ め の ス イツ チ 

で す 。 

この 亡 法 で は 、 起動 ディ スク タイ プス イッ ツチ に より の 起動 する シス テム ディ スク タイ プ を 設定 し 、 
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シス テム の 電源 を 投入 する こと に よっ つて 内 蔵 フ ロッ ピー ドラ イブ の ドラ イブ 0 ガ ら 自動 的 に シス テ 

ム プ ロブ ラム ガ 起 動 で きま す 。 

本 スイ ツチ は 後述 の ディ スク モー ドス イッツ チ の SW 5 が 〇 ON 時 に 有効 と な り ま す 。 

(2) デ ィ ス フ モ ー ド スイ ッ チ に よる シス テム ディ スク の タイ プ 設 定 

ご の スチ ッ チ は 、 内 蔵 デ ィ ス フク ドラ イブ だ け で な ぐ 、 周 辺 機器 を 含め の た デ ィ ス フタ イプ の 設定 を 

行う 時 に 使用 し ます 。 

後面 ディ スク フ モ ー ド スイ ッ チ の うち 、 SW 1 、 SW2 、SW 3 を 初期 モー ドス イツ チ と 呼び この 

初期 モー ドス イツ チ は ディ スク タイ プ 選 択 ス イツ チ の SGW ら が 〇 OFF の 時 、 有 効 と な り ま す 。 初期 

モー ドス イツ チ に より の 起動 する シス テム ディ スク タイ プ ナ ン バ ー を 設定 レシ ステ ム 電 源 を 投入 する 

こと に よっ つて サポ ー ト ドラ イブ 《3 イ ンチ まだ は 5 イン チ お よび 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ 

イブ プ 、 ハ ー ド ディ スク ドラ イブ ) の ドラ イブ の か ガ ら 自動 的 に シス テム プロ ブラ ム ガ が 起動 で きま す 。 

ディ スク モー ドス イツ チ の 詳細 は 、 デ ィ ス フク モ ー ド スイ ツチ の 設定 を 参照 し て ぐだ さい 。 

以上 (1)、 の の 万 法 で シス テム プロ プラ ム を 起動 し を サポ ー ト ドラ イブ 9 に 対す る ディ スク タイ プ 

も 同時 に 、 シ ステ ム の ディ スク フタ イプ 設定 レジ スタ に 書き 込ま れ 以後 の プロ プラ ム 上 で 、 ド ライ ブ 

の デバ イス 名 を 省略 し て アフ セス し よう と し だ 場合 は 、 こ の ドラ イブ ナン バー が ガ が 指定 され ます 。 

一 般 に この 様 に シス テム プロ プラム を 起動 し を ドラ イブ を 、 カ レン トド ライ ブ と 呼ん で いま す 。 

ー 万 、 シ ステ ム プ ロブ ラム が 起動 で き な ガ つ だ 時 は 

MaK@e VOur deViCe Peady 

PresS Selected Kev to start driVin: 

5 に 中 DS/ 

R : ROM 

(⑱ 上 ME 

DRIFTUGIF 

と いう 表示 と な る の で 起動 ディ スク タイ プス イツ チ ま だ は 初期 モー ドス イツ チ で 設定 し た ディ スク 

タイ プ の ドラ イブ 状態 の 再 確認 後 、 再 び 電 源 を 入れ て シス テム プロ ブラ ム を 起動 する か 、 キ ー ボ ー 

ド 入 力 で の 操作 で 、 シ ステ ム プ ロ プ ラム を 起動 し て くだ さい 。 

(3③ キ ーー 入力 で シス テム プロ グラ ム を 起動 する 場合 

起動 ディ イス フ タイ プス イツ チ お よび ディ ス フ モ ー ド スイ ツチ の 設定 に 関係 な く キ ー 入 力 に よ つ て 、 

ドラ イブ の 選択 を 行ない 任意 の ディ スク タイ プ (ナン バー 9 ガ ら 7 ) の ディ スク ガ ら 、 シ ステ ム プ 
ロブ ラム ガ が 起動 で きま す 。 ま だ その ドラ イブ ナン バー が カレ ント ドラ イブ に 設定 され 、 デ バイ ス 名 

を 省略 し て アフ セス し だ 時 は カレ ント ドラ イブ (シス テム プロ ブラ ム を 起動 し た ドラ イブ ) が 指定 

され ます 。 
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操作 万 法 

本 機 の 電源 を ON する と 
ェ ーーーー 

MaKe VOuT deViCe6 Tegdy 

Press selected key to stagrt drIiVIing: 

人 に GDISW 
R の ROM の (4) 

MT 

T: Timer 

と いう 表示 が 画面 に 出 ま す の で 、 キ ー ボ ー ド か ガ ら [F| を 入力 し ます 。 

DFIV ら B NO 〒 し 和 jj 。 8 (2) 

と いう 表示 と な り ま す の で 、 次 に シス テム プロ ブラ ム を 起動 し よう と する ドラ イブ ナン バー (⑦ 一 

3) を 指定 する だ め に 、 数字 キー の 陣 一 団 の うち 指定 の ナン バー を キー 入力 する と 、 

PD 9T DISK 号 デブ アリ 

5WFD 320kbytes 2D _  …… 6 

Or 

STFED 6MWKDytes BB 0 "や 1 

1 佐 答 ME@SW 全 HD “ご で 2 

MI 軸 VbGS * 装 3 

essesena (3) 

ST 世 昌 1 利和 VPes 2 ウデ ー290 の 4 

人" ES 28566 ……" 5 

2.4 導 KbDyt@S 求 18 一 128 - “" の の" 6 

ST 仁 世 1M By も t き WS 0 “の や" 7 

と サポ ー ト し て いる 全て の ディ スク タイ プ が 表示 され ます の で 、 起 動 し た い デ ィ ス フタ イプ に 対応 

し て いる ナン バー を 指定 する だ め に 、 数 字 キ ー の 税 一 田 キ ー を 使 つて 入力 する と 任意 の ドラ イブ ナ 

ン バ ー ガ ら 任 意 の ディ スク タイ プ で シス テム プロ ブラ ム ガ が 起動 され ます 。 表 示 画 面 は 

| 1 訪 0。 8 ICQOKIFTUO TOF 四 DTP fTO 大 FDL し SI や で で (⑳ 

(NO は 0 3 の うち どれ が ガ 1 つ ) 

と な り 、 設定 し た ディ スク タイ プ で 読み 出し 可能 な 時 は 



記し 8 IOaGHTS 互 誠 1 どど 9F 下 2 | {0 (9) 

表示 と な り 、BAS | C の 読み 出し を 開始 し ます 。 

ー カ 設定 し た だ ドラ イブ ナン バー ガ ら 、 設 定 し た ディ スク タイ プ で 読み 出し 不可 能 だ つ だ 時 は (1) の 表 
示 に な る の で 、 入 出力 装 置 の 状態 を 確認 の 上 、 再 操作 し て ぐだ さい 。 ま だ 、② つ まだ は (③ の 画面 の 時 

十 [geeAk 」 キ ー を 押し ます と 、(1) の 表示 画面 に 戻す こと が で きま す 。 入力 ミス を し だ 場合 な ど 
に 利用 し て ぐだ さい 。 

キー ボー ドガ ら 設 定 し て 、 シ ステ ム プ ロブ ラム を 起動 し だ 場合 、 起動 し た ドラ イブ に 対す る ディ 

スク タイ プ の ナン バー は 自動 的 に シス テム の ディ スク フタ イブ プ 設定 レジ スタ に 書き 込ま れ ま す 。 他 の 

サポ ー ト ドラ イブ に 対し て は 初期 設定 (3 イン チ ま だ は 5 イン チ ド ラ イブ の 場合 ディ ス フ タ イプ 2 、 

ら ど イ ンチ ドラ イブ の 場合 は ディ スク タイ プ 4 ) され て いる の で 、 各 ド ライ ブ に 対し て ディ スク タイ 

プ を 設定 する 秒 要 が あり ます 。 
wa どこ NNYN」、」 

| 2.4 ディ スク モー ドキッ チ の 酸 

本 機 の 後面 ある ディ スク フ モ ー ド スイ ツチ の 構成 は 次 の よう に な つて いま す 。 
OFF 

ら | ご |S1S|1S|S 

ON 

L_ 2D ン 2DD 切 換 ス イツ チ 

起動 スイ ツチ 選択 スイ ツチ 

初期 モー ドス イツ チ 

(1) 初 期 モ ー ド スイ ッ ツチ (SW 1 、2、3) 

SW1 、 SW 2 、SW 3 の 組み 合せ に より シス テム を 起動 する ディ スク タイ プ ナ ン バ ー を 選び ま 

す 。 
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と 准 SNANI al 

ディ スク タイ プ ナ ン バ ー と ディ スク の 種類 

ディ ッ プ スイ ッ チ ディ スク | 
本 較 地 2 の 520 7 内 容 記録 万 式 記録 内 容 ディ スク 名 

SW11SW21SW3 | ナン バー 
ゴー 中 ーー ニー ーー = に ニー ーー 

ON TION | ON 9 2 1 両 面 3 2 90K 

フォ ー マ ッ ツ ト | 倍 密 展 記 録 

CF 肖 | ON ⑨ 人 NN | が 加島 科 1 両面 倍 密度 649K 

フォ ー マ ッ ト | 倍 ト ラ ツ ク 記録 83 インチ 

トーーー テ ーーーー ド ビー 1 一 一 ーー まだ は 

ON IOFF TON 2 紅 度 衣 炎症 両 面 4 M 5 イン チビ FD 

フォ ー マ ッ ト | 高密 度 記 録 
で ー キ ーー 

OFF IOFF | ON 3 *2HD 8 イン チ | 両 面 1 M 
標準 フォ ー マ ッ ト | 高密 度 記 録 

トーー ト ーー ナー DS 1 和夫 寺 

ON | ON |OFF| 4 |2D X1 | 両面 1M 
フォ ー マ ッ ト | 倍 密度 記録 

〇 F 圧 | ON (|.⑳FF 5 *2[) 8 イン チ 両 面 4 M 

標準 フォ ー マ ッ ト | 倍 密 度 記 録 

+ーーー ー オ ーーーーーーーーーーーーT 9 2 守 也 選 

ON |OFF |OFF 6 ST ジ チ 片 面 2 4 0K 

標準 フォ ー マ ッ ト | 単 密度 記録 

9 選 F 0 捕 居 部 醒 7 X 1 4 ヘッ ツ ド 1 0M ーー 

フォ ー マ ッ ト | 倍 度 記録 リー ビデ 人 
LT ll 

※ 内 蔵 デ ィ ス フク ドラ イブ を 2DD モ ー ド で 使用 する 場合 は SW 6 を 

OFF (2DD) に する 和 め 要 が あり ます 。 

(2 起動 スイ ツチ 選択 スイ ッ チ (SW ら 5) 

起動 ディ スク タイ プス イッ ツチ を 有効 と する ガ 初 期 モ ー ド スイ ツチ を 有効 と する ガ を 選択 する スイ 

ツチ で す 。 

ON … 前 面 ト に ビラ 内 の 起動 ディ ス フ クタ イプ スイ ツチ の 設定 を 有効 こし ます 。 

OFF… 後 面 の ディ スク モー ドス イツ チ 内 の 初期 モー ドス イツ チ の 設定 を 有効 こし ます 。 

(③2D ノ 2DD 切 換 ス イッ チ (SW6) 

内 蔵 の ディ スク ドラ イブ を 2 DD と し て 使用 する 場合 の み 、 〇 OFF (2 DD) に 切り 換え ます 。 

まず 、 起動 ディ スク タイ プス イッ ツチ で 2 D モ ー ド に し 、 この スイ ツチ (SW 6 ) を OFF (ZD 

D) に し て ぐだ さい 。 

な お 、 2 DD と し て 使用 し な い 時 は お な ら ず 、ON (2D) に し て お いて ぐだ さい 。 

出荷 時 の 設定 は 次 の よう に な つて いま す 。 
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o) 
W 
| 

は 
WWWW 
3 4 5 6 

RS | | | |oFF |sw1|swzlswslsw4|sws|swe 
RS RNNNNon ON |oFF| oN |oNloNloN 
SW1 SW3 初期 モー ドス イッ ツチ … 2HDX 1 フォ ー マ ッ ト 設 定 

5 5 
W 
5 

レグ っ = の 

SW5 起動 スイ ツチ 選択 スイ ツチ … 起 動 デ ィ ス フタ イプ スイ ツチ を 有効 と する 
ら W 6 2 D グ 2DD 切 り 換え スイ ツチ … 2 D タ イプ 設定 

〈 注 意 

ディ スク モー ドス イッ ツチ の 切り 換え は シス テム の 起動 前 に 行なっ てこ だ さい 。 
起動 後 の 設定 変 更 は シス テム の 動作 に 悪影響 も お よ ぼ すこ と が あり ます 。 

2.5 接続 トラ イブ の ディ スク タイ ブ プ 設 定 
本 機 に は ディ スク ドラ イブ を 最大 1 2 ドラ イブ まで 接続 で きま す 。 
9 (32 イジ チ 』2 ゆ 2DD、 鐘 669 ・… 人 昌 に ーー す : 
1 0 まな 吉 人 9 は -  ー 計 本 “ 人 相羽 902M9 に ー 人 8 : 
3 相 90RWMEO : ーーHDS ! 

3 イン チ , 5 イン チ お よび 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 、 ど の デイ スク が 挿入 され て 
いる か ガ 、 本 機 で 認識 する 息 要 が あり ます 。 本 機 で 認識 し て いる も の と 違う ディ スク を 挿入 する と 、 
書き 込み プ 読 み 出 し が で き な い 場合 が びあ り ま す 。 すなわち ディ スク タイ プ に よっ つて ヘッ ド 数 、 ト ラ 
ッ ツク 数 、 セ フタ 数 が 異な り 、 ま た FM 記録 プ MFM 記 録 、3 イン チ ま だ は 5 イン チ ( 2 D、2 DD) 
5 イン チ て (2 HD)、8 イン チ て <2 D, 18) の 切 損 え を 各 フ ロッ ピー イン ター フェ イス に 指示 す 
る 政 要 が ある た めで す 。 
ディ スク タイ プ を 正確 に 認識 する こと に よ つ て 、 自動 的 に プロ プラ ム の 書き 込み ノ 読み 出し の 管 
理 が ザ で きま す 。 

ディ スク フタ イプ の 設定 方 法 は 
④ コ ユー ティ リティ プロ ブラム の 実行 
@DEV | CE 命令 
③ ワ ー ク レジ スタ の 書き 換え 

の 3 つの 方 法 が あり ます 。 
⑦ に つい て は 、 『 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 説明 書 』 を 参照 し て くだ さい 。 

②@ は 、BAS | C の DEV | CE 命令 で 、 
DEV 1OCE " デバ イス 名 : ディ ス フ タ イブ 番号 " 回 

と する こと に よ つ て 設定 で きま す 。 ディ ス フ タ イプ 番号 に つい て は 次 表 を 参照 し て ださい >。 
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デバ イス 名 | ディ ス フ タ イプ NM 

9 ポジ チ | W: 0… 2D 
まだ は 1… 2DD 
5 インチ 2… 2HD 
FD 3 3… 2HD 
Ss 人 85 皇 コ 還 仙 凍っ に いと 

83 が | すす 1 2 
FD “ 間 よ コ 人 2… 18 

③ は モニ タ ま だ は BAS | び グ ら 、 ディス ク の ワー クレ ジス タ を 変更 する 記法 で す 

ディ スウ タイ プ の ワ フー クレ ジス ダ は 、 党 ア パリ イス に つい て で 5 インチ ヂ は 1/1 パ 全く 

8 イン チ は 2 ビット ご と の ビッ ト パ タ ー ン 1 パ バイ ト が か ら な つて いま す 。 ご Aa AAkeeAEdcakyA 
デパ イス 名 | ワー クレ ジス タ ア ドレ ス デー タダ 

0: FAB 4 9 : 2D X1 フ ォ ー マ ッ ト 

| 縛 す FAB5 1 : 2DD X 1 フォ ー マ ッ ト 

FD 2: FAB6 2: 2HD X 1 フォ ー マ ッ ト 

3 : FAB 7 3 : 2HD 8 イン チ 標 準 フォ ー マ ッ ト 

F 0 : 9 9 : 2D X1 フ ォ ー マ ッ ト 

usall 朋 3 | 0 1 : 2D 8 イン チ 標 準 フォ ー マ ッ ト 
FD F 2 : 1 0 : 1S 8 イン チ 標準 フォ ー マ ッ ト 

. 芋 | 
F 3: (ビッ ト パ タ ー ン 〉 

MSB LSB 
[ [ 「 | 8 イン チ デ ィ ス ク の 

ー タ タル レジ スタ デー タ 

| | F 9 : の ビット パタ ー ン 
人 だ] 52082wF/ ター ツ 

F 2 : の ピ w ト 7 (ターン 
戸 き の ビッ hy 補 ー ン 

だ と えば 、 接続 され て いる ディ スク が 



D ひ で ひか の っ 0 2 けけ スー の 

トト を RU | mW 

SS 放 還 

に 二 電 ド 

1 ラン の 居 の 。 2D XX1 ラ 錠 逐 み ド 

選 人 2 メリ 1 フ 0 寺 包 に 

屋 2 3 2D 8 イジ ンチ 立売 ラー マッ ツ に 

居 3.: 1 8 イチ 導 基 オー マッ に 

の 場合 、 デ ィ ス クタ イプ の ワー クレ ジス タ は 

FAB4 : 9 2 

忌 療 引 5. 0.2 

FAB6:0906 

FAB/:0906 

FAB8:90 

ディ スク タイ プ の デフ オル ト (初期 モー ドス イツ チ の 設定 の 場合 ) 

人 @ 5 (3 ) イン チ デ ィ ス て 起動 し だ とき 

デバ イス 名 デフ 虹 た ダイ プ 

BOOT し た だ ディス クタ イプ Start up で 2HDX1 フォ ー マ ッ ト 
に 設定 

2HDX 1 フォ ー マ ツ ト (※) 4 

PE どけ 半生 プー ヤツ 

@ 8 イン チ デ ィ ス て 起動 し だ と き 

プ / パ イス 名 デフ オル ト タ イ プ 

ONSkS2M 2HDX 1 フォーマ ツ ト (〈※) 

に 給 間 衣 cES 人 2 。 内山 カー マツ に 

@ ハ ー ド ディ スク て で て 起動 し た と き 

プル 1 デフ ォ ル ト タ イ プ 

に 2 3 2HDX 1 フォ オー マツ ト (※) 

人 0 交 っ つ 9 2D 1 アオ ォ オー マト 

(※)Gtart Up で 設定 され ます 。 ら tart up で 設定 し な いと き は 2 D と な り 
ます ざ 。 

まだ キー 入力 に よ つ て 起動 し だ 場合 は 、 起動 し だ を ドラ イブ の デバ イス 名 が 、 そ の ディ スク フタ イプ 
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に 設定 され 、 他 の 5 て 3) イン チ 、8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク は 
5 3) イン チ ……2HD CX 1 フォ ー マ ッ ト ) 
8 イン チー  …… 2D X1 フ ォ ー マ ッ ト 

に 設定 され ます 。 

2.6 ディ スク の フォ ー マ ッ ト 構 成 

ディ スク に デー タ の 書き 込み や 読み 出し を 行う 場合 に は 、 デ ィ ス フク 上 の アド レス 情報 (ヘッ ド 番 

号 , トラ ッ ク 番 号 , セク 包 番号 等 ) を も と に し て 、 デ ー タ の 格納 場所 を 検索 し 実行 し ます 。 こ の だ 
め 、 デ ィ ス ク 上 に この アド レス を 割り つけ る 和 政 要 が あり ます 。 ご の アド レス の 割り 付け の こと を フ 

オー ピ ツ ト (1 炎 フ ォ ー マ ツ ト ぅ ) と いい ます 。 

市 販 の 3 インチ まだ は 5 イン チ の デイ スク 〈2D, 2 DD, 2HD) は フォ ー マ ッ ト さ れ て いま 

せん の で 、 ぬ げ フ ォ ー マ ツ ト し な ぐ て は な り ま せん 。 一 方 、 市販 の 8 イン チ の ディ スク は 8 イン チ 
標準 フォ ー マ ツ ト が が けら れ て お り 、 邊 ず し も フォ ー マ ッ ト が 邊 要 で は あり ませ ん が 、 全 セク フタ と 
も 2 5 6 バイ トン セ クタ 、 倍 密度 記録 の X 1 フォ オー マッ ト "” に フォ ー マ ッ ト し て 使用 し て も ガ ま 

デ 
イ 

ス 
ク 
の 
使 
い 

方 

いま せん 。 
サポ ー に し て いる ディ ス フ タ イプ 、 お よび フォ ー マ ツ ト は 炊 表 の こおり で き 。 

| 電 
las 

項目 セク ター 
デス ヘッ ド N0 | シリ ンダ Ne | セ フ タ ーNe | テー ッ ( バ イト) 内 容 

| 叶 ーー | 

5D 1 @1 | eS9 | Tate | 2ep X 1 フォ ー マ wk 
ョ > チ | 2DD| 9.1 | 9-79 | 1<16 | 256 サラ オォ ー マ we 
まだ は 5 01 | We28 | 1 こ 96 | gae | X1 フ ォ ー マ ッ ト 
FD j5Hp| 9.1 1g-76 | 1> こ 2 | 256m 8 インチ FD 

ヘッ ド 9 標準 フォ ー マ ッ ト 
シリ ンダ ー6 
12 8 

9.1 | 9-76 | 1>26 | 256 XX フォーマ 

2 |- が 1 17 | 9B8 125 8 イン チ FD 
8 イン チ ヘッ ド 6 標準 フォ ー マ ッ ト FD シリ ンダ ー 6 

| 1 2 8 
| 1 9 ーー | に 

1S 9 |19-76 | 1-26 | 128*p 8 イン チ FD 
標準 フォ ー マ ッ ツ ト 

| 叶 | = は 

ハー ド デ ィ スク | 9-3 | 9-395| 1-33 | 256 1 フキ ー マ A の I 
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注 1 ) X 1 フォー マット は 、 全 て の シリ ンダ ー に 対し て 2 5 6 バイ トノ セク ター の 倍 密 度 記録 

注 2) 8 イン チビ D 標 準 フ ォ ー マ ッ ト は 、 ヘッ ド N O . 9 、 シリ ンダ ーN O . 9 の セク ターNO. 1 

ー26 は 12 8 バイ トノ セク ター の 単 密度 記録 

その 他 の 領域 は 2 5 6 バイ トン セク ター の 倍 密度 記録 

注 .3) 全て の シリ ンダ に 対し て 1 2 8 バイ トン セク ター の 単 密度 記録 

まだ 、 デ ィ ス の 管理 を 行う を め に は 、 デ ィ ス ク 上 に 、 あ る 特別 な 領域 、 す な わ ち FA 領域 お 

よび ディレク トリ 領域 を 設け 、 シ ステ ム に 合わ せ て FAT 領域 と ディ レク トリ 領域 に 初期 デー タ を 

書き 込む 邊 要 が あり ます 。 ご これ を シス テム フ オ ー マ ッ ト (2 次 フォ ー マ ッ ト ) と いい ます 。 本 機 で 

は ディ スク 管理 の だ め 、 ど ん な ディ スク タイ プ で あつ て も 和 め ず シ ステ ム フ ォ ー マ ツ ト を する 和 め 要 が 

あり ます 。 

実際 に ディ スク を フォ オー マツ ト す る 場合 に は 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 中 の フォ ー マ ツ ト プ ロ グ ブ 

ラム を 用 いて ぐだ さい 。 ご この フォ ー マ ツ ト プ ロ ブラ ム で は 、 1 次 フォ ー マ ッ ト と 2 次 フォ ー マ ッ ト 

の 両方 を 行い ます が 、8 イン チ 2 0D, 1S の 市 販 デ ィ ス ク は 2 次 フォ ー マ ッ ト (シス テム フォ ー マ 

ッ ト ) の み で 使用 可能 で す 。 

シス テム フォ オー マツ ト を 行う 場合 は 、 

デ 

イ 

ス 
ク 
の 
使 
い 

方 

NN も の YY スズ 才 : 

を 実行 し て ぐだ さい 。 

5 イン チ FD 2D タ イプ の ディ スク 構造 

5 イン チ FD 2DD タ イプ の ディ スク 構造 



デ 

イ 

ス 
ンプ 
の 
使 
い 
方 

イジ 月 信 2 

8 パン ヂ 国 9 2B IS 
タイ プ の ディ スク 構造 

5 インチ ハー ド デ ィ スク の ディ スク 構造 

2.7 ディ スク ファ イル 管理 方 法 

3 イン チ ま だ は 5 イン チ 、8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク お よび ハー ド デ ィ スク の すべ て の マイ プ 

の ディ スク へ の 書き 込み / 読 み 出し に は 、 ヘ ツ ド 番号 、 ト ラッ ツク 番 号 、 セ フタ 番号 を 指定 し ます 。 

まだ 、 ご これ ら の 値 を も と に 連続 し た 論理 アドレス を 求め 、 そ の 最小 単位 の レコ ー ド (1 2 8/25 

6 バイト) ご と に も 可能 で す 。 し が し BAS | C で の ファ イル 管理 は 、 フ クラ スタ (1 フラ スタ 1 

6 レコ ー ド = 4 K バ イト ) を 最小 単位 と し て 行 つ て いま す 。 

ディ スク 上 に お ける ファ イル の 記録 状態 は 、FA T (File Allocation Table) 内 の フラ スタ 

番号 と ディ レク トリ を も と に 行 つ て いま す 。 

苗 デ ィ ス ク の 記 憶 容量 に よ つ て 、F 上 AT, ディ レク トリ 、 デ ー タ 領域 は 次 表 の よう に な つて いま 
す 。 

な お 8 イン チ 片 面 単 密度 記録 で は 、 1 レコ ー ド 〈1 2 8 バイ ト ) 単位 の 書き 込み 読み 出し は 可 

E で す が ガ 、BAS | ひび で は サポ ー ト し て いま せん 。 

まだ 、 ハ ー ド ディ スク の 使用 終了 時 に は 、 ヘ ツ ド を 使用 領域 外 に 移動 する こと に よ つ て 、 デ ィ イス 

ク 上 の デー タ や FAT、 ディ レク トリ な どの 破壊 を 防い で いま す 。 
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(単位 ニレ コー ド ) 

9 インチ まだ は 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク 国電 ハー ド 

2 ダ / 
項目 

なー 

2 デイ ルレ ジリ 

ディ レク トリ は ファ イル 管理 の だ ため の ファ イル 名 、 格 納 先頭 ウラ スタ 番号 、 デ ー タ 数 、 日 付 等 を 

記録 し 、1 フラ イル に つい て 3 2 バイ ト を 使用 し ます 。 

省 ツ タイ プ の ディ スク は と も に 階層 ディ レク トリ 形式 な の で 、 デ ー タ 領域 内 に 下位 ディ レフ トリ が 

設定 され 、 将 下位 ディ レク トリ は ディ スク タイ プ に 関係 な く 1 クラ スタ 分 て 4 K バ イト : 1 2 8 フ 

ァイル 分 ) の 領域 を 催 保 で きま す 。 最 上 位 デ ィ レ フト リ (ルー トディ レク トリ ) で 管理 で きる ファ 

イル 数 は ディ スク タイ プ で 異な り 、 次 表 に 示す と お り で す 。 

ディ スク フタ イプ で 
( 項目 | ルー トディ レク トリ 管理 可能 な 最大 ファ イル 数 Ph 本 計っ rs | ファ イル 

ME ご  SScdlk 0 

に 時 1 7 8 
まだ は 2 | ZD1 6 15 8 

FD | 5Hp 1 6 2 4 7 

8 イン チ FD| 2D 1 6 2 4 7 

ハー ド 0 | 1 6 2 5 94 
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ディ レク トリ の ファ イル に 対す る 構成 を 、 次 に 示し ます 。 

1 ファ イル 名 に 対す る ディ レフ トリ の 構成 

1 バイ ト 目 

2 バイ ト 目 一 1 4 バイ ト 目 

15 バ イト 目 一 1 7 バイ ト 目 

18 バイ ト 目 

2 1・2 2 バイ ト 目 
に 

1 9・2 9 バイ ト 目 ファ イル の バイ ト 数 (BaS お よび ObJ の み 有 効 
トー 内 一 ーー ーーーーーーーー ゴ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 

内 容 

種類 を 表わす 。 00 は K|LL され だ ファ イル まだ は 未 使用 
領域 。FF は 使用 ディ レフ トリ テー ブル の 終 
り 。 

DE ひな"ey BIn ファ イル (機械 語 で 書か れ だ ファ 
イル ) 

DE 12000Por BaS ファ イル (BAS |C テキ スト で 
書か が れ だ ファ イル ) 

bt 2 が 1…… ASC ファ イル (て ASO | | セー プ さ れ 
だ ファ イル ) 

人 E 本 ーー FILES で 表示 し な い : 9… 表 示す る 

生か が 0 リー ビア プター ライ トド ON 9 き …OFF 

DIt 6 ガ 1 … 書 き 込 み 禁止 フラ ァイル : 0 … 書 き 込 み OK 

DK 7 が イー 正信 デ ィ レ クツ トリ 

DIt 3 は 予備 

ファ イル 名 (1 3 文字 ) 

コー ザー 指定 エラ ステ ンション エリ ア て (8 文 守 ) 

パス ワー ド の バッ ク ( 無 指定 な ら 2 9 (1 6) の 値 ) 

ファ イル の メイ ン メ モリ ー 先 頭 ア ジア ドレス ( 〇 ODJ の み 有 効 ) | 

23・2 4 バイ ト 目 ファ イル の メイ ン メ モリ ー 実 行 ア ドレ ス (ObJ の み 有 効 ) 

2 5 バイ ト 目 一 2 9 バイ ト 目 作成 され だ 年 、 月 、 上 曜 日 、 日 、 時 、 分 が 書き 込ま れ て いま す 。 
例 : '86 年 12 月 9 6 日 土曜 日 、16 時 36 分 
先頭 が けら 、 年 年 月 上 曜 日 日 時 時 分 分 

86 C 6 6 16 36 

3 0 バイ ト 目 一 3 2 バイ ト 目 ファ イル 先頭 フラ スタ 値 
3 0 バイ ト 目 日 1GH バイ ト 
3 1 バイ ト 目 LOW バイ ト 
3 2 パイ ト 目 MIDDLE バイ ト 
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ディ レク トリ の 構造 は 、 下 図 の よう な ツリ ー 構 造 に な り ま す 。 

om ド デイ シル レ ンク ドリ 最上 位 デ ィ レ クト リ 

下位 ディ レク トリ 下位 ディ レク トリ フ 4 有 グ 
ア Pa P4 ア 
6 ER 共 イ 
ル ル ル ル 

デ 1 っ 下位 ディ レク トリ ラフ フ フラ フラ 了 

か Pc の が Pa ド / bp 

イ Si イイ イ 3 イ ff 
ル ル ル ル ル ル ル 

AU 

FAT は ディ スク で 管理 され る ファ イル の チエ イン 状態 を 表し 、2 バイ ト の クラ スタ 番号 で 表現 

し て いま す 。FA 「 の 必要 容量 (バイ ト 数 ) は 

(管理 可能 な 最大 ファ イル 数 )X 2 バイ ト 

で す 。 

FAT の 構成 は 、 次 の よう に な つて いま す 。 

) 下位 バイト 

) 上 位 バ イト 

上 図 の よう に 、 FAT 領域 の 1 レコ ー ド を 1 2 8 バイ ト ざ ずつ に 分 割 し 、 各々 を クラ スタ の 下位 、 

上 位 バ イト に 指定 し て いま す 。 

省 デ イス クタ イプ に よ つ て 、 デ イィ スク 管理 用 の 予約 バイ ト と し て 、 上 AT の 先頭 が ら 次 表 の よう 

に め 要 で す 。 

に 2 

と 叶い 」 、J| 園 
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FAT デー タ と し て は 、 炊 の よう な も の が あり ます 。 

ディ スク 3 イン チ ま だ は 5 イン チ FD わた D| 
ーーーー | 

ディ スク 項目 2D 2DD 2HD 本 | 7 . は 本 ko 
ファ イル が チェ | 962-4F | 62-7F | 93-7F | 93-7F | 84 一 7F 
ー ン し で いあ る 109- | 199-179 | 199-179 | 199-17F 
フラ スタ 11F 1309~1353 

。 1 3 ii 

ファ イル 終了 89-8F | 89-8F | 89-8F | 892-8F | 89-gF 
クラ スタ 

トーーーーーーーーーー ト ーー 1 ほ ーー キー どき 

未 使用 フラ スマ 9 9 9 9 9 
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は イン チチ ED 2D 3 バイ ト 



絡 械 R93 還 9 斉 ツー ブ エ イ 
第 3 章 の 使い 方 

本 機 は RSー 2 3 2 どじ イン ター フエ イス を 内 蔵 し て あり 、RSー 2 3 2 ご イン ター フエ イス を 持 

つて いる 他 の 機器 と の 間 で シリ アル デー タ の 送受 信 が で きま す 。 

3.1 接続 方 法 

3.1.1 接続 例 
以下 に 示す よう な シス テム の も と で 、RS 一 2 3 2 で イン ター フエ イス を 持つ 他 の コン ピコ ユー タ 、 

ある い は 周辺 機器 この間 で デー タ の 送受 信 が で きま す 。 

<ーー ツ 他 の コン 
に 15 

RS232O 用 
ケー フル 人 上 

( 形 名 : CZ-8LM1 ) 図 1. 公衆 回 線 を 利用 し だ 接続 人 
X 1 ター ボ シ リ ー ズ 

RS-2 3 2C じ 用 
ゲージ ブル 

X 1 ターボ シリ ー ズ 2 他 の コン ピュ ー タ 
図 の . 他 の コン ピュ ユー タ と の 接続 

3.1.2 RS 一 2 3 2 で イン ター フェ イス 信号 端子 表 
RS 一 2 3 2 C こ イン ター フェ イス 用 コネ クタ に は 、2 5 ピン D-SuD コネ フタ の メス 型 を 使用 し 

て いま す 。 ピ ン 配 置 と 信号 端子 は 次 の と お り で す 。 

の O⑩⑨⑧ の ⑦ の @⑤@④③@① 

の の @ @ @ @ ⑩ ⑲ @ ⑯ ⑯ ⑭/ 部 まり ) 
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半 と 海 ③ 史 ロコ 一 立 じ へ 〇 じらい - の | 生 」 

RS 一 どう の 〇 コネ クタ 上 端 字 表 

端 番 号 信号 名 信号 方 向 機 能 

1 FG (保安 用 ジアース) 和 RR 保安 用 ジー ス 

2 TxD (送信 デー タ ) = 送信 デー タ ] 

9 Rx 《 詳 寺 デ ー ダ ) 店 寺 受信 デー タ 

4 RTS (送信 要求 ) ao ON に より 相手 を 送信 可能 と する | 

5 CTS (送信 可 ) に ON の 時 送信 可能 こと 判断 す る 

6 D ら 内 (デー タダ セット レ し レッ チ ィ ) ba Et と 

7 SG (信号 用 ジー ス ) 2 だ ッ ま 信号 用 アー ス - 折 

間 
8 CD (キヤリア 棟 出 ) 

9 一 1 4 NC 

ON の 時 受信 デー タ 有 効 と 判断 する 

15 ら 「 グ (送信 信号 エレ メン ト タ 5 同期 式 通信 時 の 送信 信号 エレ メン ト 
イ ※ ン メダ ) タイ ミン グ 信 号 を 入力 する 

に 
16 NC 
1 

17 RT (受信 信号 エレ メン ト タ イ ィ 同期 式 通信 時 の 受信 信号 エレ メン ト 
に あり の タイ ミン グ 信 号 を 入力 する 

中 弱 。 省 旨 NO 
ei ir ER 

2 0 06MR だ データ 富 ー 所 あみ レデ 『 ON に より の 送 ・ 受 信 の 準備 が で きだ 
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L で ) こと を 知ら せる 

1 NO 

22 | CI ( 彼 上 表示 ) ー | ON に より 相手 か ら 呼 び 出さ れ て い 
る と 判断 する 

2 3 NC 

24 |ST1 (送信 信 号 エ レ メ ン ト タ | 一 | 同期 式 通信 時 の 送信 信号 エレ メン ト 
イミ ング ) タイ ミン グ を 出力 する 

ーー トー ニーー ーーーーーーー ト ーー 

2 5 NC 

っ OUT 
ーIN 



3. す .3 接続 方 法 

相 ま 機 器 こ の 接続 に は 、 両 端 に 2 5 ピン D-SuD コネ クタ の オス を 持つ RSー 2 3 2 〇 用 ケーブ 

ル を 秒 要 と し ます 。 相 手機 器 が モデ ム (まだ は 音響 カプ ラ ) ガ お コン ピュ ユー タ ガ に よ つ て コネ クタ 信 

モデ ム や 音響 カプ ラ と 接続 する 場合 

の ケー 

(本 機 ) 

FG 

TxD 

RxD 

RTS 

CTS 

DSR 

SG 

CD 

ST2 

RT 

DTR 

CI 

STi 

ブル 配線 図 
モデ ム 

ケー プル 配線 ( 埋 鶴 カブラ) 

8 ーーーーー 半 

3 (| 

29 29 

| ーーーーーー 22 

24 | ーーーーー 24 

FG 

TxD 

RxD 

RTS 

CTS 

DSR 

SG 

CD 

ST2 

RT 

DTR 

GI 

STi 

他 の コン ピュ ー タ (本 機 を 含む ) と 接続 

する 場合 の ケー ブル 配線 例 
相 手 

(本 機 ) ケー ブル 配線 (コンビ ミー 

FG 1 ニーーーーー? |. 由 9 

TxD 2 2 | TxD 

は 
RxD 3 3 | RxD 

RTS 4 4 | RTS 

CTS 5 CTS 

DSR DSR 

SG SG 

CD CD 

ST2 ST2 

RT RT 

DTR DTR 

OI CI 

STi ST 

… で 示す 信号 線 は BASIC で は サポ ー ト し て お ら ず 特に 接続 する 必要 は あり ませ ん 。 人 外部 同期 を 使用 する 

場合 な ど 、 ユ ー ザ が マシ ン 語 レベ ル で ソフ ト を 作成 し て 使用 する と き に 必要 に 応じ て 接続 し ます 。 
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号 の 方 向 ガ 異な り ま す 。 相 手機 器 に よ つ て は 、 使 用 コネ フタ まだ は 信号 配置 が 異な る も の も あり の ま 

す の で 、 相 手機 器 の 説明 書 も よ ぐ 読ん だ 上 で 接続 し て ぐだ さい 。 

前 ペー ジ に 一 股 的 な 接続 例 を 示し ます 。 

2 民生 232 ビ イシ ター フェ イス の デー タ 信 号 フ ォ ー マ ッ ド ト 

中 党 一 の 3 2 で イン ター フエ イス は 、 コン ピュ ー タ ガ 己 の 6 ピット パラ レル デー タダ を シリ アル デ 

ー タ に 変換 し て 、RS 一 2 3 2 C で 規定 され だ 電圧 レベ ル ( 土 1 2 V) に 変換 し て 送信 し たり 、 ま 

だ 、 逆 に 受信 し た シリ アル デー タ を パラ レル デー タ に 変換 し だ た りす る も の で す 。 

(パラ レル デー タ ) (シリ アル デー タ ) 

II ン 9 レ ォ ー ド シリ 7 クル リーーー 

シリ アル デー タ の 形式 は 、 同 期 通信 万 式 、 非 同期 通信 方式 に よ つ て 異な り ま す 。 本 機 の BAS | 

ご 〇 で は 非同期 通信 方 式 を サポ ー ト し て いま す 。 ご の 場合 の デー タ 信 号 フォ ー マ ツ ト を 図 7 に 示し ま 

す 。 機器 間 で デー タ の 送受 信 を 行う 場合 に は 、 こ の デー 信号 フォ ー マ ツ ト お よび ボー レー ト ( 信 

号 の 伝達 速度 ) を 一 致 さ せる 入 要 が あり ます 。 

ーーー) 

変換 

(5、6、7、 8 ビッ トド ) ( 需 プ 無 ・ 礎 グ 偶 ) (| 、1.5、2 ビ ピット) 

3.3 BASIC で RS-232C こ イン ター フェ イス を 扱う 方 法 

RS 一 2 3 2 O こ イン ター フエ イス で は 、 デー タ は ファ イル と いう 概 意 で 取り 扱わ れ ね ます の で 、B ビ 

AS 1C の 入出 力 命令 を 使 つ て 一 般 の 入出 力 装置 と 同様 に 使用 で きま す 。R ら 一 2 3 2 じ イ ンダー 

フェ イス の ファ イル ディ スク リプ タ は 次 の 形式 で 表 を れ ます 。 

" COM : 通信 パラ メー タ 『" 
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通信 パラ メー タ に は 次 の も の が あり ます 。 

syN 二 陸 二 村 

・ パ リティ 

・ デ ー タ ビッ ツ ド に 長 

・ ス ト ツ プ ビ ピット 長 

・ 通 信 制 御 指定 

・ カ ナ の 表現 訪 法 指定 

・CR, |LF コー ド の 送信 処理 

・CR,  LF コー ド の 受信 処理 

・ 日 本 語文 字 列 の 表現 方 法 指定 

・ エ ンド コー ドド 指定 

次 に 、 首 パラ メー タ に つい て 説明 し ます 。 

@ ボ ー レ ー ト 

9 一 6 の 数 値 に より ボー レー ト を 指定 し ます 。 

軸 間 款 1 | 1 | yo 
飛 一 レー た (ボー) EEUEIEEEEIEEETIRY 

人 @ バ パリ ティ 

E : 偶数 / パ リティ ・ チ エッ ク を 使用 し ます 。 

〇 : 奇数 パリ ティ ・ チ エッ ク を 使用 し ます 。 

N : パリ ティ ・ チ エッ ク を 使用 し ませ ん 。 

人 @ デ ー ツ ビッ ト 長 

9 : デー タビ ッ ト 長 を 5 ピッ ト と じ あ 。 

6 : デー タビ ッ ト 長 を 6 ビ ピット と し まず 5 

/・ デー タビ ツ ド 要 を 7 ピッ ト と し 天才 

6 : デー タビ ツ ッ ト 長 を 8 ビット と し ます 。 

@ ス トッ プ ビ ッ ト 長 

1 : スト ッ プ ビッ ト 長 を 1 ビッ ト と し ます 。 

2 : ス ド ッ ウデ プ ピ ッ ド 長 を 1 5 ピ ツ と し ます 。 

3 : スト ッ ツ プ ビッ ト 長 を 2 ビッ ト と し ます 。 
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@@ 通 信和 制御 指定 

通信 制御 万 法 を 指定 し ます 。 

X : XON グ X 〇 OFF コ ー ド に よる 制御 を 行い ます 。 

R : RT ら 8 制御 信号 の ON プ 〇 OFF に よる 制御 を し ます 。 

N ま だ は 人 省 蜂 : 通信 制御 を 行い ませ ん 。 

この 通信 制御 と は 、 デ ー タ 送受 信 時 に 受信 側 こ に お いて デー タ の 受信 処理 が 間に合わ な いと き に 、 

送信 側 に 対し て 送信 の 一 時 停止 を 要求 し 、 受 信 で きる 状態 に な る と 送信 再開 を 要求 する 亡 法 の こと 

を いい ます 。 

? X? を 指定 する と 、 デー タ と し て X 〇 OFF コ ー ド (&H 1 3 ) を 送信 側 へ 送る こと に よ つ て 送 

信 の 一 時 停止 を 要求 し 、 XON コ ー ド (&H 1 1 ) に より 送信 再開 を 要求 し ます 。 

? 員 を 指定 する と 、RT ら 6 信 号線 を ひ OFF に する こと に よ つ て 送信 の 一 時 停止 を 要求 し 、 〇 ON 

に する こと に より 送信 再開 を 要求 し ます 。 

川 | 

⑯ カ ナ の 表現 方 法 指定 

S : デー タビ ッ ト 長 7 ビッ ト で カナ の 送受 信 が で きま す 。 

N ま だ は 省略 : デー タビ ッ ト 長 7 ビッ ト で カナ の 送受 信 が で きま せん 。 

デー タビ ッ ト 長 7 ビッ ト で の カナ の 送受 信 は シフ トイ ンコ ー ド S 1 (&H9F) が ある と 、 そ れ 

以降 の デー タ を カナ と し て 負 理 し 、 シ フト アウ トコ ー ド SO (〈&H 90) が ある と 、 そ れ 以 降 の デ 

ー タ を 英 数 字 と し て 負 理 し ます 。 

@ CR., LF コー ド の 送信 処理 

C : 復帰 改行 コー ド と し て CR コー ド 〈&H 0 D) を 送信 し ます 。 

し まだ は 省略 : 復帰 改行 コー ド と し て CR コー ド 〈&H 9 D) 二 コード (&H 0 A) を 送信 し 

ます 。 

@CR, し 上 コード の 受信 処理 

C : CR コー ド 〈&H 0 D) の 受信 に よ つ て 復帰 十 改行 処理 を し ます 。 

し まだ は 省略 : COR コ ー ド C&H 0 D) の み を 受信 する と それ は デー タ と し て 処理 され ます 。 〇 

R コ ー ド 〈&H 9 D) 二 LF コー ド 〈&H 9 A) を 連続 し て 受信 する と 、 復 帰 十 改行 処理 を し ま 

す 。 

@ 日 本 語文 字 列 の 表現 廊 法 指定 

J : J 1 漢字 コー ド を 使用 し ます 。 漢字 イン コー ド K 1 〈&H1B 4 BB) で 日 本 語文 字 列 の 始 

まり を 示し 、 漢字 アウ トコ ー ド KO 〈&H1B 4 8) で 日 本 語文 字 列 の 終わ り を 示し ます 。 

N ま だ は 人 省略 : シフ ト J | 漢字 コー ド を 使用 し ます 。 
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@ エ ンド コー ド 指 定 

デー タ 転 送 の 終了 を 判断 する を め の エ ンド コー ド を 指定 し ます 。 エン ドコ ー ド を 指定 する と SA 

VE 命 令 を 実行 し だ 場合 、 プ ロブ ラム デー タ の 送信 後 、 指 定 さ を ね だ エン ドコ ー ド を 送信 し て ガ ら 

SAVE 動 作 を 終了 し ます 。 し 〇 AD 命令 を 実行 し だ 場合 は 、 指定 され ね だ エン ドコ ー ド を 受信 し 

だ 時 点 で LO 〇 AD 動作 を 終了 し ます 。RS 一 2 3 2C じ ファ イル を OPEN 病 令 に よ つ て オー プン 

し だ 場合 は 、CLOSE 命 令 の 実行 に よ つ て エン ドコ ー ド が 送信 され ます 。 ま だ 、 イ ンプ ッ ト フ 

ァイル と し て オー プン し だ な が 場合 は 、 エ ンド コード の 受信 に よ つ て EOF 関 数 の 値 ず 真 に な り ま す 。 

ご の エン ドコ ー ド と し て コン トロ ー ル コー ド C&H 0 9 一 &H 1F) の 中 がら 働 意 の 1 つ を 選択 

で きま すき 。 実際 に 指定 する パラ メー タ は 、 キ ヤラ フタ コー ド &H 4 9 &H5F に 対応 する 文字 

を 使用 し ます (&H6 9 ー&H7F も 可 )。 だ と えば 、D (まだ は d) と 指定 する と エン ドコ ー ド 

と し て コン トロ ー ル D 〈&H 0 4 ) が 使用 され ます 。 ま だ この パラ メー タ を 省略 する と 、 エン ド 

コー ド の 送受 信 処 理 は 行わ れ ま せん 。 

( 注 〕 

・ 通 信 パ ラメ ー タ の うち ボー レー ト 、 パ リティ 、 デ ー タ 長 、 ス トッ プ ビ ッ ト 長 は 省略 で きま せん が 、 

それ 以降 の パラ メー タ は 省略 で きま す 。 だ だ し 、 途 中 の パラ メー タ を 人 省略 し て 次 の パラ メー タ を 

指定 する こと は で きま せん 。 

・ 日 本 語文 字 の 送受 信 は デー タ 長 8 ビッ ト の 時 に 可能 で す 。 だ だ し 、 デ ー タ 長 7 ビッ ト の と き で も 、 

S 1 プ SO 〇 コー ド お よび 、K | プ KO コ ー ド 制御 を 使用 する こと に よ つ て 可能 で す 。 ご の 場合 の 

デー タタ 形式 は 、 次 の よう に な り ま す 。 

漢字 KG 6) カナ 1S1 ト 民 ( 漂 字 kolso 

送受 信 訪 向っ 

R 
? 2 3 
2 
la 
3 
ご 

| 
う 
6 
イ 

各 
の 
使 
い 

方 

まだ に K1 ぞ KO コー ド 制 御 、 あ る い は シフ トリ J | 8 漢字 コー ド な ど ご を 使用 し て 日 本 語文 字 を 送受 
信 す る に は 、 漢 字 表 示 モ ー ド を KMODE 1 に 設定 し て くだ さい 。 

3.4 入出 力 命令 と 割り 込み 処理 

3.4.1 RS 一 2 3 2 C こ イン ター フェ イス に 関す る 入出 力 命令 

SAVE "COM : 通信 パラ メー タ " 

メイ ン メ モリ 上 の BAS | C ど ビ プ ロブ ラム を 、 アスキー 形式 で 入 8 一 2 3 2 つこ イン ター フェ イス を 
介し て 相手 機 器 に 送信 し ます 。 

LOAD " COM : 通信 パラ メー タイ " 
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相手 機器 より 送ら れ て きだ アス キー 形式 の BAS | び プ ログ ラム ファ イル を 、RS 一 2 3 2 C イ 

ンタ ー フ エイ ス を 介し て メイ ン メ モリ へ 読み 込み ます 。 

SAVEM " COM : 通信 パラ メー タ " , 〔 開 始 ア ドレ ス 〕, 【 終 了 ア ドレ ス 〕 

メイ ン メ モリ 上 の 機械 語 プ ロブ ラム を 、RS 一 2 3 2 ご ど イ ンタ ー フ エイ ス を 介し て 相手 機器 へ 送 

信 し ます 。 ご この 場合 の 送信 デー タ 形 式 は 、 次 の と お り で す 。 

開始 アド レス 終了 アド レス 

ifWEow |B8 りり EE の デー ツタ 

LOADM "COM : 通信 パラ メー タ 『 

相手 機器 より 送ら れ て きだ 機械 語 プ ロブ ラム を 、RSー 2 3 2 O び イン ター フエ イス を 介し て メイ 

ン メ モリ に 読み 込み ます 。 

この 場合 送ら れ て きた だ データ は 、SAVEM 命 令 の 頂 に 示す デー タ 形 式 に な つて いる 必要 が あり 

ます 。 

MA | MA 

OPEN 1 " 〇 O", # フ ァイル 番号 , ” COM : 通信 パラ メー タ “ 
MM (人 WW 

1 : イン プッ ト オ ー プ ン (受信 用 ) 

O : アウ ト プ ッ ト オ ー プ ン (送信 用 ) 

CO : コミ ュ ニ ケー ショ ン オ ー プ ン (送受 信用 ) 

RS 2 3 2 〇 ファ イル を オー プン し (通信 パラ メー タ の 設定 を 行う こと )、PRINT#, IN 

PUT # 命令 な ど で デ ー タ の 送受 信 が で きる 状態 に し ます 。 コ ミュ ニケ ーション オー プン する と 同 

ー フ ァイル 番号 で デー タ の 送受 信 が で きま す 。 

:・ 出力 する 式 あ る い は 文 守 列 

RS 一 2 3 2 C つ ファ イル に デー タ を 出力 し ます 。 デ ー タ の 最後 に 通信 / パ ラメ ー タ で 指定 し だ 送信 
改行 コー ド を 送り ます 。 

INPUT# フ ァイル 番号 , X」, 〔X ぁ , 

XX :・ 入力 し た 値 を 格納 する 変数 
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相手 機 器 か ら RS 一 2 3 2 C を 介し て 受信 し た デー タ を 変数 に 読み 込み ます 。 

LINPUT# フ ァイル 番号 , x お 

X や : 入力 し だ 文字 列 を 格納 する 文字 変数 

相 ま 機 器 か がら RS 一 2 3 2 C を 介し て 受信 し た デー タマ (2 5 5 文字 まで ) を 文字 変数 に 読み 込み 
ます 。 通信 パラ メー タ の 受信 改行 コー ド を 受信 する と 動作 を 完了 し ます 。 

WRITE# ファ イル 番号 。 Cx1, x2, 

X1, X2, ・ 入 力 し た 値 を 格納 する 変数 

PRINT# 語 令 と ほぼ 同じ で す が 、 デ ー タ の 区 切り に は カン マ (, ) を 送信 し 、 文 字 列 デ ー タ の 
と き は ダブ ルク オー テー ショ ン 〈" ) を つけ て 、 詰 め て 送信 し ます 。 

INPUTS$Cn, # フ ァイル 番号 ) 

1 : 読み 込む 文字 数 

相 機 器 が ら 送 られ て きだ 「 個 の 文字 デー タ を 返す 関数 で す 。 

LOC (ファ イル 番号 ) 

受信 パッ ツ フ ァ (6 4 バイト) に だ まつ て いる 文字 数 を 返し ます 。 

EOF (ファ イル 番号 ) 

受信 動作 開始 時 は 俺 て 9 ) を 返し ます 。 相 手機 器 か ら エ ンド コー ド が 送ら れ て こる と 真 (一 1) 
の 値 を 返し ます 。 

CLOSE# フ ァイル 番号 1 # フ ァイル 番号 2, ……… J 

OPEN 文 に よ つ て 開 お れ た ファ イル を 閉じ ます 。 8 一 2 3 2 ご 〇 に よる 送受信 を 終了 レ ま す 。 
アウ ト プ ツ ト オ ー プ ン さ れ て い だ 場 合 に は 、 エ ンド コー ド を 送信 し ます 。 

デバ イス 名 を 人 省略 し だ と き に 用 いら れる デバ イス 名 を COM : " に 設定 し ます 。LOAD, 8 
AVE な どの コマ ンド に お いて デバ イス 名 を 省略 する と 、 デバ イス 名 は " COM : " と 判断 し ます 。 

せ ど 和 半 き SAA ロ い IA ISCoS ニ (の 
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( 例 ) DEV ICE "COM:" 時 

SAVE "6N83XNLLJD" 国 

の 命令 を 実行 する と RS- 2 3 2 O ポ ー ト ヘ へ プ ロブ ラム を 送信 し ます 。 

3.4.2 割り 込み 処理 

1NPUT# も 1NPUT お 命令 を 実行 する と 受信 デー タ 待 ちの 状態 と な り 、 デ ー タ を 受信 する ま 

で プロ グ ブラム は 停止 し ます 。 この と き ON COM GOSU り 命令 を 使用 する こと に より 、 ご の 

受信 待ち 時 間 に は 他 の 仕事 を させ て お き 、 デ ー タ を 受信 し だ 時 点 で 指定 され だ 行 番号 ひら の 割り 込 

み 負 理 ルー チン に 処理 を 移す こと が び で きま す 。 ご の 処理 ルー チン がら の 復帰 は RE TURN 病 令 に 

よ つ て 行い ます 。 

まだ COM ON プ OFF ノ STOP 命 令 に より RS 一 2 3 2 〇 おら の 割り 込み の 許可 、 禁 止 、 

停止 を 指定 で きま す 。 

ON COM 人 oo ! 

"ラベル" 

[ 行 番号 」 1 

RETURN{ エ ュ ラ へ ue ] 

※ 行 番号 、 ラ ベル を 省略 する と 、 中 断 し だ 所 が ら 負 理 を 開始 し ます 。 

サン プル 
Am CT 

ディ スク に ある アス キー 形式 の プロ プラム を 読み 込み ドー 2 3 2 ご イン ター 

フェ イス よ の 送信 し ます 。 

1 INPUT "File name:"」F$ 
2 「$*LEFT$(F$+SPRCE$(13) , 13〉 

3 OPEN "LIP"1:"+F$ 
4 OPEN "0",H2」 "COM:6N83XNCCND" 

5S9 IF EOF(1)=-1 THEN 199 

6 LINPUT H1,D$ 

7 PRINT ID$ 

89 PRINT H2Z,! 付 
99 GOTO 59 
199 CLOSE 11,H2 

119 END 
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RS 一 2 3 2 ビ イ ンタ ー フ ェ イ ス よ のり 受信 し だ プロ プラ ム を プラ フィ ッ フ メモ 
リ に 書き 込み ます 。 

19 【NPUT "File name:",F$ 

29 F$=LEFT$(F$+SPRCE$(13) , 13) 
39 OPTION SCREEN 4 
49 INIT "MEM:" 

S9 OPEN "0",H1 "MEM: "+F ま 

69 OPEN "I”,H2、"COM:BN83XNCCND" 
79 IF EOF(2)=-1 THEN 129 
89 LINPUT H2,D$ 

9 PRINT D$ 

19 PRINT H1,D$ 

119 GOTO 79 

129 CLOSE H1,H2 
139 END 

ライ ン 命 令 実行 中 に RS 一 2 3 2 つこ イン ター フェ イス より デー タ を 受信 する と 
割り 込み が かり 、 その デー タ を 画面 に 表示 し て 前 の 処 理 を 再開 し ます 。 

1 INIT:CLS 4 

29 OPEN "I" 1,"COM:6N83XN" 

39 ON COM GOSLIB 19g 

49 COM ON 

59 FOR I=g TO 99 

69 LINE (9,199tI)-(319, 199) , PSET, T,BF 
7 NEXT 

89 COM OFF:CLOSE #1 

SM END 

199 PRINT INPUT$(LOC(1),1): 
119 RETURN 

8 電王 コー 3 朝 思 5 
3.5 ユー サ が 機械 語 で RS-232C 用 ソフ ト を 作成 する 場合 

の 使用 法 
R ら 一 2 3 2 周辺 の シス テム 図 を が し ます 。 

デー タタ 転送 に お ける ボー レー ト (伝送 速度 ) を 決定 する 基本 フロ ッ ツク の 作成 に は 、Z 8 9 AーC 

TC (カウ ンタ グ タ イマ 用 LS | ) を 用 い 、 シ リア ル デ ー タ 通信 用 に は ZZ 8 9 AーS | 〇 を 使用 し 

て いま す 。 ド ご ー 2 3 2 ご インター フエ イス を 使用 し て デー タタ 通信 を 行う 場合 に は 、 こ の CTC と 

ら 1 〇 を 通信 形態 に 合わ せ て 設定 し ます 。 以 下 、CTC 並 びに S | 〇 の 設定 方 法 に つい て 説明 し ま 

9 す 。 
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Z-8gA SIO/9 

(RS-232C) 

CTSB Cl 

DcDB 回 CD 

DTRB 

ABg RTSB コン トロ ー ル 

ABI RxDB マウ ス デ ー タ 

RxTxCB 下 引 GND 

GND 

(マウ ス ) 
Z-80A CTC 

CLK/TRGg 

Z0/T09 

CLK/TRGI 2MHz CLK 

ZC/T0I 

CLK/TRG2 

ZC/T02 

4MHz CLK/TRG3 
CPUCLK 

3.5.1 CTC (8 A-CTO) の 設定 
CTOC は カウ ンタ ンタ イマ 機能 を 持ち 、 内 部 に 4 個 の 独立 し た チャ ヤン ネル ( チ ヤ ン ネ ル 9 3) 

を 持つ て いま す 。 ご の うち チャ ヤン ネル 1 と 2 の 出力 を S | 〇 に 入力 し て デー タ 通 信 に お ける ボー レ 
ー ト を 決定 する 基本 フロ ッ フ と し て いま す (だ だ し 、 チ ヤン ネル 2 の 出力 は マウ ス 用 に 使用 し て い 
ます の で 、 ロ 一 2 3 2O イ ンタ ー フ ェ イ ス で 使用 する の は チャ ン ネ ル 1 の 出力 の み で す )。 CTC 
の 各 チ ャ ヤン ネル の | プ 〇 アド レス は 、 次 の と お り で す 。 

9 



チャ ン ネ ル 9 ……&H1FA6 
チャ ヤン ネル 1 ……… &H1FA1 
チャ ヤン ネル 2 ………& 日 1FA 2 
チャ ン ネ ル 3……&H1FA3 

CTC は カウ ンタ まだ は タイ マ と し て 使用 で き 、 モード に より 分 周 機能 が 異な り の ます 。 ボー レー 

ト 決 定 用 基本 クロッグ を 作る に は カウ ンタ モー ド で 使用 し 、2 MHZ 基本 クロック を 1 1 一 1 

2 5 6 まで 分 周 で きま す 。 

CTC を 動作 させ る に は 、 ま ず チ ヤン ネル 制御 レジ スタ に その チャ ヤン ネル の 使用 モー ド な ご を 決 

定 する 制御 語 (ここ で は &H 4 5 ) を 設定 し 、 続 いて 時 間 定 数 レジ スタ に 分 周 比 と し て 0 &HF 

F を 設定 し ます 。 

bp 航 BC, 1FA 1 日 

LD A, 4 5H 

kJ 1 て COO, A 

敵 め A, 9DH 

OU「 (CO), A 

こ ご れ に より CTC の チ ヤ ン ネ ル 1 が カウ ント を 開始 し 、 ボー レー ト 決 定 用 基本 フロック を 8 10 

に 出力 し ます 。 ボー レー ト と 時 間 定 数 レジ スタ の 値 は 一 義 的 に は 定まら ず 、S | 〇 の 設定 に よ つ て 

変わ り ま す 。 こ ご これ に つい て は 8 | 〇 の 項 で 説明 し ます 。 

3.5.2 SIO(Z80 A-SIO) の 設定 

ら S | 〇 は シリ アル デー タタ 通信 用 チ ヤ ン ネ ル を 2 つ (チャ ヤン ネル ム , 選 ) 持つ て お り 、 チャ ヤン ネル 

A を R ら 一 2 3 2 で イン ター フエ イス 用 に 、 チ ヤン ネル ビ を マウ ス 制 御用 に 使用 し て いま す 。S8 | 

〇 を 動作 ぶさ せる だ め に は 、 ま ず コ マン ド 書 込み に より 通信 モー ド を 設定 し 、S | 〇 を 初期 設定 し だ 

後 、 デ ー タ の 送受 信 を 行い ます 。S | つの チャ ヤン ネル 、 コ マン ドン デー タ に 対す る | プ O ア ドレ ス 

は 、 次 の と お り で きす 。 

2 2 に eee &H1F96 

チャ ヤン ネル A コ マン ド ……& 日 1F9 1 

セン 間 間 デ ー ツ ダー や & 作 8 2 

チ ヤ ン ネ ル B コ マン ド ……& 日 1F 9 3 

ら ご 1 〇 は 、 コ マン ド の 書込み レジ スタ を 7 つ 持 つて いま す 。 こ ご これ ら の レジ スタ に コマ ンド を 書き 

込む 場合 に は 、 ま ざ び 書 込み レジ スタ 9 に より 、 実際 に 書き 込み を い レ ジス タ の 番号 を 指定 し ます 。 

ご れ に より 、 そ の レジ スタ へ の 書き 込み が 可能 に な り コ マン ド を 書き 込む こと が ガザ で きま す 。 だ と え 

ば 書き 込み レジ スタ 4 に コマ ンド を 書き 込む 場合 は 
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LD  A, 94H 

LD  BO, 1F9 1H 

GONUT 69。 
賠 全 人 A, data……… で コマ ンド デー ダ ) 

QNOE 6050) A 

の よう に し ます 。 ご の 操作 を 、 秒 要 と する 苔 レ ジス タ に つい て 行う こと に より 、S 1 の は 初期 化 

され デー タ の 送受 信 が 可能 と な り ま す 。 デ ー タ を 送受 信 す る 場合 は 、 次 の よう に し ます 。 

(送信 ) 
回 委 A, Ogata……… (送信 デー タ ) 

LD 昌 C, 1F99H 
GUT 0⑥) 大 

(受信 ) 

LD BC, 1F9 9H 
IN 間 を mrre4oi (受信 デー タダ が ガ ア キ ユ ム レー タ に 入る ) 

S10 の 書き 込み レジ スタ 4 の 上 位 2 ビット 〈De , D7 ) で クロ ッ フ レー ト の 設定 を 行い ます 。 

プロ ッ ク レ ー ト と は 、 通 信 ボ ー レ ー ト と 送受 信 フ ロッ フ (TxC, RxO) の 比率 を 示し ます 。 そ の 

関係 は 次 式 の と お り で す 。 

送信 ・ 受 信 ツ ロッ ツ フ = テ ボ ー レ ー ト メメ クロック レ ー ト 〈1, 1.6, 3 2, 6 4) 

CTC お よび ら 10O の 設定 と 通信 フロ ッ フ の 関係 を 表 2 に 示し ます 。 

CT の S 10 の フロ ッ ク ・ レ ー ト に 対す る ポー レー ト ( ボ ー) 
分 周 比 

(時 間 定数 レジ スタ 値 ) 

1 3 
1 

2 6 48 69 2 4 9 9 1206 

5 2 2 499 1 2 9 0 6 9 
1 ーー ーー 

1 6 4 1209 6 09 3 6 6 

2 8 6 69 3 09 15 9 ] 

表 の CTC、S10 の 設定 と ボー レー ト と の 関係 

どっ 



RS 一 2 3 2 CO イン ター フェ イス を 使用 し て 、 デ ー タ の 送受 信 を 行なう 場合 、 一 般 的 に は デー タ 

信号 線 CTxD, RxD)、 コ ント ロー ル 信 号線 (RTS, CTS, DTR, DSR) と GNG 線 を 使用 

し ます 。 ご これ ら の 信号 線 は S | つの チャ ン ネ ル A に より すべ て 制御 で きま す 。 本 機 は これ ら の 信号 

線 の ほか に C | ( 被 呼 表示 )、CD (キヤ リア 検出 ) を 用 意 し て いま す 。 ご の 2 つの 信号 線 の 状態 

は 、S |1 〇 の チャ ン ネ ル 日 の 入力 ポー ト に より 読み 出せ ます 。 ま た 、 本 機 は 内 部 同期 だ け で な ぐ 外 

部 同期 に も 対応 で きる よう に ら T 1 (送信 信号 エレ メン ト タ イ ミン グ ), ST 2 (送信 信号 エレ メン 

ト タ イ ミン グ ), RT (受信 信号 エレ メン ト タ イ ミン グ ) も 用 意 し て いま す 。 内 部 外部 同期 の 切り 

換え は 、S | つの チャ ン ネ ル B の DTRB 出力 ポー ト の High プ Low に よ つ て 行い ます 。 S 1 〇 O 

の チャ ン ネ ル は マウ ス 用 に 使用 し て いる た め 、 DTRB 出力 ポー ト の 切り 換え の 際 に は 、RTS 

日 出 カ ポー ト の 状態 を 変化 させ な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 

3.6 割り 込み 処理 の 使用 

CPU と ら 8 | 〇 の 間 で 割り 込み 処理 (モー ド 2 ) を 使用 する 場合 に つい て 説明 レ し ます 。 ご の 割り 

込み 処理 を 使用 する 場合 、 前 も つて プロ ブラ ム に より 割り 込み ルー チン の スタ ー ト アド レス (2 バ 

イト ) の テー ブル を 、 メ モリ の 適当 な 位置 (偶数 アド レス ガ ら 下位 バイ ト 、 上 位 バ イト の 順 ) に 配 

置 し てこ おき ます 。CPU は 割り 込み を 受け つけ る と | レジ スタ の 内 容 を 上 位 6 ビット 、 ご 10 がら 

の 割り 込み ベク トル を 下位 8 ビッ ト と する 、1 6 ビッ ト の ポイ ンタ の 指し 示す メモ リガ ら 2 バイ ト 

を 読み 出し 、 そ の 内 容 を アドレス と する 割り 込み 処理 ルー チン に ジ ヤ ン プ し ます 。 

メイ ン メ モリ | 

下位 8 ビッ ト 

selher 一 | 下 
上 上位 バイト 

割り 込み ルー チン の 先頭 へ 

1 レジ スタ の SIO より 供給 
内 容 を 充当 

本 機 の BAS 1C (CZー8FB 0 2 ) を 起動 する と | レジ スタ に は &HF 8 が 設定 され 、&HF 

8 3 9 て &HF 8 3 日 番地 を 割り の 込み 処理 ルー チン の スタ ー ト アド レス テー ブル と し て 使用 で きま 

す 。 
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第 4 草 | マウ ス の 使い 方 
本 機 に は マウ ス が 標準 装備 を れ て いま す 。 

人 す デプス 人 は 

本 機 の マウス は 2 ボタ ン 式 の 機械 式 マ ウス で す 。 マ ウス を 物 動き せる と マウ ス 裏 面 (ボタ ン の つ 

い だ な 面 の 反対 面 ) の 中 央 で 金属 の ボー ル が 回 転 し ます 。 マ ウス は 回 転 に 応じ だ 信号 を 発信 し ます 。 

ク 側 
1 側 ( 右 フ リッ フ ) 

( 去 ク リッ フク) 

と 肖 Sxy< 靖 遇 | 

マウ ス の 移動 量 は 、X 方 向 成分 、Y 方向 成 分 に 分 けら れ 、X。, Y 座 標 の 相対 座標 を 表す こと が で 
きま す の で 、 座 標 入力 装置 (パイ ン テ ィ ン ブ デ バイ ス ) と も 言わ れ ま ざ 。 
まだ マウ ス に は 2 つの ボタ ン が つい て お りら り 、 アプ リケーション プロ ブラム で は 機能 の 選択 や 指示 

な どの セレ クト 用 と し て よ ぐ 使わ れ ま す 。BAS | じ で も マウ ス 関 数 で サポ ー ト し て いま す 。 ゲ ー 
ム ム 用 と し て 使う 場合 に は 、 ジョ ヨイ ステ ィ ッ ク の トリ ガー ボタ ン と 同じ 用 途 に も 使え ます 。 
( 注 ) マウ ス を 使用 し て いる うち に 、 裏面 の ふ だ の 中 (ボー ル が 入 つ て いる 部 分 ) に ご み が 入 つて し まう こと が あり ます の で 、 

時 々 ふ ⑳ だ を あけ (矢印 の 方 向 に 回 す )、 中 を 清掃 し て くだ さい 。 

4.2 マウ ス を 使う 

本 機 で は 、 デ ィ ス フク BAS | C (CZー8FB 0 2 ) に マウ ス 関 数 が 用 部 され て いま す 。 以後 、 
ご の 関数 の 使い 方 を 中 届 に 説明 し ます 。 

4.2.1 マウ ス 関 数 の 書式 と 機能 こつ いて 

機能 の 設定 

MOUSE 9 
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マウ ス 機 能 を OFF 状 態 に し ます 。 マ ウス を 使用 し な い の に マウ ス 機 能 を ON に し て お ぐ と 、 割 

の 込み ( 往 ) の 関係 で 処理 スピ ー ド が 遅く なり の ます 。 で すら 、 マ ウス を 使わ な いと き は ご の 命令 を 

実行 し て ぐだ さい 。 

( 注 ) ここ で いう 割り の 込み と は 、 あ る 仕事 を し て いる 途中 に 別 の 仕事 を し 、 ま だ 元 の 仕事 に 戻る 、 

と いつ だ ご こと を 指し ます 。 マ ウス 機能 が ON 状態 だ こと 、 マ ウス を 使う ひど うお に ガ が わら ず マ ウス 

が ら の 割り 込み が 発生 し ます 。 そ の だ め 、 他 の プロ ブラム 実行 中 に マウ スガ ら の 割り 込み 処理 を 受 

け 付 ける だ め 、 企 体 の 実行 速度 が 遅く な り ま す 。 

MOUSE 1. Sx Svy 

Sx, ら y : マウ ス 初 期 座 標 

マウ ス 機 能 を ON に し 、 初 期 座標 と し て 画面 座標 (SGx, Sy) を 設定 し ます 。 Sx, Sy は 一 3 2 

/ 6 8 一 6 5 5 3 5 まで の 値 ガ 設定 で きま す 。 し が し 、 プラ フィ ッ ク 画 面 上 へ の 表示 を 考え だ 場合 、 

WIDTH 病 令 に よ つ て 、 設定 され だ 解像度 と 一 致す る よう 設定 する の が よい で し よう 。 だ だ し 、 

WIDTH 病 令 の 設定 は OPT ION_ SCREEN 命令 の 設定 状態 に よ つ て は エラ ー と な り ま す 。 

の 639 

X 

v  、(SX, Sy\〉 

399 

Sx で 設定 され だ 値 が ザマ ウス 関数 の MO 〇 USE ヒ (0 ) の 初期 値 、Sy で 設定 され だ 値 が MOUSE 

(1 ) の 初期 値 と し て セツ ト さ れ ま す 。 

SX, ら y を 省略 する と マウ ス 機 能 を ON 状態 に する だ け と な のり ます 。 この と き 8Sx、 Sy は BA 

ご 1C 起 動 時 に は 0 が 入り ます 。 

まだ 、Sx, Sy の 値 が ツウ ウス カー ソル の 牧 動 範囲 の 設定 の 値 を 超え て いた 場合 は 、 秘 動 範囲 の 最 

大 値 、 ま だ は 最小 値 に 設定 され ね ます 。 

MGUM 和 8 人 き 。 、F 

d : 秘 動 方 向 (dQ : X 方 向 , dQ= 1 : ヤ 方 向 ) 

「 : 秘 動 比率 (1 一 32) 

X ( 横 ) 訪 向 、Y ( 縦 ) 方 向 の マウ スカ ー ソ ル の 移動 比率 を 設定 し ます 。d は マウ スカ ー ソ ル の 

移動 万 向 を さ し 、d= 0 で は X 方 向 、Q= 1 で は Y 方 向 の 秘 動 比率 が 設定 され ます 。 秘 動 比率 は 
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1 一 3 2 の 値 を こり 、「 の 値 が 大 きぐ な る ほど マウ ス の 移動 に 対す る 座標 の 変化 は 小さ べく な り ま す 。 

ご れ は 、 マ ウス の 秘 動 量 (マウ スガ ら 送 らむ れ て ぐる 値 ) を 秘 動 比率 で 割 つ て いる だ めで す 。 つ まり 、 

「 の 値 が 大 きく な る ほど MOUSE (9⑳), MOUSE (1) に 加え られ る 値 が 小さ く な つて 、 座 標 

の 変化 が 小さ を ぐ なり ます 。 

BAS1C 起 動 時 で は 、X, Y の 秘 動 比率 「 は それ ぞ れ 1 9 に 設定 され て いま す 。 

MOU 人 る 選 。 3。 8Xx。 SVi,。 8 SV 

お X%, SVi,。 SX%。 ら V。 : 座標 

マウ スカ ー ソ ル の 物 動 範囲 を 設定 し ます 。 座標 (Gxi,Sy) と (Sx。,Gy。) を 結ぶ 線 を 対角線 と 

する 長方形 で 囲ま れ だ 領域 を カー ソル 物 動 範囲 そし ます 。 ブラ フィ ッ ク 画 面 と の 関係 お の ら WIDT 

日 命令 に よ つ て 、 設 定 し た 画面 の 解 優 度 と 一 致 な せる の が よい で し よう 。 

また だ 、 MOUSE 1 , Sx, Sy で 設定 され だ 座標 (SGx,Gy) が ガ が 、 こ の 範囲 を 超え て いる 場合 に 

は 、 物 動 範囲 の 最大 値 ま た は 最小 値 と な り ま す 。 

座標 (SGxi,Sy,) と (Sx。,Sy。) を 設定 する と き は 、 Sx」 ぐ ら Sx。, Sy」 く Sy。 と な る よう に し て 

ぐだ さい 。 

状態 の 読み 出し 関数 

MOUSE (9) 

マウ スカ ー ソ ル の 現在 の X ( 横 ) 座標 を 値 こ と し て 返し ます 。 

MOUSE (1) 

マウ スカ ー ソ ル の 現在 の Y ( 縦 ) 座標 を この 値 と し て 返し ます 。 

MOUSE (2, D) 

D : ボタ ン 番 号 

指定 され だ ボタ ン 番 号 D の ボタ ン が 押さ れ て いる と き 真 (一 1 ) の 値 を 返し 、 そ う で な いと き は 

億 (9 ) の 値 を 返し ます 。 

ボタ ン 番 号 D り と は 、 マ ウス の ケー ブル の 出 て いる 方 向 を 上 に し て 、 

Db= 1 で を 側 の ボタ ン 

b= 2 で 右側 の ボタ ン 

の 状態 を 返し ます 。 
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MOUSE (3, D) 

D : ボタ ン 番 号 

ボタ ン 番 号 D の ボタ ン が 押さ れ だ と き の マ ウス カー ソル の X ( 横 ) 座標 を 値 と し て 返し ます 。 

MOUSE (4, D) 

D : ボタ ン 番 号 

ボタ ン 番 号 D の ボタ ン が 押さ れ だ と き の マ ウス カー ソル の Y ( 縦 ) 座標 を 値 と し て 返し ます 。 

MOUSE (5, D) 

ボタ ン 番 号 D り の ボタ ン ガ 離さ れ だ と き の マ ウス カー ソル の X ( 横 ) 座標 を 値 と し て 返し ます 。 

MOUSE (6, D) 

D : ボタ ン 番 号 

ボタ ン 番 号 D の ボタ ン ガ 離さ れ だ と き の 、 マ ウス カー ソル の Y ( 縦 ) 座標 を この 関数 の 値 と し て 

返し ます 。 

MOUSE (/) 

最後 に 、 こ の 関数 が 呼び 出さ れ て ガ ら 、 次 に この 関数 が 呼び 出さ れる まで に マウ スカ ー ソ ル ガ が 動 

いた X ( 横 ) 方 向 の 移動 距離 を 値 と し て 返し ます 。 つ まり 、 最 後に この 関数 が 呼び 出さ れ だ と き の 

マウ スカ ー ソ ル の 座標 と 、 次 に この 関数 が 呼び 出さ れ だ と き の X 座 標 の 差 が 、 こ の 関数 の 値 と な り 

ます 。 

MOUSE (8) 

最後 に この 関数 が 呼び 出さ れ て ガ ら 、 次 に この 関数 が 呼び 出さ れる まで に 、 マ ウス カー ソル お 動 

い だ Y ( 縦 ) 方 向 の 移動 距離 を 値 と し て 返し ます 。 つ まり 、 最 後に この 関数 が び 出さ れ だ と き の 

マウ スカ ー ソ ル の 座標 こと 、 次 に この 関数 が 呼び 由 さ れ だ と き の Y 座 標 の 差 が ず 、 こ の 関数 の 値 と な り 

ます 。 
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4.2.2 マウ ス 関 数 を 動か が す 

次 の プロ ブラ ム を 入力 し て ださい 。 

19 INIT:MIDTH 89,25, 9, 9 

29 MOUSE1 , 9,9 

39 MOUSE2,9,5 
49 MQUSE2, 1 , 12 
S9 MOUSES, 9, 9,63 ヨ , 199 
69 X=MOUSE〈9) :Y=IOUSE〈1 ) 
79 S1=MOUSE(2, 1) :S2=MOUSE(2,2) 

89 PRINT "の X= XY iTTSM1= "jiS1, "SM2= "jiS2 
99 GQTQ 69 

RUN 遇 | と する と 、 次 の よう に 表示 され ます 。 
X=6 Y=69 SW1=6 SW2=6 

ここ で 、 マ ウス を 動 の し て みて こく だ さい 。Xー と Y ニ の 後ろ の 数 字 ガ 変わ り ま す 。 
で は 、 ボ タン を 押し た り の 離し た り し て こ ご だ さい 。 側 の ボタ ン を 押す と 、 ら W 1 ニー 1 の 表示 が 、 
右側 の ボタ ン を 押す と ら W 2 ニー 1 の 表示 が 現れ 、 離 す と それ ぞ れ が 0 に な る こと が わか り ま す 。 
で は 、[SRiFT ] leReak] で プロ ブラ ム を 止め て し 18TI 岬 | を 入力 し て だ さい 。 

5 
2 
ス 

- の 
合 
い 

方 

プロ グラ ム の 説明 を し ます 。 

行 番号 1 9 は 画面 を 初期 化し 、 画 面 座標 比 を 6 4 9X2 0 90 ド ツ ト の 画面 に 設定 し ます 。 専 用 デ 

イス プレ イ テ レ ビ 以外 の モニ タ を お 使い の 方 は 、 本 機 の 標準 / 高 解 優 度 切換 え ス イッツ チ で 合わ せ て 

ぐだ さい 。 プロ プラム を 変更 する 秒 要 は あり ませ ん 。 

行 番号 2 9 は 、 マ ウス 機能 を ON 状態 に し 初期 座標 を (9, 9) に 設定 し ます の で 、 最 初 は ベニ 

0, Y= テ を 表示 し ます 。 

行 番号 3 9 は 、X ( 横 ) 方 向 の 秘 動 比率 を 5 に 設定 し ます 。 

行 番号 4 9 は 、Y ( 終 ) 万 向 の 秘 動 比率 を 12 に 設定 し ます 。 

行 番号 3 9 と 4 9 の 秘 動 比率 を いろ いろ 変え て 違い を みて ぐだ さい 。 

行 番号 5 9 は 、 マ ウス カー ソル の 秘 動 男 囲 を (9, 9) 一 (6 3 9, 1 99) に 設定 し ます 。 プ ロ 

グラ ム を 実行 きせ だ と き マ ウス を 動 お し て ぐだ さい 。 秘 動 の 範囲 の 値 を 超え て 大 きぐ こなつ だ り の 小さ 

ぐ な つ だ り は し ませ ん 。 

行 番号 6 0 は 、 変 数 X に マウ スカ ー ソ ル の XX 座標 を 、 変 数 Y に 座標 を 代入 し ます 。 

行 番号 7 9 は 、 変 数 S 1 に を 側 の ボタ ン の 状態 を 、 変 数 S 2 に 右側 の ボタ ン の 状態 を 代入 し ます 。 

ご ちら も ボタ ン が 押さ れ て いる と 一 1 が 、 押 され て いな いと 0 が 代入 され ます 。 

行 番号 6 9 は 、 そ れ ぞ ね れ 変数 の 値 を 表示 し ます 。 

行 番号 9 9 は 、 行 番号 6 9 に ジ ヤ ン プ し ます 。 
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4.2.3 マウ スカ ー ソ ル を 表示 させ る 

本 機 で ツウ ウス カーソル を 表示 させ る に は 、 そ の だ め の プ ロブ ラム が 秒 要 で す 。 炊 に 示す の は その 

サン プル で す 。 図 の よう な エン ピ ツ 状 の マウ スカ ー ソ ル を 表示 し 、 マ ウス の 左 の ボタ マン を 押し な が 

つら マウ ス を 動 び おす と 線 を 引き 、 右 の ボタ ン で は 画面 を フリ ア す る と いう も の で す 。 

19 INIT:PRLET:OPTIONSCREENB 

29 MIDTH 89,25,1,2 

39 LINECg, 9)-( 7?。 ?) .XOR,BF ,HIEXCHR ま ("8 696969 ?F7F7F 212121 212121 272727 242424 3C3C3C”) 
49 LINE(8, 9)-(15, 7?) ,XOR,BF ,HEXCHR$(" MM MM BBH 898d8 ロ 49494H 292829 99999 484848”) 
Sg LINE(B, 8)-( 7,15) ,X0R,BF ,HEXCHR$("121212 990999 949494 29292 919191 9999d 99B9 BOB") 
69 LINE8, 8)-〈15, 15) ,.X0R,BF ,HEXCHR$("242424 121212 8R8R8R 444444 282828 99999 696969 999B99") 
79 DIM RCSB) 

89 GET@(g, 9)-(15, 15) , 和 7 

99 X=g: Y=g:XX=: YY=B 

199 MOUSE 1,9,9 

119 MOUSE 2,9,5 

129 MOUSE 2,1,4 

139 MOLSE 3,9,9,624,384 

149 PUTWCX, の)-OT15,Y+15) , 日 ,XOR,7 

159 X=MOUSE(9) : YsMOLSE(1) 

169 IF MOLISE(2,1)=-1 THEN LINEXX, YY)-(X,Y) ,PSET 

17g PUT@WCX,Y)- C+15,Y+15) , ,XOR,7 

189 XX=X:YY=Y 
19g IF MOUSE2,2)=-1 THEN CLS9:GOTO 159 
299 GOTO 149 

デー タ 
69 96 
69 96 
7F 99 
21 89 
4: の 
の 7 証人 
24 96 
396。 4 8 
2 の 4 
99 Il2 
94 8A 
92 44 
9 1 28 
99 96 
99 6 
99 96 

図 !| マウ スカ ー ソ ル の 形状 例 と デー タ (|!6 進 数 ) 

プロ グラ ム の 説明 を し ます 。 

行 番号 1 9 で は 、 画面 の 初期 化 を し ます 。 

行 番号 2 9 で は 、 ブ ラフ ィ ッ クノ ク 画 面 の 解像度 を 6 4 9 X 4 9 9 ドッツ ト に 設定 し て いま す 。 専用 デ 
イス プレ イ テ レ ビ まだ は 高 解 依 度 ディ スプ レイ を お 使い で な い 方 は 、 WIDTH 8 9, 2 5, 9, 9 
こし て ぐだ さい 。 だ だ し 、 マ ウス カー ソル の 形状 は 画面 の 縦横 比 の 関係 で 多少 ゆがみ ます 。 
行 番号 3 9 一 6 9 は 、 マ ウス カー ソル の 形状 を ブラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 9, 9) と 〈15, 15) 

を 対角線 こす る 長方形 の 中 に 表示 し ます (実際 に は 見 えま せん )。 

行 番号 / 0 で は 、 配 列 A を 宣言 し て いま す 。 

の 

ン 高 SAT く | 関 計 | 



行 番号 8 9 で は 、 先ほど ブラ フィ ッ ツク 画面 に 表示 し だ マウ スカ ー ソ ル の 形状 を 、 配 列 人 に 読み 込 

み ま す 。 

行 番号 9 9 は 、 変 数 の 初期 値 を 0 に し ます 。 

行 番号 1 9 9 で は 、 マ ウス 機能 を ON に し 初期 座標 を (9, 9) に 設定 し ます 。 

行 番号 1 1 9 一 1 2 9 で は 、X、Y 訪 向 の 秘 動 比率 を それ ぞ れ 5, 4 に 設定 し ます 。 

行 番号 1 3 9 は 、 マ ウス カー ソル の 秘 動 範囲 (9, 90) 一 (6 2 4, 3 8 4) に 設定 し ます 。 ご ご 

で 注意 し て いた だ だ き だ い の は 、 ブ プラ フィック 画面 の 座標 が (9, 0) 一 (6 39, 399) と 一 致し 

な い 点 で す 。 ご れ は 行 番号 1 4 9 の PU「@ 病 令 が ガ X 十 1 5 、Y 十 1 5 に な つて いる だ めで す 。 ピ 

UT@ 令 の 有効 範 男 は この 場合 X 方 向 6 3 9 、Y 方 向 3 9 9 で す が ら 、 マ ウス の 座標 が て 6 2 4, 

3 8 4 ) を 超え る と エラ ー と な り ま す 。 

行 番号 29 で WIDTH 8 9, 2 5, 9, 9 と し だ 場合 は 、MOUSE 3, 9, 9 624, 1 

0 

行 番号 1 4 9・ 0 で は 、 行 番号 8 9 で 読み 込ん だ マウ スカ ー ソ ル を 表示 し ます 。 

上 前 AIyts。 

行 番号 1 6 9 は 、 マ ウス の を ボタ ン が 押さ れ て いる と き ぎ に 線 を 引 ぐ 処 理 を し ます 。 

行 番号 1 8 9 は 、 変数 メメ に 変数 X の 値 を 、 変 数 YY に 変数 Y の 値 を 代入 し ます 。 

行 番号 1 9 9 は 、 マ ウス の 右 ボ タン が 押さ れ て いる と き に 画面 を ツノ リア する 負 理 を し ます 。 

行 番号 2 9 9 は 、 行 番号 1 4 9 に ジ ヤ ン プ し ます 。 

4.3 注意 事項 

本 機 に は 前 面 と 後面 に 1 つ ず つ 、 計 2 つの マウ ス 用 コネ クタ が あり ます が 、 ご の 2 つの マウ ス 用 

コネ クタ に は 、 同 時 に マウ ス を 取り 付け な いよ うに し て ぐだ さい 。 正常 な 動作 を し ませ ん 。 

・ マ ウス は 平ら な が だ い テ ー ブ ル の 上 で 使用 し て くだ さい 。 

・ まだ 、 水 や ほこ り の な いと ころ で 使用 し て こく だ さい 。 水 や ほこ り ガ 入る と 、 マ ウス を こわ す お そ 

れ が あり ます 。 

・ マ ウス の 抜き 差し は 、 電 源 が OF F の 状態 の 時 に 行 つ て くだ さい 。 
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5 テ シ タ ル テ ロ ッ バ パ バー の 
第 5 章 使い 方 

本 機 で は 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ と の 組み 合せ 、 あ る い は 家庭 用 テレ ビ と の 組み 合せ に より 、 

コン ピコ ユー タ 画 像 と テレ ビ や ビデ オ 画 像 と の 重ね 合せ (スー パー イン ポー ズ ) 画像 が 表示 で きま す 。 
さら に 内 蔵 の デジ タル テロ ッ パ 機能 を 利用 すれ ば 、 コ ン ピ ュ ユー タタ 画像 や スー パー イン ポー ズ 画 像 な 
ど ビ デオ 画像 の 録画 が 可能 に な り ま す 。 

5.1 特徴 
・ スー パー イン ポー ズ 処 理 部 に SSS (セパ レー ト ・ サ ブ キ ヤ リア ・ ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ ) 方 式 を 
採用 し まし た 。 

・ コンピ ユ ー タ 映 裁 部 の エッ ヂ ン イズ ( 細 度 、 色 、 フ ! リ ッ カ ー) が 極め て 少な ぐ 、 安定 高 画質 な ス 
ー パ ー イ ン ポ ー ズ を 実現 し まし ただ 。 

・ 入力 映像 ソー ス の 画像 劣化 が ほとん ど あ り ま せん 。 

・ VTR など 不安 定 な 入出 力 ソ ー ス に も 、 安定 し な 同期 で 、 ガ つ コ ンピュータ 映像 レベ ル の 色合い 
を 保持 する ザ ブ ル クラ ンプ 方式 (ピー ク & ペ デス タル フラ ンプ ) を 採用 レ し まし た 。 

5.2 各部 名 称 

映像 出力 映像 調整 色あい 

OXO ⑯ 
TELOPPER 

VTR 
RECORD 

mL ON 

野 OFF 

唱 

④VTR 録 画 モ ー ド スイ ッ チ 

@ 映 像 入力 端子 ④ 色 あい 調整 

③ 映 像 出力 端子 ④ 映 像 調整 

の ④VT 中 録画 モー ドス イツ チ 
コン ピュ ー タ 画像 を V 中 に 録画 する と き 、 ス イッ ツチ を ON (イン ター レー スモ ー ド ) に し ます 。 

@ 映 触 入力 端子 
接続 機器 < テレ ビ 、VT 只 、 ビデ オデ ィ ス ク 、 ビデ オカ メラ な ど ) ら の 映 際 信 号 を 入力 さる 端 
です 。 

映像 出力 端子 . 
コン ピュ ー タ 画 幅 (NTS の 信号 に 変換 され だ も の )、 ス ー パ ー イ ン ポ ボー ズ 画 央 、 ビ デオ 画像 の 
出力 を 行う 端子 で す 。 
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@ 映 像 調整 、 色 あい 調整 

映像 出力 端子 より 出力 され る コン ピュ ユー タ 画 像 の 調整 ボリ ユー ム で す が 、 あ ら が じ め 標 準 状 態 に 

設定 し て あり ます 。 調整 し だい 場合 は 、 販 売店 に ご 相談 くだ さい 。 

5.3 VTR 録画 モー トス イッ チ 

本 機 前 面 の - ビ ラ 内 に は VT ド 録画 モー ドス イッ チ が あり ます が 、 こ ご これ に は 2 つの モー ド が あり 

VTR 録画 モー ドス イッ チ OFF (一 ) 

(ノン イン ター レー スモ ー ド ) 

VTR 録画 モー ドス イッ チ ON (店 ) 

(イン ター レー スモ ー ド ) 

* コ ンピュータ 画像 を VTR に 録画 し 

な いと き (プロ グラ ム 作 成 時 な ど ) 

は OFF に し て お きま す 。 

* コ ンピュータ 本 体内 部 で 発生 する 同 

期 信 号 を 使っ て 出力 する の で 、 

NTSC 標準 複合 信号 か ら 少 し は ずれ 

た 信号 で す 。( 内 部 同期 ) 

* ノン イン ター レー ス 走 査 

不要 

s ノン イン ター レー ス 走 査 の た め 映 像 

の 垂直 ゆれ (フリ ッ カ ー) が あり ま 

せん 。 

* コ ンピュータ 画像 を VTR に 録画 す 

る と き お よび 画 像 取込み を 行う と き 

は ON に し ます 。 

* コ ンピュータ 本 体 へ 入力 する 映像 信 

号 の 同期 信号 を 使っ て 出力 する の で 

正規 の NTSOC 標準 複合 信号 で す 。 

(外部 同期 ) 

* インター レー ス 走 査 

* 正規 の NTSO 標準 複合 信号 で すか ら 

VTR に 録画 が 可能 で す 。 

* 白 文字 に 着色 現象 が あり ませ ん 。 

s モー ド 切 り 換え (スー パー イン ポー 

ズ グ コン ピュ ー タ ) を 行なっ て も 同 

期 の 乱れ が あり ませ ん 。 

* 白 文字 に 着色 現象 が あり ます 。 

* くし 形 フ ィ ル ター 方 式 の テレ ビ と 本 

機 と を 接続 し た 場合 に は 、 一 般 の テ 

レビ より あ ヨ ンー タ 男 面 に 、 に 

じみ が で ます 。 

ます 。 以下 この モー ド に つい て 説明 し ます 。 

この スイ ツチ は コン ピュ ユー タ 画 面 に し た と き 使 用 し 、 そ の 画像 を 録画 する 場合 に は ON に 、 録 画 

し な い 場 合 は ひ F 上 に し ます 。 

2022 

*VTR を 映像 入力 と し て 使用 し た 場合 、 

VTR 再生 時 以外 (停止 、 早 送り 、 巻 

戻し な ど ) で 画像 に 乱れ が 生じ る こ 

と が あり ます 。 



な お 、 テ レビ (まだ は ビデ オ ) 画面 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ 画面 に し だ 場合 は 、 自 動 的 に イン ター 

レー スモ ー ド に な り の ます 。 

5.4 使用 方 法 

本 機内 蔵 の デジ タル テロ ッ パ に より 、 映 優 出 力 端 子 ひ ら 次 の 3 種類 の 信号 が 出力 され ます 。 

⑦④NTSC 信 号 に 変換 され だ コン ピコ ユー タタ 画像 の 出力 (ノン イ ンタ ー レ ー ス モー ド と イン ター レー 

スモ ー ド の 2 種類 )。 

@ 映 像 入力 端子 に 入力 され だ NT SO 信号 と コン ピュ ユー タ の RGB 信 号 を 、 1 つの NTSC 信 号 に 

合成 ・ 変 換 し た スー パー イン ポー ズ 画 像 の 出力 。 

③ 映 像 入力 端 了 に 入力 され だ NT SC 信号 を その まま 出力 。 

接続 に つい て は 、 ご 使用 に な る 接 績 機器 VTR、 ビデ オデ ィ ス ク 、 ビデ オカ メラ 、 ビデ オ 入 出 
力 端 子 付 テ レビ な ど ) の 組み 合せ に よ つ て さま ざま お 接続 記法 あり ます が 、 こ ご ここ で は 標準 的 な 接続 
万 法 を 2 通り 説明 し ます 。 
接続 する こき に は 名 接続 機器 の 電源 を か な ら ず 〇 FF に し て ぐだ さい 。 な お 接続 用 ケー ブル は 最 

寄り の 販売 店 で お 買い 求め くだ さい 。 

人 専用 ディ スプ レイ テレ ビ と の 組み 合せ 例 
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詞 二 罰 全 
再生 用 VTR 
また は . ビ デオ ディ スク . ビ デオ 
カメ ラ な ど ご 

接続 廊 法 

⑨① て @ 本 機 に ディ スプ レイ テレ ビ と を デジ タル RG 日 信号 用 ケー ブル 、 ア ナ ロ グ RG 日 信号 用 ケー 
ブル 、 テレ ビ コ ン トロ ー ル ケー ブル 、 ビデ オカ ッ ツ ト 用 ケー ブル で 接続 し ます 。(② は CZ-6 9 9D 
の み ) 

⑤ 本 機 の 映像 出力 端子 と 録画 用 VTR の 映像 入力 端子 と を 接続 し ます 。 

本 機 の 映像 入力 端子 と ディ スプ レイ テレ ビ の モニ タ 出 力 端子 (映像 ) と を 接続 し ます 。 

② デ ィ ス プレ イ テ レ ビ の モニ タ 出 力 端子 (音声 ) と 録画 用 VTRR の 音声 入力 端子 と を 接続 し ます 。 

ディ スプ レイ テレ ビ の 映像 入力 端子 と 再生 用 VTR の 映像 出力 端子 と を 接続 し ます 。 
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半 ン 汐 ラー ジマ H ロ ござ] 

ディ スプ レイ テレ ビ の 音声 入力 端子 と 再生 用 V T R の 音声 用 出力 端 子 と を 接続 し ます 。 

操作 廊 法 

接続 び で きま し た ら 、 名 接続 機器 の 電源 を ON に し て こく だ さい 。 な お 、 首 接続 機器 の 取り 扱い 万 

や 操作 に つい て は 、 そ れ ぞ れ の 取扱 説明 書 に し だ が つて ぐだ さい 。 

④① コ ンピュータ 本 体 前 面 の トビ ラ 内 の 、VT ド 録画 モー ドス イッ ツチ を ON に し て ぐだ さい 。 

@②@ テ レビ 放送 を 録画 し た いと き は 、 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ CZー6099D, 879D, 855D, 8 

5 9 D を テレ ビ 画 面 に し 、 再 生 用 VTRR の 映像 を 録 軸 し を いと き は 、 ビ デオ 画面 (画面 表示 は ビ . ) 

に し ます (コン ピュ ー タ 画像 の み を 録画 し だ い 場 合 は 、 テ レビ 画像 また は ビデ オ 画 像 な どの NT 

SC 信号 を コン ピュ ユー タ の 映像 入力 端子 に 入力 する 和 め 要 が あり ます )。 

コン ピュ ユー タ 1 画像 を モニ タ 録 画す る 場合 

本 機 の キー ボー ド で [shir 客 押 し な が びら テン キー の 上 ト ・] を 押す と 、 ディ スプ レイ テレ ビビ は コン 

ピュ ー タ 画像 が 映し 出さ れ 、 録画 で きる 状態 に な り ま す 。 

スー パー イン ポー ズ 画 像 の モニ タ 録 画 を する 場合 

本 機 の キー ボー ド で [Sir 寿 押 し な が びら テン キー の | を 押す と 、 ディ スプ レイ テレ ビビ は ズー 

パー イン ポー ズ 画 像 が 映し 出さ れ 、 録 画 で きる 状態 に な り ま す 。 

ビデ オ 画 像 の モニ タ 録 画 を する 場合 

本 機 の キー ボー ド で [snir 許 押 し な が ら テ ン キ ー の 上 | を 押す と 、 ディ スプ レイ テレ ビ に は デレ 

ビ ま だ は ビデ オ 画 像 が 映し 出さ れ 、 録 画 で きる 状態 に な り ま す 。 

プロ グラ ム を 組む 場合 

前 面 ト ビラ 内 の VT 過 録画 モー ドス イッ ツチ を OFF に し 、 本 機 の キー ボー ド で [sir 客 押 し な が 

ら テ ン キ ー の [| を 押し ます 。 

信 一 股 家庭 用 テレ ビ と の 組み 合せ 例 

一 般 家 歴 用 テレ ビ 1 

ニー ンーーーーーー ニ ーー ニー っ mm 

貼 

再生 ビデ オ 
また は . ビ デオ ディ スク . ビ デオ カメ ラ 

ーー な ど 



※ 映 像 入力 端子 付 テ レビ の 場合 は @, ③ の 接続 を 行い 、 端 子 び が ない 場合 に は の の 接続 を 行い ます 。 

接続 方法 

④① テ レビ に 映像 入力 端子 が びな い 場 合 、 こ の 接続 を 行い ます 。 録画 用 VTR の RF 出力 と テレ ビ の ア 

ン テ ナ 端子 を 接続 し ます 。 

②@ テ レビ に 映像 入力 端子 が ある 場合 、 こ の 接続 を 行い ます 。 録画 用 VTR の 映像 出力 端子 と テレ ビ 

の 映 優 入 力 端子 を 接続 し ます 。 

③ テ レビ に 音声 入力 端子 びあ る 場合 、 こ の 接続 を 行い ます 。 録画 用 VTRR の 音声 出力 端子 と テレ ビ 

の 音声 入力 端子 を 接続 し ます 。 

⑨ 本 機 の 映像 出力 端子 と 録画 用 V T R の 映像 入力 端子 を 接続 し ます 。 

@⑤ 再 生 用 V 1 R の 音声 出力 端子 と 録画 用 V T R の 音声 入力 端子 を 接続 し ます 。 

⑥ 再 生 用 V T R の 映像 出力 端子 と 本 機 の 映像 入力 端子 を 接続 し ます 。 

以上 、 接 続 が で きま し だ ら 名 接続 機器 の 電源 を ON に し て 、 次 の よう に 操作 し て こく だ さい 。 な お 、 

洗 接 続 機器 の 取り 扱い に つい て は 、 台 々  の 取扱 説明 書 に 従っ て こ だ さ い 。 

操作 訪 法 

専用 ディ スプ レイ テレ ビ と の 組み 合せ 例 の 操作 方 法 を 参照 し て くだ さい 。 

だ だ し 、@ 項 に つい て は 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 

⑨ の 接続 の 手順 で の を 行 つ だ 場合 は 、 チ ャ ヤン ネル を 1 ch まだ は 2 ch に 合わ せま す 。 

②③ を 行 つ だ 場合 は ビデ オ 画 面 に し ます 。 

5.5 黒 抜き 表示 

本 機 で は テキ スト 画面 、 ブ プラ フィック 画面 と も に 黒 抜き 表示 が 可能 で す 。 つ まり テキ スト 画面 で 

は 、 プラ フィ ッ ク 画 面 、 テ レビ 画面 に 対す る 黒 抜き 表示 を 行う こと が で き 、 プラ フィ ッ ク 画 面 で は 

テキ スト 画面 、 テ レビ 画面 に 対す る 黒 抜き 表示 が 行え ます 。 

黒 抜き 表示 は 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ (CZー6 99D, 879D, 855D, 859D) と 

の 組み 合わ せ で は 、 双 訪 の ビデ オカ ッ ト 端 子 を 接続 する こと に より RG 出力 で 直接 行う こと が で 

きま す 。 (CZ- 6 9 9 D に て 、 ア ナ ロ グ RGB 出 力 で 行う 場合 は 、 ア ナ ロ プ RGB ケ ー ブ ル の み の 
接続 で J が まい ませ ん 。) それ 以外 の モニ タ で は 、 本 機 の 映像 出力 端子 ひら 出力 され る NTSC 信 号 

に よ つ て 、 黒 抜き 表示 を 行う こと が で きま す 。 

5.6 注意 事項 

@ こ の テロ ッ ツ パ パ 機 能 は 標準 ディ スプ レイ モー ド の と きのみ 使用 可能 で 、 高 解 区 破 デイ スプ レイ モー 

ド で は 使用 で きま せん 。 

だ) 



さ ン 高 Sー ン < ロ さ VN 還 較 本 唐 

コン ピコ ユー タ 画 像 まま だ は スー パー イン ポー ズ 画 像 を V T R に 銀 画 する 際 は 、NTSC と いう 帯域 

制限 を 受け る だめ 、 コ ン ピ ユ ー タ 画面 を 下 の い ずれ ガ に 設定 し て ぐだ さい 。 

4 9X1 9 行 , 4 9 字 X 1 2 行 , 4 9 字 X2 09 行 , 4 9 字 x25 行 

まだ 、 タイ リン プペ イン ト の よう な お 細い ドッ ト 構 成 の 画面 は 、 ち ら つ き や 色 変化 が 生ずる こと 

が あり ます 。 さ ら に V T R の 性 能 に より 、 録画 画 像 に 色 ず れ や 画質 の 劣化 を 生ずる こと が あり ます 。 

(理由 ) 

RG 信号 の 周波 数 特性 は 1 9 一 1 4 MHz で ある の に 対し 、 NTSC 信 号 は 下図 に 示す よう に 

輝 展 信号 の 後ろ に ある 色 信 号 と 交錯 し な いよ うに する だ め 、 3 3.2MHz 程度 の 帯域 帆 こ な つて い 

ます 。 ご の だ め 、 横 8 9 字 (水平 6 4 9 ドット) の よう に 細 お がい 指定 を し て も 、 見 に ぐつ だ り 色 

つき が 趣 ひ す つ だ の し ます 。 

利得 呈 . コ 二 号 成 輝度 信号 成分 色 信 号 成分 
〆 時 4 

3MHz 3.58MHz 一 = 周波 数 

RGB ケ ー ブ ル 、 

TV コン トロ ー ル ケー ブル 

AN ピン ジャ ッ ク 

つけ まし た と いう 信号 

パソ コン ASO 回 路 へ 

パソ コン 本 体 

226 



@ 本 機 の 映像 入力 端子 に RCA ピ ン ケ ー ブ ル を 接続 し 、 そ の ケー ブル が 他 の 映像 機器 (VTR、 ビ 

デオ カメ ラ 、 ビデ オデ ィ ス フク な ど ) の 映像 出力 端子 に 接続 きれ て いな い 場 合 や 、 接 続 を まれ て いて 

も 映像 信号 が 本 機 に 入力 され て いな い 場 合 に は 、 本 機 の 映像 出力 信号 は も と より モニ タ の 画像 も 

乱れ ます 。 し を が つて デジ タル テロ ッ パ 使用 の 際 は 、 秒 ぎ 映 像 入力 端子 に 他 の 機器 か ら 映 像 信号 を 

入力 し て くだ さい 。 も レデ ジタル テロ ッ パ を 用 いな い 場 合 に は 、V 「 下 録画 モー ドス イツ チ を O 

FF に する が 、 も し ぐ は 本 機 の 映像 入力 端子 ひ サ ら RCA ピ ビン ケー ブル を は ず し て ぐだ さい 。 

(理由 ) 

スー パー イン ポー ズ は 映像 信号 に RG 日 信号 を 同期 させ て 行 な つ て いま す 。 専用 ディ スプ レイ テ 

レビ と 本 機 こ の 組み 合せ で は 、 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ の 水平 同期 (HD) 信号 、 垂 直 同 期 CVD) 信号 

に RGB 信 号 を 同期 きせ て 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ を 行い ます 。 一 方 、 外 部 より 映像 機器 CV 「 ド 、 

ビデ オデ ィ ス ク 、 ビデ オカ メラ な ど ) を 接続 し 、 ビ デオ 画面 と の スー パー イン ポー ズ を 行う 場合 に 

は 、 本 機 の 映像 入力 端子 と 映像 機器 の 映像 出力 端 チ と を RCA ピ ン ケ ー ブ ル で 接続 し ます けが ガ 、 ご の 

と き 本 機 で は 、RRCA ピ ンジ ヤッ フク を 指し 込ん だ と き ガ が ら 、 映像 機器 けら HD、VD 信号 を 供 結 す 

る こと に な り ま す 。 し だ た が つて 、 本 機 の 映像 入力 端 ぼ に RCA ピ ンジ ヤッ ツク を 指し 込ん で 、 映 像 機 

器 に 接続 し な いま きま 放置 す る と HHD、VD 信 号 が 本 機 に 入ら な ぐ な り 、 画 面 が 乱れ て 何 も 見 えな ご 

な り ま す 。 

@ 映 像 入力 端子 に モニ タ の 映像 信号 と 異な る 映像 信号 が 入力 され て いる 場合 、 ス ー パ ー イ ン ポ ボー ズ 

モー ド に し ます と モニ タ 画 面 が 乱れ ます 。 モ ニタ の スー パー イン ボー ズ 画 面 を 使用 する と き は 、 

映像 入力 端子 に は モニ タ と 同一 の 映像 信号 を 入れ る ガ 、 ま だ は 何 も 接続 し は いよ うに し て ぐだ さ 

い 。 

@ 本 機 の 映像 入力 端子 へ 入力 され る 映像 が 白 時 で あめ ね ば 、 ス ー パ ー イ ン ポ ボー ズ 時 まだ は コン ピコ ユー 

タモ ー ド 時 (イン ター レー スモ ー ド ) の と き の コ ン ピ ュ ユー タタ 画像 は 色 が ガ 付 お な が ガ つ だ り 、 部 分 的 

に 着色 され だ りす る こと が あり ます 。 だ だ し 映像 が 白 県 で あつ て も カラ ー バ ー ス ト 信 号 が つい て 

いれ ば カラ ー に な り の ます 。 

@ だ と えば 、 テ レビ の アン テ ナ 入 力 信号 が 弱い 場合 の テレ ビ 出 力 や 、 何 度 も ダヴ ビン プ さ れ だ VTR 

テー プ の 再生 信号 な ど 、 本 機 に 入力 され る 映像 信号 の 同期 部 分 が 劣化 し て いる 場合 に は 、 コ ン ピ 

ユー タ 画 像 が 乱れ る こと が あり ます 。 

@ 次 の よう な 接続 は 、 異常 な 画像 に な る だ め 使 用 し な いで くだ さい 。 ご れ は 二 重 ス ー パ ー イ ン ポ ボー 

ズ と な り の ます 。 

@ 本 機 の 映像 出力 端子 より 出力 され る スー パー イン ポー ズ 画 像 は 、CRT 3 命令 (テレ ビ 放送 こ コ 

ンピュータ 画 面 を 同時 に 重ね て 表示 ) を 実行 し た 状態 に な か つて いま す 。 プロ ブラ ム で 映像 出力 を 

ORT 2 (テレ ビ 放 送 の コン トラ スト を 下げ て 、 コン ピコ ユー タ 画 面 を 重ね て 表示 ) 状態 と CR「 

3 の 状態 と を 使い 分 け だ い 場 合 は 、 上 ぶ だ を 開け て 、 Yu キラ ー ス イッ チ を コン ピコ ユー タ 前 面 側 へ 

スラ イド させ て ぐだ さい 。 

と ら ー と < ロ HIYVNI 上 

2 フジ / 



ン 爾 き ー ン < ロ HI そ さ Ni | 1 | 

し | スー パー イシ ボーズ と な りき ます 。 (Il) 専用 ディ スプ レイ テレ ビ (CZ-6 9 6D 、 

CZー 6 7 9D、CZー8 5 5 D 、 ま だ は 

CZー6 5 9D) を ビデ オモ ー ド に し た と 

き 、 同 期 流 われ が お こごり ます 。 

アナ グロ RGB ケー プル 

アナ グロ RGB ケー ブル 

ーー コ 

TV コン トロ ー ル ケー ブル 

ピ デ オ カッ ト ケ ー ブ プル 
TV コン トロ ー ル ケー ブル 

ビデ オカ ッ ト ケ ー ブ プル 

( gr 
デジ タル RGB ケ ー プ ブル 

ロブ RGB ケ ー ブ プル は CZ- 6 9 9 D の み ) 

f 
| 映像 出力 端子 
映像 入力 端子 

Yu キラ ー ス イッ チ 

0 2. 

円 凍 町 * 

設定 位置 CRT2、CRT3 を 
(CRT3 に 固定 ) 使い 分 けた いと き 。 
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参考 

接続 応用 例 ① 

専用 ディ スプ レイ テレ ビ (CZ699D, 879D, 855D, 859D) を 使用 し て "コン ピ 

ユー タ 画 像 / や ” テレ ビ と の スー パー イン ポー ズ 画 像 " 、” テレ ビ 画 像 “を VTR に 銀 画 する 場 
人 
ココ o 

_ アナ ログ RGB 

録画 用 VTR 

(アナ ロブ RGB ケ ー ブ ル は CZ- 6 9 0 D の み ) 
接続 訪 用 例 ② 

家庭 用 テレ ビ (ビデ オ 入 出力 端子 付 ) に 接続 し 、 テ レビ 画像 を 重ね 合せ スー パー イン ポー ズ 画 像 

を 楽し お 場合 。 
慎 ン 溢 き ーー こと 口 半 い J| 

一 般 夫 寿 用 テレ ビ 
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斗 ど 准 ら ー と < ロ HI こ さ WN| 4 | 

ビデ オマ ル チ プ ロ セ ッ サ CZー 8 VP 1 と の 接続 例 

オプ ショ ン の ピ デ オ マル チ プ ロロ セッ ツ サ CZ- 8 VP 1 は 、 A プ ソス イッ チャ 、 カラ ー コ レク タ 、 ピ 

デオ エン ハン サ 、GENLOCK 機 能 な ど を 装備 し 、 本 機 こ の 組み 合せ に より コン ピュー タコ ント 

ロー ル が 可能 な 映像 機器 で す 。 特 徴 は 次 の と お り で す 。 

人 @ 4 入力 3 出 力 系 と 2 入力 1 出力 系 の AA ププ ソ スイ ツチ ヤ を 独立 に 2 基 搭 載 し て いま す 。 ま た 6 系 統 

の 入力 に は すべ て ブリ ッ ジ (共用 接続 ) 端子 を 設け まし た 。 

@ オ ー デ イィ オ 系 は 、 す べ て H | 一 F | ステ レオ 対応 。 ま だ 、 左 右 独 立 の サウ ンド バラ ンス つま み を 

装備 し まし た 。 

映像 の カラ ー 信 号 を 安定 再生 する カラ ー コ レク タタ 機能 を 装備 し まし た 。 

代 デ ィ レ イラ イン 亡 式 の ビデ オ エ ン ハ ン サ 機能 を 装備 し まし た 。 

佑 へ ビ ロ ー ル 編集 (複数 の ビデ オ を 再生 し て 編集 ) が で きる GENLOCK 端 子 を 装備 し まし た 。 

便 入 力 信号 切り 換え や カラ ー コ レク タ 、 エン ハン サ の ON プ O ワ FF を コン ピュ ー タ で コン トロ ー ル 

する こと が で きま す 。 



接続 例 

パソ コン 、 ビデ オ 、 ビデ オデ ィ ス ク な ど 、 4 つの ソー ス を 切り 換え て 銀 画 し 、 まだ これ と は 独立 

し て 2 双 の ビデ オ を モニ タ す る 。 
ディ スプ レイ テレ ビ 

CZ-6000 

コー 映 修 出 力 へ 

Cm 
AUDIO OUT へ 

VTR-3( 録 画 用 ) 

と 高き ->< ロ dieYwJi 較 

(後面 ) weAwct uevee プ 9 elg| の e 
o】【o 軸 o】【c 信 SS】【c 

J | ト auowo euro 
ご ロ | LO69) し _ weufe Wiweorr 

ーー テ , 

CZ-8VP1 

映像 入力 へ 



付録 

_ A1 テキ スト 画面 (VRAM ) へ の アク セス 

テキ スト 画面 と その 属性 エリ ア は と も に | プ 〇 ポー ト 上 に あり 、 ア ドレ ス は 以下 の と お り で す 。 

テキ スト 画面 : 3 9 9 9H 一 3 7FFH 

属性 : 2 9 9 9H 一 2 7FFH 

漢字 属性 : 3 8 0 9H 二 3 上 FFH 

それ ぞ れ 2 K バ イト の 容量 を 持つ て いま す 。 

テキ スト 画面 と その 属性 エリ ア は 、 ち よう ど 一 対 一 に 対応 し て いて 、 次 に 示す ステ ー ト メン ト や 

関数 を 使 つ て 1 バイ ト 単 位 で アフ セス する こと が で きま す 。 

入力 用 : POKE@、 〇 OUT 

出力 用 : PEEK@、1NP 

テキ スト 画面 の 属性 1 バイ に ト の ビッ ト 構 成 は 、 次 の 図 の と お り で す 。 

&H3999 

テキ スト 画面 

&H29909 
テキ スト 属性 

HS | vs CGICFICR|G |R|B BB 
性 = 業 llee 

以下 、 下位 ビッ ト ガ ら 順 に 説明 し ます 。 

作動 測 BR SSR 色 の 指定 (COLOR) 

テキ スト 画面 の 文字 は ( 青 )、R (〈 涼 )、G ( 緑 ) の 3 ビッツ ト に より 、 次 の よう に 決定 され ます 。 
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g 0 Em 黒 

| 1 の ee 青 

仙 。 すけ 半 Se 赤 

9 1 1 ………… マゼンタ ( 和 紫 ) 

1 間 | 也 大 sss 緑 

1 9 1……… シ アン (水色 ) 
1 1 ……… 黄 

1 1 人 5 白 

(2) CR の ot 文字 の 反転 モー ド の 指定 (>CREV) 
テキ スト 画面 の 文字 の 反転 の 指定 は ビッ ト 3 に よ つ て 行い ます 。 

ビッ ト 3 が 0 の と き 標 準 モ ー ド 、 1 の と き 反 転 モ ー ド と な り ま す 。 

し 生生 ] 文字 の 点滅 モー ド の 指定 ( つ CFLASH) 

テキ スト 画面 の 文字 の 点滅 モー ド の 指定 は ビッ ト 4 で 行い ます 。 

ビッ ト 4 が の こと まき 標準 モー ド 、 1 の と き 点 滅 モ ー ド と な り ま す 。 

0 折 あ YT222y ROMCGRAMCG の 切り 換え の 指定 (っ CGEN) 

キャ ヤラ クタ ・ ジ エネ レー タ に は ROMCG と RAMCG の 2 種類 が あり 、 そ れ ぞ れ 2 5 6 文字 の 

フ オ ント を 持つ て いま す 。 

テキ スト 画面 に ROMCG の 文字 フォ ント で 表示 させ る が ガ 、RAMCG の 文字 フォ ント で 表示 さ 

せる が の 指定 は 、 ビ ッ ト 5 で 行い ます 。 

ビッ ト 5 が 0 の と き ROMCG、1 の と き RAMCG を 指定 し ます 。 

のり よ 因 。 還 o の mm 文字 の 拡大 モー ド を 指定 し ます 。 〈 っ CS 1Z ビ ) 

テキ スト 画面 の 文 サ イズ の 指定 は ビッ ト 6 、 ビッ ト 7 で 行い ます 。 

だ だ し 、 ビ ピット 6 (VS) を 1 に 設定 する と き は 、 そ の 横 1 行 の 属性 を すべ て 1 に する 和 め 要 が あ 

り ま す 。 

HS VS 

9 55 標準 文字 

9 CdRoxn2 た て 2 倍 文 字 
1 EC 横 2 倍 文字 

1 1 ………… た て 横 2 倍 文字 
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漢字 属性 1 バイ ト の ビッ ト 構 成 は 、 次 の よう に な つて いま す 。 

&H389069 
漢字 属性 

2 伸 66 5 9 8 SS) 8 

テキ スト 属性 漢字 属性 

ビッ ト 5 

ビッ ト 4 ビッ ト 7 

1 9 9 RAMCG (キャ ラク タモ ー ド ) 

g 1 

1 g RAMOG (外字 モー ド ) 

ROMCG 

9 1 第 1 水準 滞 字 ROM 

1 1 第 2 水準 漢字 ROM 

以下 、 テ キス ト 属 性 同様 、 下 位 ビ ツ ッ ト ガ ら 順に 説明 し ます 。 

(0 生ま lk (ピッ ウト 3。 2 71. 9)" 漢字 デー タ 部 の 上 位 4 ビッ トコ ー ド を 示し ます 。 

全角 文字 (漢字 ROM) が ガ 表 示さ れ て いる と き 、 漢 字 ROM の アド レス の 上 位 4 ビッ ト ガ 入り ま 

す 。 漢字 ROM が 選択 きれ て いな い 場 合 は 無視 され ます 。 

(2 ビット 4 

漢字 ROM が 選択 きれ て いる と き 、 漢 字 ROM の 第 1 水準 まだ は 第 2 水準 の 指定 を 行い ます 。 

漢字 RROM 以 外 が 選択 きれ て いる と き 、RAMCG の キヤ ラク タモ ー ド ガ 外 字 モ ー ド ガ の 指定 を 行 

いま す 。 
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3) ビッ ト 5……… アン ダー ライ ン の 指定 
アン ダー ライ ン の 指定 は ビッ ト 5 で 行い ます 。 
この ビッ ト が 9 の と き ア ンダ ー ラ イン を 消去 し 、 1 の と き ア ンダ ー ラ イン を 表示 し ます 。 

C4) ビッ ト 6……… 全角 文字 の サイ ド 指 定 
全角 文字 の 場合 ここ が 0 な ら 文 字 の 左側 半分 、 1 な ら 文 字 の 右側 半分 で ある こと を 示し て いま す 。 

ん が MP> heewuomzo ROMCG と 漢字 ROOM の 選択 の 指定 

漢 守 属性 の ビッ ト 4 と ビッ ト 7 、 お よび テキ スト 属性 の ビッ ト 5 (CG) の 値 に よ つ て ROMC 

ら ご 、RAMCG、 漢字 ROM の うつ ちご どれ が 選択 さき れる ガ が 決ま り ま す 。 

A2 組み 込み 関数 以外 の 数 学 的 関数 

組み 込み 関数 に な い 三 角 関 数 と 双曲線 関数 、 お よび それ ら の 逆 関 数 を AS | 〇 の 関数 を 使 つ て 

足 義 する 公式 を 示し ます 。 使用 する 場合 に は 、 名 関数 の 定義 域 に 注意 し て くださ い 。 

関数 名 BASIC の 形式 に よる 公式 関数 
SeCgnt A (%X)=1 プ COS (X) S@GCX 
COS@Cgrt B (%X)=1 グ SIN (%) COS@GCX 
Cotangent C (= テ 1 グ TAN (XX) @⑨ も BI 

arosine D (〈X)=ATN (X ン SOR (1 -X "2 の)) SN 
arCcOSin@ E CX)=-ATN (〈X ノ SOR (1 -X "の )) キ ぇ ンク OS X 
grCsecgnt F CX)=ATN (SOR CX”2- 1)) 士 て SGN CX) 一 1) * ァ ンク の Sen~'X 

grCCOSecgrt G 〈X)=ATN (1 ン SOR CX"2- 1)) 二 て SGN CX)- 1)* ぇ ノン 2 cosec-'x 

arcCcotangent H (X)=-ATN (X) 二 ぇ / GO も ai 

hyperbolic sin@e | (X)= (EXP (X) -EXP (に X)) プ の Sinhx 

hyperbolic COsin@e り (X)= (EXP (X) 二 EXP (-X))/ ど COShx 

hyDerbolic tangent K (X)=-EXP (-X) ノ (EXP (X) 十 EXP (-X)) *※ 十 1 tanhx 

hyperbolic secant L (X)= テ 2 (EXP (X)+EXP (C-X)) Sechx 

hyDerbolic Cosecgnt M (X)=2 ノ (EXP (X) -EXP (-X)) COS@oChX 

hyperbolic Cotangent N (X)=EXP (-X) ノ (EXP (X) -XP(-X))* の 十 1 Cotagnhx 

arc-hyperbolic sine O 〈X)=LOG (X+SOR CX の 1)) Sinh~'x 

grc-hyperbolic COsine P CX)=LOG (X+SOR CX "2ー1)) OSX 

arC-hyperbolic tangent O (%)= テ LOG (1 キメ ) グ (1 -X) う プ ジ も an れ TTY 

arc-hyperbDolic secant R CX)=LOG CSOR て 1 -X "の ) 二 1) ノ X) Seoch~'x 

arc-hyperbolic cosecant  S(X)=LOG 〈〈SGN CX) *SOR CX"2+1) エ 1) ノ X) COS@GCh~'x 

arc-hyperbolic cotangent (CX)=LOG CX+1) ノ CX- 1)) ノ 2 COtan~'X 

以上 の 関数 を 使う こき は 、「DEF FN」 令 で あら けじめ プロ ブラ ム 中 に 定義 し て お ぐ と 便利 

で す 。 ご これ ら の 関数 は パラ メー タメ の 定義 域 に 十分 注意 し て 使 つ て ぐだ さい 。 
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( 例 ) 199 DEF FNA ()=1 プ COS 〈%) 

A3 数 値 精 度 の 変換 

数 値 は 、 整 数 の 場合 一 3 2 7 6 8 一 32 7 6 7 、 実数 の 場合 、 約 一 1.7x 1 の "1.7X1 の "で 単 精 

度 型 の と き 有 効 数 字 8 桁 、 倍 精度 型 の と き 有 効 数 字 1 6 桁 の 精度 で 表現 され ます 。 数 値 は 、 変 数 の 

属性 文字 (%、 | 、 め 、 型 変換 の 関数 (CI1NT、CSNG、CDBL) に よ つ て 、 そ の 精度 を 変 
損する こと が で きま す 。 

精度 の 変換 は 、 次 の 規則 に よ つ て 行わ れ ま す 。 

( 1 ) 数 値 が 別 の 精度 の 変数 に 代入 され る と 、 そ れ は 代入 先 の 変数 の 精度 に 変換 され ます 。 

( 倒 ) A%=3.14………… A は 整数 型 の 変数 な の で 、A の 値 は 3 と な り ま す 。 

(2 ) 数 値 を それ より 低い 精度 の 変数 に 代入 する と 、 数値 は 丸め られ て 低い 精度 で 記憶 され ます 。 

〔 例 〕 Al ニ 3.14159265359# …… A ! は 単 精度 型 変数 な の で 、A | の 値 は 3.1415927 に 丸め られ ま 

(3) 数 値 を それ より 高い 精度 の 変数 に 代入 する と 、 数 値 は 高い 精度 の 表示 に な り ま す が 、 よ の 正 

確 に な る と いう こと は あり ませ ん 。 

( 例 ) A# 王 9.14…… の ee… A# は 倍 精 度 型 変数 な の で 、A# の 値 は 3.139999999664724 に な り ま す 。 

(4 ) 次 の よう な お 計算 を 行なう と き は 、 最 も 精度 の 高い オペ ラン ド と 同じ 精度 に 変換 され ます 。 

( 例 ) AA# 二 47………… 自 は 倍 精 度 型 数 値 な の で 、 計算 の 結果 は 倍 精度 型 た と なり 、A# の 値 

は .5714265714285714 に な り ま す 。 

(5 ) 関数 の 値 は 単 精度 8 け だ が 保証 され ます が 、 | 数 に 倍 精度 型 の 数 値 が 含ま れる と 倍 精度 1 6 

桁 まで 求め る こと が で きま す 。 

誠 遇 、 信 三 0R (9 う で "mm A の 値 は 1.7320508 

A# 王 SOR (3 ……… A# の 値 は 1 .73205089756887/ 

(6 ) 数 式 の 値 の 型 変換 を 行う に は 、C1NT、CSNG、CDBL の 名 関数 を 使い ます 。C1IN 

T は 値 を 整数 型 に 、CSNG は 単 精度 型 に 、 ご DBL は 倍 精度 型 に それ ぞ れ 変換 し ます 。 

( 倒 ) A=CINT (R ノ 1 0 9) … の の ee R の 値 ガ 314 の と き 、A の 値 は 3 に な り ま す 。 
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A4 数 値 デ ー タ の 誤差 

BAS | C で 扱う 単 精度 型 お よび 倍 精度 型 の 数 値 よ 、 コ ン ピ ユ ー タ 内 部 で は 2 進 浮 動 / 数 点 形式 

で 表現 され 、 演 算 や 比較 も この 形式 の まま 行わ れ ね ます 。 

単 精度 型 (5 バイト ) 

生 圭 

指数 部 ae 表 結 0 

倍 精 度 型 (8 バイ ト ) 

必 妥 1。 1 
指数 部 ーー 

この 内 部 表現 上 の 制約 の だ め 、 数値 は ず し も 正確 な 値 と し て 記憶 され る と は 限ら ちず 、 こ のだめ 

に お ご る 演算 結果 、 お よび 関係 式 の 比較 に お ける 誤差 、 画面 や ライ ンプ リン タ な どの 、 出 力 装置 に 

表示 され る 値 と の ずれ な ど に 注意 する 和 め 要 が あり ます 。 

だ と えば 、 単 精度 型 や 倍 精 度 型 の 数 値 を 使 つ た 演算 の 結果 が 、 数 学 的 に は 整数 と な る 場合 で も 、 

選 ず し も 整数 が 得 ら れる と は 限り ませ ん 。 

数 値 デ ー タ の 内 部 表現 の 誤差 が 表示 され る 値 に お よ ぼ ざ 影 響 に つい て 、 簡 単 な 例 を あげ て 説明 し 

まし よう 。 

( 例 1) 

10 = テ 0 

2 の 。 FODO 骨 1 テ の の ⑨ の の 5 の 

3 PRINT 史 

4 0 XX 十 . 1 

590 NEXT 注 ) . 1=9.1 

この プロ プラ ム は 変数 メ の 初期 値 を 9 と し て 、9.1 ず つ 加 え 、 そ の 値 を 表示 する プロ プラ ム で す 。 

この プロ グラ ム を 実行 する と 、 は じ め は .1..2,。 ……… と 増え て いき ます が 、46 を 過ぎ る こと 46, 

46.1, 46.1999999, 46.2999999……… と いう よう に 誤差 が 表れ ます 。 

ご れ は 、 内 部 表現 の 誤差 が びな まつ だ だ め に 生 ざ ずる 現象 で す 。 

この 不 合理 を 解消 する に は 9.1 を 加え る の で は な ぐ 、 整 数 の 1 を 加え 、 そ れ を 1 0 で 割る よう に し 

て ぐだ さい 。 

19 メニ テ 09 

29 FOR |= テ 9 TO 1506 
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( 例 2) 

3 0 

4 0 

5 9 

1 0 

2 0 

3 9 

PRINT メ ブ 4 09: 

メニ テ X 十 1 

NEXT Il 

還 放 | 5 人 0 53 4 央 下村 暫 各 1 

本間 由 

陳 居 みす 【 

( 例 2) は 、F 上 ORーNEX「 ル ー プ に お いて ルー プ 変 数 の 初期 値 を 0 、 増 分 を 9. 1 と し て 終了 

値 1 まで 実行 する と いう プロ ブラ ム で す 。 

こ ご め プロ グラ ム を 実行 する と 0 、0.。 1、9. 2、……… 9. 9 と な つて 、 最 後 の 1 まで ルー プ 

し ませ ん 。 ご これ も 内 部 表現 の 誤差 に よ つ て 生 ざ る 現象 で す 。 

ご れ を 防ぐ だ め に は 、 次 の よう に ルー プ 変 数 の 増分 を 整数 に し て ぐだ さい 。 

( 例 3) 

1 6 

2 0 

3 

1 0 

20 

3 0 

4 0 

( 例 3) は 9. 

ば ? XX# 一 Y#? と 表示 する プロ プラ ム で す 。 

し が し 、 ご の プロ ブラ ム で は ” X# 王 Y#? と 表示 し ませ ん 。 ご れ も ま だ た X# こ Y# の 内 部 表現 の 誤 

差 に よ つ て 生じ る 現象 で す 。 

ご れ を 解消 する に は 、 次 の よう に 1 F 文 の 論 理 式 の 部 分 を 変え て 、 19* 

の 精度 で 比較 する よう に し て ぐだ さい 。 
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1 9 

20 

3 

4 0 

FOR |=9 TO 19 

EPRINT キン 人 導 5 

NEXT | 

# 王 。 13*3 

Y# 三 . 1 

PRINTUSING" 押 ## 畠 押 畠 畠 畠 扶 " 5Y 提 

IF X# 王 Y# THEN PRINT "XX# 王 Y#" 

1 を 3 で 割 つ て 3 倍 し た だ 値 を 持つ X# こ 、9. 1 の 値 を 持つ Y# と 比較 し て 等 し けれ 

届 本 。1 プ 8 き w3 

Y 二 、 1 

PRINTUSING" 押 # 銘 畠 妊 拘 枚 " :X#:Y# 

|1F ABS(X# 一 や わく .999909991 THEN PRINT 『"X 弓 
Ne 電 D 



A5 メモ リマ ッ プ 

IPL ROM バン ク 
+ 0000 0000 

立 
1 

| IPL 
お よび 。 ) 

ーー BIOS サ ブル ー チ ン 

7777 
7FFF 

メイ ン メ モリ バン ク 

と の 共有 部 分 
の 7 る 

! 

馬 。 AM 位 FFFF 

1) BIOS サ ブル ー チ ン の 機能 

・ キ ー 入 力 

・ 画 面 表示 
プリ 2 多田 カ 
・ カ セッ ト 出 力 
・ デ ィ ス ク 、HD の リー ドラ イト 

パイ シメ モリ リク 

| BASIC イ ンタ ー プ リタ 

ーー 
ワー クエ リア を 含む 

-ー っ NEWON で 指定 し た 値 

BASIC テ キス ト 用 エリ ア 

変数 エリ ア 

3 ファ イル パッ ララ ァ 
革 人 導 1、 攻 人 の の 
スト リン グ デ ー タ エリ ア 

Tr ま Sr その と メイ ン メ モリ バン ク 
2 を 2 (F009 一 FFFF) 

ーー 本 F999 
間 ェ る 7 検 計 SYS 辞書 ・ 
co 音 訓 和書 ・USR 辞 書 の | 2) 

と カナ 漢字 変換 用 ワー クエ リア 

| 機械 語 サ プル ー チ ン 用 F490 
フリ ー エ リア BASIC ワー クエ リア 

昼 。 F899 

IPL 

トー お よび 
BIOS ワー クエ リア 

FFFF 

ュ グ ララ ィ ル ジジ ルン ルコ ポン 
・CG の 定義 ・ 読 み 込み 

・ 四 則 演 算 お よび 関数 

・ そ の 他 

2) 辞書 を 使用 し な い 場 合 は 、 

CLEAR &HF499 を 実行 する こと に より 、 機 械 語 サ ブル ー チ ン 

用 フリ ー エ リア と し て 使用 で きま す 。 
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|/0 メ モリ バン ク 5 I/O0 メ モリ バン ク 1 
9999 9999 

I/O0 メモ リバ ンク 9 
- I/0 ポ ー ト 生か 

2999 
属性 用 VRAM 

2899 
( 未 使用 ) 

3999 に ーーーーーーーーー ーーー ゴ 
テキ スト 用 VRAM 

3809 | mmyAw | 
漢字 属性 用 VRAM 

490909 49 9 ーーーーーーーーーーーーーーーーー 

3) 

トー グラ フィ ッ ク 用 

| 較 グラ フィ ッ ク RAM 

Gi( 青 ) 
eo Ei 

科 。 変数 エリ ア 

生生 な を どき こら 流 ri 4) 

人 欄 

| グラ フィ ッ ク RAM 

Gz( 赤 ) 

010) に ーー トー ニー ニテ ーーー ニーーーーーーー コ に ジラ マイ ッッ 用 

グラ フィ ッ ク RAM 

Gs( 緑 ) 

FFFF レーーーーーーーーFFFF 

3) OPTION SCREEN 1 お よび 2 の 場合 、VDIM 変数 エリ ア と し 

て 使用 する こと が で きる 。 

OPTION SCREEN9 が 設定 され て いる 場合 は 、 バ ンク と 

同様 グラ フィ ッ ク 表 示 用 エリ ア と し て 使用 で きる 。 
4) VDIM 変数 エリ ア と し て 使用 する 場合 、VDIM CLEAR で そ 

の 範囲 を 指定 し 、 そ の 外 を グラ フィ ッ ク 用 と し て 使用 する こと が で きる 。 

ai は 変数 エリ ア の 先頭 アド レス 、azs は エン ドア ドレ ス 。 

VDIM CLEAR を 実行 し て いな けれ ば 499b 一 FFFF が 変 数 

エリ ア と し て 使用 で きる 。 
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| A6 ユー ザ 定 義文 字 の 作り 方 
英 数 字 、 カ ナ 、 セ ミ プ ラフ ィ ッ フク 文 字 、 特 殊 文 字 な どの 図形 文字 は 、 小 さ な ド ツ ト が 集 ま つ て 構 

成 さ れ て いま す 。 1 つの 文字 を 構成 する ド ツ ト は 、 半角 文字 で 8 X 8 まだ は 1 6 X 8 ド ツ ト 、 全 包 

文字 で 16X16 ド ツ ト あ つて 、 こ ご この ドッ ツ ト パ ター ン (〈 点 の 集まり ) が ガ ROMCG 〈Read Only 

Memory Character Generator)、 お よび 漢字 ROM に 記憶 ミ れ て いま す 。 

し が し 、 自 分 の 使い た い 図 形 文 字 が な が つ だ 場合 は どう し だ ら よ いで し よう 。 そ の だ め に RAM 

CG (Random Access Memory Charaoter Generator) が 用 意 さ れ て いま す 。 ご れ 

は ユー ザ が ガ が 好き な ド ツ ト パ タ ー ン を デザ イン し て 記憶 させ て お く ぐ 場 所 で す 。 

ユー ザ ガ デ ザイ ン で きる 図形 文字 (以下 、 ユー ザ 定 義文 字 と いい ます ) は 、 そ の サイ ズ に よっ つて 

(1) 終 8X 横 8 ドッ ト 

2) 縦 16X 横 8 ドッ ト 

(3) 縦 1 6X 横 1 6 ドッ ト 

の 3 つの タイ プ が あり ます 。 

それ で は 、 一 つ ひ と つづ 作り方 と 表示 の 仕方 に つい て 説明 レ し て いき ます 。 

(1) 縦 8X 横 8 ドッ ト の 場合 

縦 6 X 横 8 ド ツ に ト に の ユー ザ 定 義文 字 を 定義 する に は 、2 4 バイ ト の 文字 列 が 邊 要 で す 。 な ぜ な ら 

ば その 文 守 列 の 表す ビ ツ ト パ タ ー ン が 、 1 個 の ユー ザ 定 義文 字 を 形成 する か ひら です 。 す な わ ち 1 バ 

イト の キヤ ラク タコ ー ド の ビッツ ト パ タ ーー ン 8 桁 が 、 横 8 メ 縦 1 ドッツ ト パ タ ー ン を 表し 、8 バイ ト の 

文字 列 で 縦 8 ライ ン の ド ツ ト パ タ ー ン を 構成 し て いま す 。 ご これ が 3 原色 の 原理 に より 、 衣 , 赤 , 緑 

の 3 画面 分 邊 要 な の で 、 結 局 、 8 バイ ト X 3 画面 三 2 4 バイ ト の 文字 列 が 和 め 要 と な りら ます 。 

ご の 2 4 バイ ト の 文字 列 の うち 、 最 初 の 8 バイ ト ガ 青 、 次 の 8 バイ ト が 赤 、 最 後 の 8 バイ ト が 緑 

の 部 分 の ド ツ ト パ タ ー ン を 表し て いま す 。 

だ と えば ひら が な の 「 あ 」 と いう 文字 を 、 青 地 に シア ン 色 で 作る 場合 に つい て 見 て み ま し よう 。 

V へ Mioo 

較 は ドッ ト が セッ ト さ れ て いる こと を 示す 。 

ユー ザ 定 義文 字 は 8 X 8 ドッツ ト パ ター ン で 表 さ れ 、 ひ ら が な の 「 あ 」 は 上 の よう な パタ ー ン に な 

り の ます 。 ご れ を 2 進数 の パタ ー ン で 表し 、 さ ら に 1 6 進 表 現に 変換 する と 、 次 の よう に な り ま す 。 
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(2 進数 表現 ) 

り 99100909 っ 

0909111000 … 

909090100990 一 

99111119 っ 

09019190191 

91911091 っ 

991190919 … 

0090990999 一 

(1 6 進 表 現 ) 
人 旨 : セ ま ④ 

半生 ② 

し 加計 本 ③ 

年 本 ゃ < ④ 

se 記 @⑤$ 

四 才 人 半 @⑧ 

才 ま xs 填 ② 

90 …… ⑧ 

し だ が つて 、 こ の ド ツ ト パ タ ー ン は 、 

HEXCHRSC"1038193E55593200") 

⑦ の @③@⑳@@@ の @ 

と な り ま す 。 

シア ン 色 は 、 青 と 緑 を 合成 する こと に よ つ て 表示 され ます 。 青 地 に 

を 作る だ め に は 、 青 の 画面 , 赤 の 画面 , 緑 の 画 面 に 対し て パタ ー ン を 、 そ れ ぞ れ 次 の よう に 

な けれ ば な り ま せん 。 

( 青 の 画 面 ) ( 赤 の 画面 ) ( 緑 の 画面 ) 

人 | 
2 
に 四 

( 青 の 画面 ) ( 赤 の 画面 ) ( 緑 の 画面 ) 

員 遇 MWT 1 司 所 民 99999999 98 96919998 

RMO 捉 証人 1 1 コ oE 明 99699999 避 99 899111999 

MT1 1 ・ 層 作 所 69999999 99 69919999 

1 合 則 剖 衣 1 1 ) 調 四 E 909999969 避 98 66111116 

] 間 層 1 唱 員 M1 1 .』o の F 蘭 09699999 避 99 91919191 

本 ll 吊 開 合 則 1 1 SF』P 999099999 ツ 99 91911991 

0 引 彰人 1 の IPIE 99999999@ 99 969119915 

el 笠 MMN 1 RIE 99099999 9 ゆり 9999 り bb999 
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層 1 9 

層 3 8 

1 8 

の 3 E 

や 5 5 

必 5 9 

ゆ 3 2 

ゆ 9 9 

シア ン 色 の 「 あ 」 と いつ 文字 

定義 し 



し だ が つて 、 青 地 に シア ン 色 の 「 あ 」 を 定義 する の に 和 め 要 な 文字 列 は 、 

HEXCHRS お て"F ビ ビビ ヒヒ ヒビ ヒビ ヒビ 上 ビ ヒビ 上 F 上 FF99999909999099096 

091938193E55593299") 

と な り ま す 。 

ご の サイ ズ の パタ ー ン を 定義 で きる コー ド (キヤ ラク タコ ー ド ) は 9 一 2 5 5 で 、2 5 6 文字 分 

で す 。 だ と えば 、 こ ご これ を コー ド 3 2 に 定義 する に は 、 

DEFOCHRSC3 2 )= HEXCHR$S(C" FFFFFFFFFFFFFFFF 9 0 6 
990999900999091938193E55593209") 

と 書き ます 。 

ご うつ し て 定義 し だ 文字 は 、CGEN 1 と PR 1 NT#9 命令 を 使 つて 、 画面 に 表示 する こと が で き 
ます 。 

( 例 ) 

199 KMODE 9 

119 CGEN 1 

12 0 AS お =" リ ビ F ビ ビビ ヒ ヒビ ビビ ビビ ビビ ヒビ 上 FF99990090909099906 
01036103E55593200" 

139 DEFCHRS(3 2)= ニ HE ヒ XCHRS(AS) 

149 PRINT#9, CHRS(3 2) 

159 CGEN6 

青 の 画 面 、 赤 の 画面 、 緑 の 画面 の 3 枚 と も 同じ デー タ の 場合 は 、8 バイ ト の 文字 列 で 済ま せる こ 

と が で きま す 。 

だ た と えば 、 黒 地 に 白 の 「 あ 」 を 定義 ける に は 、 

DEFCHRS(3 2 う ニ HEXCHRSC"10938193E555932001093 
891903E555932991938193E55593206") 

と し な いで 、 

DEFCHRS(3 2) ニ HEXCHRSC"1938193E55593296") 

と する だ け で 済み ます 。 

(2) 縦 16X 横 8 ドッ ト の 場合 

縦 1 6 X 横 8 ド ツ ト の ユー ザジ 定義 文字 を 定義 ける に は 、 8 xX 8 ド ツ ト の 文字 が 縦 2 何 に の び だ 
パタ ー ン な の で 4 8 バイト の 文字 列 が 必要 で す 。 

243 



( 青 の 画面 ) ( 赤 の 画面 ) ( 緑 の 画 面 ) 

間 填 | | 
「 時 四 | 
[ 

15 31 47 

16 32 48 

1 6 X 8 ドッ ト の ユー ザ 定 義文 字 は 、 1 6 X 8 の ドッ ト パ タ ー ン で 表 さ れ ま す 。 ご ここ に デザ イン 

し だ パタ ー ン を 8 X 8 の と き と 同 様 に 2 進数 の パタ ー ン で 表し 、 さ ら に 1 6 進 表 現に 変換 し て コー 

ド の 文字 列 に ける の で す 。 

ご の サイ ズ の パタ ー ン を 定義 で きる コー ド は &H1 09、&H1902、&H104…… 、&H 1FE 

の 1 2 8 文字 分 で す 。 だ と えば ある パタ ー ン を コー ド の &H 1 0 9 に 定義 する に は 、 

DEFCHRSC&H 1 9 9) ニ HEXCHRS(7 HHH……HHH" う 

96 桁 (4 68 バ イト ) 

と 書き ます 。 

ご うし て 定義 し だ 文字 は 、CGEN と PR INT#0 の 命令 を 使 つて 画面 に 表示 する こと が で きま 

す 。 

( 倒 ) 

110 CGEN 2 

120 AS= テ "HHH……HHH" っ 48 バ イト の 任意 の 文字 列 

1 3 9 DEFCHRS(&H 1 9 9) ニ HE ヒ XCHRS(A お ) 

149 PRINT#9, CHRSC0) 

159 CGEN9 

※ & 昌 1 0 9 の コー ド は PRINT#90, CHRS(&H 0 9 ) 

&H 1 9 2 の コー ド は PRINT#0, CHRS(&H 9 2 ) 

&H 1 9 4 の コー ド は PRINT#9, CHRS(&H 9 4) 
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な お 、 青 の 画面 、 赤 の 画面 、 緑 の 画面 の 3 枚 共に 同じ デー タ の 場合 は 、 1 6 バイ ト の 文 守 列 で 済 

ませ る こと が で きま す 。 

(3 ) 縦 16X 横 16 ド ツ ト の 場合 

縦 1 6 X 横 1 6 ド ツ ト の ユーザ 定義 文字 の 定義 に は 、9 6 バイ ト の 文 守 列 が 秘 要 で す 。 

16X メ 1 6 ドッ ツ ト の ユー ザ 定 義文 字 は 、 1 6 X 1 6 の ド ツ ト パ タ ー ン で 表 さ れ ま す 。 ご ここ に デザ 

イン し だ パタ ー ン を 、8 X 8 の と き と 同 様 に 2 進数 の パタ ー ン で 表し 、 さ ら に 1 6 進 表 現に 変換 し 

て コー ド の 文 守 列 に し ます 。 

ご の サイ ズ の パタ ー ン を 定義 で きる コー ド は &J 7 6 2 1 て &J7 6 6 9 の 6 4 文字 分 で す 。 だ 

と えば 、 あ る パタ ー ン を コー ド の る J 7 6 2 1 に 定義 する に は 、 

DEFCHRS(&J 7 6 2 1) ニ HEXCHRS(7 HHH……HHH?) 

192 桁 て 9 6 バイ ト ) 

と 書き ます 。 

ご うし て 定義 し だ 文字 は 、KMODE 1 を 実行 後 、 普 通 の PR 1 NT 命令 を 使 つて 画面 に 表示 す 

る こと が で きま す 。 

KMODE 1 

PRINT CHRS(&J7 6 2 1) 

な お 、 青 の 画面 、 赤 の 画面 、 緑 の 画面 の 3 枚 と も 同じ デー タ の 場合 は 、3 2 バイ ト の 文字 列 で 済 

ませ る こと が で きま す 。 

( 青 の 画面 ) 

始 導 | 還 還 胃 還 較 較 
0 コロ M 
4 ti 29 

較 画 了 い 肖 間 量 較 まき < 
7 | | ja 

を 24 
9 9 計 3 25 

19 26 

日 1 呈 1E 層 

12 

3 に 3 央 | | い 
14 中 及 還 上 
ie ト 和 32 
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( 赤 の 画面 ) 
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て SE こわ の て 175 KB223532 い Geo 6 
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| | 
カー ソル ドド oe 2. 35 句点 「。 」 en ドー 96 
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6/, 70 
グラ フィ ッ ン 座標 系 RB: ます 65, 6/ 

ゲ グラフィック 措 画 人生 きる 149 

だ JSW2 aaasseswesseeesseeeeeeeseeeeeemes 26 28 

クロ ッ ク レ ー ト で ooneomeenn… 242 
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数 値 精度 の 変 拠 YOUKUOODODCCLXOO OO 236 
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本 社 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 

電話 06 (621) 1221 (大 代表 ) 
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